表紙の 說明 

一、 中央に ある 水色 ご 白 どの 二色 旗は 猾 
太阈 の阈旗 0 

ニ、 右の 旗は 猶太の 穩健派 r シオン JM の 

旗。 

三、 左の 赤旗は 遇 激共產 主義の 猶太 團隊 
『ブンド 』の旗 0 

四、 三ケの旗竿の要めに位置せる記號は 
猶太の 定紋 r タピ デ j の 楣ビ 其の 保護 
する r シオン j の # 



編輯 後記 

本研究の發衮は或る必要上大に急を要する 
もの あ 6 て 宇 句を 練る の 暇な く、 刹へ 句讀 
點の 位置 適當な らざる もの、 活版 校正の 足 
らざ る點あ 6て油讀の闲難なる‘ノへきを察 
す、他日訂正增補の機會に於て之等の缺點 
を 除かん 事を 期す 

北滿洲 特務 機關 
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緒 言 

# (: 當機關は對過激派政策上猶太問題研究の必要を詆め、北滿憲兵隊 £ 協カして着々其步を進めつ 
つ あ 6 し 際、 偶々 浦 潮 派遣軍よ b 上田 步奂少 佐を 北 滿 1: 於ける猶太の中心 ?: る當地に派遣し、當機關 
にあつ て 猶太 問題の 硏究を 爲 3 しむる 所 あ 6、 硏究 梢々 其 緒に 铳 くに 方 6、 少佐は 人事の 都合に て內 
地に歸還するこどごなれり。 

當機關 は 猶太の 時事問題に 關し其 都度 之を 通報せ る 外 上田 少佐の 研究を 颁ち又 酒 井 通 譯官の 著 ^ ^ 
を 配布して 參考に 資する 所 あ り、其後四王天大佐をして引續き現實的方面よ6、酒井通譯官をして神 
秘的 方面よ b 研究せ しめつつ あ 6、之か完壁を期するは一朝一タの俺くする所にあら3るも、近來猶 
太 問 趄研窀 熟の 勃興に 伴 ひ 本邦 谷 方面よ b 情報を 當機關 に农め 來る もの 少 »> らす 、即ち 
一、 之 か 要求を 充す爲 

ニ、今後本邦人か露人 £ 改治通商其他の關係を結ふに方6猶太人を解するこ £ 頗る緊要なるものあ 
る 事 

1- 鑑み研究の未た撤底せさるを顧みす之を要路の關係者に頒つ事ごせ6。 

兹に 頒布を 受けた る 谷 位の 注意を 煩は し ® 件 あ 60 
一、 情報の 出 所 殊に 研究者の 氏 f 公表せ さる こ VJ 

是れ 上田 少佐の 研究を 頒つ に 方 り述へたる如く猶太人は肯綮に當れる猶太研究の發表を嫌ひ時 
緒 言 _ 



摘 太 研究 r 
w して 硏究 者に 對し 非常手段に て 其 生命を 奪 ひたる 實例あ b 、 之は 稀 有の 事に て 吾人 職を 軍に 
奉するものの輕視し得へき事柄なるも最も困難なるは將來1層精細なる研究に入らん £ する希 
望を 抛た さる 可ら さる 事是な 6、 何 w なれは 吾人の 硏究か 赤裸々 に 公表 せらる る W & は 彼等は 
今後何等の車實を語ら5れはなり〇 

ニ" 所謂 軍國 主義 反對諭 者 中には 吾人の 眞擊な る 研究を 目して 一槪 に軍間の宜傳£して葬り去らん 
W する もの あ b 襞に 『一 •ッ ンン』 1*) の 秘密 決議なる もの 軍遨の 手に 依 b % 文ょ b 譯 出せら るる 
や、 吉野博 士の如 きは 之を 軍 ^ の 捏造な bwi 且傳 せる か 如き 是れな b 、 當機關 の 研究は 極て 公 
平なる見地に立ち人种別撤廢問題に關聯し、猶太人に同情を表し得る點は悉く同情を表するも 
のな bw 雖も 前項の 理由に 困 6已むを得す公表を憚るこ £ ある炉故に再ひ軍 .!1 の宜傳 £ 認めら 
れさ る爲 、場合にょ b 其 出 所を 示す £ 共 1- 第ー項の理由を明示して誤解なからしめ又、不審、 
誤謬の事項は當機關に通知する様公明正大に取計はれたし。 

本研究發表は以上の次第にょるを以て今後硏究の進むに從ひ |\1 讯坩補する所あらん £ す0 
附言本硏究の筆者は猾太の寺院に出入し 3|; 熱烈なる演說£之に伴ふ « 哭 £ 其の音樂2を味ひ或は 
養老院の 老廢 w sg b 或は » 太 料理店に て 猶太 料理を 取 b 猶太 人 £ 四六時中起居を其にし之 £ 
語 b つつ 本 研究を 辍 b T .- . る もの !- て 決して 現今：：！ 本の 言論 界 に 現は るる 或 抑の 猶太 研究の 如 
く殆ん £ 英阈猶太人、又は米國 » 太人の背傳的書物を全譯したるかビ思はるるものビ同一視 
する を 得す、 去 bw て排 猶太 書物の 飜譯に も 非す 可成 眞相を 阐刚 する に 勉めた bo 
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猶太 研究 

第一章 總 論 

世界の各地 1- 散在する»太人は總計千ニ：百五十萬人にして是を世界の總人ロに比すれは僅 «» に其約百 
二十 分 一に 遇き す、 然るに 近世に 於け る 猶太 人の 結束 及 活動は 歐米 列强の 注意を 惹き (猶太 人を 有せ 
? る H 本は 別問題 £し)必すや何等が世界の两題を惹起すへきこ <£ を豫想せられし炉、果然西暦千九 
百 十四 年 乃至 十八 年の 世界 大戰に 除し 猶太 人は 其 努力 奪_の結采從來彼等を迫害せし黨、班大帝國、 
大陸 軍國を 崩 ® せしめて 活励の 自由を 收め次 て 渦 激派を 利用して 裕に其 怪腕を 密ひ 今や 猶太 人は 東大 
陸の 大部を. 3する*闽を飜弄して其實權を握り西大陸の牛耳を撞れ 6 北米合衆國內三百萬人の猶太人 
(世界的. W 豪を 集め 金權を (奉 握し' S b ) S 相 呼應 して 世界を 其 掌中に 收めん W す、 此 に 於て か 之 か 反動 
>」して《猶太熱も亦勃興し獨乙最も赛骨にして勞尨解«に於ても其暗流は日を逐ふて嵇ならん£す0 
從來絕 海の 狐島に 退罌 して 猶太 問題の 阁 外に 超然た b し 我 帝國も 今や 愈々 I 等國の 末 班に 列して 混亂 
綜錯 せる 世界の 大洋に 乘 り出す時は疽ちに猶太に關するニ個の潮流に遭遇すへし而して反猶太に伍す 
へきや或は又、人秫 »|1 撤廢の大道を収6寧ろ彼等に同情し之 £ 提携して帝國の進路を拓くへきやは、 
遲れ； w 雖も 常に 今：： に 於て 熟慮 斷行 すへ きの 機運に 際會せ b、 人往々树太人を以て軍に非國家、 
非愛圃 、憶病、 拜金 の權 化£な し、 英 、米、 獨 、露の 如き 形式 上の 阈家 ぁるを 知 >> 之 ビの 聯盟 合钃 
第 m ltt .m - 




猶 _太 研究 ニ 
を策するに急 |: して却て其强國内の大勢カ £ な6之を1茛の血脉にて迚耢せる大锕太干阈の現存を阐 
却し 之 か爲 |: 猶太問題 4- 說くを見ては神砗過敏 )£ なし取越苦勞£侮6歷史か：：1々網太豫言者の 7~' の如 
くに 進展し つ、 ある こ w を 察知す る 能は？ る もの あ り、而して其原闶は蓋し納太の何物なるかを知ら 
? るに 存す 故に 帝 鯛の 國是を 定むる a には 必す 先つ * 太の M 物なる やを 明に せ ? る 可ら す、 是れ本 硏 
究を要 路に頒 つ 所以の 一な b。 

阈是 一度 定まらは、 爾 他の 事 悉く 之ょ-® 打算す へき や 論を 俟たす > 而 して 帝 阈の對過激策の如きは跦 
に ® 次 中外に 宣明 せる 研に して： して 日月の 如し 但し 其 實行に方6過激派 « 充分の連繫を有し之か 
指*又は宣傳の任に從ひつ、ある猶太の勢カを如何に収扱ふへきかは直に來るへき問靼なり>之か爲 
にも猶太人は如 1>'1 なるもの.な.〇.やを明にせさる可らす、是れ木硏究を耍路に頒つ所以のニな-〇 0 . 
帝國か從來師を興するに方5迚合與阈»內の猶太分子又け敵軍中の猶太分子、或は又占領地の枘太分 
子に關 する硏 究 の足& さ b しもの あるを 覺ゆ而 して 今後の 戦 ^ に 於て は 猶太 人は 從來 S は 一層 異れる 
色钐を 有する もの VJ 判 斷せら るるを 以て、 猶太 人の. 根本を 明に し、 誤解 違算な きを 要す、 是れ 本硏究 
を 要路に 頒つ 所以の 三な bo 

世界の 歷史 殊に 歐洲 大戰以 來の 政治 外交 史及戦 史を 具に 了解す るには、 本硏 究に收 め たる か 如き 内面 
的® 機を 知ら？ れは 、鉛 誤を 來すこ W あ り、 是れ本 研究を 要路に 頒つ 所以の 四な bo 
本硏究 じ於ては主 £ して耶蘇紀元七十尔『ユグサ 1^ ム』を完全に失ひたる以後の歷史を*ごし現在の猶 
太 活歷史 を述へ 以て 將來を 推す に 止めん W す。 




第二 章 猶太 人の 一般的 研究 

第一 節 猶太 人 S 其 鑑別 法 

猶太 人は 現今 世界 各地に 散在す る特秫 の ー人秫 にして 東は H 本 帝國よ 6 西は 亞米利 加の 諸國に 2 り、 
北は 勞農 东國よ b 南は 南阿の 鑛產地 に 至る，. S て、 各 國に 居住して 其の 國籍を 取る もの 多し、 即ち ^- に 
米 國 A W 稱する も 其 內には 猶太 人 兼米國 人 あるな 5 ( 木 研究 中に 於て は 此の 柿の 人を 米國捎 太ず-も 云 
ひ、 行文の 都合に 依 6猗太系米國人£稱ふる場合あるへし0但し嚴密に言へは、猶太系米广人£は猶 
太の 血を 混せ る 米國人 又は 猶太の 方策を 遵奉す る 純粹の 米阈 人を 含む もの ごす) ^ 樣に獨 こ 猶太 あ^' 
英 阚 猶太 あり、 佛國 猶太 あ a 譯な b 、 今日 迄：！： 本肭太 なる ものな し。 

猶太 人は 最初 如 W なる 土地、 如何な ろ 時代に 發生 せる やに ®! し 之を 民族 學上よ り討究すれは釉々異論 
あるか 如き も 今よ b 約 四千 年 前 亞細亞 の西谪 端よ b 亞弗利 加の 東北 端に S 6 東大 陸の 中心に 發 生し、 
而 して 今日 迄 他 民族 w 血 旅の 混淆を 來た 3 さ b し特 _の人籾なるこ £ は諸學者の一致する所な60 
尙 最も 重きを なす 一學說 左の 如し 0 

猶太 民族は 長く 同 民族 間の 結婚の みを 行 ひたる を 以て 今日に 於て は 確に 一定不 璲 の人榑 を 形作 b た^' 
ビ雖も決して同族結婚の_を發揮せる不良民族にあらす、何£なれは此民族は全然關係なか6し左の 
三？！ の §の 混血に より 生せ る ものな れはな bo 

第二 萆辆太 人の 一般的 研究 三 




猶太 研究 四 
一、 純 f セ-,、 ット J 族 ( V ドク ア N £ も 云 ふ) 

一,、 -=1 ヒテ イット』 族 (シ？ ア 人) 

三、 r r Z ア N 』 族 (印度 丨歐羅 巴人 稀) 

『セ-、 ット J 族は 亞剌 比亞の 荒廢 地に 水草を 逐ふ て轉 々せし K 族な bo 

「ヒテ イット』 族は 小亞 細亞の 『シリア J 地方の 民族な 50 

『アモレ アン』 族は 波斯海 沿岸に 發生し 後 『 シソア に J 侵入せ し K 族な 60 

以上 三秫の M K 族は 全然 浞 血して 一の 合金の 如き もの S な b たる や 換言 すれは 猶太 人なる ものは 何れ 
も 同型の ものな b や £云ふに實は然らすして、摘ほ三補の原型を钳むるもの£全然混淆して何れ £' も 
識 叫し 難き ものの 四 神 ぁ 40 

其 比例 左の 如し C 歐羅 巴に 居住す る ものの みに つ ^ - 硏究 せる 結果な 6) 

1、 『セ ミット J 型 五 °/» 

ニ、 ft テ イット J 型 五 〇％ 

三、 『アモレ アン』 型 | G °/« 

四、 混淆 三 五 ^ 

以上 猾太の 三種を 識 »|1 すへ き特® は 左の 如し。 ^ i SH l ) 

1、 『セ ミット J 型は 沙漠に 住する 亞 剌比亞 人の 顔貌、 體格 を擗へ 頭蓋骨' 一 後に 長し 亞 刺比亞 T モ 

口 ッ コ 、『アル •セリ ヤ』 等に 多 LO 




ニ、 f ヒ-ア ィ 5 , ト』塑は頭蓋骨前後 !- 短く鼻は所謂 » 太鼻なり、壯年に及へは多くは下腹肥大して 
麥酒搏 の 如く、 丈は 余 b 高から す。 

三、 『ア *レアン』型は丈尚く诹髮は金髮にして眼は趙く顏色も亦白し、頭蓋骨は長からす、短か 
らす 中等な b.o 

四" 混淆 型は 全然 混淆に して 何れ V 」 も 判定し 難し 例へは 頭髮搽 黑 にして 眼の 碧き か 如％』 又 頭髮 色、 
頭 蚤 ^ の 形狀何 れ も 特色な きもの ぁ-* ( 「チヤ ムパ ーレン」原著 «|! 世篇四 |? 三十九買 )1- » «: す〕 

然 - T は 以上 猶太 人 全部を 通した る 特徴 ぁ^ 'て 一見* 太 人なる こ S を 確實に 鑑別す へき 万 法な. 3 やの 間 
題に到看す。 i 

之 (- 關しては前記浞淆型の如く三十五『ブロセント』か最も歐羅巴人 |: 近き『アモレアン』の型をも交へ 
たるを 以て、 之 等 W 純歐米 人 £の譎別に困雑.を生する《共に、歐米人にも頭髮黑<又は印度—歐羅巴 
一 ;;のものぁるを以て、適確なる鑑別は闲難な6、然れ £ も斯界のォソ”テ|『ィズヲ11少.|>1へン.1 
氏も-其著齊第-白十七： « 中に、'兎も？：猶太人共通の謂はは最大公約數を體格上、外貌上 (: «見し得る 
以上は 所謂 猶太 型な. る ものの 存在す る こどは 否認の 余地な し VJ 述 へた- 

學者の 所說 >」 3:々猶太人 !: 接觸して » 察せ.0所ど最も猶太人を嫌惡する露人の常に注意を怠らす觐察 
したる 研究 S を 綜合し 重復を 顧みす 猶太 人。 鑑別 法を 略述 すれは 左の 如し 0 
. 外貌 上 

S 鼻 

第ニ箄 摘 太 人® 一般的 研究 五 
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摘 太 研究 六 

最も顯著なるは鼻 1- して其特徴は高く、反6を有し、尖6ぁ&側面ょ5見れは\^狀を呈 
し 此の 如く 顯 著なら S る' \^狀 の ものに 於ても 常に 鼻梁は 小鼻ょ 6長し、.即ち 1£ 面ょ6見 
れは zz^l 狀を呈 す 0 

『コーへン‘の著軎百十三 ^ にも左の如く自白しぁ-®-。 

從來钩 鼻は 猶太 人 鑑別の 最大 特徴なら すビ する も少 くも 有力なる 特徴 做され ぁ b た れ、 
然る (: 霞 .:.:; 叫亞及『ガリシヤ』地方埘匈國の附太人を注意して覼察する2きは其の六割乃至八 
制は ♦所謂 希 臘鼻 S 稱 すろ 鼻梁の 眞直な る ものなる こビ を發 見す へし、 鈎 鼻は 唯 猶太の 惡ロを 
描ける 戯作 ものの 紙面を 賑 はすの み然れ ど も 『ヨセフ •ヤ n プ』 氏は 树太 人の 鼻孔は 特 (: E 立 
ちて 大きく 且つ 屈曲す V 」 明示せ bo . ( 是れ前 述鼻 梁の 著しく 下れる 關係な b) 

耳 

耳 も 亦 最も 著しき 特徴に し -！: 日本の 劍術 家の 如く 耳朶 か 頭部に 传 する は少 く、 埘の侧 gs 四 
十五 度 以上の 角度を 呈し甚 しきは 捉角に近く見え而して又耳の上端か' !« 部ょ6逮か6下部か 
诹に 密接し 然 も ? る も 馬 耳の 如く 上端 尖銳な る もの 尠から す 0 





( 3 ) 



此の 特微は 特に 小兒の 時に 著し、 婦人に パては断髮の關係上之か識別容易ならさるも速れた 
る 小兒を 見る ミ きは 鑑別の 一大 資料を 得る こビあ b、 獨 b 耳に 限らす 鼻に 就ても 動物に 見る 
間歇 遺 傅 的に 祖父母の 特徴 孫に 至つ て 現は るる こご あ り、哈爾賓在住有識階級に雇する ^ ニ 
露 人 あ り、 何れも 餘 b 特徵な き 猶太 美人を 娶 o しか 生れた る兒 女は 一は 最も 明瞭なる 猶太 耳 
他は 最も 明瞭なる 猶太 鼻を 有す。 

其 他 > 

男女を 通し 『ソバ カス J の 顏面手 及頸邠 に 著しき もの あ b、 然れど も 近來は 彼等の 得意なる 醫 
術の 力に ょ b 之を 治療す るの 傾向 あ b、 哈爾賓 に 住する 猶士 婦人に して 甚た しく 『ソバ カス』 
を有し而して醫療を受けたる當分は全く治療し得た-^ご見ゆるも數ヶ月の後には又一面に發 
生す るを 常 £するものあり、»太敎會等に於て實驗するに桝太人の約五％は顔面又は手に 
『ソバ カス J を 有する もの あるか 如し o 

男子は 『モミアゲ』を短く剃らすして自然に放镫するを法則 ^ すとの說ゐ6然れビも從來覼察 
する 所に ては 『モミ アゲ』 を 貯 ふるものは 頗る 稀に して 殊に 近來は 多く 『ハィカラ J 式に 短く 切 
るに 至れ 6、但し東歐 {: 住する猶太人の堅固なる信者は或は今财貯ふ 0 ならん炉0 
其 他 猶太 通 ど稱する露人中には桝人人 £ 近接せは、特祌の息狨にて誤なく之を镫別し得へし 
^ 稱する も 信を 措き 難し 0 

最も 有力.」 る 猶太 男子の 識別： は 陰 郁を 檢す るに あ 6 是れ 男兒生 るる £ きは、第八0:目に、 
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猫 太 研究 八 
割醴 £ 稱 する 宗敎 上の 儀禮に ,1 り、包莖切開を哳行するを以て"成年者 £ 雖£1其の廠痕を 
檢出 する W きは 殆ん W 斷定的 鑑別を 下し 得へ きを 以てな. 9> 尤も 回々 敎徒 中. の韃靼 族に も此 
習慣 あ， o e M へは 絕對に も 非す、 又 猶太 以外の 成年 男子に して 病的 包莖の 爲切 開せ る もの も 
あるは 勿論な b、 徂 し 此の 如き 人權蹂 躪は唯 犯罪者、 泥醉 者、 熟醉者 等に 就き 實 施し 得へ き 
特別方法のみ、而も拊太人は殆ん£浞醉せさるを以て其場合益*少し0 
以 h 列擧 せる 諸 特徴は 決して 個々 の ものに よ. =-斷定的に鑑別し得るものにあらすして-以下列記す6 
衣食住， 言語 文字 等より 綜合 的に 判 斷す るを 要する や 勿論な bo 
尙外 « 上一般 1- 猶太人に接して生する感想を舉くれは左の如し。 

顔 面に 何£なく憂ひを含み、會談中に於；，-も眉を寄せ愁面を作る習惯のもの 6 6、是れ千八&年來 
の壓迫に苦みたる結果、以心傅心的に悲哀を胸中に刻み込まれたる爲なるへし、此點は猶太人虐殺 
の 脅威を 受け 歐 露よ り栎東方面に漂浪する猶太人に特に多きの感あ60 

又 他の 反 對 C/' 梨は 極めて 慧敏に して 意識 明敏 眼光 植き 俗に 所謂 巾着 切然 たる もの あ b 商人 及 ひ 辯 踵 
士 方面に 多き こ VJ 勿論な 60 . 

又猾太人は槪して他 « 歐洲人に比し品位上ら3るを常 £ す、歐洲戰の際巴¥:の_踏の場所に於て帽 
子を 脫した る 多數 英米 將 校の 雑然 坐を 占め あるを | 瞥し其 肩章を 檢す るに 先ち 顔貌、 品位に 就て 何 
れか米 國將 校なる やを 判定し、 次に 肩章を 檢すれ は、 概ね 誤な か b L は 大戦 當時 同地に あ b L 日佛 
將校筝 の實驗 せし 所な り、是れ米麴人中には多»の猶太人あるを以てな6、尤も鬚臀を貯へ日本の 



r 大學 眼' 楽！ 1の看板にある如き型の男子も多々あ&>又女+には女#の » 秀のものを出せる程なれは 
品位の 善き.* の も *- る や 勿論な &、 但し 顎 鬚を 貯へ r 7 a ック』 又は 『モーニ ング J を 禹 したる 立派な 
ろ»太紳士か、時に公衆の前にて手鼻を沪むこ £ あるは多年の猾太貧民窟生活の遣咀今佝ほ彼等に 
止まるな らん か V 」 想像 せらる 0 
11 、衣 短、 持物 

» 太 人 ご雖も現今 !: 於て |; 歐米人£ 1«5| |の服裝をなすを以て識 »'| 阑難なり ^ 雖ごも :>1.- 通セの特 
怍 を 擧くれ 11 

寒 かな. 0 色 合 ひを 好む こ £ 男女共通 1: して所謂淸楚『溢き』寺の嗜好に 2. しきを感す、例へは男 
:4 .子か赤色乂は之に近き『ネクタィ』を好み女子か相當の年配をも顧みす桃色以上の服を*用する 
か 如 S 其 他* 物の 着 『 => ナジ J /2 ひ 『ガラ 』の選擇に拙なるを以て、一見して猶太人なるこ£を識 
叫し 得へ し ^.稱する第人あるも1歐洲人の田舍漢か祭日の着飾りを谀つて猶+^ビなす || 多炉 
るへ し W 信す-又® 髮黑く 色 淺黑く 一見 f セ ミット 』型捎太人かご見誤るへき1^を慽へ而も拖 
めて 華美なる 眼 装 ( H 本の 雛 妓の如 5 ) をな せる 婦人 ある も是れ 南 迸、 匈牙利 『 V ツサ ラビ ヤ J 
等に * ろ 『ツィ ガ 」 i > J 族に 阳 する ものな. <='、有名なる歌劇『カルメン』の『 |; ィ 13 ィン』「カルメン』 
女は 即ち 之な り、 猶太 人 V . 混せ 5.0 A 要す。 

最も 確實な る 蜇 別法 2 『ダビデ』 の 插-^印 の 「* クタ ィ J 止め、 「カウス J 釦又は 『メタ i J を ^ す 
る ものは* 太 人 ご 見るべく 金* の 十字架を 钃 -して頸に掛けたるものは某督敎徒なる之以て猶太 
第二 章* 太 人の 13 ! 的 研究 九 



、こ 非す 為 別し 得へ し？； し— 人 tT — f 捨て 1 一」— し定急 又は 特種の 
目的を 以 5- - 十字 5掛<衾 如— S —si 1 1 勿論な 办。 

三、 食物、 言 K 、 ， 1 
食物 i 1 米 人赢る こ w なき も— 敎を需 に 信？ る ものは 脉を食 ふこ S なし 识 し® 

々敎徒 (奮 人に 少 からす) も 又脉を 食は さ— 以て 此の 一事の みに ては 斷定を 誤 in 

一： 人 以上 集 t 居 4 場合には— 以外 1 語：.： て s マ 合 ふこ— b 、 希伯來 f *®-— を 確 
め得さる場合に於ても1の徴候 £ して認め得へし0 

四、 住居 

S 太の 紋 益盖 上 又は 壁 に 揭 け t も S 2 J 5 繁人 S .. 家屋な bo 

又™ の 如— 伯來 文字を 看板 等に 揭け あれは— S に 猶太 家¥ 見做し 之に 居住す る ものを 
猶太 人 W 認定す るを 得へ し 0 

其 他戶を f 2 li 5 SQ 內 f 芒 金1 、四 fS も S を 打 St は 猶太 人 
ibsls 中」— t 借家、— 亦 M し、 11 は 出入の 度 毎 
に 最も 外に ある 右の 御 守-^ に ロ S せ 手を 以て 三度 御 守 红の空 氣を ロに 持ち 來す 事、 淺草齟 音 
の 『ォ ビン ブこに 手を 觸れ 患部の 恢復を 斬る S を 想起せ しむ、 之 S 同時に 彼等の 生命 か保證 
せられ さ ■=■ し 昔、 家を 出る w き 神に 途中の 守謨 を依賴 する の 必要 あ . h しこ ごを 聯想 されて-卩 稱 



し > 猶太人は*臘正敎信者の各室 1: 見る如き華倮を有せさるは勿論なり 0- 

H n H に絕え て； ^督敎の寺院に赴くこ ^ なき外阈人めらは嫵神論者か- ^ ュニゲァーナリスト』 
か、敎會に阳せ5る自由信者なるやも知る可らすビ雖も又猶太人ならすや £ の疑を棟み得へし0 
姓の語尾 (: 『ソン.|'マン.||'モン』等3附きたるもの |1 悉<は猶太人に非るも尚ほゼカなる一兆候 
ビす例へは『ナムソン_|*シムブソン.|1'ト1*へ？ソン.|"ジョ\ソン』1"*へンソン |_ 『*へダグソン』「9 
1 V ダマン J 『 カク フマン 』『グ 0 スマ ン ，|'シモン1"ス5ス.|"モ*'ス』等の如し 0 

? 1 へ ン』 『コ |ガン.1"カ|へン.||『カガン.1『カッッ』等は殆ん£疑なく猶太人 £ 見做し得へし， 
四 主 天 大佐 甞 て 佛： 一に 於て 歸 朝の 途に上 れる 友人の 紹介に ょ b 『 n 丨へン J なる 佛 人を 敎師に 傭 
はん VI せし か 戦爭 中の 事 w て 念の 爲 『ブラック ジスト J 中の 人なら さる やを 軍の 間諜 収締 部に あ 
る 友人に 尋ね ft るに、 同人は 『リスト JW -に 無き も 其の 姓の もの 多 數あ .0> 交際せ さる 方 萬 全な 
be の 忠吿に ょ- =-斯.0たるこ £: あ6、當時其の猶太人なる 1- 氣附か56しか、猶太問題研究の 
途中に 於て！ fn 丨 ヘン J なる 姓の 多多 現る るに 及 ひ 其® 太 人な 6し爲交際せ 3 る様忠吿せられし 
ものなる を * b 得た. 〇0 

其 他 『 サミュエル JS I 1 猶太 語に て 神に聽 かるる の 意に て此 姓は 猶太 人に 多し 0 
名の 最も 明睞 1: 猾太 人なる こ £ を 現は すは 

「ィズ，エ少』『ャ =1 ブ.11"ィザブク』1'アブラハム.|.ダビドソン』等にて女子には『サラ|』『ラヒー 
ル』 又は 『タヶ少-^ラシ尤こビ呼ふものあ-^之等は祖先崇拜の遺風ょり逋先中の箪傑又は美 
* ニ箄 猶太 人® 一般的 研究 || 



* 太砑究. 一二 
人. の 名を 取れる ものな bo 

索 '1 6猶太人の姓名も多种多槺にして殊に土地の狀態にょ6其阈風の姓に變せるも.あ6又は故 
意に償名するものあ6『クラスノシチョーコフ』か『トーぺ少トン』の僞名にして『トロッキー』か 
『ブアンシタィン」の鸱名、「ハ夕トーノッフ』か『レーぺンソン」の偽名なる如く目下低名者多き 
を. 以て 其 判定は 困難な 0、殊に將來勞農露國乂は栎東共和嘁か特別任務を以て日本に » 太人を 
派 遺せん VJ する か 如き 場合に 旅券 其他离 事 猶太 人なら さる こごを 信せ しめん ごせは 易々 たる 事 
なる を 以て 姓名の みを 以て 判 哳す るは 不可な b - s す 0 
以ト .猶 支鑑別 に 就き 粮々 數：白 言を 費した るは 猶太 人に 衡 する 時、 君は 射 太 人な b やビの 質問を 發す 
る こ W か 彼れ に 不快の 念を 起さし むる 場合 多き を 以て 先つ 諸 純の 徴候に ょ b 之を 察する の 外な きを 類 
慮し 參考 の資に 供 せん 艺す るに あ 6、 猶太 人なる こ VJ 確實ビ 認めた る ものに 對して 宗敎は 何な 6 や ざ 
質問せ は佘は 猶太 人な bw 答 ふるの 風 澜 近年 漸く 勃 典し 来れり、 但し 特 秫 の 事業に® する ものは 明言 
せさるものある可し0 

以上 述 へたる 猶太 人の 特質は 猾 太 人の 11 ー現始族 £ 其の混淆が、他の民族£全く別秤の特徵を備ふるも 
のビして逋へた6 £ 雖も事實に於ては、現今他の民族 £ の結婚少からす«逸の如きは純猶太人六十ー 
萬 五 千に * し 混血 兒を 加へ たる 所謂 猶太 系獨逸 人なる ものは ft ' 七十 三 瘅に 達した b £ 云 ふ 故に 射 太 泥 
血兒 S 猾太 A 以外の 歐米人 S の 識別に 至つ ては 實際 困難なる もの S す 0 



第二 節 猶太人 0' 宗教 

猶太の歷史を通瓤するに莫典れるも宗敎の爲にして其亡ぼ5れたるも亦宗敎の爲な6而して千七百八 
十六年間地球上を漂浪し諸种の迫#を受けて屈せす終に『パレスタィン』极典の夢を實現するの運ひ (: 
至. 〇 たる も 亦 宗教の 职な bvj す、 楣言 すれは 猶太の 歷史 は宗敎 歷史 W 云 ふを 得へ 5 か 如し。 

故に 猶太に 關す る宗敎 上の 記錄は 顔る 多く 北 全豹を 窺 ふ 事は 外國 人殊 (: 業務の傍ら研究するか *| 5も 
のか | 生を 捧くる も 到底 及は？ る 所な &故に今述へん £ するは其特色殊に政治上に關係を有するもの 
のみに止むるの外なし(猾太の宗敎は豫言 ^, を信し其筲現を期する點 |: 於て神秘的宗敎に圯するを以 
て 此の方 面に 蘭して は 他日* i して 酒 井 通譯官 の 研究せ る ものを 公表す へきを 期す) 
猶太敎の大體を律す 6 ものは大經典『タルムード1片『ト-フー』なり、前者はロ述のものを筆記し後者は 
『モー セ J か 「• ゾ ナィ J 山に て 直接 神よ -^筆記せ 6 ものを受領せりビ傅へらる|-タ4ム|ド』は『へブ9ユ 
1 J . 語に て 記述せる浩瀚なる大册頗る多數にして、»太人も其何册なるかを知ら5るもの名し英、赛 
等の W 譯畲の 通讀 すら 容易の 業に 非す、 猶太の 信 神 家は 暇 ぁる 每 に 之を 繙き W 究默考 しつつ * bo 
|"ヌビノザ』の * 1 き苒輋者は其 * 理を|!'タ />-- ム 1 ド』中 16 發 | 1 せ 6 £ 云ふ、然れ £ も余- 0 1 : 大部にして 
勤 も すれは 研究 迷宮に 入る の處 ぁるを 以て、 第 十二 世紀 『 モセス ■メー •■£ ナィ ド』 之を 簡眾に 拔萃し 
て 『"、 ッシネ ！ トラ — J (神の 法律の 爲し 云 ふ義) w なせ 6 然れ £も佝 十四 册を算 t c 

今年 (紀元 ニ 千 五 百 八十 一年) 九月 二十 五 H 哈爾教 埠頭 區に 新築せ る 梢 -*. 寺院 開院の 式を 見る に 
第二 萆猶太 人の 一般的 研究 IH 



» 太 « f 究 一四 

舊 - fl ib 四卷 0 手記せる『ト ^ —』を新者に移せ&、谷卷願る浩櫳にして*金銀を刚めたる王逋 £ 
共に 天蓋に 覆 はれ |人の手にて運はれた6、途中ニ、三十步神に交代して之を擔ひ其榮を多くの 
猶太 紳士に 頒ちた るか 如し 0 

此の 如く 『トラ 1 J も 亦 余 6に 浩瀚なる を 以て 更に 之を 縮抄し 柊に 『シュル チャン、 アルチ J (据え膳の 
意) なる 小册 子を 生せ 50 

今此 小冊子 中ょ^ '最も 某 礎 的の 信條 十三 個を 抄譯 し其敎 義 の 大要を 窺 はん W す。 

一、 予は其 名を 越： ふる も ^' 難き 造物主 か 凡ての 造られた る ものの 創造者に して 攝理 者なる こ S 及 造 
物主のみ柄6之を爲した5、又爲しつぁり又將來凡ての事を爲すものなるこビを誠心誠|^以 

て 信 卯す 0 

ニ、 予は其 名を 稱ふ 6 も 有難き 造物主 か 統一に して 之に 向つ て 結合す る 以外 他に 統一の 方法な き 事 
及 ひ 造物主 獨 h 吾等の 神に 在した^^ 在しつつ ぁ b 、 又 將來在 ます 事を 誠心 譃 意を 以て 信仰す。 

三、 予は其 名を 稱ふる も 有難き 造物主は 物質に 非す して 物質 上の 凡ての 出來事 ■>」 は 全く 關係な き 事 
及 ひ 港 物 主 自身 何等の 形體を _ふるものに非るこ£を誠心誠意を以て信仰す0 

四、 予は其 名を 稱ふる も 有難き 造物主は 世の 始めにして 又 其 終 b なるこ VJ を 誠心誠意を 以て 信仰す 

五、 予は «- 名を稱ふるも有難き造物主叱のみ靳 *,?; を捧くへきものにて其以外の如何なるものをも祈 
松す るは 正しから 3 る こ W を 誠心 f を 以て 信仰す。 

六、 予は豫言者の述へおる所は凡て具實なるこ -£ を誠心誠意を以て信仰す0 



七、 予は 吾等の - セ J (おお 彼に 幸 あ ft ) の豫言 か眞實 な 6しこ. £ 、『モ|セ』は彼に先夕て降 
りし 一 一人 の 豫言者 及 彼の 後に 降“ し 諸々 の豫言 考の 長なる こ S を 誠心誠意を 以て 信仰す。 

八、 予は吾等の現在手にする神の齡ボは吾等の師『モーセ』(おお彼に幸あれ)に與へられしもの £ 
同し き 爭を 誠心誠意を 以て 信仰す。 

九、 予は 此の # の¥# は 變らさ 6 へき亊 及 其 名を 稱ふる も 有難き 造物主は 決て 此の 以外に 何等の 他 
の律法を下 5 さる可き事を誠心誠意を以て信仰す0 

1 0 、. 予は 淇名を稱ふるも有難き适物主は其+供等たる人類の行ふ凡ての事を知ろしめし給ふのみ 
ならす、心中に考ふる事をも恰もロに出したる ^ 同樣に知ろしめし給ふ事並 (: 全人類の心を « 
$給ひ全人類の凡ての働きに注意を與へ給ふものは造物主なるこ £ を誠心誠意を以て信仰す0 

I I 、 千は 其 §稱ふるも有難き造物主は其の命令を遵革するものを亵賞し之を犯すものを 33 し給 
ふ 事を 滅心 誠意を 以て 信仰す。 

一 ニ、 予は 救世主の 降來を 誠心誠意よ 6 信仰す 縱令其 降來 Ms る S も予は H 毎に 之を 持たん 0 

ー三、.予は其名を稱ふるも有難き造物主の御心に適ふこきは死教は蘇6其の名は永久 (- 稱へらるへ 
き舉を 誠心 誠 首を 以て 信仰す 0 

主よ—、 予は汝 3 救を 希 ふ、 主よー、 予は汝 3 救を 希 ふ、 ォー 主よ—、 予は汝 3 救を 希 ふ (Iwi 
度 主よ ー 、よ b 繰 返す 0) 

即ち 其 根本は 一 # 敎に して 造物主 即ち 神 w 豫言者 の 傅 ふる 神の忭 法 VJ を 15 r し 救 主の 來るを 待つ 間 死 
第二 窣稱太 人の 一般的 S 究 _ 



換太 研究 ニ， 

を 怖れす 正義の 命す る 依に 働く を敎義 ごせる か 如く、 一面 他力本願 に似て 實は赞 々どして 增む こビな 
き 自力 本願の 民族な bo 

豫 rr 者の 傅へ たる 神の 律法なる ものは 頗る 詳密に して 憲法 以下の 諸 法律は 勿論 衣贫 住に 至る 迄 悉く 干 
涉的に 規定し あ*^、 其內 最も 有名なる は 『モ ー セ』 の 十 誠にして 其 要旨 左の 如し。. 

我は 汝の神 『ユホパ』、汝を『ユジブト」の地其の奴隸たる家ょ6构き出せしものな6、汝我而の前に 
我の 外 何物を も 神 - W すへから す、 汝自已 の爲に 何の 偶倮を も 彫む 可ら す、 又 上は 天に ある もの 下は 
地に ある もの 並に 地の 下、 水の 中に ある 者の 何の 形狀を も 作る へからす、 之を 拜む 可ら す、 之に 仕 ふ 
可ら す、 我 『 H ホバ J 汝の 神は 嫉む 神な れは我 を 惡む ものに 向 ひて は 父の 罪を 子に 報 ひて 三、 四 代に 
及 ほし 我を 愛し 我 か 誠 命を 守る ものには 恩惠を 施して 千代に 至るな b 、 汝の神 『ヱ ホ パ』 は已の 名を 
妄りにロに上る者を罪せては置かさる可し安息日を守6て之を聖潔する事汝の_『 2 ホバ』の汝に命 
せし 如くす へし 六：：： の 間勞き T 汝の 一切の 業を 爲す へし、 七日 目は 汝の神 『エホバ」 の 安息日な れは 
何の 業務を も爲す 可ら す、 汝も汝 の 男 +、 女子 も 汝篇婢 も 汝の家 莕も、 汝の 円の 中に t 他國の 
人 46、 斯ぐ汝 供姊 をして 汝ど 同く 息 ましむ へし、 汝谚 へし 汝斯て 『エジ ブト」 レ 地に 奴隸た b 
しに 汝の神 r エホ パ 』強き手ざ伸へたる腕ごをもて其處ょ*^汝を ^ き |«; し給へ6 是をもてが 1/>» |«| . 
r 31 ホ パ』 汝等 安息 H を 守れ V 」 命し 給 ふな b 、 汝の神 『 K ホ パ j 汝 に命じ給ふ如く汝の父邸を敬へ、屏汝 
の 神 『ユ ホ バ J の 汝に賜 ふ 地に 於て 汝の C の 長から ん爲 、汝に 祥の あらんた め^:^- 汝殺す 勿れ 汝盜 
淫する勿1、汝盜む勿れ、汝其 «^ に對して虛妄の證據を立つる勿れ、汝其の # 3 の妻を貧る勿れ、又 




f K ) 家、 田 汗、 僕 牌 •牛、 睡 85 、並に凡て汝の费人の有を貪る勿れ、是等の言を『ェボパ』山に於 
て 火の 中、 雲® 中 t 大な f 一」 汝 #1 に S ひし か、 此 外に f す 之を ニ 枚 



の石の板に寄して我に授け給へ6。 

(註)右は基衍敎徒も同様に信窣す»太原木の诚裕的のものには要點は異らさるも大に*^ぁ>0. 

右十戒の外特に注意すへき點を舉くれは左の如し。 0000 

1、幾十を以て數ふ&斬„||文中殆ビ凡て何回£なく『ォー主ナが神ョー』£『字宙の王』 £ を對句ビし 
て 用 ひ ぁ i 等は 『ニ ラ* U』E 族を 以て 此 地球の 代表 11 へ 面て 對象 物. し 5 宙を考 
ふ， 0 所 確に 規模 宏大、 眞 1: 地球上の 一 大 民族の 價値ぁ he なすへ き點ぁ b 、 日本 帝國な れは當 に 
天御中主神を信仰靈拜する事に相當し一村一鄕の氏神を徐る £ 趣を異にす0 
哈爾賓市の新桝太寺院の堂內を見るに天井の半球形大圓最部には壁窬的に天艄を描き天の :;' 
を現はし、各星坐每に區劃を施し又大陽系の軌道をも現はし仰ひて之を見る £ きは正に思け裕 
世界を 離れて 幽遠の 境に ぁる やを 疑は しむ 0 

ニ、 右 w 全く fit 對に 地球上の I 角！ 1^少ナレム』の恢.復の爲に多大の努カをなし、之を以て神の使脅 
. w 心得 居る こ ^ を確證すへき祈姑文は少から ^ るか避も代表的なるは結姊式の際第ニ杯丨 ^ ^ 
を 蹈み埤 して 『ユ 少サレム』喪失を悲み之炉恢.復を祈6の斬蛄文にて彼等は此<七て旣に一千七 
百八十六年讯薪 #- 膽を繼給し、以心傅心一子相傳的に『チォン』恢復の精神を俜ふるなり其祈鯓 
文 左の 如し 0 

fl # s 大人 e 一般 s 研究 一七 



猶太 研究 一 A 
(前略) 字 宙の 王なる 我等の 主なる 神に 光榮 あれ 神は 樂ど 喜、 花婿 ど 花嫁、 開澗 £ 悅樂 、快樂 
W 恍惚、 戀愛 ビ 友愛、 平和 W 友情 V 0 を 賜へ b 。 

遠から すして 『 H 少 サレ ム』 の 街に 『ユダ 』 3 町に 歡 樂の聲 VJ 花婿、 花嫁の* 起り、 铱祯ょ 6 は 喜 
ひに滿 てる 夫の聲 、唱歌？ g ょ b は 若き 男女の 美 昔 響き渡らん 0 
.花婿を して 花嫁 ご 共に 樂 ましめ 給へ る 主に 光榮 あれ 0 
(右 終つ て 花婿は 酒盃を 蹈み壞 す) 

三、 靳鯰文中 (: 明に『ィ >. ラユ /»^ 』民族か神の選民なるこどを言ひ現はせるこビ0 

|例を舉くれは帒日 (: 捧くる祈鯰の一節 1: ^ 我等の主なる神、宇宙の王に光榮あれー、神は嫌 
ての 民族 内ょ 6我等を選ひ給ひ、各_の言葉もて我等を賞賛せしめ給ひ、神の十戒を以て我等 
を聖め 給へ bjj V 」 あ- 00 

四、 世界 統； 、金權 集中、 帝王 廢 fh を豫 1 一一！: せる こど。 

『ズ ザ ィ IJ 書 第 六十 章に 左の 一節 あ bo 
豫言者 日く 

『ユ^サレム』ょ起き上れ 0 
光を 放て 汝の光 諸 万に 及 はん。 

無窮の光榮は爾の上に止まらん。 

諸 万の 國民 は爾の 光に 向て 進まん。 



諸國® 王 も 爾の 光の 輝く 方に 0 
其時爾は雀躍して喜はん0 
爾の皴 動は 高ま b 心臓は 膨れん 0 
海の 富は 悉く 爾の 方に 向 ひ 0 
諸阈民の金腺は爾の許に集められん〇 
外國 の若考 は 術の 城 璧を 築き 
外阈の 王 等は 埘の僕 S ならん o 

«を迫害せしものの子孫は埘の前に屈服し、埘を輕んせしものは榭の足下に膝まつかん0 

W は 諸阈 K の 乳を すす- 

鲥は其の玉等の乳頸を甜らん。 

五、 「イスラ エ 民族の 爲 に 祈る (僧侶の 行 ふ 祝福 詞 中の 一節) 

ォ ー 我等の 主なる 神、 祖先の 神よ、 神の 『イスラ H yj 人 K を 祝 顧す へく 命し 給 ひし 御 心 か 現在 
も將來も何の支障なく完全に行はれんこ £ を(中略) 

吾 等の 神なる 「「無窮」 j 世界の 王よ 『 r — w ン JS 神聖を 吾等に 許し 其の 『イスラ' 1ル」21族を 1 | 2 賴 
すへ く 慈愛を 以て 我等に 命し 給 ひし 神に 光榮 あれ (中略) 

宇宙の 王よ—、 千は 爾の ものに て、 吾 か 夢は 爾の 夢 ^ 6、予はーの夢を見 /£ れ £ も何を豫言す 
る やを 知らす、 ォー 主なる 吾 か 祖先の 神よ 其の 夢 か爾の 前にて 受取 り得るものなるこビを希ふ 
第二 隼® 太 人の 一* 的 研究 一九 



猶* 研究 ニ 0 ■ 

又予 S 凡ての f ィヌ ラ K ル 』人 £ に關する予の夢か吉事なるこ £ を希ふ0 
六*組先祟拜孝道を勸め又：|統一貫論なるこ£0 

前述の如く神を呼ふにコ‘吾等の神一一 ^ 吾等の祖先の神ヒどルて祖先を错め又父母を锊敬するを 
敎ゆる こ £『モーセ』十戒中に明示しぁり讲亡父坫に祈くな挣 *;1 文左の如し0 
別れたる靈魂の追吊靳松 
神ょ 我 か 笃敬すへき亡父 .：•！ の霉を 追懷し 給へ。 

之が爲予は亡父の冥顧を斬6.慈善的供へ物を棒げん>願はくに之が枳ひごして亡父の簽を 
『アブ ラーム 』『アィサツタ_1>コ.フ』及『サラ-』『リぺツカ.！'ラヒール』『リア』其他杨樂淨土 1: ぁ 
る 善男善女 £共 (: 永.世の樂みを享けしめ給へ而して吾等をして『アーメン』£云ふを許し給へ0 
13母、13組父母に對する斬姑 * も定められぁれ £ も宇句£氏名の異るのみなるを以て略す0 
阜：統 |貫に就ては拊太の有名なる干『ダゲィデ』か死に啪し淇の子『ソ” --£ ン』を呼ひて與へたる 
遺訓 中に 左の 意味 ぁ bo 

『#—ゼ』の遺したる訓戒を守6、法律に遵ひ>決て一時の成情ょ6不正を庇满すへからす、此 
の法律を犯すこごぁらは、汝は忽ち_の愛を失ふに至-^、有らゆる事不戍効に終らん0吾々の 
家族 以外の ものに f ヘプ ラィ JA の 統御を 委す叫 らす 、幾 代の 後 迄 も 吾々 一家の 者 か 首長な £5 
るへから す。 

以上の外【タルム一ド』には左の鈿く他民族を座視する敎義を敎へ 5, 6£の說ぁ6、『タルム|ド』の如 



.何な6部じぁ>や髑*を命したる後、數ヶ月を經るも譁文の取揃へるものな$爲か、未た適確なる回 
答 <- 後せす"枘太人《1するも«太人を妻ごせる某苒人(法學士)は典霣なり ^ 信しぁ6又|-タ /1 , ム 
1ド』の.. ' , || 圖たる蘄 »-; 集にも||'「チォン」の門』£掙する窣の如きは|部原义の通6稱ふるを禁し之じ 
代る へき 綷文を 作 b ぁ.^ 之 等の 車實に 照す £きは或は左の如き夂句も以前存在し；；るこ £ ぁ6しか、 
猶太 几 迫害の 豳なる n 及ん て 之を 改廢 する に 至りた る や も 知れす、 暫く 疑を 存して 紀述 す、 (树 太敎 # 
に 備 へて |般の親费に供する『タ少ムード』の.酱阈版 |- は檐閱濟 !; «しぁり反言すれは祕密版のものぁ 
るやも知れす0) 

一、 神の 子孫 £しては唯ーの»太民族ぁるのみ其他の者は悉く悪魔の後胤なり0 
(前記 猶太 人を 妻 W せる 餌 人は 次の 如く 記憶し ぁ b) 

神の 理 Kr ィスラ k 4JK 族の み獨 6人 «| の蚕魂を宿す其他のものは人の皮を被た6励物な60 

ニ、萬世無窮 (- 價値ぁる生活を保持し得6ものは射太民族ぁるのみ(ラビ.ァブラ 7 .. -|' ,) 

三、 树太 民族 以外の is は 自ら 人類 S 名乘 る槠 能を 有せす、 寧ろ 小 潔なる 椅靈 ょり 出て たる 『ゴィ J 
(豚) VJ 稱す へき ものな 60 

四、 『ゴィ J は 吾人の 世界に 於て 何等の 特椹を 收 得し 能は す 蓋し 彼等は*; に ® 類に 過％、 されは な b、 
矜し拊 .ス人の所有に墘せさるものぁり亡せは之れ恰も喪失したるに等し耍するに宇宙の萬物は 
悉く礙先權を有する猶太人の所有 1 : 歸すへけれはな60 

五丨獪大人はフィヒ對し所和橄を與ふるこ ^ を得且つ彼等に對する生殺奥轅の梆裤金有す。 

* ニ 隼* * 人® 一般的 研究 一二 



供* S 究 I 三 

r 汝殺す 勿れ J なる 戒は 『イスラ エ u の 子孫た る 猶太 人を 殺す 可& すの 意な 6故 1-- 『ゴイ』は殺戮 
するも妨くる所 ^ きのみならす何等責を«ふ處なき粜合には之を斷行するを铋良£す、而て吾 
人は 主 S して 博識なる r ゴイ』 の驅 除に 努む へきな 6( ラビ、 マイ モニツ ト) 

六、 『ユー ダ j ょ 『ゴイ』の生命は汝の掌中にぁ6故に彼等のセする金は多々益々汝の有に歸すへきな 
bo 

七、 吾人は r ゴイ j の 心臓を 裂き 取 6且つ基竹敎徒の權威者を虐殺せ5る可らす0 

八、 T ゴイ i-^ M b 其 血を 流す は 神に 犧牲を 供す るな 60 

九> 猶太 人を 故意に 殺 3T したる r コイ』 は 全世界を 破滅した る 者 S 同一の 罪に 服す へき ものな bo 
枬太敎 の 特色に 就て 猶太 人の 誇 り £ する もの ニ ぁ bo 

1.、神か典に一にして基 « 敎の如く基忏を神£し敎義を晦迷せしむるこ £ なきこ£(彼等は今：1:尙 
某督を猶太人の宗敎革谛家の領袖なり £ 公|11|1~!ぁ6〕 

ニ、猶太敎は五千六存年の歷史を有する世界最 « の宗敎な 6 に拘はらす未た他の宗敎の如<宗派爭 
ひ 起ら す是れ 誠は 一にして 二三な けれは な b > KV = 埘寶の ニケの 納太 敎會の 如き • 0. !: 五、 六 百 米 
を »! つるのみなるを以て新敎钤は宗派にても異るか£見れは新敎會は從來の敎會ょ6『ト丨9』 
を遷 坐し 全然 I 宗派な &他の宗«殊に基«敎徒、佛敎徒は之等に就て反省せさる可らす £ 考ふ0 
猶太 人の 宗敎觐 は槪 要右述 ふる か 如き も 現今に 於て 果して 舊約 全 * 時代の 如く 熟 烈なる 宗教心を 保存 
しぁ &や《注意の艟ぁ-0'0 



西 M 諸國每 抒敎 文化の® なる 地方 殊に 科學の 發 達せ z > 國に 於て は 懐疑派の 學者 勢を 伸 ふるに 伴 ひ、 捎 
太 人の 《仰 心 も莱督 敎徒の .?- れ £ 同樣 に 減退し つ、 あるを 說 くもの あ 6,現 (: 資本論を以て有名なる 
遢激思想の元祖獨逸猶太人『ヵル少.マルクス』は明に「宗敎は人心の阿片な-^ £ 啐號せ6、哈埘賓地 
方にも稀には之に威染したるか或は之を裝へるか無神無靈魂を信する猶太靑年に逍遇す、然れ£も； 
览餘の人ロ (: 對してニヶの大寺院を耍するこ £ 及新专院開院式に於て猶太群集の熱狂して总傷者を出 
5 ん £ せし 現塢を 認めた る ものは 柯人も米た容易に猶太の宗敎 » 落を軤信せ3る可し0 
猾太 人ょ 办宗敎的信念を除かは全然ー介の非國民、亡1の民たる (: 過きす是決して彼等の多數か间意 
し能は 5 4 所ならん。 

尙猶太 の宗敎 に 就て 一言す へきは、 一般に 其 寺院の 質 * なる にあ b 、 今 间 開院せ る哈 爾賓の 新 寺院 
もニ階建煉*造の大纽築なるに拘らす僅 |: 十五萬圓の建築费にて足れ6£云ふ是れ金銀の裝飾なき爲 
此 く安價 な b L ならん 0 

(此の 寺院を 叁 K して 直に 起る 威 想 次の 如し、 H 本の瓧 寺 も 神道 本來の 建築の 如く、 白木を 以てする 
方、® 實 にして 自然を 現は し 得へ，、 某 ft 僻 敎の寺 院又は H 光の 東照宮の 如く 輪 煥の 美を栎 むる は、 益 
々宗教が 恩 民を 惑は す 方策な b ご の 宣傳を 助く るに 至らん) 

第三 節 猶太 人の 言語、 風習 

猶太 人の 言語 文字は 特种 に して 而も 世界の 猶太 人に 典 通な b 、 西 伯 利に 出征せ し 米國兵 中には 多 數の 
捎太人 あ b | も 露！ 5 を 知ら 5 る も 猶太 人の 店に 至れは 充分 用を 辨し 得た り £ 云ふ、尤も西班牙語の讹 
第二 隼# 太 人の I 般的 研究 二三 



供 太 研究 ニ 四 
を 有する に 至 b たる 爲此 系統の 猜太人 即ち 東歐 諸國 にある ものには 西班牙 訛 6 を 交 ゆる もの あち ビ 
云 ふ ( Je 二 s . CQ peni 8 一一) 

又 m 西 亞系猾 太の 殖民せ る 所には 獨逸訛 を 交へ たる Yiddish or Judeo-Gcrman S 稱する 猶太 語を 生し 
辆逸語に堪能なら ? るものの耳には獨逸語かと誤る位之 £ 酷似せる字あ&*此禪の拊太語を話すもの 
は全猜太人の半數あ^'。 

此の如きを以て近來猶太人は『ユタサレム』恢復の近け4を感し國詰の統|を努むるの觀あ60 
千九 6' 十四年『ィズラユル.|1|へン』も之を絕叫せ^:- ^ 6 3. 8_11| ? 5- ? 6 3 £. ，31 3- 68 322 11 ) 

« 本にも神.11に -1 スプート-|ック』なる树太の印刷所あ-^て»太文字の鲁旳を刊行す其出版物は哈 » |5[ 
に ^ 入-^込みあれ。 

近 來は 哈爾 賓市內 の廣吿 塔に 猶太 文字の 廣吿文 あ b、 射 太 人の， p を 並へ て祛息 する 町には 濯 板の 露 宇 
に 猶太 文字を a 記せる もの尠 からす > 又 猶太 語を 以て 談話す る もの 漸く 增 加せ 6、 ®A の mi にて は 此 
言語を 坩§-れは耳語に依らすして秘密の相談を遂け得へし(大戰間猾太間牒は別に盹號を用ひす拊太 
語に て 秘密 通信を なした &W 云 ふ說 あり) 

從來捽典辦究の外要なか6し猾太洁も此の如くにして报活し來れ6故に我邦に於 -(: も單に古典硏究者 
'にのみ委するこ £ なぐ猾±語學者を造るの必要あ6陸軍に於て殊 |: 然れごす0 

「ァ ル ファ？ クト J は 母音 七、 子 昔 三十 一、 計 三十 八文字ょ 6成る尤もチほの內五ヶは箝尾に州ひらる 
、 » 合の 特 如 の 形を 取る 爲 な- 〇0 



與 胳は揩書 £ 草* £ め6、何れも歐文の如<横文字_して、行は上ょり下に進め £ も、字は凡て右ょり 
左に* くを 特興の 點 ごす 0 

猾太には固宥の數字なし『ァ少 7 ァ -« ット』の矜干に數の値を持たしめぁるを以て之を排列して使 ^ す 




即ち 猜太 人の 內には 今- ^ ほ柱時計に右の射太數字にて時を垛はし以て居常駔先の用宇妃忘れ3らんご 
勉むる 跡 見 ゆる もの あ り、 此の 如き 時計を； ¢1 する もの あらは 他の 徵候 S 對 照し 猶太 人なる こ V 」 を 判定 
する 一 資料 w なし 得 V し > 胯に も 亦 右の 如％, 數字を 使用す o 

猶太 人の 風習 中、 識 5 の 資料 w なる へき 事項は 衣食住、 宗敎の 部に 於て旣 に 之を 略述せ 6、 之ょ b 其 
W 外 日常の 風 ？? 等に 就き 述 ふる 所 あらん S す 0 

猶太 人は 间敎徒 以上に 潔癖な 6 毎朗 起床す る や 手を 洗は さる 間は 寢臺 ょ. 〇 六尺 以上を 離れ 又は 顔に 手 
を 觸れ 3 6 を 方 則 ビす(嚴守せ3るものもあるは勿論な.0〕之れ汚れたる手を提けて神の前に出るを 
不可 !: するな.<:\0 

手を 洗 ふに 方 6ては三苽水を手に注き其の乾く間に =! 宇宙の王は十戒を以て我等を湮め我等に手を洗 
ふこ £ を命し賜ふヒ£稱ふ、其後朝の靳鯰をなす前には必す用便を爲し而して艸に向ひ保健上必要な 
第二 幸 猶太 人 01 般 的 研究 二 五 





8 ! 太 研究 ニ 六 

る 機镧を ii へしめ 給 ふたる を 謝す。 

明 If の 後 及 常に 覆はれたる肉髄に觸れたる後は必す手を洗ふ(一般西洋人に.は然らさるもの多し) 
以上は 宗敎 上に 關係を 有する は 勿論な れ S も 術 生 上 極めて 可な hs 認む o 

沐浴 も 亦 一般 西洋人に 比し 稍頻掣 な 6-朝の斬„3は敎.£の近きものは敎昝に至&、然らさるも<-は自 
宅.に於てす、ニ十分乃至三十分間ー ^ 特別の转調にて經文を稱ふるこ. £ 我邦の神佛信者 |: 同し。 
入寢前 亦 祈 舫を行 ふ其辉 文中 に％ か 異橾に 威す る もの ぁ b .、 日く 我は 汝の 手に 我 か 魂を 香す 云々 ど述 
へたる後、三度 =! 『ィスラユル』の守護神ょ居睡6給ふな寢入-^給ふな！ヒ. 2. 繰6返すな6(此處にも 
亦人類3守誰神 £ 言はすして『ィスラユ少』の守護神*匕云ふ所 (: 注意を要す) 

- 1« 特別なる咀習は正月元日が瓶ね九月に來る事な5、枬太«は大隕料及陰聆ご異なるー秫の胂な6、 
猶太 曆の 正月 元 日は大正九年には陽將の九 >1 十三日なりしが大正十年には隘曆の十月车日な6き此：0 
宗敎上^¥ «9 厳かにして而も|同寺院に集まるを以て廻禮の必要もなく從て：=本帝國の如く浞醉者の 
通行を 認め ？ b L o 

因に 記す… 一般に 梆太 人には 別に 俱樂部 ぁれ w も 券 院も亦 之に 利用せ らる 、場合 少から す。 

猶太 曆の八 月 一 n ょ 6九 || 間射太人は肉を食はす是れ『|1ルサレム』喪失の悲みを意識せんか爲な&、 
然れ S も此 叫は 0 常の業 «¥- に從ふを得れ£も八片十九 « には『*少サレム』の本山破壊の紀念=なる 4 > 
以て皮製の6.類を穿つを得す，又此= |: は御目出 |(; .:ぅ£云ふを得す0 

射太人の男子か生れて八日目に包莖切剿を爲すこ !; は鑑別法の部に於て之を述へたるか之 |: は宗敎上 



民撕上の問題をも伴ふを以て更に之を再說せん。 

包莖切開の -4- 萏は1-爾賓 |: 於て聞く所にじは小兒ノ蟲|を發生せしめ36爲に案出したる神の律法 ^ 
說明 する もの ある も r コー ヘン』 の 著 »に は 花 枷 病 統 針が猶太人の此の病に罹る率少なきを示すは 
確に 全員 包莖 君な き爲な bw 說明 しあ b、 然れ W も 猶太 人の 埃及脫 出前の 記錄を 檢す るに 『ヤゴ •フ J は 
フ モ U 親子 か 其 息子の 爲に 『ヤコブ』 の 娘を 所 5 >!したる際明白に拒絕して日<「我等 (: は割禮の 
« 惯 * 6此の禮無き國の男子には妻を與ふるこ £ 能はす』 £ 0 

此の料腌にも約五 11 に亘る嚴しき靳 *|5 あ-='其內 |: 『之 |: て始めて祖先「アブラハム」の仲間 1- 入-^得た 
hj W の 文句 あ 之を 『ヤコブ J の 拒絕文 句 W 對照 する £きは恰も此禮を行は？る男子は畜類の雄ビ 
何等異らす £ の皮肉を含むか如く獬くな60 

西瞅 文化の 中心に 永住す る 猶太 人は 逐 ¥ 西洋人 風の 結婚を 行 ふ もの 多き か 如し、 然るに 東歐其 他 a 僻 
の 地に ある 猶太 人は 今尙 li H 木の 如く 媒介 者に ょる 結 妬を なす もの 多し o 

尙 0本に似たる點は結婚せ 6 女子は子供を生むを樂み£し所謂石女なるものは神に斬願して子を設く 
るに腐心す、就中與兒を設くるを希ふ、又十年兒なけれは去る2云ふ勿論此點も西败文化の»連し生 
活難の其しき處にては逐次班れ行きつ ^ あるか如し。 

猶太人の生活狀態中特种なる點を蜕察せん £ せは是并共猶太 \ 部落即ち 0 §日目 4' を視察せ3るへ 
らす、西*±の大都市には特 |- 之 |: 鍩棚を設けて他ご隔離し之を =2 . 9-*- 10£名付<0 
「 ゲット J の 中に ては 猶太 新聞を 發ゎし 全然 同族の 如く 苺ら す もの あ b 外部の 迫害 愈々 甚 K L けれは 同 
第二 孝 猶太 人® |» 的 研究 ニ 七 





3 :太砑究 ニ A 

民族の結 '| 1 '- 益々强くなるへきは當然にして佛 ^ 大革命に於ける93日1 |- > 13 |1 2. 8の働きの注目に 
値せし 事 comnlul s - m か 此" 面ょ 6發迮する事は成て怪むに足らす0 

紐 育邊 3『ゲット』 1: は多く貧民の居住するあ&ど雖も其大部は永住者 |: 非すして新 ;2 なる來住者か1 
時之 |: 人-0て糊ロを凌き其間に他に職某を求めて他の方面に發埏し其の空£な6し『ゲット12:の家に 
は 4» に新移民の居住するを苽ごす £ 云ふ故に單に『ゲット』を猾太の貧 151 窟ご見るは中ら？6へし、又 
M 育の 『ゲット』 の 中には 警察 權及 はす 犯 A | '? 之に潜伏せは《の捕縛は殆ん£不可能な6£云ふ0 
男夂—係に<ては信仰整固なる猶太人は栎めて潔白にして東洋の男女七歲にして席を同ぅせす淹の點 
あり、 冽へは 娘 か 舞踏を：； •す ー男 £ |« 接手を搜らす『ハンヶチ』3蝴を持ち合ひ<--支點 £ するの風替あ 
^然“ ^ も宵際に於ては男女^係は逐次亂れ行く感ぁ-^北京の贫カなるー捎太人友人の妻を盜み 
交際 墦裡ょ b 排斥せられ たる 實例 * 5、 又哈爾 戣に於ても猶太婦人の亂行を耳にするこ50あ-^〇 
然れ £ も猶太敎 # !1 は必すニ階*6(棧敷}婦人は棧敷に男子は下階にあ6是れ靳；3の際雜念を生せす 
專念神 に 仕 ふ 6 苒 な-*? 'ご云ふ’此事は埂に實行しつ^あり-ニ階なき禮拜所の如きは幕にて仕切-^男 
を确に女を後にせ-*。 

以ト述 へたる 所に ょ 6覜察 す. 0に言语か多少の轉妣を生したるにせょ世界谷地に散亂後一千七 ?» 八十 
六年を經て兎に角扎原形を“存し來りたるは其中心城ごして宗敎ヒの大婼典を有し之に向て終岵求心 
カ，4に働き*6し：視网するこ£明な.0又其風 >? の特鸪の點も悉く宗敎上に糾係を有するこ £ を見ば 
益々 濟太人 ご宗敎 £ の不可分なるこごを悟6得へ.0〇 



益々 猶太 人 s 宗敎 £ «不可分なるこ£を悟6得へ.0〇 



第 四 節 猶太 人の 性質 

供界の四隅 |-- 散在する»太人千三百五十离人の性質を|局部の觐察にょ6斷定する事は素-^闽難な 
り£雖も之を敢てする所以のものは世 |!|' 殊に：！1本に於て猶太人の性蚵を誤解し或は萊く『ヴ*1-|ヌ』の 
商人の 『シヤィロツク』の如き高利贷、射利家、非踅關家にして取るに足ら？るかの如く考へ或は又全 
然險險 なる 大 陰謀家に して 恐れて 怖る へき 人柯な bvj ^: する もの あ 6て何れも群5古器を評する成あ 
るか 故に兹 に 小範阐 なから も =常猶太人に接して觀察せし彼等の通有性を書物に記錄せる|般的硏究 
W 對 照して 公平に 解剖し | は阈策 樹立に 献し 一は 之ょ &嘏ならん£する揪太人相手の通商$:易 |: 資せ 
ん £するに外ならす、而して彼等 |- 共通|貫の文化ある爲之か研究は比較的容易なるを珥ゆ£雖£も 
猶太人榈性の異る |: 應し其性質を異<するこ£佝ほ面の同しからさるか如くなるは素ょ6其所な.0今 
先 0 彼等の美點七項を擧け次に欠點六項を數へん £ す0 

一、 宗敎心 に 厚く 祖先を# 拜し從 て 結束の 堅き 事は 旣に宗 敎の條 に 於て 述へ たる 所な 6、 又 父母に 
孝 ^' る 點も旣 (: 說キ」 たるを 以て 彼等の 家族 主 龚な る こビは 略 推知す るに 難から す、 然れ W も 之 
を 補足す る爲尙 | 言を 附 加す V し 0 

哈爾賓の猜太婦人にして常に其兒を愛し如何なる不幸も兒の爲に忍ふ可く家庭敎育にも亦必ら 
す 自ら 當る へきを 決心し 奇宿舍 敎 W の 不良を 力 說する 所 恰も：：： 本の 婦人 ビ異& さるもの あ bo 
彼の 共淹黨 |味の唱苒する小供圃有の如きは猶太人の最も反對すへき點なるに注意するの必要 
第二 窣稱太 人 © 1 K 的 研究 ニ 九 




t 、 此の 件は 『I 乙 か 其 著書に 於て WS 人の 大部は 交 除の 爲 奔走せ すして 家妈の 主婦 
VJ 子守 役 WL1 滿足し f 美 點を舉 けた'^ に 一致す、 言® 太 人は'^ 統 を-® ん し® 多の 祈. 私 文 
中に も 祖先. 3 名を 裂し 父 igQ 名を 辱 m.0 點に 於て 拾 も 我 邦 s q 我 こそは 人皇 和 代 
何某ょ-^ 何 代 S 裔 u •、」 名乘れ .る 心 持を 保持し ぁり S 謂 ふ 阿し、 從 つて 共同の 組 先を ぞ拜 する 民 
族 主義なる へき 事 も 明瞭に 了解し 得へ し 0 
ニ 1 頭腦 緻密なる こ 20 

之 S 彼等は I 委に ff は 埃 及 文明 旺碰 時代に 於て 奴？ な 名 彼 地に 赴く もの 多 か 
b しが、 却て 埃 及 文明に 貢献し 埃 及の 政治 • ■» 權を 掌捏せ んごせ し史績 ぁれ 近くは 『コ V A ブス』 
の 如き 潔士 を 出し 近世の 哲學 方面に 於ても 『メンデルス ゾン」 『ニグ ソン』 等を 出し 世界の 文化 
に 貫 献 せる こ £ 少から す、 树太人 か 露國に 勢力を 張る に 至 b しも W は 露 人の 『- ーチユ ォー J 式 放 

漫主義 Q 囊中に 於て 敏密 i 藤を 耷し交 賜 S ふを 得へ し。 

三、 勤勉な 6 こ S。 

神 © 22 使命を 果す si ご 、 外部 q I に ？ <〇 千 七 百 八十 六 年間 e I 嘉 S は 
彼等を 顆つて 自然に 勤勉 家たら しめた bo 

'近く— 利 加 t 渡來 せし i 人、 ■人の 仕事に 不 Sr - して— •■を S して 日く 商 
用にて午後东國人を訪へはー午前は露國人の起床遲きを以て-大抵 -^ サモソー少しのロを開いて紅 
茶を 勸め 次て 7 キョ丄 』 w な 差 十分、 一時間を 雑談に 費す、 終に 堪へ難 くして 問題の 解 抉 



茶を 勸め 次て 『リキ ヨ ール』 ^ なり三叶女 I が留を 1 凜 m 糸 — 




を 迫れは 旣に耳 熱し あ h て 明 = に讓 られ たし VJ 答 ふ、 翌 U 指定の 時刻に 行けは 復た前 U ビ阑桡 
の？ 1 すの み、 1 人 d 終に ^？ 5? の"だに非す云々ど、此の事も亦的述頌腦の級密ビ栩俟っ 
て衲太人か露阈を征眼したる理由のーに數へ7る可らす奶 (: 純ぞ人は殿樣 {: 適し桝太人は勘定 
奉行 又は 今 H の 事務官に 適す ど 謂 ふ 可し。 

艾猶太 人に 沢醉 者な きこ ビも 吾人の 範ど すへ > 點な b vl t o 
四、 勇敢なる こ VJO 

：：： 溝 戦 爭常時 溱 取 ょ b の 投降者 中に 桝太 人の 少から さ h しを 見て 楙 -.、 八 •を 臆祸 者、 非阈： HVJ 嗍 
る もの あらは 未た 拊太 人を 了解せ さるものな b、 猶大 人は 其 ^ 族の 將 來に關 し M 等の 關係な き 
兩帝 S の戰 爭 は 何れ か 勝つ も 差 支な しどせ るな 卜、否寧ろ壓迫、虐殺を閬族に加へたろ軍國主 
義の 大帝 阈滿师 亞 の崩壞 は 却て 彼等に 都合 善し ビ考 へたるな らん、 然らさ る も 生命を 全ぅし、 
子孫を 增 加して 他 H 自已 民族の繁熒を計るに加かす £ なし投降せ6ご考ふる方至當ならん0 
見ょ 今回の 大戰爭 に 於て は 英佛侧 の跗太 人は 進ん て 軍務に 勉勵 せし も 獨乙他 の ものは 『ヵィ ゼ 
が』 か 波 蘭 ざ 猶太 人 Vi の 解放を 約した るに 拘ら す餘 b に大な る 切 力を なさす 獨乙 人を して 敗戦 
の 原因は 實 (: 猶太 人に 在 bvj の愤慨 を_さ しめたる に 非す や 午 佛一 :眾 方面に 働きし 模範的 柄 太 
M 士の實 例 ニ、 三を 引 滞せ んビ す。 

( A ) g 太神學 校長の 義兄. 『シャルル •レ ーマン 』 は 六十 一歲の 艿齡 を 以て ;^ 願從 嚴 し 戰 傷の 結果 
陣 歿せ bo 

第二 聿桷太 人の！ 胶的 研究 三 一 



B ) 靑年 詩人 故 r ァンリ ， •フランク』 の 父 フネ •フランク』 は 五十六 歲の 高齡を 以て 出征し 徒 
步獵兵大隊を率ひ一年半に亘りて『ヴユルダン』及 -=| ァルデス』方面に衔戰せ60 
(c) r ラク ル •ブロック J は 其の ニ 人の 兄弟 か 普 佛戦爭 の 際 十七 歲 、十六 谡にて 志願 従軍し 一は 
戦死し一は負傷せるものなるか氏も今回四十八歲の高齡を願みす蒗願にょり兵九勸務を免 
せられて載線に立ち中尉の階級に甘んじ軍隊を指押して『ゲユルダン |=. の激戦中死人山に名 
春の 戰死 を遂 けた 60 

S ' iult し中畜 太 人 =1 萬 五 千 乃— 萬 人中 一 受は佛 苦受を 出® し內 七、 八 
千 人は 許可せられ て 逐次 佛軍に 入りた 50 

E ) 開戦 後 約 一年 半 (千 九 百 土 ハ 年 二月 十八 Hs Q 間に 佛 _ » 太 A 及 外 闕猶太 人の 佛軍 義勇 
兵 中 

威狀を 受けた る もの 六 八 三 
『 レジ ョン. ドン ノー少 J mll 章 受領者 一-.. 九 

r-o 

戦死者 一二 七 六 
( F ) 飛行家 特務 曹長 『ブロ ッタ 』の奮關 

& 太 人に して 飛行家 £ な 办勇敢なる働きをなせるもの » -から 21 るか » ^ 『マグセぐフ”ッ 
ク J は 敵の K 留 氣球梭 落し：^ 妙を 得、！ 8 友を も 驚かせ-^、 是れ 一通りの 大膽は 飛行家に 通 



有办事なれ^も彼の動作は人間業にぁらさりしを以てな^'。 

彼は 高度 千 五 百 米を 有する 獨乙繫 怊 氣球 の攻架 を 命せられ て 其 上空に 浅す る や 早 や 敵は. 梭 
夷を 恐れ 地上に 向 ひ 引 卸し 始めた り、大脗なる彼は之を追繫し約五丙米の高垃に達したる 
£ き 氣 球に 追及して 之を 攻轚せ b 勿論 其 前よ b M 球 防® の 飛行 榉射解砲、機關銃は|_に 
彼に. £けられたれは雨霰の如き彈丸を犯して急狗度の降下をなせるなり、將に『ビストル』 
を 以て 燒夷彈 を發 射せん £せし刹那一彈は彼の拇指を持ち去れ6、之か爲犯ひ外れて目的 
を達せす、彼は之に屈せす史に降下钺行を迚筘し、 3!; 間飛行機は择の见の如く機關鈇弹に 
貫かる るを も 願み す 地上 百 五十 米の 邊に て燒 夷彈を 氣球に 向け 發射せ 6、時 |: ー彈彼の腿 
を 貫通せ しも 尙 a 發射を 迚铕 せし に氣 球よ b 火の tt 立ち 始めた 6、 此に 於て 飴め て 一散に 
乘行塢に向ひ、着陸するや戰友に向ひ『任務は達成した、氣球の燃えるを見3けた』 £ 述 
へ 其 儘 氣絕せ bo 

以上の 如き 勇氣は 何れよ b 來れ るか 此處 に 喋* する 迄 もな く 佛軍 の 爲に戰 ふは 猾太 民族の 爲に 
戦ふに等し£の自覺を持ちたれはな&。 

「サ B - I 力』 方而 軍に 從 軍せ る枬 太從 軍僧 1 TV ルマン ，|の渖說の未段に左のー句ぁるは看遇す可ら 
さる事に 05 す0 

普楫西 人の 創めた る鐵 莩主義 の调落 は；： £國民の血を涸辦せしむる軍 «' キ兼を衰へしめ此に於 
て 始めて 人道 か 我等の 豫言 者の K 想 通 b に W 現す るを 得るな bo 
苐||隼9太人 0 1«的研究 三 三 



的* 研究 3 ra 
人 あ b lAi も 猶太 人の 勇 放を 疑つ て 言 はん 過激派 內の 猶太 人 『n ミ ッサ ーグ』連は常に後方に 
あつて 第 |線に立たさるに非すや !? 是ー應起るへき疑問なれども彼等は現今の革命的內亂 
を對獨戦爭の如く甫視せ ? るこ£に注意するを要す、他：=我帝 ^ か第ニの獨乙な 6 添 <1. 衣 
を 被せられて 正々 堂々 陣诹に 立つ の U あらは 吾人は 米、 英 、佛至 る 所ょ b 猶太の 志願兵 敵 
5? に 加は b . 飛行家 『グ B クク J の 如き 働きを 爲す もの ご « 捂し |» か5る可らす0 
以上は戦場に於ける勇敢のみを述へたるか今间の過敝派场動 (: 於て彼等は政治家 £ しても平然 
敵地に 乘 b 込む の 慨 (: 於て拊太人を交へ 5 る反過激派露人を凌くこご著しきを認む彼の『クラ 
スメ. ゾチ m 丨 r , 7 J 事 f ト v 9 ソン J か 幾度 か 唂血 をな す も锊師 の 力 凍を 排して 政務に 熱中し 一 
再なら す 知 * ょ b ffi - 方への 大 旅行を なせし 如きは 茜に 職務に 忠宵な るの みな &す 其 勇氣 0 點 に 
於ても賞讚の價«あ 2>- もの£認め5る可らす 0 
五‘同情心に當み慈善事業を好む。 

桝太人は自己か多年强荠の腮迫を.け=^に艱苦を赏め盡し：-る料、他人の困 ?? を座視せす、 
相 {£ 扶助の精神旺雄な6祖し勿論自己民族の間 |: 揮ぐ他拉族に稱きは出むを得5る祺な6£す 
»!> 爾 « に於ても養育院の如き設備は比較的良く完備し » 太人|萬ー千£稱する內に馬敢の取者 
をな す もの | 人 もな く 乞食 僅に 二人な 6而も此のニ人は料神 |: 異狀 * 6て莠育院に落ち付か5 
る 狻 り 者な b ど 云 ふ。 

大 正十年九月の始め 11| 東の窮段鮮、黑龍 11- 省ょ6歸鄕の途次、输送の關係上數：：：間哈爾 « 埠龃 



區の莬 地に ® 箱の 如く 酱營せ るを 見た 6 1 骑太 人> 屑を 银めて 日く、 支那の 大官 、當豪 等は 自 
己の み自 ■にて 驅け姻 b 、 此の饑 K を 此の 如き 狀 態に置きて耻かし « も思はざるや£、是れ 
® •めて 善く楙 太 人の 心事を -!- : ひ 現は したる & のな bo 

米國の 『ゲット』 を 視察した る = 本の 學者 屮に 猶太 人に も 貧 K め b 、 相互扶助な S 左程に 行 はれ 
す w 發 表せし もの ある も是れ 蜱 狀に 遠き 觐察な bo 

近來 7 ック フェラ 1J か 北京に ニ 千 萬 弗を 役して 酹學 校、 病院、 研 兜 所 等を 設けた るは r < て枬 
太民族の爲にあ&す、支那人の爲にして寧ろ或る政略上の意味あるごの忖度を遑ふするを得5 
るには非るも之は餘-=-弈ち過きた&龈 !( 5 : :ならん0 

M 太 富豪 か 巨铠の 富を 擁して 而も 大なる 危设を 成せ S るは 一 は 相當に 財を 散す る宏 董* るに ょ 
るな らん か o 

尙射太 人には 下を 憐みて 之に 同情し 衆 S 艱苦を 頒 0 の 良風 あ 4、 拊太の 古史に 日く、 『ダビ ッ 
ト』 王は 其武將 一 r ク y+J に戰翮 の 狀浞を 尋ねた るに！ r ク”ャ 』 は、 總て 陛下の 諶まれだる通りに 
辟 過しつつ あ 6、 ご 答へ た b、 王 大 (- 喜 ひ！ f. クリャ J の戰 功を 勞は 6、手つから师餐の肉數片を 
収つて 彼に 奥へ 且つ 『今夜 a 待 兼た へへき妻 « 休め』ご命せり0 

然るに 翌朝に 至 6王は『ゥリァ』か王の侧に夜を明かしたるを知5、何故家に 1^ &36しか出征 
以來 1* =:=:を蛘たるに非すや*己下問せし 1- 『之は陛下の御言葉ごも覺ぇ候はす>部下の武士上 
は 將 軍ょり 下 一卒に 至る 迄 赀 冷たき 土の 上 > 破れたる天碁の下に夜を：過ごすに何 £ ては獨&家 
第二 隼. 猶太 人の 一般的 研 死 三 玉 



» 太 研究 

に 歸 -=■ 妻と 語ら ふを 得へ き や J S 誠 宵 面に 現 はれた b 云々 0 

是れ 彼等 s£ 級 制 ■度、 服從 心の 旺碰 なる 楚別覜 中に 包 擁せる 平等主義に して、 帝 W の 士姐备 
る こ W なし 猶太 人 か 過激派に 接して 而も 彼等 自ら 渦 激 脒£な&5 るの 理由 宵に 此に在 bo 

六、 猶太 人は 世界的なる こ SO 

猾太 人に して 生計に 差 支へ なきものは 必す 新聞を 購讀し =々世界の大なる出來事 1-- 沈意するの 
傾向 あ b 是れ 素ょ 6彼等の同族か世界に分布せられある關係もあらんか宗敎の部に於て論した 
る 如く 宇宙を * 照 W する こ も 亦 其 一因なる へし 0 

(世界 一等 阈の末 班に 伴食す る 日本 帝國 1^ も、些々たる內帮を控へ少く服を世界の大勢 [: ^ か 
されは終に岛帝國內に热伏せしめらるるの闩あらん) 

艾枬太人は土地に@卷せす、所謂世界を家， 1; する2人种な6-此の移励性はーは『セ.'、ット.1其 
のものか亞剌比亞の漂泊民た6し關係上何處迄も阈民性ビして殘る爲 !£ 見§.るも其他に尙『エ 
ルサレム』の外は何れも寄稱£心得届るにょるならんか0 

日木阈民の海外に荊 1£ するものも亦其地に落付かさるもの少からす £ 雖も之は獅太人の土地に 
囡着せさる £ は全然理由を異にす、日本人の落付か？るは一定の阈土而も氣候風土の順る佳良 
なる樂土あるか爲にして-猶太人には國土なく何れに行くも同様なる爲なれはな-^。 

七、 長老を意ひ服從心 |- 富むこ £ 0 

» 太 人 か 父祖を 敬 ふこ V 」 は縷々 述へ た る 所な 6此の精神は又拉老を锌ひ其敎.、」命令£に從ふこ 







s t : 現は れ來れ -='猶太人 |'- は『カガ一ダ』(長老)なる組縱ぁ6、大にしては世界谷地の « 太人を 
統 .する 力 £なり、小にしては1村一鄕の猶太人を指禅する權威をなす辦太敎锊に至る£きは 
外面 的に も此类 風 現 はれ あ b 此の點 は擗太 人の 强みの 一な be す 0 



以上柯太人の美點を擧け吾人の範 £ すへき點を述へた&今ょり更に彼等の欠點を數へん « す。 

八、 偽善なる こ WO 

基竹敎徒の新約全*を繙く£きは基付か艇々低善赉ょ£喝破し猶太人か神の律法の蔭に隱れ其 
の形式は善く勒ひるも其椅神 |: 於一」全く之し反す %> を責 8) たるを見るへし今日の猾太人に於て 

も 亦 此の 如きの 例へは 『ク ? スノシチ 3 1コフ.1"グロッスマン.|1*シヤ|トフ』等の知多政 

府首腦 か 自由 平等を 稱 へ、 貪 K . の 友 ごして 共に 苦む へき 身分を 顧みす、. 滿洲里 知 多 間に 於て窃 
|: * 1 | 己的商茇を營み金储けをなし何食はぬ腊をなしぁる事等は其1例な6其他ロ々猶太人£忮 
するに、愛想善く笑を浮へ所謂巧苒令色鮮し仁矣を發捭するこ £ » からす0 

九、 虛爲多 S こ WO 

凡そ宗敎道德等の戒を下すは必す多く犯 5 るへき過ちを^-んか爲なり例へは汝殺す勿れどの 
戒は人を殺す《慣多きを以てな6故に猾太の戒に『汝共@に對して虛妄の證據を立つる勿れ』 
ごぁるは馏を言ふもの多きか爲なト ^ 解すへし、猶太人を妻ごする一露人；！：く「猶太人か淑偽 
を述ふるは往古の战判にて、自己に利害關係の及ふどき虛僞の申立てをなすは正當防術.し庙し 
罪惡を 構成せ す w すごの 見' i な b しょ b 闲# 俗を なした るな bw 是れ餘 5に穿ち遇きたる斛释 
第二 隼 猶太 人の 一般； g 研究 三 七 



稱太 研究 三 八 
£ 思はるるるも猶太の古史には左の記錄ぁ-=-0 

r ィズラ エ .1 1/; 王 r サ i ユ •'ル』 の 次に 王 S なりたる 『サウ 少』 3 娘 『--、 力 ^ は 父が 己の 夫 r ず 
ビッ ド』 を 殺 ? ん £ せし を 諜知 し> 奸計 を 以て 夜に 乘 して r タビ ット 』 を 逃れし め、 翌 早朝 其 車 
探 顯する や、 ハ 又 『ナウル 一 土は 自分を 欺きし 娘の 行 典を 深く 怒れ b、 其 時 『"、力 V』 城り 答へ て H 
く『自分は好んて1"ダビット』を逃したるに非す ^ し夫を逃か 5 されは彼は自分を殺す £ 言ひた 
るを 以て 之を 恐れて 逃 かした るな b』 Sr ナウ ^ は 娘の 言を 信し 其 罪を 許せ bo 
苦 し =:本の烈女なれは自分は王を瞞まし夫を遁れしめたる事を自白し，其序を以て父か不當な 
る迪 軎を『ダビッド』 (- 加ふるを諫め、父を欺きたる罪には服すへければ早々首を頸ね給へ £ て 
父 ビ 夫 w r - 對 する 誠意を 披 腠し。るならん、此逊大に猶：精神を發揮し夫には實を魂したるも 
父は 遂に 欺 S 終れ bo 

然れ w も 公平 !: 考ふれ は 民族 發 生の 當 初ょ 6波斯埃及の諸所 (: 漂浪し危難 (; 遇ふ事多か6しを 
以て 之を 免れん £して自然 |: 虛言を吐くの習 « £な6巩後 «1 に『>|グナレ<』 4* 失ひ世界谷地 *: 
散詆 して 他 民族の 迫害を 受くる や 益々 虛 ，'. の必耍を生し又上“するに至-^たゎミ見るを至當^ 
考 ふ。 

彼の r ヶット』 內 (: 通入せし犯人は到底之を逮捕する能はす £ の舉實は猶太人の相互に相扶くる 
精 ||>>>' 2 、繁察を瞞 *' する虛言 (: 巧なるに外ならす0 

反 猶太の 一 露人 (: 向ひ轼みに *=11 何故菡人は猶太部落ょ6敵に內應するものぁ6たるの一事 1: て 



玄 拓 客 b 私 义 ょ良&ヒ！ 了ら p 、 S 鈴 ^ 典 S 0 吋 衾 こ f 又す SA -ぷ し：-* し符 ブよ抝 




該部落 全部の 虐殺 乂 は 追放を 行 ふや、 國家全 腊の利益 (: 反する行爲をなし芘6»太人丈けは如 
何なる 嚴罰」 處する も 差 支な けれ i も、 之 ど全然沒交涉なる婦人小兒迄にも不幸を及ほすは不 
正義なら す や J £打問せし |: 之に對する.游人の朋答次の如し0 

猶太 人には f ヵガー UW: 織- sb て 自己の 部落よ &炚て罪人を出5さる如く證據の煙滅、相互扶 
助 的 虛 *:に巧な6を以て到底 ',!«| 々のものを檢擧する能はす勢ひ彼等に迚 ?|? 責忏を負はしむるの 
外な し 云む J £ 依て 81 |: 『失禮なから赛_繁察官や班兵か枬太人は左榛のものとして働か ? る 
こ £ か檢皋不能の一因ならすや』£反問せる (: 答へて日く5'夫れ或は然らん、乞ふ貴國にて猾 
太 人の 裏を 播く 丈の 憝敏熱心なる憲兵、替察官を餐成し、=1水內地の#化を企劃し奔走しつつ 
ぁる猾太人の行動を指摘せしめ&れ1、捎太人は必す 1»1 等か|定の職業を有しぁる爲探查蚶る 
闲難な らん J so . 

其他日常の犯罪事項にも猶太人には詐僞取財多し其一因 £ して後文述ふ_る所の彼等金酱欲の《 
なるこ £ を指摘し得へし £ 雖 £ も他の一因は即ち彼等か虛言に巧にして詐欺取财に成効するの 
素' §T を 有する に 在 60 

『ィズ ラ H 少 • コ ー ヘン J も 其の 著書 中に 左の 如く 自.！ 1 せ 6 0 

残 國> 埤 甸 阚 及 獨こ阈 に 於て 統計を 取 6て硏究せし所 (: よれは猶太人の犯罪は身骶 1: 關す，0 
罪よ 6も !!4 產に關する罪多く、又其形式は暴行脅迫的 |: 非すして詐馏的な4こ £ 多し0 
艰 达 哈爾寶 に 於ても 寺 ill 商 ££ よ b 白金の 賣 JK S 稱 して 五离圓 を® 取し 逃走した る惡漢 は® 太 人 
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な 6 き 此の 如き 缺點は 政治 上に も 現は れ來る や 自然な り、尤も對外關係に於ては 1«'1 れの國家も 
睹 々の 小策を 弄して 對手國 を瞞 只 せんごす るは 有 b 勝ちなる か、 猶太 人は U 常 法網を く ~る練 習 
を 積みた る 丈け、 詐僞的 外交 も 亦 巧な もを 成す 0 

例へは大正九年七月十七3:高柳少將ど『シヤートこど取5めたる後 ^ 加埘戰線休戰及中立地帯 
設定」 關 する r コンゴ ダ 』覺'を /4- 棄するに方6正規の軍隊を『パ,チザン』」改：？し、以て.<議 
を 免れん ごせり、 此の 如く 見え透き /: る 三百代言 的 小策を 弄する 事 あるを 以て 猶太 人 又ょ 其 指 
缉 する 1$ •隊 に對 しては 充分 細心の 研究を なし 念に 念を 入る るの 必要 ある こごは 哈爾寶 (; 在住す 
る 邦人 事業家の 等しく 經驗 する 所な 60 

又虛言 (': 巧なる丈『ブ&パヵンダ』も亦巧な6此の韦は大古ょ6然るか如し-今谘約時代の『ネ 
へ ミヤ』 の 傅 記 中に 左の 如き 一節め 60 

rH が サレ ム』 ょ 6 『バビロン』 に 捕虜 ごな 6 たる 猶太 人の 中に 『ネへ ミヤ』 i 呼 ふ 男 あ b 『クセ 
少ク セス j 大王の 盃を 執る 役に 任せられた 6或る ;'| 『ぺ’シヤ』の首诎『スサ』の町を步める」 

『へブ リゥ』 1 マ 合 ふ 二人の 人に 遇 ひ、 5 人なる こ— 知？ 财 太の 現状を 讀 ねたる に 
旅人 日く 

猶太は 今 非常なる； § 遇に あ ル サレ ム』の石圮は崩？れ、#.門は焚かれ、_國の《は粢 
々な. 0奸逭を用ひて ,^ 太人を苦め、畫は惊奪をなし «: はんを ; # す、俘墦,^なつて連れけか 
るる もの 日に 其數を 增 し 往來は 死人に て 埋まる 計 办な も 0 



辟 b 了つ て 旅人は、 い VJ も悲 けな 顏を 見せた れは f ネへ ミャ』 は 思は す 落 淚敝行 直に 眼を 上け 天 
に 新つ て 日く 

f お、 神ょ 神は M 時 迄 我 忠良なる 民を 看過 せらる る や 我々 は 今や 全人 類の 餌 貧た らん ごす J 
哈 爾賓褚 行の 猾太 新聞の 宣傅に 巧なる は排猶 太 新聞 yj 大な る徑 庭な しごす る も 猶太の 後援め る 
米！； 邊の 新聞は 勿；！ 北京 邊猶太 系 新 閭も亦 時々 『代 來か 死人に て埋士 る』 流の 宣傅 をな しつ 
つ あるは 注意の ^ あ b S す 0 

又虛 言に 巧なる こご ど、 思慮 周密、 勤勉なる こ V 」 は 間 牒 どして最も5任にして戦爭間 (: 於て各 
要なる のみなら す 平時 諜 m の爲に も 亦 便利な bo 

然れ ども最も注意すへきは彼等の報吿か命を受けたるものに到達するご共 |: 、猶太の最高敍卞 
の 許に も 到 遠す る こごに して、 從つて 敵國內 にある 猶太 人に も 知れ渡る こご 是な 6、大陕別被 
我兩 方面 猶太 人；，； 關 する 情银か 詳細に 『 ^ 气 1 雑き 現 tssi 以上 SS 事柄に 
關 しても 亦 情報は 迷し 得る こご 明な bo 
〇 、陰險 なるこ VJO • 

之も亦猶太人倘々を咎むるは寧ろ酷にして境遇の上ょ5自然に涵養せられたる缺點ご見るを穩 
當 VJ するな らん 〇 

新 記 r ネへ ミャ』 傅に 見える 如く 耶蘇 降誕 以前ょり 此の 如き 世間の 虐待を 受け、 而も 其 後地 球面 
に散亂 せしめられ、 世の 迫害を 受けた るを 以て 陰爵の 性？ なる は 當然の 事なら、 試みに 日本 
第二 聿猶太 人の 一般的 研究 
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の繼 子を 見よ 僅々 數 年の 間に 其 性質 荖し く® 化する に 非す や 浞んや 三千 年の 昔よ b yf > 斷の 迫害 
に 苦惱 せし 猶太 民族 か 今 W #- 民族精神を 失は さるは 寧ろ 不可思議に して 其 心の 少く 捻れた る 如 
きは 車ろ 同情の 値 あ bvj 云は さる 可ら す。 

f ィ. スラ K ル. n — ヘン』 の 著書に も 猶太 人に 『t ステ？ 丨 J 其 他神經 系統の 病症 多く 其 比例は 諸 
大家の說を參照するに猾太人以外のものの四、五倍に當る £ 說明しあり。 
枬太人け何事か劃策するに際し自ら責任の位逋に立つよ6.も、人をして責任の街に立たしめ已 
れは 蔭よ- =- 之を 指滇 する を 好む の 風 あ り、.是れ弱者の當然執るへき方法にして怪むに足ら -3 る 
も 事實は 事實な b、 或る ものを 除き 去らん ビする £ き已れ自ら之に當らす第三者を网用して之 
W. 爭は しめ 逐次に 之を 片附 け. て 漁夫の利を 占めん S する を 常 £す0 

我 邦に て も 元龜 、天 正 時代 以後 此の方 式 UT 成 効せ し 奸雄少 から？ b しか 如し 最近 『ブラ ゴ工 
. ゾ チェン ヌ ク J 附近 小 逞鮮 人 に 辋 立派 w 共產派 S を 生し 前者は 民族主義、 後者は 萬® 主義を 標 
傍して遂に銃火を交ゆるに至6たるを聞くや一猶太人膝を打ちて £-1 く-面兑し、日本の爲に謀 
る |: 宜く此の爭を利用して共倒れをな 3 しむるを上策 £ するを以て、或る方法 |: て双方を激3 
しては 如何 W、 此 |言は誠 |: 善<彼等の政略を言ひ顯はせるもの£云ふ>へし0 
知多外務大2^ユーリン』甞て四王天大佐ご會談中述へて 1-| く『. -|1- 國は米國等 £ » 同し！」出兵せ 
し 始めよ 6今3:に至る迄見へ5る第三老の巧なる指導によ6動かされつつ 2) る事を知らすや』 

£ *依て第三者 £ は日本の元老か、軍明か、否-米阈其のものか、否然らは射太人か£云ふに 



駕 B 力 活为择 淇 (7: ものが’ 活 然らは 狷 ^ 人 かど 云 ふに 



至 0 て微笑し判定に委すの意を洩らせ *>- 0 

塞 帝國か 國策 を定む るに 方 りても U 支：！！ 米の 關係 等に 於て 第 三者の思ふ儘に指導せられ 
す、 具の 自主的 動作に 出る の 必要を 威す る 事 深き を 覺ゆ (列國 の 新聞 論調は 危き ものな 0)0 
I 、 熱烈なる こ WO 

猶太 人は 現今に 於て は 前述の 如く 弱者の 立場ょ b 陰謀 的 日蔭 仕事に 沒 ® する も、 其 本質ょ りす 
れは實際は中々熱烈なる精神を有し元來血を好むの过族なり0 

前に述へたる結鰣式の目出度儀式の席にて『コッブ』を踏み壤すの習慣既に熱佾的な60 
H 常の 議論に 於ても 中々 熱狂す る ものなる か 本年 春 當地捫 太 協 3 :內の 溫健派 ど 過激 分子 ご 論爭 
中 rn ツブ 爹 役け たる もの ぁ b 、 又溫健 派の 爇辨を 振 ひたる ものは 精神 余 b に 緊張せ る爲か 其 
夜 腦溢 «L にて 死せ る もの ぁ ト、 其 後の 集會に 於ても 溫健派 の 主宰者 か 椅子を 反 # 派に投 し 席を 
班て立ち去れるこ ^ ぁ -CNO 

尙 ほ古來 彼等 か 熱狂 的 人種な b しこ £ を 史實に 照し 左に 述べん 0 

1 > n ブ』か割躔を行はさる國の男子には娘を與るを得すビ斷6たるこ £ 、前抚に述へたる所な 
b 、 此に 於て f ヤ n プ J の 娘を 欲する 爲 『シケム 』(娘を所望したる息子)は割醴を受け目出度『ヤ 
コブ j の 娘 r テナ j を 正式に 貫 ひ 受けた bo 

然 6 <: 其幸顳 な % 夢は 僅か 三日に て 破れた 6 是れ四 Hm の 夜 『ヤ n ブ j の 息子 1 ^ メオン J £ 「レ 
VJ C は、 利 双を 提け r シケム j の 町を 典 ひ、 男子を 悉ぐ 虐殺し 遂に 『シケム J © 家に 迫つ て 親子を 
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» し 妹 pK ナ J を取戾 した b 、 然れご も 妹を 汚された る 恨は 偁之れ にて は 報 ひ 足らす ^ 考ヘた 
る 「シメオン j 及 r レビ』 は、 町 ビ云ふ 町、 野 ビ云ふ 野を 掠め 婦人 小 兒を皆 捕虜 ゼ せり、 流石の 『ヤ 
コブ』も我兒等の暴舉の爲に永久に『カナン』の人(猶太人)ご『ぺリジ』人どの間 4: 和す可らさる 
恨を 殘すに 至 b たるを 悲みた bo 

降て 『ヨシ ユア』 王の 時代 ごな h 『モク セ』 の 喪 も濟み 『カナン』 攻略 戦 爭 中の 事な b 『 m ル ダン J 河 
を 波. 0たる軍隊は暫く對岸に野營して疲れを休め士氣を新にして『ィ文リコ』の町に攻め入5た 
b 、 豫め 二人の 間牒を 入れ 充分なる 偵察 も濟 みたる 事な れは 、難なく 攻擊は 功を 奏し、 城壁は 
破られ 城門は 碎かれ 『ィ H vnj の 町の 住民は 一人 も殘 さす 猶太 軍の 及に かかれり、 町は 之 等の 
死骸に て 埋まり、 路の 上には 恐ろしき 血潮 流れ、 次て 全市 街は 凄き 煺に 包まれて 氣息奄 々たる 
負傷者の 叫喚の* は黑 煙の 中に 呑まれた bo 

此時唯ニ人の間牒を助けたる婦人のー家のみ窓に赤紐を垂れ約束の目印 £ したるか爲めに虐殺 
を 免れた^ '0 

降て 「パピ n ン j 干 '『 ア少タ .クゼ 4 .ク セス』 (印度ょ b 『工チ オビ ヤ J l : a る 百 七十 ニ 州を 統へた 
b ) の 頃に 至 6ては既に猶太\排斥運動£之に對する虐殺の始ま6たる時代な6か王は猶太貴 
族 rv ンジヤ "、ン j 族の 出なる 『エ ステ 少 ，11ご呼ふ猶太羌人を娶。し結电猶太人 (: 同情を衮し猶太 
人解放令を出し其文子ビ言语ゼ許したるのみならす相集ま>て自衛：1を組.峨し且つ其年の十ニ 
.月 十三 m i : 限 6猜太人を»ひし諸州の兵士を其妻子 £ 共に滅絕し且つ其の所有物を奪ふを耨へ 




!»• 詔を 發せ bo 

當日に 至り 何人も 朝廷 內の空 氣を 察し： g て 猶太を 攻轚 する ものな か b しか 久しく 受けた も 壓 a 
の 反 勸 ，己して 猶太 A 自ら 攻勢を 取 b 首府 『シユ シアン』 の 町 丈に て 五 百 人を 殺戮せ 60 
王は 『H V ブル』 如に 之に て 氣か 晴れたり や ご 尋ねた るに、 妃は 王に して 妾を 愛し 深き 情を 垂れ 
給 ふなれば、 明 十四：：： の爲今 n 一ビ 间椽の 詔を 下し 給へ ご 答へ た b 、 詔は 下れり、 此に 於て 『シ 
ユシ アン J の城內 にて 更に 三百 人を 殺戮した るの みならす、 城外 諸 州の 猶太 人 も 相 集まり 自術 
の爲 ビ稱 して 反 猶太 思想 者の 多數を 殺戮せ 6、 其數七 萬 五 千の 多き に 上れ 6W 云 ふ (rx ly x. 
ウン ゲル ン J か 今年 三月 庫 倫に て 虐殺した bvj 稱 する 猶太 人 千 二百 A の 六十 五倍に 相當 す} 
以上 述へた る *! く 猶太 人 ご 他 民族 VJ の 間に 溝渠を 生した るは 『ヤコブ』 盼 代の 昔よ 6 猶太 人 か 民 
族 的 自尊心に 某. く 排他 思想 VJ、 其 熱狂 的なる 虐殺 手段に 出て たる こ VJ をも考 へさる へからす、 
一槪に 現在の 猶太 民族に のみ 间情 する 芒 きは、 偏頗の 観察に 陷る可 LO 

尙ほ 猶太 人 か 無抵抗主義の 某 督を 十字架 上に磔 殺した る こ VJ も 亦 猶太 人 か 『神 殺し』 ビし て* 
督敎徙 よ 6 嫌惡 せらる る 所以な b (此の 件に 關し ては 後 章 更に 論す る 所 あるへ し) 

ニ、 拜金 にして 射利に 巧な bo 

『シ H クス ビ ーア』 の 傑作 『グ エ ニ ス』 の 商人 (人肉 出入 裁判) の 主人公 猶太 人 『シャイロック』 か 高 
利 貸 ビし て不當 の窝を 貧り たる こご、 蚊に 寬仁な る 商賣敵 「アントニオ』 を 合法的に 殺害 せん S 
せし 劇は、 代表的に 猶太 人の 射利 的 魂 性 VJ 血を 好む の 性質 VJ を 描出せ り、 索より 何れ 迄 か 事 實 
第二 窣 a 太 人の 一般的 研究 H 五 
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にし で何れ迄か作莕の脚色なるやを明かにせす £ 雖も猶太人の家に住み其事龙家乃至料理店の 
婢僕に至る迄の性質を觀察するに_宗敎的生命を別問題 £ せは、金餞は彼等の凡てなるかの成 4- 
懷かしむるこ £ 少からす。 

相當身分ある猾太婦人 1- して其下宿人の身分あるものに如ひ瞒質品の價格は勿論宴會の费用、 
其献立等に至る迄ー々之を研究して價格の高1を論する等不快の威を惘ぅさしむる事尠からす 
猶太 嫌の ものは 嘲て 日く、 猶太 人は 子を 育てて 相當の 年齢に. 达すれ は兩 手に_ を 振らし めて 
之を樹の高き枝にぶ&下らしむ、 » し金货を放たは已れの生命を失ふ可3事を實物に依6敎育 
し、 以て 無益の 散財を 豫防す £、索ょ6替 喩的嘲 笑に して ニ、 三 此の 如き 方法を 収 bft る 猶太 
人は あ 5 しならん も-凡ての 树太人 か 此の 如き 方法を 取る もの £は信するを得す、然れ £ も事 
« 金錢を 愛する こ VJ ii 前 旣に述 へれる 如く 東歐 諸阈に 於け る 猶太 人の 犯罪 統計 か 身 膪 (: «す る 
罪ょ りは財產に關す4罪多きー事を以て旣に雄辨に說明せられた6ご謂ふへし0 
此に於て何故 (: 猶太人か此<も强く金錢を愛し之か爲 1. は多少の汚名をも甘受するやを «| 察研 
究せ S る 可ら す 0 

第一は單に何どなく金錢を愛す^の說なりゝー般の拊太人は或は然らん、* ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 
盗人來りて盜む所に財を菩ふる勿れ £ 戒めたるは、當時の树太人か旣に餘りに菩財に热中せし 
竿 面を 語る ものな- 

當時* 督の 言を 倍せ す 之を « 殺せし 埘太 人の子 孫は 『ァタ ビス ム』 (腦ょ b 腦に 傅は る 遺 博) の 




作坩にょ6菩时の觐念强きは自然な&、故 |; 此の说も1說ごして琿.由あるこ£ ^ 考ふ0 
荈 ニは 猶太 K 族 離散 後に 於て、 必要ょ h ^ l -: した a 莕財な bs の 說な bo 

由來 彼等は 到る 娓迫害 を 受け 土地の 所有 椐な く、 啊く 一地に固 * するや其內に虎殺追立ての始 
まるこ £ある.へきを以て、自然 64 業の如5土地に固舂する龙務を避け、形势不爲 £ なれは肉ち 
!: 携帶 して 逃走す るに ® S •なる 金 錢又は 貴 翁 品を 欲する は 自然にして 对 ^ ん (: 商人、銀 (-1 1 家、 
g ft 品 商の ^ %- は 之 か 爲な 6 VJ の 説 も 亦 lgf * - cvl 謂 ふへ し 0 

菡國に於ける树太人の約三八、六五 ^ は商人にして他段族の商人は其の全入ロの約三、七七鉍に 
過き す 故に » 太 人は 他の 谋人に 比し 商人を 出す の 比 十 si - 以上 大 ubo 

* し薄阈人ロを其の射太人の三十倍ど槪兗すれは肘太商人は龙：國の商人の三割五分以ヒを占む 
るを贱るへし0 

笛 三は 宗敎上 政治 上ょ 6する觀察にして柄太人は雠散以來武カ、鐵笮の自術カを有せ 3 るを以 
て 之に 代は るへ S 或る ものを 求め 3 るへ か t す 或る もの £は古來彼等の圾も得意ごせし金錢な 
り、 之 だに あらは 以て 世界の 統一を 期す るを 得へ し、 『 H サィ J * の豫言 に も諸阈 民の 金 ;*. は爾 
の 許に 集められん S あ b 故に 彼等は 此の 大堋 想を 以て 金を 集めつつ あ. OVJ の說な b 、 此の 說は 
神秘的 宗敎 分子を 含 ひを 以て 判 斷極め て 闲 難な-^ S 雖も 今や 『 U スチャ ィ少ト N モて力 ン J の 如 
き世界的大 -« 豪か猶太人にして金權を掌拫し、思ふ搵に石汕其他市場の相場を 1<] «2 し戦爭の開 
始 、終止 も 亦 彼等の 意見を 聞か 3 る 可ら 5 る 事 宵に 照して 考察す る W きは、 或は 彼等の 目的は 
第二 孝 猶太 人® 一般的 研究 四 七 



猶太 研究 四 八 
r 工ナ ィ』 豫言 夢想す るに 非 さるな きか、 果して 然らは 無心なる 猶太 人の 菩財も 亦大に 
意義 ある こ* なるべし o 

尙ほ 宗敎 方面ょ 6 彼等 か 蓄財に 熱心なる こ £ (: 關し 猶太 人を 妻 VJ せる 一琢 人の 談に 日く、. 『タ 
ル ム ード』の中に金錢货借に關する細則ありて『猶太人間に於ける金利は年一割(？)を超ゆる 
こ ビ を 得され w も r コィ』 (豚に て 他 民族を 指す) ょ办は 幾何に て も 高利を 取 b 得 』 ビの 意味を 敎 
へ あり 云々 so 

果して 此く 明瞭に 記載し ある や 否や 明から さる も、 後 章 佛國に 於け る 猶太 勢力の 部に 於て 詳述 
する 如く 千 八 百 o 七 年 大邦翁 か 猶太 人の 宗敎 裁判を 巴 里に ?? 集した る 時の 決潢第 八 第 九 條に於 
て 金利を 制限し、 猶太 人を 他の 市民 ご 同等に 取扱 ふ 以上は 猶太 人 も 亦 同 民族に* する 以上の 利 
を他民族に課せ ? るこ £ 、高利貨を姆業すへきを約束せるこ £ 並に『 * 典 1: 定めたる律云々』£ 
明記せ る こ VJ 等に 依 b 推考 すれは 此溪 人の 說も 或は 架空に 非 さるへ く從て 前々 節宗敎 の 部に 於 
て 疑を存 して 述へた る 『ニー ダ』 ょ 『ゴ ィ J の 生命は 汝の 掌中に あ 6故に彼等の有ず0る ^° « 〇 *° 々盐 
* 汝の有 (: 歸すへきな6』どの敎へは或は 3? 典に載せられあるや |: 考へらる、兎に角事 « |: 於 
て 世界 9 金權は 逐次 彼等の 手に 移. 0つつあり、今此等に關する猶太人の自白を左に ^' 錄して參 
考 (; 資すへ し 0 

千 九： 白士 一年 (大戦 開始の ニ 年 前) 十二月 | 日 巴 里に 於け る 『猶太 靑年會 J の 催した る 宜傳的 集 
會に於て猾太人1-ァンドレ一、スビ|ル.|の爲せる演說の|節を引用せん ^ 」ヒ 1: 1 : * *.-1 ^お ?? 



(前略)風王の保譁を受くる程の特別なる猜太人も1吾々の宗敎上弱きビ貧きビを肋くるの義 
務 あれ、 此等特 »'| なる猶入人の御蔭 |: て國_土も時 £ して貧乏猜太 1: 特典を許す ^ 6。 

此の 如き 吾人の 保； ^.は決て體カの優良なゎしに非中して實に贫のカなりしを考へさる可らす其 
の 例は 枚舉 に遑 あら？ るか 今 ® も 顧 '* なる I 例を 舉くれ は 英國其 他諸國 政府の 御用 錢屋 たる 銀 
行 家 『 T * 丨ド • ”スザャィ火ト』な6彼は佛1革命の際阈家に莫大の金を供給す 4 の代償 £ して 
»太 同胞の 解放を 要求した bo 

而して 平等 權を 同胞の 爲に 獲られ 5 る 場合には 數百萬 金を投 して 彼等を 敎 育し 又榍 端なる 貧困 
狀態 ょ- ^ 彼等を 救へ-® 0 

然れ £ も此の如き|部富豪の保满救濟は猶汰人の精神上に危險なる傾向を齎らせ6、*し捎太 
人の 全社 筲を舉 けて 生涯を 善事、 正義、 知 f 生業、 人格の 修養に 向けす、 一實： 若干の 猶太 人 
か有する金錢に着意し金を傭くる事か天下の最大業務なり £ 考へ、『11スチャィ火ド』 £ なるこ 
S か 全生涯の H 的な bs 考ふ るに 至& は、 實 1- 悲むへ き 結果を 生す へし、 從前大 革命 當 時、 第 
一 帝政 時代 等には 實際 此の 如くな 6 しな bo 

現今 佛蘭胙 の狀 態は 如何、 帝政 時代の 如き 狎蕩の .於 族 か 政權を 押.持し金«を提供して位舣を貝 
ひ ft る時代は去れりノ又米國の如く弗の多少を以て人物を搜し又は之を評憤するの時代は去れ 

bo 

巴 里ッ兒 の 國 、最も* 達せる 文明の 國 《る當地方 |: 於ては、馬を何匹所有する£か、自働車を 
第二 韋供太 人® 一般的 硏究 四 九 
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所有す る VJ か、 大邱 宅を 所有す る VI か、 婢僕を 何人 使 ふ VJ か、 年々 幾 萬の 慈善事業 費を 豫算に 
割 上す る ごかを 誇る もの あ bvj する も 吾人は 何等の 感動を 生せ す 否な 寧ろ 之を 笑は さるを 得す 
云々。 

是れ 如何に 射 太 人の金 錢 欲の 盛なる かを 自白し 之に對 し社會 主義 的繁吿 を與 へたる ものに 非す 
ゃ 0 

做 猶太 人の金 錢關係 か宗敎 上に 迄 驚く へき 關 係を 有する 最近の 實 例を 示さん 0 - 
大正十年十 « 三、四 « 新年所祕の儀式を齟察せるに、最も古式にて行へる養老院內の禮拜所こ 
は 洋服 簞 ■.«1 に似たる祭拊を設けあ5、ニ時間佘に亙る禮拜中數度其覼音開きを開帳して、內部 
の带奥『トラー』の卷物を拜せしむ0 

其際開帳の任に常るは金をぢ額に奉納せるものにて吾人の見たるごきは司许 ^ たる長老か競髮 
的に 小額の ものよ 6 叫 ひつつ ありたり、 之 か爲今 U こそは 是非 開帳の 榮を擔 はん どす る 信者は 
取 に ニ 三分 間 開帳の 世話を せんか 爲に 千金を 投 する もの あ byj 謂 ふ 0 

:^-て如何に彼等ヵ今尙ほ金錢に特別の趣味を有しつつあるかを兑るへし、又其翌け割禮の術赛 
よ 6 其の 儀式に 臨場を 勸め られ 之を 承諾せ しも剌 禮を受 くる 小兒の 家より 吾人の 富豪なる や 否 
やを確めたる上に非れは臨席せしめ難しど抗磁せしを以て、殘念乍ら富豪に非る吾人は之を魬 
念した bo 

然れ ごも 猶太 八の 金錢菩 校は 前述の 如く 貧民の 救濟 、同胞の 解放、 敬神 等に 用 ひんか 爲 にして 



?3-6名龙|ぁ4;0;5^免く碧 15: <3: 杉 « .辰胜 « 期放，敬神等に用ひんか爲にして 



I 身の 歡樂を 贪らん か爲に 非す 基 財は 目的に 非す して# 高なる 理想 實現の 手段な bw せは I 圖 
に之を擯斥するを得さるへし但し射利手段の惡竦陰險なるは猶太人の特色にして彼等か全世界 
の 他人 稲 ょ6憎惡せらる、最大の拟闶全く此點に在60 

哈爾賓邊の遊樂の場所に出人する £ きは一般顧客か浞醉してー夜敕百金を浪費する|方、冷静 
に 計算して 之を 搾 6 上け つつ ある 猶太 人の # 計 又は 『 ** — ィ 』は徐ろに世界統一の日近つ<を見 
て窃 に # 心の 笑を 洩らす を 覺ゆ Q 
一三、 排他的に して 同化せ す ◦ 

世界 殊に 米國 人は 同地に ある：：： 本人 か 坚く 仗族的結合を持して同化せ3るを非難し俳日の摒因 
は 之に あ bw 說 くもの あれ £* も 不同化 性 か 果して 排日の 大原 S な bvj せ ば > 之 に 先ち 米國 にあ 
る 三百 萬 人の 猶太 八を 排斥せ 5 る 可ら す、 彼等は 已れの 寺院を 有し、 (本願 寺ょ b 大な b ) 已れ 
の 言語 文字を 有し、 已れ の俱樂 部、 協 科を 有する に 非す や 0 

射 太 人 不同化 性の 由て 來る 所は 既に 屢 々宗敎 習俗の 部に 於て 縷述 したる 所に して 蛇足 的說 明の 
要な きも 一二の 事例を 舉けて 如何に 彼等の 不同化 性の 强き やを 述 へん ごす。 

一 猶太 婦人 哈爾賓 に 居住し ある 一知 織階轵 の满 人 ！; 相愛の 仲な &しも、*人は猶太婦人 £ 結婚 
し得？るを以て、該婦入は苺«敎の洗赭を受けて其0的を«した6、然るに今3: (: 至.〇迄數年 
未た基瞥敎の寺院に出入せす、事苟も»太の利害に關する事は掙カ之に容啜して猜太の利益を 
阚 らん £す、又»年前小兒の生るるや夫を埘迫し之に猶太式の名を附せん £ し、親族の反»に 
第二 隼 桷太 人 © | 般的 趼 究 il 
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遇 ひ 普通の ® 西亞 婦人の 名を 附した り、 此邊 恰も 前に 述へた る 『パ ビ B ン』 王妃 『 H ステ こか 
『パピ 口 ン』 に 嫁き たる 後 も 終始 猶太の 利益を 計 b たる w 酷似す 0 

『アィナ ック if ドン •レ— ビン J 氏は 猶太 人 千 三： 白 五十 萬 人中 31 化せ. 〇 國に同 化せる もの 百 萬を 
算すれ £* も甯際にぁつては此一百萬は；1化するに非すし '^ 、中に1-11ス夕少』の如き役2: 4 > 動め 
居る もの 少から さる 可し 0 

- W 大戦 當初1 に 左—-。 s 「 i ? * i 4 誌 S 
猾太人 r カッッ』 は > 祺 國に 於け る 前 阕 に反し少尉 1'- 住せられ、*臌正敎を奉するこ £ £ な6 
たる も， 其 關係 せる 新聞に 寄 W し 立場を 明かに して 日く 

r 予は猜 太 人 £ して 此世に 生れ、 現在猾 太 人 !: して^， T . 又种太 人 S して 死なん』 

右は 最も 善く 彼等の 不 间化性を顯はせるものにして結婚も洗雕も畢 3£ 何等かの手设なり £ 見る 
を 安全 S す、 锏逸 は自 國の猾 太 人を 六十 |萬五千 £ 箅定し混血兒百十ニ ,^ を以て梱逸文化に同 
化した る、 味方 w 算定して 不覺を 取. 〇 たろ 點なき や 0 
要するに 以上 述 へたる 射 太 人の 性質なる ものは 局部 的 觐察 £猜太人の著述吿白 £ に基き最も著しき美 
點 £欠點ビを公平に擧けたるものにて猾太人を相手どするには少くも以上の事を知悉して取懸らされ 
は 不覺を 取る 場合 ぁるへ きを 信す 0 



第三 章 世界' し 於け ろ 猶太 人 

.前章迄に於て猾太人一般の研究を了したるを以て之ょり猶太人か世界 1: 有する實勢カに關し研究する 
所 あらん ごす 0 

第 I 節 世界に 於け る 猶太 人の 分布 及 之 か 經路 

猶太 人の 總人 n は 千 三百 五十 萬 人 S 算せら る、 即ち 世界 總 人口の 約 百 二十 分 一な h 今 之 か 分布を 戦 ^ 
前の 國 別に 列 寒 すれは 左の 如し。 

歐 S 國 六、 00 0 、 000 人 
澳洪阈 ニ、ニ五 0 、00 0 
獨 ia 5五、8〇 
A- 1 ► ァ ニ 五 0、0 0■ 0 
英 國 ニ 七 0、00 0 
和 g 1 〇六、§0 
佛 國 一. 00 、〇〇0 
伊太利 四 五、 000 
ブル ガリ ャ .五 0、〇〇〇 
第三尊 18 - 许 |: 於ける桷太人 玉 三 
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白耳兹 一 五 、 OCO 
S 西 |九、0〇0 
希 臘 九 〇、 000 

セ ル ビヤ H ハ、 000 

其 他の 歐州 諸國に は 各々 五 千 人 以下の 猶太 人 あり。 

州 計 約 一 0、00〇、00〇 

パ， レス タィン 一 0〇、 0 0〇 

西 伯 1 一 ニ〇"00〇 
シジヤ、 メソ •ホ タミ • ヤ 一 〇0、〇 0 〇 
T ルシャ 四 〇、0〇0 



印 度 
H 本、 支那 
亜 細 ffi 計 
北米 合 衆國 

カ ナ ダ 



ニ 0、 九 〇〇 
ニ、 00 0 
五 ニ 五 >0〇〇 
三、 0 〇〇"〇〇〇 
七 六、 000 



ア广ぜ シチン 

镅西哥 

玖 馬 

ブラ ジが 

其 他の 南米 諸國に は 谷々 千 人 以下の 猶太 人 ぁ bo 
南、 北 亞米利 加 ft 約 



濠 .州 

Jj ユ 1 ジ 1 ランド 

大洋 州 計 

モ ロ ッ => 

ァ ルゼ リァ 

チ ユ ニ ス 

h y . ホ ジ 

埃 及 

アビシ 二 ア 

南阿 諸國 
阿弗利加 州 計 

弟 三 孝*！ ku 於け る辆太 人 



o 〇 v 〇 c 〇 人 
九、 〇〇 0 
四" oc 〇 
三" 〇〇 o 

三、 ニ 〇0、00〇 
1七、 0 〇0 
ニ、 〇〇〇 
約 一九、 0 00 
一一 〇、0〇 0 
七 〇、〇〇〇 
六 五、 〇〇 o 
1九" 0 〇〇 
五 〇"〇〇 0 
五 cr o co 

五 Gr 〇 o 〇 

約 四！五、 0 〇〇 

五 五 



*太研宂 i 六 
世界に 於け る 猶太 人 分布の 槪 !«, を阐示すれは附阖第ニの如し0 

即ち最も多きは葙國(約半數を收容す)にして米國之に亞<(約四分のーを收容す)こ£は注意の値あり 
又右猾太人の人ロは純粹なる擠太人にして在.抒敎徒ごの浞血兒を食まさるもの£す0 
網：逸4稠太人は六十|岛丑 1- な6,0雖 £ も之：混 |(|1 兒を加ふるご&は、百七十！ニ洱(即ち約三怙)の名 
き.： h る VJ 稱せら る > 他1 ^ ^ に5:-ー.-は此 ， '21 %, 統 dl- を セく を 逍 M i する も、 荇し？ ;^ 5に！？樓の比例 
に |> 6ビ せは、 世界の » 太系人：3は三千七 |'> 1 — 十七岛の多きー上るへし>即ち鲥逸に於.ては總人ロの. 
三十 八 分の 一强 0 r 六 七 ^ ) に 上^'、 世界 總人 口 に 於て は 四十 三分 ー强に 上る へし、 而して 猶太 人の 
件質の部不同化性の條に於-て述へたる如く、混 1&. 兒か猶太側に立つ場合 £ 、基»敎徒_に立つ坳合 £ 
を屮較し、聿ろ前者の場合多かるへきを以て、安全なる算定ビして猶太勢カを論する場合には、混血 
兒を猶太側に算入するを可ビすへしゝ然れざも混血兒は猾太の不利なる場合には基伢敎徒側に立つや 
明かなる £、 全世界の 之に 閜す る統： ^ なきを 以て 純粋なる 猶太 人の 數を 取て 猶太 勢力 判定の 資 w なす 
の 外な し、 唯 之れ は 最少 限を 示 ^^ ^ を注葸するの要ありどす。 

之ょ 6如时にして猶太人か*生の地「パレスタィン』ょ&、此くも甚たし<世界に散布するに至6しや 
を 略述 せん ビす 0 

押太人の散也には耶穌紀元肋のものこ妒元 ^ のものデ：^^前のものは埃泠ゝ波斯方-叫を主-^し、 ® 
歐にも » 干 人-® 込み あ b し 形跡 あれ VJ も、 大いな る數 じ 上らす (闽时紀元前五 ^ 八十六年フ斤ブヵド 
ネザ 1 J 主 か、 猶太 人を 『ァルメ-ーァ :_ £フ丨*ナス |_ に移住せしめた-<='£の記錄，9.,4,今日の *1 >分 



布を 取る に 至 りしは耶蘇紀元ぴ三十五年以後の事な-^ゝ以下述ふるは後者に阳するもの ^ す。 

猾太人 か 何' « 此く世界 (: 散布せ6ゃ£2說に關し猾太人間にもニ說あ6、正統派即ち宗敎心の墜固な 
る_太人は之を神秘的に考へ、捎太比族卞：去の罪業を懲らす爲、神か猶太民族に難業苦業をなさしめ 
此の试練に耐へ得れは兹 1: 始めて楙太の統|、世界の統一を許す广*-=^其移住の經路の如きは|に神 
总 (; 從ひ、自然 1- >4 かる、な6£解1るも-改革：版即ち ^ 敎心2前 « の如，、噔固ならさる猶太人：}、 
之を小自然なる人即業‘不正峩なる刘國人迫竹の結米なトご愤慨しゝ現筲的方關ょ-^考へて之を现賓 
的 |: 矯正せん£努めあるか如し0 

兩派 何れ か眞な る やを 判定す るは 本 硏究の 0 的に 非す 寧ろ 视實的 硏究を 主 ); する 立場ょ 5 後者に 重き 
を©きて研究を進めんビす、是れ猶太の現實派、总進派の弄する術策か、列國の政策乃至時事問題 ); 
して 日々 吾人の 眼前に 現出し、 而 して 吾人は 事 宵に 於て 之 か對應 * (- 忙殺せ £ れつ/' あるを 以てな b 
然れ e も. 対際に他 1£ 族に取6何れか危敝な6や？| 3 へは、念進派ょ6も寧ろ正統派の毽健策を恐るぺ 
し£ す、 签し急 進 派の 術策は 全然 人爲 的なる か 故に 人爲的 對策を 以て 之を 破 h 得へ けれは な bo 
猶太- 土 國の滅 C は 西 竹 七十 年羅恥 の ^ 『テ トス J か 『K y T レム J を 占® し ^ る 時な b しも 其 採 猶太 政 * 
の 命 脉は財ほ六十ニ年間微かに#在せしか西料 | , | 三十ニ年『パレスタ.1 > , 』の猶太人は時の『ラビ.1|(捎 
太法典拇士を云ふ)ょ6 ^ $せ』の偁稱を-_,.<けたる『パルコチパ』を首魁 £ して羅埸に反抗し、其初 
期 (: 於ては多少成功して『ユ少ナレム』を解放し、神殿31邡を议佑し、從來諸カに通走せし多數の猾 
太 人は r パル n チ パ 』の旗下に入る可く再ひ璀地 |: 歸來せしも_大斯民に幸せす「バル11チべ 1_ の統治僅 1: 
第三 窣仳界 1: 於け る 柄 太 人 五 七 



網 太昕究 f 
三年 半に して® 勢なる 羅馬 軍の 爲に擊 破せられ て 『パレス タィこ 平 國は滅 (此 戦に 於て 射 太 人 
は 必死 ヵ戰 六十 餘离 の 死傷を 生し たミ」 云と 罢人 散亂 の 起因は 此哲に 在'^、 即ち 羅 W 官憲は 猶 

太 人を 『ニサ レム J t |せしかば『パレスタィン1土國の|は『ニサレム』の北に幾つ炉の學校 
を 止む る S み w なれ.^ 、時に 西 M 百 三十 五 年に し 一' ■今を 去 f 、」 實」 千 七 百 八十 六 年® な b 士 す。 

此 -て祖 一を 逐 はれた る 猶太 人は 一方は 地中# の北择 に 沿 ひ 『ピザ ンチ クム』、 フ丨 こ、 佛蘭 西、 西 
班 牙に 發 S せ り、 而し 一」 檠 人は® •術 的 方面」 貢献す る 所 t しも、 穿し！」 列 S ■重. WVJ して 利 
用せしは、彼等 »* 商業>海運槊に特別の焱所を有する點な&き、殊に西班牙に於ては西擠七 | ! 1 十ー年 
『ム 14 』の戰勝£代ょ 6 捎太人は國內の重耍職を占め西班牙の繁榮を助けたるこビ尠炉らす£云ふ 0 
次て 英國 反 獨逸 方面に も發 摇し、英佛掏に於ては猶太锨民地は東西の通商を獨占する 1: 至れ&、然る 
に 基 贤敎徙 & 十字 第を 起す に 及 ひ 猶太 人 M ia は 起れ •*( 第ー间 十字軍は 千 〇 九十 六 年 乃至 千 〇 九十 
九 年) 即ち 幾 0の舸太人を殺戮せし ;: 止まらす、某«敎徒間に商某を勃興せしめて猶太人の商權を |1 

迫せ.^ ' W 4 W 支 法！： s 郡 f - t 或 M は殳 ittf とか、 一千 九十 ニ 年 

西班牙は撤眩的に骱太人を » .迷せ6、舯太人の血族な6ど稱する『コ”ンブス』ゲ新大陸を發見せ ^ も 
亦此の年なんに注で.を耍す、英 1 « も亦此の世祀 1 り浒太人排-ルを開始し千六百五十 31 年『クロンクエ 
少 J か拊太 人の 入阈を 許す 迄 繼 fc せ b 。 

两歐 (: 於て 迫軎 せられた る桝太 人は 逐次 北歐 、東械 に 向 ひ 其 一 小 部分は 『モロッコ』 万 面に 移れ b 、 現 
に 全捎太 人の 半數を 占む る枬 太地踏 即ち！ ！"パルチック』諸州£黑洱£の中間(波蘭及 =! リチユァ-ーァ』の 



■aju \ . l ^ 、<l^Tlrl 444 ? x 2 b よ、 〒 パ、 vi- \- kn 三 辛『ア レキ ^ ント八 』 



十五州及 ^3 旃、西南叛を钤む地方)に公然居住を許 ? れたるは、沢ぐ千八百三十五年『ァレキサンドダ』 
二世の 時に し SS 苹七百 六十 九 年 『こ キサ レ •ふ』 一世 W 代に S て 局限 的に 許し 2 地域を 
擴張したるもの £ す、就中波蘭は«後七西年間猶太人の隱れ家£稱せられた&0 
西班牙の猶太人歷迫後彼等を » -迎したるは土耳古と和蘭な60 

其後蠢 に 於 S 、 藍 山 一一 一世 Q 繁人證 f 、 猶太 人は 震 難を 避けて 一は 西 伯 利ょ ゥ 極東に ® 
ひ、 一ほ新大陸米國並に南亞弗利加地方に向へり。 

北米には 『n T7 ンブス J の 發見後 直に 行 はれす して 第 十六 世紀の 初ょ 6少許つ -5| 移住しぁりしか、 * 米 
諸阒 |: は西班牙の猶太人歷迫に伴ひ移住始ま6以て南米に於ける西班牙勢カ發展に贯献せしか如し 
又 北米に ぁる 獨逸波 蘭 系 猶太は 第 十八 世 轧波蘭分割戰を中心 £ せし中歐の爭亂に侔ひ移住したるか如 
し 此く第 十八 世 五十 离に 充 し畓 ® 猶太 人は 千 会 八十 ニ 年に 於け'® i® 大虐殺 後 著 
く增加して三0萬以上を箅するに至れ&〇 

第二 節 各圃に 於け る 猶太 勢力 反 狷太熱 

猶太人の世界谷 ^ に於ける勢カの大體は前述分布の數字を一赀すれば、»太人の多霖じょ&てー目利 
定し 得べき も屮に は特 »'| の 事惝 |: 因&數 は 少けれ £も勢 力の 大な 6 もの ぁ &、是れ從來其國か猶太に 
對し 表した る 好，： r 又は M 迫 3 尺 動 等 > 各秫の原因ぁるを以てな '!) 、故に左に射太人を有する重な & 
强國に 就て 研究せ ん S す。 . 

第三 聿世羿 に 於け* 猶太 人 五 九 



jg * « 究 六 o 

其 r m 國 

ig N には 六： 白 萬の* 太 人 あ b 、 即ち 世 林 猶太の 約半數 を 收容し 而も 制限、 M 迫、 虐殺 相次て 至り、 世 
界猾 太の 怨府 とな h , 以て 世界 大戰 勃發の 一原 因を なし、 次て 又 * 國 革命の 大 原因を なし、 現今に 於て 
は 全然 反 # に 過激派 政治の 爲世界 嫌忌の 焦點 £ なる に 至れ bo 

此 s itt く銪國 の 猶太 間 題は 英米は 勿論 世界 枬太 問題の 根源なる を 以て 以下 少 く詳捆 に Hb 說く 所， 9 ら 

ん 手。 も ^ 

东阚の 猶太 人 歷迫史 中 M も顯 著なる は 『ィブ ン』 第 四 世 (千 五 百 三十 三年ょ 6 千六會 五 商©^ 年に a b 
帝位に あ h 、 一名 『怖る へき ィソ ン J ) か、 千 五 S 六十 三年 『 ポ b ック j を 攻略せ し 『同地に 猶太 人 
あ b 如何に 取拔 ふへ き や j の 伺 ひに 衡し即 坐に 『洗 禮を 施す か、 又は 河の 中に て 往生せ しめ iJVJ 命 
し、 事 W 稱死 せしめた るの 事跡 ビす ^ ミ肚戦貧ブラゴユシチユンスク“附近江東六十四屯两題の時三 
千 人の 支那 人を 黑龍江 に 葬 b 介る 事を 间想し 露 人の殘 忍 性を® ばし む) 

禹阈に猶太人居住閟域を定めたるは千七茛六十九年 ^ ヵテリンーニ世の治下しな-^しかゝ千七吞九十五 
年に 至 6波 |1 の最終分割の後斑に其 |£; 域を擴張せ6、然れ £ も其後千八百八十七年に至6『 11 ストッ 
フ J の エ菜 地域を、 次て 『ャ y タ 』地、を阁域ょ6除きて猾太人を驅逐したるを以て、猶太转住陡域は全 
溪阈面楨のニ十四分ーを占む而て辭_總人 0 に對する猶太人の數も亦約ニ十四分一なるを以て、人ロ 
:: 対する ±; 地の屺當槪ねへム平なる炉如し £ 雖ごも竹睽は猾太人 (,{ 居住32域の隨趼に居住し得 6 |: 葬5 
るを以て、其捃住は榭めて窮窟な-<='&、是れ千八 '6' 八士一年伯 [.. 『ィグナチエフ』 (/> 臨财法#な 4) も必 » 





贫せられ猶太人は從來届住せしもの以外 !- は新 |: 材落に移住するを得す、又珂炉の事情にて一度村驀 
を 出て たる ものは 再 ひ 歸還を 許？ れ さ&のみならす’他の材珞にも移住するを得すして市徇地に移住 
するのル-むな&に至れるを以てな&、其後$の市街地も總督の筆の先 |- て村. -<»- に格を下し以て枬太 
人を驅逐するの策に出てたるこ£ぁ-*、此の如くにして霸 |« 猶太の九十五『プ|*セ\ト.1|以上は猾太人 
届 住區域 の 市街の みに 群居し 經濟 上の 壓迫 £ 戰はさ る 可ら 5 るに 至れ bo 

亞歷山 二世に 至り 此 赝迫は多少緩和せられ左の四秫顛の少數猶太人は任意に阈內に居住し得るこ£、 
なれ bo 

一、 完全に 兵役の 義務を 果し たる もの。 

ニ、 一等 組合の 商人 (引續 き 五ヶ 年間 猶太 區域內 にて 八 百 乃至 千留の 膂業稅 を 納めた る t の。) 

三、 大學及高等專間學校の職員、學生、藥劑師及助手、齒矜醫、外科«、產璀及其等の助手0 

四、 機關師 、酒精 及 麥酒釀 造 者、 徘® 其 他の藝 人。 

今日猾太人中に右に列記せる職業に從事するもの多き|因は此法令の結果にして、哈爾寰に於て齒科 
酱 S 樂劑師 £ は全部猾太人 £ 見て差支へなし £ 云ふ逋人ぁ6其全部なるや否やは明かなら？るも少< 
も 大部は 然る もの w, 認む 0 

又 前記の 如く 猶太 人 か 村落を 追は れて 市街地に 居住せ る事實 VJ 今- M ほ勞農 政府の 成 令は*! 一の 市 
街 地 及® 道 沿線に 限らる S の 情報は 宜 く對照 玩味す るの 要 ぁ bs T o 
亞歷山ニ世の居住緩和令は猶太人に對する多少の恩典なりしも、事實は法文の見解 1- 於て中央政府 £ 

第三 W ■世 畀じ於 1; *柄 * 人 六 I 



也方官 f 」 に 相 f 主」 結局 S 1 2 地方 IS 1 S 2 らひ」 1 一定 せす 又滿期 兵® 年 
W も— て 老兵に 限らる る こ— な -'、 f S に 入 f る 1 兵 一— 千 人は滿 •期 後 W ひ 猶太 人 届 
住區域 sf —¢2- に 至公、 其 他 藍の 特典 f 何 か® 文句— し备太 人 居 德 域に 歸 
さ t も S し 例へは SSQ 营— SSS 文字 ；. i T 1 れ t S 5 八 職員は 特 
典-, 技 する s 資格 無し— 解し 又 一 S 域に If Ilf 病 1® si る 
能は すし T 徒？ 1 、許可® 理由 造した— なし、 容 S く— 人 居住 盟 i ひ歸— る 
»-; 至れ b £ 云 ふ o 

右 i 主 V 」 して 猶太 人 Q 筆： i -成れ る も stt 」 彼索此 S 惠待— くる S — 明し 居— れ S も 
事實上 彼等 1 人に 徒食せ bs — f 」—— 以 一」 置— 益 S す' 〇 行— なした る— も 
有る へき こ 、/ j 想像す るに 難から す 0 

IH に 於て 注？ へきは、 1 派 又は 外國人 s 使用す— 偵は、 如何に— 偵 n i 瞭 
然たる 如く 行動 すれ f、 猶太 人は 必す 何等かの 職 業を 有する を 以て 假 令— 勤務を 擔 任すな も 
決して 他よ. 知せられ さる 如く 行動す るを 常.、」 す、 新聞記者」 仕 立--」 一」 吾ノ の 所— 接觸 せし む 
f、 何れの 人 _ も 同一なる か、 當 地より 1 に 入 込みた る 1 人の 活動 振 b に 就き 實 兄せ 

る 所を 記 すれは 大正 十 年 五 S 品® 1 f 官上 S 爲め旅 磐 車告 到る S 人ら*-^ 
羅紗 小 14 內手 荷物 収扱 所に f 下ろし に 拘らす 11 車を I し* りたり 就 
て 談を交 §- るに 哈爾 SR より 1 b たる 猶太 人な き 思 ふに 該 W 太 人の RW は 碎银長 官等®® 靜を搜 



て ^ を 交 ゆるに ^ 爾转よ ^'见*^たる猶太人なりき思ふに該猶太人の ^ がは盼银長官等の -1! 留を ^ 




るこ^. す、 當咕 『セ メノ フ』 納 ほ 旅 g にあ り而も恰も浦潮政變前にして『メ,クーロフ』及||ィゾ， 
フ』 の兩人 『セ メ ノフ』 の 許に 來り 同列 軍に 乘り 合は せ 居 W るが 故に 或は 彼等に _ する 探偵を 目的 
どせしものならん、尤も此の如ぎ職業は5:れの ^ の ^ 者も往々取る所なトご雖ども猾太人には大 
商人 亦 他相當 I あ tG か 葉 的： j 非す して II 少か — il 方面を 
覼察せる1人の3にすろ所な"、|應<得設き然るへさこ，、」ご信す0 • 
前記 ^ 制限の搿行 (' 關しては中央政财衫地ハ官遨共」隨分 81 紱なる方法を収れるか如し時々『ぺト.ロ 
ダラ ード j 其 他の 官忠ょ h 命令 •卜 6 て 許可な き锕太 人 か 居住す る) i なきやの 點檢を れ ふ此點 檢の際 
には 要聲 •て 市街を 通行 中の ものを も ー應歸 宅せ しむる は 勿論 最も 塊へ 雖きは 夜半の 點檢 して 老與 
男女の別な く寢 S ょ^' 追 ひ 出す にあ bo 

此の如くにして千九 1-1 十年に ^ 『キ1*|フ』ょり五千人の猶太人追立てられ、又千九百0九年ょ4十年 
に f 冬期 S .- HS 1 人は 嚴 f 中— 利 ts - てら sb 、 此 際病氣 s 故を 以 WS する こ 

無し セ C 如き 1 S 後忠 黛醤は 震不 f f 1 一」 芑 _ の 特別 保 f 受く るか 爲め 
に 之を f§ 蜃 1 し、 露 s 髮 2 れは 年々 約 云 ilh 辛 蜃は此 < して 『保 破』 

の爲 5 人 ts は S . O .、 語ち 5 人 f I 官僚 派 か W 太 人 2 る 理由 S 
なす 所以な 60 

其他敎育の方面にも_迫あ6、柄太人の子弟か大學に入學し得るは猶太店住炖域內にては全學生の十 
『マ セント 』& 其 他の 地方に あつて は 五 フ丨 セント』 迄 r ペトロ ダラ 1 ド』 ご 『モス コとは 特に 三 『ハ 
第三隼世并 |: 於ける描太人 六 H 



锻太 研究 六 四 
丨セン ト』 迄な &、 彼等 か 商業 學校に 入學し 得る は 以上の 如き 制限に 非す して 商業組合に 拂ふ 組合 税 
の多寡 |- ょ6其舉を定む、商業學校の费用の大部は此の收入を以て支辨し得た-10稱せらる、此の如 
き 狀 !1 なる を 以て、 猶太 學生は 其の 知識 慾を 充す爲 、自然 外國に 招 學せ b fi 初は 獨逸 の大學 に 向 ひ 
後 燠 國 及®; 四に も 向へ b、 然れ S.T 獨逸も 亦 終には 猶太 人の 數を制 限し 燠、 瑾 ‘亦排 猾太熱 に 威 染せ 
bo 

右 猾太學 生 入學 制限の# は！ 露 國 法學士 も 亦 其 事實な る こ !; を 明言せ b 面して 同人は 此の 制限を 加 ふ 
る 坪 由を 說 明して 日く、 抓 太學 生は 兎 - ft 同盟休校の 指埤を 爲し又 學疰の 分際を 忘れて 勞锄者 の 煽動 其 
他革命的の事件に盡カするの弊風ぁ4しか故に、此純の制限を加へて危險分子を«少するの必要ぁり 
た， 0 な b £ 、 又 一 露 阈 エ 學士 は學生 時代 猶太 人の悲境に同情し、多數の树太人を親友ビせ6、終には 
いつしか 彼等に 共鳴して、 學生の 身分を も 顧みす、 赤旗を 立てて 騒き 廻 6たるこ £ もぁ6しか、思« 
熟し、彼等の眞意を了解する1 «-. 及んて著く彼等を惡むに至6たるを物語れ办0 

射 太 人を 知識階級 及ひ經 濟界ょ b 騮逐 せん ビする暍迫政策は終に露一:をして阈将は勿詢市町村の公職 
ょ 6猶太人を驅逐するの政策を取るに至らしめ、終には職菜の自由两擇、果ては私有和產に汔其雁迫 
波及せ 6、 帝國 大學卒 業 生 ご 雖も某 督敎に 改宗せ されは 職業に 就く 能は す、* 察には 探偵 及 情 5 勒務 
の 外には 使用せられ す 此の 如くして 猶太 人は 學校の 敎職は 勿論、 郵便、 雷 信 並に 嫌 道の 勸辂ょ b 遠け 
られた bo 

千 八 百 八十 ニ 年には 露 阈 内の 猶太 人は 市街地の 外に | 切 土地の 借用 H 收を禁 せられた bo 



千 八 百 八十 一年には 猶太 出身 軍 醫の數 を 五 『マ セント』 以下に 限れ b 然るに HI 爭の 開始 せらる る 
や、 幾 百の 猶太 外科 矍醫は 2 せられて 嚣の 最も 危險 なる 戦線に 送られ、 平和 克復 墓に 直に 復 
員せられ た bo 

市民 權を 充分に 享有せ さる 徜太人 も褰國 の阈防 には 純 露 人 以上の 義務を 負 擔せ b 、 千 八 百 九十 七 年の 
國勢 調査に 依れは ■中には 純 露 人 か 兵役に 服す る 割 件 i も ニ 0、 六 『プ * セント』 多くの 猶太 人を 
有し 千 九 •&〇 ニ 年 乃至 SI 年には 其 超過 三十 K 乃至 三十 七 フニて』 i せ h 、 人口® 比率ょ i 目 
へは 猶太 人® 会 者は 年. tr 一 璧千五 W 人以內 な气 へきに 拘ら す實 際に 於 一」 年々 一 萬 七 千 乃至 一 萬 八 
千 人 斑 入營せ り、 此客 平は 窗官患 年々 五 萬 人® 猶太 人 か 海外に 移住す る娶を 閑却し、 且つ 射 
太 人の 死 C 統計 正確なら さ hb しし か 故に 何時 迄 も 最頂點 に 連した る 猶太 人口を 基 确と したるな らん 
V , の 說ぁ b 、 又 兵役を 終る 能は さ •〇 猶太 人 ぁる £ きは其家族に三百留の *1 金を課した6、死.0外鼷 1- 
移住 及 逃 U 翥全 く： 一一な-^ き、 幾千の 揪太 人は 此 くの 如き 野 曾る 乞食 装に 陷 るに 
至と も’ 5 政府は 此の 中 世紀 式 S 命 制 gi 、 年々 五十 费 の雜收 人を 皋け？ こ S を經驗 
せる以 來 、慈悲 も 正義 も考ふ るに 暇な く 依然 右の 悪政を 繼行せ bo 

入營 者は 谷 稀の 苦痛を 忍 ひ而て 官は曹 垃以上に上るこ £ なし、近術兵、海軍及國境の勒務には危 » 2 
して 使用せ &れ f き 然るに 一度 戰爭 Jf なるや 多數の 兵員を 猶太 人ょ^ '徵 集し" 又 其の 比 年 最も :* き 
聯隊は最も危險なる戰線に使用せらるるを常 £ す、『ク，--、ャ』戦举然^"しか日露戰宰に際しては四萬 
人の 猾太 兵卒を 出せ b 、 彼等の 多くは 復員 歸 鄕 w 共に 猶太 人 虐殺の 魔手 か 彼等の 家庭に 两みぁ りしを 

第 3 箄贵并 じ於け名猶太人 ゾ X 
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發 見せ bo ; , 
HKig 役 間 猶太 人の 投降 ^ 少から さ 6し4前にも述べたる如>溪帝國を呪ひ其の敗戰を希望する點以 
外に 平時ょ b 鲟稍 せる 不平の 勃 發も亦 其 一因なる へく、 又 H is 戰爭後 族 人の納 太 人に 對 する膽 迫 虎 殺 
の 盛ん ビな b し； 因は、 戰線に 於け る 猶太 兵の、 忠ど露 西亞內 部に 於け る 猶太 人の 革命的 陰謀 露 顯せ 
る結果なるへし、宇宙問の淼羅岛衆悉く因は果を /|: し果は又闵をなし輪轉榀まる所なし、故に1阔 (: 
猶太 人に 同情す る こご 能は さる も、 蒸 國官邋 か 佛阈 革命 以前の 如き 取扱 法を 舯 太 たに 加へ て 憚ら f 
しは、 今：：： の 動亂を 招ける 一大 原 丙 ど 云は さるを 得す 0 

以ト 列皋せ る 所有 ^ 、尻 住 權 、蛾 m の選擇 、兵役，： 叫す る 凡ての 不公平は 舯太 人の 苦痛には 相違 ^ き 

も、獬太人虐殺に比す几は：：：常荼飯事ご言ふ可し、拊太人虐殺(ボグ .0 ム)に際しては血に识せる悪漢 

は鈮國官憲の召集に瓶-し猶太んご見れは赤兒に至る迄之を撲殺し其敎筲を破壞し祁家財を掠奪し炻然 

たる地峨を露國のー灼に現はせり、『ボグ5ム』には軍隊及警察官も參侃；すビ云ふ。 

今近年行はれたるボグロムを刈箏すれは 

一、 自千八 >〇 八 4-1 ¥ 

一 至 千 八 茛.<十 三年 

南 露 及 波 閲 にニ汀ニ十四個の『ボグロ.ム』起6七萬丑千の跗太人は其の家宅ょ6追ひ出され杓| 
千 ー百离 切の 損失を 招け bo 

ニ、 千 <} m 九十 一年、 九十 ニ 年、 千 九 百 0 三年 屢々 小 『ボグ tt A 』 あ 6 
三" 千 九： 白 0 五 年 十月 




『ボグ P ム J tt 七 WI 一十 五箇 所に 起- =- 流血を 伴ふ躲 励 狀漉 S な -^， .. 十茁人の濟太人か度接受けた 
る 損害 六 千 三百 萬留に 上れ bo 

自千九 ffo 五 年 十月 - 
B5 至 千 九 '!? o 六 年 九月 

暴動狀 態 繼_ し 猶太 人の 死傷 
死 一千 餘人 

傷 七 千 乃至 八 千餘人 • 

に達し、又經濟上の間接なる打 » を除き、 |« 接受けたる損 « 六千六 & 萬留に上れ60 
此の 如 5 不正 義 に 對 しては、 ® 阈人間にも必すや反對の聲|ら 3 る可らす。 

千八百八十ニ年(即ち亜 » 山ニ世虚無黛に殺され亜_山三世 « :極の翌年〕伯爵『パーレン』を長£する枬 
太問跑調赍委員は、衲±人に存利なる報吿を楚出し逐 -\- に猶太人に自由を«へ終に完全なる同權£な 
すへ き 事を 主張せ -^、然れ共束縛の絆は尚數年間締められたる谥なりき。 

千 九 百 0 五年十月米國ょ6歸6たる『ゥィッテ』伯は、露阚-££民は人秫別宗敎の差別を論せす同|市民 
權を與 へらる へき ものなる を * : 張せ り、 此の 月 lb 『ポグ ロム』 勃 發し約 一年に！ りて 傳染 病的に 全國 
を 荒らした るな bo 

千 九 百 o 七 年には 首相 『ストルィ ビン』 U 、 旣に 猶太 人 居住地 域外 r - 定住す る ものには、 從來其 特權無 
か 6 しものに て も、 他に 行政 上 支、 2 なければ 正當の 居住 權を與 ふへ き 開 令を 發 せり、 此の 公文は 却つ 
て 届 住權を 有する 猶太 人に 對する 攻擊の 材料 ビな り幾千の老幼猶太人放浪生活をなすに至れり。 
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右文歐洲大戰前の褰2に於けろ猶太人の狀態にて"彼等自身の不平は勿論、世界猜太人か如何に之に 
對し激昆したるやは察するに難からす、殊に露國よ6の移住茗よ6尜國の惡政を聞かされたる米 1««-' 枘 
太 及 米 阈人等 か蠢の 帝政を 惡み たる や 故な きに 非す、 之よ h 大戰間 如何に 反 猶太 熱か變 化せし やを 
說かん S す 0 

開戰當 初産は 再 ひ Hi 後 末期の f 失敗を S — る 5 にや 1 S て罢人 r - 接したり、 即 
ち 波 蘭 方面 軍司令官 『ーーコラィ』大公は千九再十四年八月十五9波蘭人 (: 向ひ下したる吿示文中に波蘭 
の自治、言語、文字の愎活、信敎の自由を許す旨を明記した6、此報一度米國に傳はるや百五十萬以上 
の猜太 人を 有する 波 蘭 か 自治を 許され、 猶太 敎及 其の 言語 文字の 自由を 許さる？ こどなる を 以て、 波 
閲猶太の同泡たる米國淋太は大に喜ひ、宜言書を發し會合を俺し行列を行ふて熱誠なる祝賀 ^ 威謝の 
意を 表せ bo 

誰か知らん其宜言も實際上に大なる効果なく忽ちにしてー場の糠萬ひに終らんごは。 

尜一射 太 人 も 大公の 宜言ビ 常時 何人 か 發 したる や 不明なる も 『ペトロ ダラ— ド』 よ b 發し •たる 桝太 解放 
に關 する 電報 ビ に 歡 喜し、 動員の 際 猶太 人の不 應召者 無 か b しみなら す、 新聞紙は U 々树太 人の 志願 
兵續出 し、 而も 後方 勤務よ b も 第一線 勤務を 希望： する もの 多 數 輩出す るを 報せ bo 
此の 志願兵の 多くは 溝 國大學 に 入學し 得さる 爲外國 の 大學 にあ b て 修業 中の ものな 卜、 又 露 國に 鉍 ら 
すして 聯合 國に從 軍せ る も あ bo 

此の如き齡太人の愛阈的精神發满のー例は、某軍 ») 參謀長か新聞に公報どして發表せしこビあ红(千 



九吖十四年『ノークィ、ゥォスホード』第三十ニ號に榑載せらる)又『ぺトログラード』其他の都市に於 
て 盛なる 愛國 運動 起 6 たる か 全然 自發的 の ものな bo 

又此頃辦太居住阽域の內外を問はす猾太部落にては谷其分に應し病院を開き啻に猶太人に止まらす人 
純、 宗敎の 如何を 問は す 傷病兵を 收容せ b 、 獨 b 病院の みならす 凡て 戰爭 の犧牲 者に對 する 猸太 人の 
救濟 事業には 阈民 に訴 ふる 檄を以 てせ しか、 之 等を ー讀 せは 當時东 國拊太 か 露 國に對 する 態度の 如何 
に熟烈 な-^ しやを 了解し 得へ し。 ハ i 於 頁) 

然るに 實 際に 於て、 多年 養成し 來 6たる官僚蚁治の擁護者たる露國の爲政者をして、ー*楨年の態度 
を 改め、 9冻戰役末期の革命.§動に於て、冻阈靑年 ^ 手を携へて政權ど戰ひたる猶太人に好意を表せ 
しむる は 不可能の 事柄に て、 間もなく 大公の 吿不は 空文に 了り、 殊に 當時戦 勝の 榮を 荷へ る 大公の 進 
軍せ し、軍後方地域に於ては波_人及猶太人に對する取扱は却つて一層嚴酷ごなれ办、殊に『レンぺ 
/V ク J に 於て は 其 弊 甚だし か h しか 如し、 例へは 猶太 人 居住地 域內に 居住す る 出征軍人 家族 か、 其 子 
弟 又 a 夫 か I 步地 域外の 病院に ぁる こごを 聞て、 之を 見舞 U んご する も、 •嵌 國官惠 は斷然 之を 拒絕し 
て 顧みす 。甚 たしき は ^ 阈內 部へ 後送せられ たる 負傷 兵 か 猶太 人なる の 故を 以て、 其 地方ょ b 追放し 
他に轉送せられたるものゐりと云ふ、其負偈兵中には『カツツ』£云ム勇士もぁり、彼は實に八人の小 
部隊を 以て ® 勢なる 獨诋を 捕虜 どせる功 ^| を有す0 

英圃桝 太の 有カ赛 r サン グ •ゥィル』 は 其 著書 ^ 5 '§ ? ニ 5 1 ^ 第三西三十七 ^ に於て論して日く、 
神 太 八は 『パ デ レゥス キー』 氏の 描き出せる 如き、 普通 波 蘭人の #- めれ る 諸 M の 苦痛を 堪え 遊し、 又 市 
霣ス单世羿に於け 2 摘太人 六 九 
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街の 砲 奴.、 燒拂 ひ、 掠奪に 遇 ひ、 戰の 勝敗に よ 6 入 6 替 & 立 替 b 使 人せ し兩父 戦 者の 土足に 陷み菝 ら 
れたる は、 まだし もの 事-猶太 人は 間 牒 •叛逆の 汚名を 兩交戰 者の 何れよ 6も 1* はせられ、時 1: は井 
戸に 毒を 投した りご の 濡衣を 被せられ、 兩 者よ b 探の 極刑に 遇へ 6、 人質 VJ して 投 锨 せられ 銃殺され 
たるもの笞刑を受けたるもの絞殺5れたるものあ&中には生き ^ から燒かれたるものあ-*'0 
婦人は犯5れ其他の住民は一部は敵方に追はれ他は自阈官憲の爲に後方 (: 追はれて全村拋墟£なれ-=~ 
然れ W も 落ち行く 先は 人の 群 かる 市街地に 非す > 是れ»太地域の外 |: はー步も入るこ £ 能は3れはな 
bo 

此等 猶太 地域 外の 市街には 祖 國の爲に戰ひて傷きたる猶太 « .傷兵すら踏み入るこ £ 能は3るなれ .0 
.彼 來 K 族 虐待の 車 實無 3 に 非り しも 此の 如きは 史上 稀に 見る 暗黑時 代な 6 云々。 

又露國 、波 蘭 T リテ ユァ -|ァ』の猶太勞働者の組合『ブンド』が當時世界 (: 呼號せし、_*阈の猶太人虐持 
に 關する 敗夂は 勿論 宣傅 文な れは 聊か 誇張の 嫌 あるへ きも、 參考の 爲左 に揭 くる こ W 、せ上後：^-シ 
，オン』 運動の 部に 於て 詳述す る 如く、 『ブンド』 は 過激派の 中耳を 捉れる ものに て ' 1 ft 爾賓に 於て 發刊せ 
し共產主義の餌字新聞『ブぺ9 3 丨ド』等は此の派 |: 妬するものな6此 -© |派の跗太人年戌國革命 £ の 
關係は 族阈官憲の射太人虎待攻 «: :.の熊度を見れは大に得る所あるへし « 信し比較的詳細 1- 揭載するこ 
ビ、 せ b )0 

吾人は兹に最早や猶太人の一般狀飽に就て |1 々せす、是れ從來に埋らされはな办、居住地域職 
業敎 育の 制限の 如き 最も 野蠻な る 規則は 今 荷 ほ 効力を 有す、 財産の 沒收 、夜半の 臨锒 、叩 S 出し 




等は溪 » に於ける猶太生活£しては0常茶飯事な& 〇- 

吾人 か 文明 世界 今 部に 向 つて 大なる 注 ®: を 喚起し ft きは" 現今 『椒事の必要し ^ るロ實の下に帝王 
政治の年代記にも末た見聞せさりし慘劇の：瓶せられつ^あるこ ^ 是な-®。 

5 S 1S1 政府は 舯太 人に 對し眞 に 對敵 行動を 執る の 計® あ り、而して軍の行動地域に於；」は全然殲滅 
的の 傾向 あ ho 

現今 (- 於ける琢國戰場の大部は枬太人居住神域 (: «す、” (1 住する » 太人は全く資產を失ひ文字 
Mb 餓死に 瀕す 0 

數千の 猶太 人は 饑餓 ビ侵略者の手ょり通れさる *>1 らす官憲か處撬を耍するは此の際なり £ す0 
.族 ® 政府は 一人の 猶太 人 も 猶太 MT ゲット—』 (制限 地® を 指す). 以外に 入 込ま さる 樣豫防 法を 講 
す、 萬 |禁を犯して許されたる地域外に出つるものあれは、逮捕せられ、刑罰を受け ?£ る上、態 
々元の 荒埚 地の 空 屋 迄. 达 iw けらる、 戰 31 にょ -^人院したる猶太兵卒か歸鄕播養を許さる ^ 場妗 
に も、 大抵は 戰坳 近くの 空 屋に 送らる、 な &0 

制限居住地外に住まん£して谷种の個人的運動をなすも効果なく官逋の回答は常にーな60日く' 
『合法の 理由を なさす. J を‘佛、英、瑞西の諸阚は白耳義與他の外國避難比を最も懇切 !- 取扱ひつ 
/'ある一方 !: 、淇國政府か自國の避難坟に自國內移動3撺を與へす、慘愤たる不幸狀_態 |: 投す £ 
こ £を »1 かは、歐洲諸义叫國の輿論は如何に驚異の眼を見張るへきヤ0 

你ほ 重大なる 事柄 あ -^-文武官惠の監斶下に於て^反树太思想に速はされたる兵卒等は-波蘭人 
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捕 太 研究 七 こ 
の 屑 ご 結ん て* 數の 『ボゲ1>ム』を行へ6-之 »* 爲衲太人は殺5れ其財產は掠奪に遇ふ0 
族 M の 「マン チユス .タ IJS 呼は る、 『 « ッ. ッ 』市は五十萬の住 « 民を有す(註雜狀以如以1- .-- -».--* 00 ル人) 
此の市街 1 - は涡 ¥. の占傾當時 |'- 於て、 ^ =1間に亘 & 『ボグ 13 ム』行は几た&-波閲の » 太人は , « 際 
上法忭 の 保護 下に® かれ ? るな bo 

謂はば 1# 統的な4ク'等の迫 : -& に止.まるこ£な<軍湛は中世祀時代の年代紀ょ6搜し出した5如き 
莉たなる収扱をなす即ち》數の附太邰落-56住比全邢を立退かしむるなれ0 
1迚1之は：朿事の必要上“ふを要す 6 場合ぁりて|槪 1- 非雒す 6 を得す即ち住民の殘6居るこ £ 
殊に 射 太 人 3性質ょ^-せは财產 (: 固右し飧留布望者大なるへきを以て退却 |: 方&ては軍機の保 
,« 上ょ 6 する も 又 戦場 W な h て殺傷を受けしむるに忍び5る人滅上の見地ょ6するも豫め準婶 
せしめて全部撤退せしむる場合ぁらん也し戦後損害の賠償に任するこご並に立退者に移豳居住 
の權を 許す へき や 勿 竹し 右の 强制立 退が 徵 罰的の性質を帯ひたるもの £ せは财太人に 
間胧行爲の*6たる爲なるやも知れす(前述猶太人の性質中虛||多き部に述へた4猾太人の「ヵ 
ガ ー少』 組織の 件參照 ) 

即ち 迫害は 中 世紀 式な 6大皴，ど打鳴らして住民地內の全猶太人を集め軍 :« の命令£してニ十四時 
間以內 ，時 VJ しては 三時 間以內 に 立 退を 命す、* し 指定の 昉 刻 迄に 立 退かさる ものは 軍法 會議 U 

附 せらる o 

此 くして 强制立 退を 命せられ たる 骱太人 の 旅行は 最も 非人 消 的な b 、 數千の 憐むへ き老荇 男女 W 





^ セ病弱者 £ は徒步にて、時 £ して數遇間隊をなして彷徨す、是れ落附く所の唯|の市街は『 ^ 
，ソゥ』 にして 直 距離は 小なる も楝 々迂回の 要 ありた ればな bo 

屢々 小 兒は途 に 倒れ、 妊 嫌は 路上に 月 足らす の 產を なす、 時には 谷 稀の 恐怖に 典は る、 こ S あ^' 
母親 か 『パン |_ を求むるに急にしで遽たしく店頭に至6顧みれは吾兒を包みたる毛布の內容は何れ 
へ か 落して 空く 毛布の み 抱き 居 b 非常の 愁嘆を 演した る も あ 60 

之ょ .^『グロジック』を追放 $ れたる1猶太人の度話 £ して『ぺト 11 グラード』の新聞に揭けられた 
る 實 驗談を 紹介 せん 0 

午後 ニ 時半. 頃には 『ソ 火 ショゥ J 街道は 早 や f グ P •シック J の 猶太 立 退 者に て 充滿せ b 、 立 退 家族 
は 全部に て 千 五百戶 內 ：一一 百 ^ は 出征軍人 家族な り.從つて老幼婦女多く婦人には妊嫌あ6、產後 
日立た さるもの あ bo 病人 不具 廢疾者 も あ bo 

午後 五、 六 時 頃には f グ P ジッタ』 ょ b 十ニ满 里 •ある 『♦フ 〇 丨ネ 』 £ 云ふ小 3 き町に達す、町にてー 
休憇 £ 思 ひたる も 監視者は 此の 町を 通 6過くるこビすら許可せす、其周圍の草地を通らせれたる 
か當時 折 惡しく 水 溜ま b あ &、男子は水 |: 入る前、樹の枝を採-*之に衣類を纒ひて浸潤を防き、 
又婦人を肩にして水を越 3 しめた6、時々诱國の巡察來&て吾等の旅券を點檢せり0 
程なく 夜 V 」 なな、 寒？ ビ濕氣 £ 粘土質の 泥渾 地は 著く 旅行を 遲か らしめ、 途中 兵卒に 遇へは 惡 口 を 
言 はれ 又は^-を 搜 3 れ fz b 偶々 一 妊婦は 產氣附 き 無事 路傍に 出產 せし か、 他の 一 妊婦は 流 產 を. 
なせり-尙他の一妊婦は不歸の客 £ なれ6£0 
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猶太 研究 七 四 
又 同一 新聞紙は 『ミ シネ ッッ』 の猶太人立退を揭けた6日く、此の町を立退きれる » 太人の三百家 
族は寿院ょ6『トラー』(羊の革に手書し卷物 £ した4猶太蛩典)を持出し『チンリッ-?-.|を指して逍 
ひ 出せ b 、 途中 濕 地に 坐し | 行中の 若干 か 使者 S な b 『 n ジヤジ ドラ』 村に 赴き 術 戌 司 今官 に交涉 
せし か、 苛 令官は 猶太 人 か 其 村に 入る こ ¢ 4- 斷 然拒絕 した 5、 時旣に 運く 又 如何 S もす るを 得す、 
其場に露營し寒 $ に慄へつ、或老は子供を腕にして聖典の詩篇を誦誚せり、此の夜を共に明した 
る树太人は生涯忘れ難き 0 の一に數へぁ60 

跗太人 か 立 退の 際 放置した る 跗產は 兵卒 惡漢の .爲 に 直に 掠奪せられ た bo 

此の如き述命を荷ひし猶太郁落は『グ0ジック』『ヌヶグネウィッ『メシャトショウ』『 |1 1クィチ』 
「グ ー -フカルグ 7' =-.|_||'ノオアレキナンドリア』『コセ.ニッッ』『ィゲアンゴーロド』等な"^'、此く 

して 十 萬の 舯太立 退 者は 『 V ル ショウ JU 來 もて 住家を 求めた b .° 

立退の間少しにてもロ宵ぁれは跗太人は捕へられ軍法會議に移5れ死刑又は»役刑に處せらる苦 
し 1,.- "據全然小充分なる£きは猾太人は戦爭の終る迄町の中には居住せ？るこ 5; を約央せしめら6 
fn ザック J は枬太 人を 殺し 又は 之を 掠奪す る こごを 一の 遊戯 W 心得 居る か S 感せら 6 、而 して 此 
の 遊戯は 上官ょ b 何等の 叱 6 を 蒙らす。 

此等の慘忍なる行爲を說明するには官恶側は有名なる ^ へィリスし+件 ^ 適當すへき斬式の惡ロを 
見出せ b 、 即ち 猶太 A は獨乙 人を 支援す るな らん 云々 然れ U も 何たる 偽善なる 哉、 溝 國 政府は 其 
軍旗の 下に 猶太 人 二十 五 萬 人を 徴集せ るに 非す や、 政府は 猶太の 勇士に 鐵 十字の 武功® 章を 頒つ 



に 非す や V 政府に 好意を 有する 憂國 主義の 新聞す ら屢 々猶太 人の 愛國的 精神を 表' 彰せ るに 非す や 
(中略)岛帝陛下は多くの都市に於て其地方の猶太人代表者に謁を賜ひ、彼等の忠誠に威謝を表せ 
られた り然るに文武 ^ 宵吏は人民をして拊太人は反逆者なりゝ猶太人は祖國を賣るものな-^ ^ の 
覼念を 抱かし ひる 樣盡 力し つ/' あ bo 
(中略) 

文明 諸國の 市民 諸君よ 世界に 數百离 の 人口を ^ し 常に 其 居住す る國の 反動派 官僚政治 家よ 6壓 迫 

せ&る、吾々の猶太民族か右の如き驚くへ5慘忍苛酷の取扱を受けたる事* £ 、之に對する正義 

の叫ひビ憤慨の聲£に耳を傾けられたし0 

諸君は 果て 其 印象を 胸中よ b 去.^ 全然 不問に 附し 得へ き や 0 

今：！ 一は 戰時に して 血に 塗れた る 『必要 J の聲 は往 々正義の 聲を 沈默 せし む S 雖も 、文明 世界人 道の 
.至誠は 耻つへ & 行爲を 全然 极絕 せし むる に 至る へき こ ^ を帝王主義者に蓍吿する要あ-^ビ蹯む。 

f 千 九 W 十五 年 1月ニ十ニー 
广 日 及 二十 九日 猶太 佾羿卜 

誰か 之を 讀んて 一掬の 淚なか らん、 中には 實際 間牒を 働きた る もの あらん も、 妊婦 老廢や 小兒に 至つ 
ては 全く 與 b 知らす、 只 猶太 人に 生れた るか 爲に此 かる 虎 待を 受けさる 可、 b さる W せは。 極めて 不正 
義 にして 欝嵇 せる 不平の 勃發 する は 蓋し 止む を 得さる の 勢 乎、 此かる 虐待を 受て も猶ほ 基督 敎に 改宗 
して一身の安全を圖らん £ せす、一意救世主の降來を盟んて民族的統ー精神を棄てさる猶太民族の偉 
大な る點 には 敬服せ さるを 得す 0 
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** wf 5 E 七 六 
(以上の如き載時に於ける » 太壓迫の實例は淋太人侧より多々集まりたるも餘-^ (: 煩敢に亘るを以て 
省略す) 

露國の 一般 社會も 終に 覺醒 せ- * 有識者は 一般人 民の 眼を 開き 官僚政治よ り 猶太 人を 救 ひ 出 3 ん s t 6 
に 至れ-。 

千 九 百 十五 年 四月 「知譎階級』なる組織はニ百餘名の*起人を以て起れ>、內 1- は元老院諶員>上下兩 
院議 員大 學敎授 學士會 員 殊に 『マ クシ-- ム 、ゴ y キー J の 如き 文士を 含め 6、其宣言書に._は『猾太民族 
は 今日 迄 幾何の 艱苦を 甞め而 て 幾何の 具理を 宗敎上 に哲學 上に 詩文の 上に 言ひ顯 はし 叉* 阈實肚 曹の 
上に 働きた るかを 考 へさる 可 &す』 云々 其他枬 太 人は 親む へく 協力す へきを 說き 、終^' に 全然 猶太 歷 
迫を 止め 全く 他の 4 S 國民 « 闻 | の權を 與へ si 可 & ? るを 結論せ b 〇 
然るに 露 國の 官僚 派は 耳を 覆へ bo 

道 上 說く處 によれは r キ h フ 』の警察官月收八十留以下なるに年々利子のみニ萬圓を擧くるものぁ6 
是れ 猶太 人 居住地 域の 存在す る 間は 特別なる 許可 S 交換に、 猾太 人より 莫大の 收 入を 得れは な b 、 
(3 IU ビ) 其 後獨逸 軍の 波蜃 入に ょ i 國猶太 の 居住地 益々 縮 少し 玆に再 ひ 猶太 人の 制限 解除 間 
題は 勃 典せ 6 千 九 拜十五年八月ニ日及九月十日は谣國議會に於て獬太問題の花を睽かしたる日な60 
社 會 民主黨 ( s D ) if 立憲 民主. 黨 ( KD ) 及勞 働* の 同盟を 得て 提出した る 質問は 日程に 上りし か 更 U 十 
五2:後に於て討纗す6こ £ ^ なれト0 

其 後 時 H は 遷延せ しも、 他の 黨® よ b も 加入者 ぁ &て議會の多數を古むるに至办猾太人に « する壓边 




除却 せらる るの 琪は增 し來れ b 、 然るに 同年扎 月 十七 ロ總理 大臣は 大本 營 より.® # の 詔齊を 携へ 歸れ 
6、全歐州の視聽は芄內容に注かれ扛り、龙詔窨は議會の停會を命せるな0、族國の輿論は頓挫し論 
客は ロを® して 兹に 他の 事を 考ふる に 至れ bo 

前記議會 1- 於ける運動の獲物は八 ;) ニ十八日の內務省令にて發布せる居住地域の浓張な-^其の劣令に 
は" 猶太 人に 對する 根本 規則の 改正 迄は、 載爭狀 態の 必要 上 •假 に桝太 人は 居住地 域外の 市棵に 居住 
し 得、 w あ b て 村落は 尙禁 しられ あり、 又 市街に て も 除外例 あ ho 

J ■ぺ > p ダラ ード』 £ 『> ヌ n 1』の兩首府、宮內省に妬する土地、 (『ッ ァ火ス n エ セ p 』 IT . パヴロフ ス 
ク』 r ガチナ jr へ タル ホフ J . オラ-一 31 ンパゥム1.ャルタ-||)及陸軍省所»地(『ドンコサック』『クバン1| 
.ザック j 『テ レ ク n ザック』 領地、 裏 海 沿岸 州 及 r トル キス タン』 地方 之な bo 

又 此の 新法 令は 發布 せられた る も 官僚 派は 其實 施に 方-® て釉 々なる 故 F $ を 起せ り、 最初は 內務 省令は 
公式に 通牒な か h しの 故にて 實施 せす、 又 『キ ユフ 』の如きは從來永住し一時他に居を轉したる射太人 
か 歸宅 すれは 最早 官进は 入 市を 許さ？ るの 滑 稀 も あ bo 

西 伯 利 方面に 於て は 露 人は 比較的 溫情を 以て 树太 人に 對せ L か" 官憲は 冷 時に 右 省令を 運用せ bo 
戦局の 進展に 伴 ひ、 獨逸 人の 侵入の 爲驅 られね る 波 isi s - リテ. ユ ア-|ァ』『クールランド』方面の猞太人 
が、 内務省 令に 信賴 し、 高 加 索 方面に 移住し 來れ は、 總督 ft る 大公は、 目下 箪事 上の 見地よ b 此 地方に 
內務 省令の 適用を 許す 能は す、 W して 入 ® を拒絕 せ b 、 此の 內務 省令 不適 用の實 例に 力を 得た る 官僚 
派は 千 九 百 十五 年の 末期よ b 千 九 百 十六 年議會 の 開會前 迄 依然 猶太 人に* する 想 度を 改め 3 b しな b 
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千 九 百 十六 年 三月 遙宵 の開會 £ 共に猾太人問題は質問 £ して日程に上れ&、然れ 1; も名士の熱烈なる 
代表的 演說 も、 右黨の 妨害 W 、 聯合 谷 派 分裂の 顧撤ょ b 、 終に 徹底的なる を 得す、 政府 か 從來の 猶太 歷 
退を® 止す る 方針なる を 說明 せる に 甘んじ > 質問の 解決を 見る に 至れ b 、 其 後 農民の 權 利を 確立す る 
法案を討遴するに方 6 如何なる黨派も農民法案の @.0 5:たる捎太人の權利に論及せ 5 34しは不可解の 
事 S す (農 坟法改正案の恩人 £ は齡太人の言な6彼等ご勞農£の關係.の|端を現はしたり£云ふへ 
し)其後»國ょ6各國に視察 |« を派遺せしか外國猶太ょ-0砘々宜傅を受けて歸國し、殊に佛國大統領 
『ボアン カレ ー』氏か該視察 [»| 員£&見の際、『佛人大部の希望は、寨國跗太の狀旎を改良するにぁ.るこ 
S を 歸國の 上 冻國の 支配階級に 傳 へら“ たし』 W 、 述へた る 事を 報 5 1 :す 6 に及ひ、猶太人に有利な‘る 
改革に關し、公然論璣するに至れ办。 

ft に 閉鎖を 命せられ たる 『モス n 丨』£ 『オデッサ』 の 猶太 新聞は 再ひ» 刊し 得る に 至れ. ¢0 
祺軍の 1 r ガ？ シヤ ，3に侵入するに及ひ、總»は埂國人炉猾太人に許したる權利は、其值與へ置か3る可 
らす W の 命令を 下せれ、 之 か爲 人質の 一部は 解放せられ、 露 國內に 立 退 & を 命せられ たる 猾太 人は 緑 
鄕を 許され 若干の 町に ては 市會遘 員に 猶太 人を 見る に 至れり、 又 猶太 人の 學校を 開き 『へ ブリ ユク J 語 
にて 敎授 する こビを 許せ b ( 『ィデ ィッ シユ J 語は 獨迄 語に 類似せ るょ b 戦時の 爲禁 した 6 ならん) 
窠阈內部に於ても文部大 [?. は高等學校に猶太人を入れ得るこ£を發布し大都市にては擗太人の商業學 
校を も 開け bo 

又 高等 敎 育を 受く る學生 up へ ト B ダラ ード』 4: 居住を 許 s «x 、 f ハ 9 n フ J 大學の 猶太 人助敎 授は柊 に 




敎授に 昇格せ bo 

內務省は梆太人届住制限撤廢法案の調査に着手し、又保守派のものも反猶太ネ義政治を施すの不利な 
4 丈は 了解せ 6、 即ち 當時 (1 眞 面目なる ものは 反 拊太主 義に 反對な b しな bo 

千 九 百 十六 年 六月 廿 日の 議場に 於て 猶太 人 代議士 『フ 3 — ドマ か 猶太 靑 年に 對し述 たる 演說に 日く 
諸君に 對す る惡 罵は 如何に 痛烈なる も、 諸君の ft ふへ き 荷 か 如 抖に重かるへきも、正義 £ 忍酎の 
上に 立ち、 勇氣 w 堅忍 どを以て已れの袭務を最後迄果され1(左黨ょ6拍手起る)諸君を侮辱する 
ものを* 似て はならぬ 此大赛 西亞は 現在に 於て は徐々 U 進みつ、 ある も、 終に 本音を 吐く の H 來 
らん (左 黨 ょり 拍手 起る)、 其の 新に 來 6つつある淇32こそ諸君の受けつつある屈辱の埋合せをな 
し諸君に疋理を與ふるものなり、怨恨の惡夢は消ぇ去.0具理は獨り此世に止まらん0(5壯1 11: |^ 

解放) 

『フリ — •トマ ン』 の演說 を 通讀 する S きは 彼等は 族 國の* 敌化 (射 太 人 全 麻 時代の) を 一年 前ょり 豫 a せ 
るの 覼 な & に 非す。 

以上は銪阈の大戦參加以前、及大戰前半期に於げる东國ご猶太£の關係を述へ<以て猶太勢カの消長 
を現はすに勉め |£ るが、重に政治、敎育並 |: 軍事の方面に限られた\經濟商業方面を»察すれは前 
に捎太 人の 性質 勒勉の 部に 於て 述 へたる 如く 一般 霧 人は 到底 拊太人 VJ 大刀 打を 爲し 得す (露 人中には 
31本人は中々慈敏なれば » 太人ビ躱爭し得へし £ なすものあり)從て商人の數も * 太人の方割合多 
し(之には職業制限の關係もあらん)、大戰前の統計 ,: ょれば" * 阐全商人の約三分のーを猶太人にて 
第 H * 世 弊 u » if o »*A 七 九 



猶太 研究 § 

占む る こ！ な &、 經濟 上に 於け る 其の 勢力 想像す るに 難から す 0 

此 <て 千 九 百 十七 年の 革命は 來れ b 、 『ケレン スキ ー』 か树 太の 血族なる 關 係， 後に 述ふる 列阈の 枬 
太 间情 VJ によ b 、 此 頃よ &猶太人の位说|蹓迭人の上に立つに至&たるは見易き道理な6-渦激派革 
命 成 効 後 も > 猶 太 人は 政權 £多大の關係ぁる爲势カを有す 4 點に於て蓋し世界第|ならん、『ト„ツキ 
丨 Js『r - I ン』 ^ 竝んて勞農沲國のこケの大黑«£な&、而も政府擁護の强權たる赤 «5 ¥. の胄 <§ を掌 
振せ る點は 、他の 列强の 猶太 人に 見さる 所な. 0、 其 他 政府 要路に 猶太 人 多き 點も旣 1: 周知の 事實な るを 
以て 兹 1: 嗯々 せす、 唯 本年 始めの 情報に 依 b 歟羅巴 竑西亞 の ，ツサ 1 JJ ハ 通 激 派の 奉行〕 五 W 三十 
六 人中、 四百 七十 人は 猶太 人に して、 |ニ 十六 人 か 『マジ ャ丄』 人、 7 H 1 ア』 人、 其 他の 外國 人、 
三十 人 か 純 露 人な &しこ £ 及ひ其等の猾太人『„5ツサー少』か勝手の抿舞をなし得るこ£今尙ほ繼楨 
中なる の 事 實を皋 けん w -r o 

句 ィ氷 クーツ ク』 よ b 知名を 經 、九月 中句 哈爾賓 に 着した る 露西亞 婦人が 其の 海 知の 猾太 婦人を 
訪 ひ！！ ィルク— ツク』 の 驚く 可 &情況を語6たるに、猾太婦人答へて日<、信し難丨、昨 0 『ィル 
クーツク』にぁる魴よ-0の書狀を受取たるに、自由商業は行はれ自宅にはニ十『ブード』(即ち杓 
八十 貫 匁) の麥 粉を 仕入れ 得た ぁ b 、 需西亞 婦人 日く、 贵 婦の姊 君 方は fn ミ ツサ ー少 J の 宿 
舍に 充て 居 f る や、 » 太 婦人 日く、 然 り、 1 亞 婦人 日く、 f 明欧 f 、 其の 通信は 全く 特 
殊の狀浞を描きたるも》にて凡てか此の如し £ 考へられては『ィルク|ツク』市段は迷惑す云々 £ 
答へ た-^ 



勺 虎 ぎ moll 了：！ 彡 芒 子 餚获 f 更； dviAiim : する こご 客す る 




即ち勞農蒺國内の猾太人は飛ふ鳥を落す£迄行か？るも、充分な 4 權威 £ 使宜£を有するこ£察する 
に 難から す。 

極東 共和 國 は勞農溆國程に非るか如&も、政府耍路に猾太人の多きこビ 1. て實樺の程度を知6得可し 
然るに極東共和國の事情を發表する英米人は柯故か十四大帒中 |: 三、四名の猶太人を數ふるに過3す 
50云ふ如き誤計算をなし、彼等か巧に配合せるを發表せす例へは衛生大3.『ぺト6フ』 £ 云ふ正直者の 
进人の 下に 次官 f レーゲ ィン ソン』 VJ 云 ふ枬 太の 切れ者を 配合し あるを 發表せ す。 

尤も 此の 如き 猶太 人の 橫暴は 既に I 般の反 威を 買 ふに 辛： りた る こビ は、 称 東 共和 國侧に 於て は、 『クラ 
スノシ チ 151 n フ J 一 派 猶太 人の 失脚 w な b 、 r ィルク ーツ ク』 に 於て は猾太 人の 秘密 虐殺 S な b 、 更 
に西すれは、『クラグ』地方荪軍反亂の兆あ6し際、錤定の爲『トロッキー』自ら出馬せん £ するや、彼は 
猶太 人に て 一層 反感を 買 ふの 虞 あ りし 爲、 露人 「力 ーメ ネツ フ』 を派遣せるこ ^ にょ-^ても明かな.® 
(是れ前節 1: 於て猾太の現實的急進派の、幽支溫健派に比し恐るるに足らす£なせる所以な&、尤も之 
か對策 を講 せす 浮れ 居れは 何れの 派 も 我に 危險な る や 論な し、 獨 b 猶太に 限らす 外國は 悉く 危險な 

要するに猜太人か淇國內に此の如き勢カを扶植し得たる所以は、波蘭の分割にょりて|層多數の猶太 
人を領有するに至り、而も其長所を採て自から養ふこ£なぐ、面倒なるこ£組織的なるこ£は之を枬 
太 人に ilp 、 自己は I 年 苒会日の祭日を空過し、而も實楸の勸勉なる猾太人 (: 移るを憤\虐*壓迫 
を徹底的に行ひたる大反励 £ して今=の猶太隆盛を來したるもの£云ふへきか0 
第三 萆世界 に 於け * 稱太人 A 1 



桷太 研究 A - ニ 
其 ニ、 米 國 

米阏に 猶太 勢力の 大な るは * 太 全人 ロの 四 分の |を有す %| こど其ー因な&、米國人平均三十人中には 
I 人の 猶太 人 ある 比例な bo 
然れ とも 尙他 1- 左の坪由あ红〇 

一、 米國は 『 n tl A * フス』 て ふ 猶太 人の 發 見せる ものな b 、 謂は は 我 ものな- ® £ の 考へあ ¢0 

ニ- 猶太 人は 米 一の 革命 戦爭の 大功 勞者な 6 ( 後 章に 詳說) 

三、 新開地 |: して氏素性を問はす極めて自由な6、故に猶太人は米阐を最も愛す可き避難地の一に 
數 へ * bo 

Ti ® 3 篆 favoured lands of r€fege are England, America, and the Briti & coloniee, in which 
popul 21 s and ulrlvlng c-l ewish pntrrs have arls- r ( c-i ewisll life m the mmlffi 3 1 time M6 page 一 
而して 英阈の 如 5 は 前述の 如く 一世紀 以上 も 猶太 A を 驅逐し 去 6 た， 〇 臊史 あれ s も 米 國には 末 
た 曾て 此の 如き こ VJ なし 0 

四、 『 W ン B —』 主義の 爲歐 州ょり 干 涉を受 くるの 虞な し 0 

五、 働けは金の儲かる所 |: て、大に慟き大に儲け得る所な&、英の『！1丨ド.0スチャィ少ド』を除 
く 『モルガン 』以下世界の种太大富豪を網羅するは米阈な6 猾太 A 11 萬の 內 其の 三分の | 即 
ち百萬人は米國金權の中心點紐育 (- あ6、而して紐育の人ロ約五百萬に對し、其の五分の|を 
A L むる は注月に値す。 



千 九 百 十六 年 三月 二十日 巴 里發行 『ィ >- フォグマッション』の論說 1- 左の一節あ60 

米此の大銀行は大部分猶太人の手にあ5其內には獨乙猶太もあれ £ も大體 (: 於て決て聯合國 
に 敵意を 有せす 『シッフ』 ( ? 5; 3 を含む銀行1;は旣 1- 吾人に十億を貸すこ£に蹇カせ^'、然 
れ W も 一の 條件ぁ b 、 溝 國の 猶太 か 同國 SS 會の 欲する 通 & に 猶太 人に 居住、 移動の 自由を 許 
すに あ-*" 云 々0 

『 ィズラ ユ少 • n — へ \』も其著『近世猶太』第ニ十一頁に『東歐の猾太人炉政略上よ6起る大 
飓迫の犧性 £ な&たる上は、基肾敎徒に改宗するか何れかに避難するかの外なし、避難民£し 
ては政治上の關係少く全精カを富の菩積に用ひ得る場所なるを要す £ 述へた6』 
此く米阈は猶太人に大なる滿足を與へたるを以て此の意味に於ても猶太人£米關£の關係は頗 
る 密接なる へき や 論を 俟た す、 換言 すれは 網 太 富豪の 意志に 反する 政策は 米國の 取る 能は？ る 
所 f 0 

米國ご 猶太 ごの 關係は 今回の 世界大戦 間の 猶太 人の 著書に よ 6 明瞭 S な b- w 何故に 米國參 戦か 
东 國の 革命 後 迄 延期せられ たる や、 進ん ては 今回 世界大戦の 目的、 『ゥィ 火 ソン』 及 其 反 對黨た 
,〇 共和 黨 £猾太 £ の關係-人稱別撒姆問題，尜阈革命の眞因等をも窺知し、今後の世界的大間 
»3 の蔭に潜む猶太問題を硏究する爲、貴重なる資料 !; 認むるを以て、少く詳細に說明する所あ 
らん £ す 0 

米國 猶太 人の 神經を 著しく 刺* したる は褰國 及 波 蘭の 猶太 人 か I 方よ 軍の 進擊 によ 6 虐殺 
第三 車 世笄に 於け* 猶太 人 A 三 



猶* 研究 A 四 
を 恐れて 逃け 惑へは 筅一 (知識階級 及 | 般 人民は 除く 即ち 主 £ して 頑冥なる 宮廷 | 派) は 之を 虐 
待し擀太人の身の$き所なき同情すへき情態： |- あ6しこ£な.=0 

由來開戰當初ょり»獨戰爭の味方に 5! 迷なる溪國の參加せしは射太人の « は36し所にして、 
T - 九；！ r 十五 年 八月 二十 七 ロ發行の»太 «2 界にも左の货味の寄書あり0 
9 S 西亞 か參 加す るに 至 b たる こ £ は確に舞畜面に|黑肜を投したる |: 等し0 
果せる 哉 K 領及波 蘭 領 に あ りし 射 太 人は 開戦 當 年の 末-聯合 固に 訴て 日く。 

聯合 阈は ffi 追され たる 民族の 解放 VJK 族闽 家の 建設の 爲 1:: 劍を 執りた be - H : 言せられ 吾人 も 
此の 1:的を以て諸君ビ共に戰闘に從事せ6、自由を與へょ-吾人か|箇の阈民に歸る事に助 
力せられ ょ 0 

右の叫ひに應し自山 ± 義なる聯合國及ひ中立阈は一方義扪金を墓6て不幸なる猾太人家族に贈 

るご共に、谷種の運動をなし其の決諛を露國に致せ60 

先つ 米國の 義捐金ょ 6 述へん 0 

前記の. i き 在 溝 國猾 太间胞 苦悶の 叫 ひ米國 に 達する や、 之に 應する 宜傳は 盛に 起 b 、 政黨* 政 派 
の 別な く、 宗敎 各派の 隔てな < | 齊に 其の 叫 ひに 應し 、殊に 大富豪 f 力 ーネギ 1_^栽大に努む 
る處あ b 宜傳 の爲の ■? 、、- テ ィング J f : は 自ら 進ん て 奔走せ. 00 

大統領 ■一 r クィ ル ソン 』は遂に上院の決諛に基き>千九 & 十六年|月ニ十七3:を以て捎太が_を |9: く 
るに 同意し， 次の 檄を米 阈 民 1- 飛はせ60 



現在交戦阈の猶太人にして、食ふ «: 食なく、住むに家な{"着るに衣なきもの凡そ九百萬人 
に 達す、 其 内數 西 萬 人； 何等の 豫吿を 受けす して 住居を 逐ひ 立てられ、 =常普她の買物をも 
爲し 得す 饑锇 傅染病 £> 筆に し 難 & 困苦に 苦め られつつ あ b 、 予は 米® 民 か、 我 邦に 多數の 
有力なる 市民を 供給した る 猶太 民族に® する 戦爭避 _ 者を 救 ふ 事に 间意 せらる るを 疑は す 云 

米國の 有力者は 續 々寄 面を 以て 賛意を 表し來 b 特に 國務® 『トー マス』 及 『マぐ シャー こは 次の 
要旨の 電報を 寄せた 60 

吾人は 此の 機會に 於て ~國政府の代表者 £ して猾太人に謝意を表するを得4は頗る欣幸 « す 
る 所な b 、 右ー阈 £ は 猶太 人 か 財產 沒收の 虞れ なく 生 針を 營 A 其 子孫は 商業 上 社 會上 、政治 
上、高級の位截を占め何の氣兼なく自由に呼吸し得る米阐な6云々。 

前記猾太日の 7 、丨ティング』 |- 以て開會後半時間を經1に四人の紳士四十萬弗を出したるを 
飴め ^: し、百五十萬弗の高に達し(佛貨當時一千|再萬法に當れ6)佾婦人は寶石を外づして筲 
捨箱に 入る る もの あ 4. た b 、 其 年 十 |月初め迄には米阖は實に三千萬法を此の目的の爲に送附 
せ bo 

玆に 頗る 威® すへ き I 事は 前記 猶太 =1に於て露西亞，波蘭の猾太人逆待に鬨する講話ありし »> 
之を M ける 猶太 人は 單に同 民族なる のみな & T 米國猶 太 か 多く 露® 方面ょ b 移動せ る關係 も あ 
6、 娓國 官憲の 遺 b ロ、 地理 等も詳 知し 中には 親戚 故 #} も ある 事な れは其 同情は 一 曆 に 熟 烈 に 

尊 三 孝 世羿 に於け -2 猶太人 <五 




« 太 研究 八 六 , 
て 婦人は 終に g 哭の情 態に 陷れ &。 3 HJ 0) 

此現 象は 彼等の 感傷的なる 氣分を 實際 |=| 擊したるもの |; 非れは想像する能は$る所な.00 
猜太 紀元五千六吞八十ニ年一月元日及ニ日即ち大正十年十月三日及四日の兩日哈爾賓に於りる 
树太人新年祝贺祈螃の狀態を觀察中、猶太養老院の禮拜所に至&しに、玆に集6たるは最も信 
仰 堅固なる 善男善女に て、 古式を 以て H 々三-四時 間宛禮 拜せ るか、 二日の 午前、 | 牧師 世界 
猶太 人の 近狀に 就て 二十 分 程 熱烈なる 雄辨を 振へ b 婦人 席に 先つ 『スス リ』 啼き起る £ 思ふ內辨 
士の 熱辨は 益々 白 熟 £ な b 殆ん £ 全婦人働哭の莱を擧け男子も亦老壯共に貰ひ啼きをなすも《 
少から さるに 至 6、 其の 狀態 悲愴を 極め 轉た 、猶太 人 虐殺 前後の 慘狀 を® はしめ た b 、 flN 說は 『ィ 
デ ィシ £ 語に て 行れ たるを 以て 何の 故た るを 知 b 得 sb しか、 I 好 爺 か 露語に 譯 し吳れ たる 
所 !- 従へは、 昔し 『. モーゼ ，|は猾太の子供を割きた.0しか是れ神に捧くる犧牲にて>神意に叶へ 
る こ W な b しな b 、 然るに 此の 數年 『デ キ ，1 ン』 其 他 反動派の 遇く る 所、 同胞は 虐げられ、 彼等 
の野蠻無益なる虐殺を受けたるものね實に三十五萬人の多に達したるを說きたるなも£云ふ0 
正月 元日ょ b |堂に會し誠意神に仕へ民族的結束を固むる猶太人£比肩し之を相手にするに 
は、元祿時代の氣分其镫屠蘇氣嫌にて天下の大道を塥珊するの習憤を捨て 3 る可&54へし0 
其 梅 『ウィ 4 .ソン 』は猶太人『シモン、ウオル7』に與へたる書翰(『パルチモ|ア』の『„、|-ブィング』に 
て朗 韻せ 6) 中に 左の 意味を 宜言 せ， 〇,〇 

予は凡ての國民か平等の政治的位餌を有する事を信する米國民の代表£して、满國及羅馬8の 




猶太 人に平等權を與ふる事に努カすへきこ ^ 、扯に右平等權か猾太人に與へられ5る間は蒺鼪 
£ 如何なる 條 約を 結 ふこ S にも 同意を 與 へす 云々 0 

右は溪國か依然 £ して米國_鞯を有する猶太人の旅行券間題を舊の如く )«. 扱はん !: せしょ-^起6たる 




以上 民主 黧 出身の 『ゥィ グソン 』&、如何に»太人の爲に礙したるやを示したるか、現大統領『ハーデ 
イング J の拗 する 共和 黨も 亦此點 に 一致した る こ W , 千 九 百 十六 年の 大統® 選皋の 際に 於け る 共和黨 
の宣言中に左の意味を繰返せる 1-- て明な60 

吾人は 千 九 百 十 |年以來、大統領か尜阈其他の諸1 £ の條約に於て移民の絕對槻を認め且.つ人种 
宗敎 、政 派の 何たるを 問は す 合 衆國民 は 何等の 差別な く 取扱は るへ きこ £ を確認する方釺に全然 
间 意を 表す C 

次に 共和 离は 右の 主義を 保持し 且つ 從來 移住し ぁ. 0 ものは 如何なる 特典 も 制限 もな く 居住 權を維 持す 
るこ £ を約束し、最後に現在の大戦は世界に阁劃を住し.たれ£&1度戰禍收まるの後は、全世界の國 
民間に永久の親交を恢很し、凡ての國の凡ての人に民事上、宗敎上、全<同ーの權を輿ふる事を言ひ 
顯 はせ- 0 3 H ) 

以上 人道的 盡カの 外、 米 國勞働 組合 及 社 會黨 の實行 委員は 次の 如く 議決せ bo 

跗太人虐待を中止せしむる事に關し政府か外國 |: 對し處置を取るこ £ 、並に世界の最も民主的なる政 
府の立 場ょ 6久永平和の確立に際して猾太人に對する凡ての歷迫を磨止するは最も望む所なるこ£を 
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« A 研究 A A 
今よ6宜言するの要ぁ&0(千九 |? 1- 六年|月| 3«5 ンシ， *'? 5 *5 ?-1>放) 

其他世界勞働組合も亦右の目的にて世界各地よ％代表者を米國に送 & こ £ を照會せ63爿ニ^^日 % ) 
右勞働 者の 運動は 功を 奏し 各阚勞 勘 者は 其 政府に 向 ひ 夫々 運動す る處ぁ bo 

千 九 百 十五 年 九月 米 國に行 ひたる 勞 働會遘 には 三十 五 萬の 射 太 勞働者 を 代表す る ' A ' 九十 八 名の 委 
員 出席せ bo 

尙米國 猶太 か 逋國當 局の 爲す 所を 惡み たる 點は 、佛 國舯太 新聞 5 ■自由 j ； l 長の 記す る 所に よれは 
大米國 共和 國には 三百 萬の %- 國系树 太 人 ぁ 6、其の百萬は紐育に住み、 (« 大なる勢カを复1-% 
の 三百 萬の 米國 <>» 太 人は 溝 國を 嫌へ ぅ、 然れ £ も何物かが之を分離せしめす繫き留め居るものぁ 
be せは、 是 『革命の 佛 g 西』 に對 する 友情 ぁれは な 60 
(Qest 121r amour pour la France de la Revolution.) 

米 國の蠢 を 促 かす晶 に蠢 の 辦太人 置を 止 d 運動には 显 の 新聞 も 之に 參 加せ ろか 千 九 
再 十六 年 二月 十五 日發 行の 猶太 系 新聞 齡は 左の 如ぐ 論せ bo 

聯合 國 S 資は狀 if ? す、 殊に iQ 分甚 E、 此に於 一」 聯合 5 合 衆 g よ b 財政 的 協 
力を 得る こ w 益々 必要 w なれ 6、 此の 協力を 得る は 主 £してが ^ 0 |« 0 ^ 0 1: 0 ^ 1| 0 |^、若し米 ^ 間に和 
解な けれは 此 協力を 得る を 得す、 而 して 此の 和解は % 國に 於け る树 太狀浞 I 變 せされ は 不可能よ 

h -0 ノ 

其 他 米 爾太人 か 猜太人 解放 S 力した. 0 件！.； 閲し S 猶太 人 1 SI 左® 材料 tn 支 



開戦 當 初よ b 各派 谷 團隊の 努力を 綜合して 猶太 解放に# かん W せし 英阈 猶太の 努力は、 英國か 交戰阈 
たる立場にある爲、敵國をも含むへき全世界猾太を勐かし得 ? 6し沪は、自然其任務は中立_特に米 
國猶太の双《に懸れり0 

人 若し 千 九 百 十五 年 八 E 十三 3及 ^ 九：3十六年|月”四3の『 « 太世‘^:』を辅く £ きは馼多き » 太 
集 曾、 協 何、 會潘 、委 ： S 锊等に 於て：- 年餘 b l ; 百 了論遘せる猶太間題の沿革を|饺するを得へし> « 
內最も重要なる點は、主ごして民主的猶太移民.こ『 -> ォン』派猾太 £ よ6成る多齩の協會及^船队 
太 人道敎 舍 £か協_の結果、『米國猶 ±1: 人會』の編攸實行委員を舉けたり苏會の任務は平和會通 
の 際 全 猶太よ b 權 利の恢 ffi を 提議す •へきを 以て 其の ^ 備を 今よ 6整ふるにあ60 

I 注 M rp ッデ 』なる名稱は純粋の猶太人凼隊には用ひす『フタ|メ一ソン』即ち『マッソン』凼に用ゆ 
る ものにして、 而も 『ァ メ？ カマ ッ； N v J llil の 一 雜誌は 人道主義を 以てする 米； g 化を 『マッ 
ソシの 任務の 一に 加 ふるこ £ を 明記し あ XV、 又敎舍 の 床には 猶太の 定絞 p タピ デ j の 楣 <p> を 有 
する點を踪合すれは『ジユデオ、ア > グカン、フィラント|1ビック、0ッデ』とは米國『マッソ 
ン』 闻 の 『P ッデ』 を 別名に て 指した る やに 费ゆ 、確め 得 3 るを 以て 暫く 疑を # す 0 
右實行 委員 會は七 千 人よ b 成. 〇 千 九： 0:十六年三 « ニ十六日『フィラデ火フィァ』に於て實行したる會合 
の 席上に て 成立し ft る ものな bo 

此日の會合には百萬餘の猶太人を有すろ四千三西八十|の協曾よ6選出せる三百六十七人の代表者參 
集せ bo 
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锯太研 究 九 〇 
其の 議長は 合 衆國 大審院 判事 r , ィ 、デブ ランデ ィス』 氏に して 會合 後程な く 世界 谷地の 猶太 協會 に 通 
牒を發 し、 米阚 猶太は 永久 的に M 隊を組 幟し 以て 射 太 問題の 解決に 必要なる 1 B &° Jt ° 、 社 會問靼 上、 解- 
濟上 並に 財政 上の 资 任 を 取 b 得る こごを 發 表せ &0 

又米阚猾太は各地の猶太協會炉米國猶太の意見を徵せがごする間題ある£きは之を米_猶太會に示す 
積. 〇 なるこ ご を發表 せ . ONO 

右實行 委員 は*其後例の如き米國式無邪氣を以て羅馬法王に鳘吿を發し、波蘭の ^-1 敎をして其敎 
徒を猶太人懕迫に參加せしめさるの處芯を執らしむる樣递カせられ度き意を通したるか、| 16 : こ 
は功を奏し稍猶太人壓迫の緩和を見たぅども言ひ、別說には何等の効果なか6しビも言ひ明かな 
ら す。 

右 ^ 萬 除の 民主的 辦 太の 運動 ご對立 して 穩健 分子 『フー ダ デ ョア』級、间化論者に璐する米阈猾太も、 

千 九 百 十六 年 七月 十 H 、 紐 育に 『コン フ H レンス J を 催したり 、『コングレス J の 方ょ b は 之に 出 瘩を避 
けたるも、單に潢長『ブランディス』以下三名の委員を派遺するに冏意せ60 

间年 八月 一. 十. •日 f n X グレス』 側の 實行态 員 V - 『コン フュレ ンス』 の もの ご 宵 行方 針を 協定し 其 後 十月 
二日の 會 合に 於て 修正せ るか 其の 要旨 左の 如し 0 

一 亞米利 加 »太人は亞米利加梆太の. #> 遘に派濟すへき代表者を選定せられたし會議の場所ど日次 
は 追て 定む 。 

ニ 此の 會議の 目的は 全世界の 猶太 人 VJ m 力して 各阈 にある 猜太 人に 街す る各稩 の 檫利 制限を 撤廢 



しゝ完全なる同播者の位置に骰く爲には如何なる方法を執るへ&やを議定すへ此の要求中の完 

全なる间權中には『パレスタィン』を愎興し之に居住する猶太人の安全をも含め.0) 

會議の 際 各种の 議論は 起れ b、 何人を して 猶太 問題を 提唱せ しむへ き や、 米國 委員 中の I 猁太 人に 委 
する もカなし-全^;の猜太ょ&交戰國£ 8'! 箇に|人を出す^きは、必す羅馬法皇も『ヵト9ッタ』の 
代表 委員を 出す に 至 6問題は紛糾すへし、結局は列國委員中に、已れの政府ょら猶太閧靼を起3しむ 
る鈿く指 ^ し得へき人物を出し得べし>」云ふに|致せしか、宵際は『グエルサィユ』|1議に猶太人の委 
員を見たるに拘らす、又 « 本ょ&人稱別撤廢を提唱せしに拘はらす千九百ニ十年『サンレモ』の首相會 
議迄猾太 » 靼を議せ36しは奇な6ビ云ふ可し、過檄派系猶太大新聞の有カなる|記者か辨明する所 
にょれ g ヴ H ルナ ィユ 』會議當時之を議題に上ほす爲 1: は、猶太勢カ餘办に小なりし爲な& £ 言へ £ 、 
尙他に 理由 あ &ん (| »1& 0 以>米國ビ猶太勢カ £ の關係を通资する £ きは左の諸點の目立つを * え0 
I、 露 國か 聯合 國侧 (: 立つ は 軍事上には 有利 なれ w も 開戦の 具の B 的の 爲には 不利な b、 年 和會議 
迄に*_の猾太人歷迫か改ま.らされば本ろ之を失ふも可なれ0 
一、 米國 の參 戦は 露 國 革命 後に て、 聯合 國は 露國 に 代る 可き 外のを 得た bo 

I 、 米阃の 大戦 鑫加 前年、 米阈猾 太の 議決した る 所に ょれ：！ ^ 權を 擁する 米 H 猶太は 政治 上 ) it 曾® 
濟上の間 |9 を以て猶太人の幸福を圖るの責任を自覺しあ&0 
—. 、米國猾太け戰時中全世界猶太の中堅 £ して働く機會を得、全世界猶太£交涉をなせ&(勿論溪 
國猜 太を も 含む 殊 1- 多大の 金品を 送 b たる _ 神 的 援助を なし 置きた b ) 

* 3 章 世羿 U 於け ss 太 人 t 一 



稱太研芄 九 ニ 
以上の 事實 w 千 九 百 十七 年 三月の 革命に 與てカ ある r ヶレン スキー』 か 猶太 人の 血を 有する 社會 革命黨 
(猜太人に多し) ^ る關係を考察する £ きは>誰か祺國の革命 |- 米國 » 太否世界 » 太か少くも强き共鳴 
をな したる を 疑 ひ 得へ き や (三月 十二 日夜 革命の 粮傅は 6佛國第四軍贸令部3將校は祝盃を舉けた& 
席 '- あれし 將 校？ t 、 時機の a 定當を 得さ りし S の 非難を なせし に 射 L 元全權 公使た^ 'し 消 E 通な 
る 老將校 は、 何故か 英國か 革命の 逐行を 急き 之に 力を 人れ たるな 6 £ 辨明せ b ) ：：：本の論者に^尜國 
革命の婼因を單に贵族-僧侶の農民歷迫に起困する内的發作に歸しゝ自然の成行な-^し^見做しゝ猶 
太人腿追に起因する外部ょ6の干涉與てカあ6し說 1: 耳を貸3す此かる說を間族擁護の宣慯な*'£速 
斷す るか 如きは |方 1- 偏する議論にして畢竞前述の如き隱れたる电實の研究足ら3るか爲容易に英米 
民主 嵌 側の 宣傳に 乘 せらる/ < (- 非 ? る歟 、尙 一言 附 加せ ? る 可 &さ 6 は 何故米威猶太か溪闲猶太の解 
放に熱心*カせし炉の點にあ6.、合衆國にある三百萬の猶太人中約ニ百萬は满國及波蘭ょりの移民な 
々(「クラス ノシ チョ — n 7 J 車 『トー V y ソン J の 類) 故に 其 同情は 甚た厚 か b しや 論な V —— '此 問題 
は 今日の 米湛 問題に 於ても 何等 興る こ £なきに注意を要す0 

米國は 上述の 如く 猶太 人の 避難所に して 猾太 勢力の 大なる こ ビ怪む に 足らす、 而して 白人の 多數は 基 
眢敎徒なるを以て排猶太の運動必らす起らざる可ら？る所な6ご雖も、今9迄他の列强內に於けるか 
如く饿 烈なら 5 る i 可 ぞや 、日ぐ 左 乃點與 て 力 あらん か 0 

一 米 阈の移民(猾太人以外の)もー兀ご木阀に大リる愛ハ，心な&關淹ト-猶太人に共嗚する诚少からす 
ニ 基督 敎も 米國化 したる 點あ b 猶太 も亦少 くも 表面 同化す. 0 傾向 * り、從つて對敵氍念の生する 



ご w 少し 0 

三米國は未た曾て猶太人を虐待サす猶太人か顯官要職を占むるを以て爭ひ起らす。 

四 猶太 人 か 金權 VJ : 7 S 論界の 大部を 掌 提せ るを 以て、 排舯 太の 考ぁる も 其の 宣傅は 忽ちに 歷伏せ ら 
れ揉み 消さる 可し 0 

然れ £も 猶太 人 か溫和 手段を 以て 進む 間は 術 突起ら さる も 急進的 態度を 収 6又は終 1. 某锊敎の上 (: 立 
つに 至らは 排猾太 熱 旺な るに 至らん。 

其 三、 英 阈 

次には 英國に 於け る 猶太 勢力を 說かん 0 

前旣に 述へ たる 如く、 英國も 一度は 猶太 人歷 迫を 行 ひ、 I 世紀 以上 も* 太 人を 悉く 國外 に 放逐した る 
か、 自由主義者 ク a ンク H ル 卿 か 猶太 人 f マナ セ. V ンィス ラ H ル』 の 申請を 容れ盡 力せ る 結果 猶太 
人は 再 ひ 入國を 許 ? れ 、千 六 百 五十 七 年には 墓地を も與 へられ 其 後 七十 年を 經たる 頃には、 猶太 人數 
學家『サルメント』か帝室協矜々員 |: 舉けらる、に至れり然れ£も一方には猶太人か某#敎に改宗す 
る ものを も 生せ- <?、即ち『ビ|コンヌフィルト』卿の如き (1 『アィザツク、デスレー』なる猶太人の子な 
其後獨 逸に 於て f ハ ノーパ 1 J 家 か 皇位を 嗣 くに 及ん て獨逸 射 太の 英國に 移動す る もの 多く ■、革 國政 
拍家 をして 富阈上 猶太 人を 重用 視せ しむる に 至れ 4。 

此くて 千 七 百 五十 三年には 一度 猶太 人 歸化 法案© 通過を見しかゝ盤年には^-猜太人 ^ 木麻は無用な-®'』 
£ の 叫 ひ 人民の 間に 起 れて 同 法案は 麼止せ られた り、 然れ £も之を動機ごして猶太人の政治的自由漸 
第三 窣*羿に於け会大人 九 三 




次 % ;® られた bo 

偷教 方面の 金權は 勿論、 細澳 方面に 金融 上の 大勢 力を 有する 『P スチ ヤィ ルド』 男 麻なる 猶太 人® 先代 
か 巨億の 富を 獲る に 至 -0たる«千八 '& 十五年六月十八日『フー，アルロー』の ^ 戦に於ける『ゥユ少リン 
トン』 大勝 S 報を、？ 速 かに 蠢 Q 店 U 傅へ、 他人に 先んじ 投機 事 f 成 効 f な . owf 即ち 
S ■力 i 1』 海峡に 備 へし® 光通信 機が！ T ナ. ボレ オン』 云々 の 二字を 送りた る 時濃籌 の 爲通信 杜 5 B L 倫 吹 
にては勝敗何れ £ も判斷し得す>唯焦慮せるのみな5し *>- 『8スチヤィダド』は豫め戰場附近迄突へ行 
きたる 使 端を 使用し、 詳細の 情況を 傅へ、 倫软の 店に 指示を 與へ た. CW 、 I 說 1: 11 豫てせ準 » ^ 特別 
の 船 K て 危 » を 犯して 海峽を 越へ 歸國 せし W も 傅 へらる 0 

千八吞三十年ょ.^三十年間猾太人に國會潘員選舉權を與ふ可きや否やの两題>毎年議會にて緹返され 
L か 『0 スチヤ ィ 火 ド』 男の 如 & は 五 回偷敦 ょ.^ 選出せられ、 十 | 年間 無 宣誓に て 下院 硪 員 を 勤めた b 
當時 上院には、 | 名の 猶太 人 も 無 か—、 此の 如ぐ 英阈は | 度 拊太人 追放を 行 ひたる 關 係 上 猶太 人の 
* は 多から す、 純 粹猾太人は英本國を通し僅かにニ十七禺に過きされごも基行敎に改宗し全然氏名を 
たる 『ビ I \ ス 、フィ ー少ド ，|鄕の如き有カなる » 太人を有する爲-政治的方面 (; 於て大 ^ る勢 
カを有せしは察するに難からす。 

英 園內れ 於け る 猶太 人の 分布を 見る S きは 偷软其 他の 都市に® 密な 6、 即ち 倫敦 は千八&ニ十三年に 
は 僅 6 に 十二 名® 黑仲貢 業 f 有せし もの か 百年 後 g 今日 其 の | I 千倍 即ち 十六 海人 名し 英规 
猶太の大部を收めぁ6其他全英猶太の四分の|以.1;は『マンチ„スター』『？グアプー少』及『ジ_ド』 



の 三 市に 棲息す 殊に 倫软は r シオ-一 スト』 の 事實 的中 心に して 左の 三 機關を 有す。 

00-os^- 003^®=.^- ^...3^ 

00 mpiuv. 

『パレス タニ』 の 復興 運動 か倫敦 ょ—“ 千 九 百 十七 年 外相 『ニフォ ァ J の 有名な i.i 出 
てた るは 怪むに 足らす (該 宣言書 典 他 『シオン j 逆 励に 關し ては 後 章 再 論す) 

前記 富豪 猾太 r tl スチヤ ィル ド』 男爵の 如きは 『I パ サレ ム J u f f r. s\wlig sell 一 なる 取 校を設 
立し M l* Alie Lands を 其 校長、 t て 派 遺した る 程な 5、又彼は千九百十六年十ニ月、佛國倂太 
人の巴电こて催したる猶太人救濟會には相當の喜捨を爲したる外、『べトログラード』の猾太人救 « 委 
員に も 五十 萬 フランを 義捐せ り" 此 くして 世界 猶太の 上に、 從 て經濟 界に 大權 威を 有する に 至、 b し 
や論なし0 • 

其 他英阈 猶太 か大戰 間米阚 猶太 ミ 協力して 树太 解放の 爲に盡 力せ る こ S 少から さるは、 千 九 ^ 十六 年 
A 日 二十 四：！！、 同 三十 一日、 同 十月 五 H の 『ィ •スラ H ダ』、 及 同年 四月 十四 『 ユ •一 グ工ぐ •ィズ ラ 
エリ ツト 』第百四十六 1|* 以下を通讀するビきは明瞭なる可し今其要點を摘錄すれは0 

開戦 當 K ょ り英國のニ大猶太换贫比8 2- ^ ^ で& 5* 8,>兵1 1 6气1 2- > 11 ^ 1011の共通機關たる 
Conjoint ffiga colee か 全世界 猶太 統 I の爲に 如何なる 仟務を 連した る やは 注® の® 値 t 
劣刀一部は>|11€^目|3なる米國猶太新聞の記者ど9吾¥|?|の長『ルシ 
アラ •クオ /^ フ J との 會談 中に 公表せられ た b 、 『クオ， フ』 氏 日く、 吾人の 目的は 散 亂 、放慢 な 
第ゴ一隼世羿に於ける猶太人 九 玉 




猶太 研究 i ハ 
る猶太主義を唯一の組織に取耨むる爲め、全世界猶太部落の各分子を指 « すへ.き唯|人の指埤者 
を發 見せん ごする にあ ト、 故に 平和 會議に 共の 希望を 發 表する 際、 又は 其の後に 於ても、 充分な 
る 確信を 以て 之を 主張 せんざす 云々 0 

而 て英國 猶太 人 か此く 世界 猶太の 問 鬯 熱心 盡方し 得た るは 前述の 如ヾ 彼等 か旣に 英國に 於け る 政治 
上經濟 上の 實權に 幾何の 威力を 有せし やを 物語る ものな b 、 左の 事實は | 餍 有力に 裏 ^ す 0 

千 九 百 十四 年 九月 以來 、拊太 人 『ィズ ラ H ル •ザ ングク ィ，』 は、 英國 外務省ょ b 、 英吉利 ^ は 何 
處 3 , 4 も同情を以て猾太解放の爲に礙す可き保證を受け、又『サ！ヱドフード.グレー』自身ょぅ 
も『グレ|』は充分に本問題の重要なるを諒解しあるを以て、此意味に於ける砂鮮(穸『0|)の爲 
有利なる 機會 は、 決て 見逃 かさ さる 可き を 約せ bo 
其 後！ r サン ググィ V 』 か 米 國の偫 太 人に 飛は したる 檄は 、尙 右の 記事を 確む るの みならす、 英 國ど寨 國 
革命の 關 係、 今 门英國か勞農治下にある猶太人に對し義務を負は 5 る可らさろ點、猶太人か大周の爲 
に 一部を 犧牲 にす るの 明 ご 斷 w を 有する 點 、放 佛の黑 人 利用 ど、之に關する獨逸の攻 « に對し、猶太 
人の 考ふる 所 等、 興味 ある 諸問題に 觸 るるを 認め 灰に 揭載す (The War for the World Page 418 ) 
人類史 上の 驚く へき 大戰爭 は 『顧. •逸 製』 (Made i-l Gerlmny) な b しに 拘ら す、 又 戦 ^ 勃發 灼 來獨逸 
の遣り方の野蠻なる事か卑時に於ける彼等の氣風を現はし居るに拘はらす、米阈獬太檢會か同靑 
を茁國並に其聯合與國に表せさるに至6しは遺慽に堪へす、獨逸に生れたる獅太人か獨逸に對す 
る 感情は、 予か— 國に對 する ものよ b 打篼し 諒解に 苦 まさる 所な 6、 然れ ども 世界 猶太の 半數を 
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占む る 露國 猶太の 利害 問 ^ を 考 It する ビき は、 或る 程度 迄は 少數 猶太 (獨逸 猶太を 指す) か 说 艱難 
を赏むるは轉く忍ふ可きに非すや"予は予が英國の市民權を失ふ事あるも、猶ほ文明の大義か普 
鞞西 式軍國 主義の 勝利の 爲に沒 却 せらる るに 勝る もの どして 之に 甘ん せんどす、 此の 故に 予は今 
英國 の-一 愛國 者の 立場を 捨て、 『ゴチック』 の 非 文明 思想ょ b 嫌は れ恐れ られつつ ある 世界の 一市 
民と して 語るな b 、 獨逸 言論 界の 走狗は 盛に 顧： 逸 か 文明の 擁護 者た b 、 又 亜 弗 利 加、® 細 亞ょ b 
輸入せ る野蠻 人の歐 洲 進入に 對し 奮戰惡 闘しつつ ある 天使なる か 如く 獨 逸を 描きつつ あ b .、 然 b 
吾人は 黑人を 使用し あ b 然れ V 」 も 其 目的は 白し、 然るに 獨逸 の爲す 所は 之に 反して、 暗 黑なる 目 
的の 爲に 白人を 使用しつつ あるな bo 

又英國 か 『チク トン』 禍の惡 夢ょり 全く 安全 ごな b たる £ きに 於ても、 猶太 人 か 猶ほ 苦難を 賴く可 
き や、 『サ！ H ドソード.グレー』か予に尜國猶太八解放を助く可き好機あらば必す之を捉ふるを 
忘れさる 可し どの 保證を 興へ たる こどは、 ^ 國猶 太の 問題に 一 轉 機を 與 へたる もの にて、 從來の 
無益なる 風說に 代 ゆるに 希望に 充ち 基礎 堅固なる 政治的 根據を 以てした る もの ^ 謂は さる 可ら す 
此保證は從來の政治史上に妍見代る、苦き時の神鰣み的、氣休め的の宣言に非すして、龙國思想 
の最も純 ^ なる旗度を顯はせるものなるこどを確苜する (: 悔らす、故に予か米 |^ 及 :| ? : 他の屮1げ國 
の猾太人に希望して .|1: まらさるは、諸君か黨國の參戰に依て與へたる黑影の爲に、此のィヽ撓不屈 
の 鳥 國に對 する 同情を 減 却せられ さらん こビ にあ り、實に英鳥 ^ は現在に於ても遇去に於てもー 

再なら す 人道の 爲に 働きた る ものにして、 恐らく 满阈を 開化 (二 vilis) L 次て 獨逸を も 

第三箄佾羿 |: 於ける梅太人 九 七 




猶太 研究 九 八 
開化するに至らんか(米國の部に述へたる千九百十七年三月十ニ 9' 夕佛 ^ 第四軍司令部にあゎし 
元全權 公使 某の 談參 照) 

尙苯阈 か 露阈ビ 共に 戦 ふは、 頗る 迷惑なる も佛阈 どの關係上止むを得3るこごなれは、*阐は矢張も 
肋け さるへから す、 ごは 蒸 阈革 命の 前年 『ロィド ジォ ー ジ』 の ロょ. 〇 も 洩れ あ 6.0 ( 0 T - 「^^ ^ I H ;3 O - ^) 
『ロイド ジオ ー ジ』 日く 『篆阈内の最良分子は其政權か平氣て爲す所を兒て顔を赭らめたるこ^ー再に 
止らない "去りと て 霧 國 ごの聯合か貴重でないのではないから、吾々は满阈なる聯合國を助けない# 
にはい かぬ』 云々 0 

之に 由て 見れ は 本 阚猶太 か 偉大なる 金權の 威力に ょ b 其 政府を 動か L 、 米 國の陪 大なる 金權を 有す 
る 米 S 猶太を 艺一」 米 g を 動かし、® _のぞに引辕き獨逸の歡を豫定の通6實行し得たる功輪は 
刮目して見るの值あ -cso 

以上の 外英 ® か 文武 官吏 uiwi を 有す. 〇 こ W に關 し、 猜太雜 誌 s 揭載 1 g 會賣 『ァジ,, モ 
ッ フ』 S 稱 說を 摘錄 する は— に 非る 可し ° 「〒 A !: 5;- i - r #, o " T ¥t 

英爾に於「- -(3 最高裁判官は » 太人の出な6、 « 數の市接は猾太人な6、其他策團痊にー名、師 ||1 
長に 三 名 S 猶太 人 t、 然な も此 # 逢， ^英赞®? ならす、 佛 §; に 於 T は 製® 大事を 決 
する ものには 多 轚の 猶太 人 あ bo 

掛太 利に 於て は 外交 土の 官權 を裎れ る 『 ソン- 一 ノ j 外相の 父は 猶太 人な b -又阈內を奔走して伊太 
利を聯合鯛 <: 起たし》たるは猶太ん『パ ^ チ3ィ』な60 




是れ何人も觀»すへからさ £ 事實ならすや、政府竝讅會は此の事實を如何に見、之ょ^'何等かの 
敎訓を 取る の 意な き や。 

-W I 1 哈爾賓 にある * 太 通 靄 人の 調 查 に ょれ a — i p - l ' •ジォ ージ』 の 書記官 S は猾太 人な b 、 S * s ! の 最 
* 行政 碑 も 猶太 人な り、 此の 如くに して 世界 外交の 機密は 全世界 猶太の 聯盟の 尚には 常に 嵌めて 明瞭 
な bvjo 

其 他 哈爾賓 K 於け る 調査 ご 責任 ある 一波 蘭人の 談ごを 綜合 すれは 

英 ii!) の 支那 大棰統 政治 顧 間 『シム プソ rr 典 の 兄 東 支逋道 護路軍 顧問 『レ ノックス. シム ブン ン』 
は 衲 太 人な bo 

之を： 姿す 6に前杌 ('- 述へたる如く英米ニ画竝に其殖民地け猶太人の愛する避難地な610稱する丈あ6 
て， 猶太 人は英阈內に多大の實權を占め得ねり-從來^^チャムパーレン ^ チャーナ少し等の名士か最 
も權威 * る著_又は 3 淪を以て反猶太的態度を示したるも英國には赛獨の *1 き膿迫は行はれさ6しか 
如し、英國栴太人にして今後米國桝太 £ 結び>愛豳の『シンフエン..！黨及ひ勞働者を操縱し英國皇室及 
ひ人民を腦ますこ £ 甚しからされは英國の &- 猜太運動は大なら56へし0 

其 四、* 逸 阚 : 

于四百 九十 ニ 年 «西 班 牙、 葡萄牙の 飇迫 1: ょ b 放浪せ る 猶太 人は 獨 逸に 於て は 先つ谟 儀に 至 b しか、 
其 多くは 栩等の 敎育あ b 、 且つ 某 竹敎 に隱れ て 保護せられ たるを 以て、 北 歐に 於け る 奴 隸的同 胞の生 
活 W は 大に 趣きを 異にせ -*、千六西四十年以後 (: 於ては『グラン.テンブダグ』大選皋侯『フ=-'丨ドリ7 
*三孝》畀に於け 2 猶太人 .丸 .*, 
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ヒ •クイ 火へ 少ム』 は、 辦太人 『•コム ペルツ J 及 f ソロモン •エリ ヤス J 等を 重用し ノ其の 誠 筲 なる 拨助 
に 負 ふ 所 # からさ 5 し ^ b 〇 

千 六 百 九十 六 年 fv ツクマ ン J は 『タル ムー ド』 の 出版 權を 獲得す るに 至れ bo 

埃 國 に 於て は 『マジ ヤ •テ レ ーザ』 は 『ァル スタイン』 家 及 ひ 『シン ツァイ マー』 家 等の 猶太 人に 寵を賜 ひ 
貴族に 列せ bo • 

獨逸に於ける猶太歷史に一異彩を放つは大哲學者『モーセス.メンデ火スゾーン』な上^だ；^|攸) 
彼の 父は 猶太 敎會 の記錄 係な りし か 其の 敎訓の 下に 彼は 年 僅かに 三才の 頃ょ b 『タル ムー ド』 を汧究 し 
後鄕里『テナゥ』市の猶太敎院に入り、年十四の時『フレ.ンヶ少』敎授に從ひて伯林に遊へ6、差當6| 
製糸業 者の 家庭 敎師に 住み込み、 次て 手代 ビ な り、終に共同蕃の位置 (: 進め6、其間有カなる哲祺 ^ 

1 T レツ シング』 ど 交を 結 ひ、 彼を 助けた る こ V 」 少から さるの みならす、 11 •哲學 論』、 『 靈魂不 滅論 j 其 他 
を 出版し 一時に 名聲を 揚げ、 第； 流の 哲學名 V 」 なれ 6、 而も 彼は j I の 生業 ご j 般の 哲學 ご に 痛痒せ 
し 傍ら、 猶太 敎の爲 に说 すを 忘れす、 伯林の 『ラビ』 長 『セル シュル •レグ イン』 の 求めに 應し 公然 『フ 
y 丨 トリツ ヒ』 大王の 命を 受けて 『タル ムー ド』 の 獨逸譯 に從 事せ 6、 正統派 射 太は 彼の 言論を 歡迎せ 
し が、 波 蘭 及漢堡 等の 方面ょりは 社 食 主義を 含む もの VJ して 非難せられ た b 【註、 猶太 人と 社會革 
命キ： 義の關 係に 就き 此の 點に 注意を 要す J 彼の 感化は 偉大なる ものにして 佛阈 革命は 彼の 死後 三年 
を經て 勃 發した りご 雖 も、 佛國に 於け る 革命 前の 思想界は 全く 彼の 思想に 支配せられ た 60 
此の 如き 狀 態に て獨逸 も 亦 遂に 猶太 人の 民權を 承 ^ する に 至れ bo 




此の 如く 1 人；.；？， ofs 限 法 栗 撤廢 fts 共に、® 太 人は— S1 ひ、 猶太 
敎に對する信念亦從つて稀簿 £ な6しは大に注意を加へて觀察するの要ぁ"^*、」す0 
中には 全然 基 1 に歸 依せ る もの 少か I、 獨 逸に 於て は フィ i ニネ 5 ド フルド. ガンス』 
レ丨 u 作曲家 『メン J ス •ゾ丨 i ネァン デ ダ』 等の树 太 大家は 獨逸 史 上に 獨逸 人£ て 其の 名を 
知られた bo 

爾來猜 太 寺院® 禮拜 の 如き、 亦大 に® 式を 改 s 主要なる 集會 には 必す 說敎 ff 事 S なり 或る 寺院 
には 基 SS 如く 『ォ vtj を すら s へたる 所 t 、 (尤も 之は 千 八 百 十七 年に 至 ふ 猶太 人的 革新な 
bw し て 禁止せられ たと 一八 四 四 年國禁 の撤廢 墓に 『ラビ』 5 開設せられ 千 八 百 七十 ニ 年には 射 
太 研究 高 糞 校翌 せら i 、 五蓄經 S に 伯林に 正統 ■•太® 『ラビ』 神 學笤證 を 見た^'。 
千八百五十年普魯西憲法は、市民權は宗敎の如何に關係なき旨を宣明せ&0 
此の 如 i 太 人 ©1 st ?— ら s-^w 雖 W 备 f 公職：.： 就く S され— し V 
磁瓶 宰相 n ニ i #、 『反 猶太 裏は 馬鹿衮 社會裏 なと 4 ふに f 、 獨逸帝 謹 設の當 
初ょ. 〇 公 ¥就< 事を？ れ 7 、然 -es A 神的證 は® 繼續し 1 みならす、 政治的 解放は 部 
分 的に 過き す、 即ち 大戦 前に 於け る 獨 逸の 街稱太 情 態は 左の 如し 0 

千 九 •■0: 十 一二 年 巴 8 行 猜太人 『ジ ユ - ぐ圣 レ』 著 『伯林』 を _ す—— SS を 以て 精神 上 
の^' *; ，なし、1人は獨逸に於て將校、大學敎授、司法官、外交官、|生_警なるを得す 
又紳士の "=| ナ火|ン』には入れられさる阈な& £ なせり、著者『ヒユレ』の伯林に到著するや、謇括官は 

第！ ニ 窣世羿 1: 於け る 猶太 人 ー 0 ー 




尾行し携行品に附き添ひ貸間に下宿すれは直に來て訊网を開く。 

I 何 用に て來 b しや 
商用な- * 

—— 君には 其檨 利な し 立 去る を 要す 
—— 大學 に 入學の 希望 も ぁ 6 

此に於て鋈なる形式忐手績を .7 れは、ニヶ月ぞは|1|ヶ2£;間©許可を與へ期限滿了の上は更 
に 同一の 手數を 以て 手箱を 繰 返 33 る 可ら す 0 

第獨阚境附近には絕對に届住せしめす溝國の革命時代に (1 (日 » :«役後の)普科西に漸くニ、三ヶ 
月間 1 し 得た 2、 沖 意 X きは 希臘 正教を 奉す る. 5¢ 人 か 追 ひ 出 5 れ f | 事な.^ 云々 
右は 伯林 旅行；，： 惡 g 想 喜： きた， 〇 佛國 猶太 人 か、 感情 上ょ. 上 少 潤色を 加へ たる 點ぁ 6¢ する も、 t 
as に 於て 法文 以外に 精 f gsk 营 能 は f し ニ， 0は* S 逸 魂-^ k 魂 WQ 1 大 ys 關係 上事實 
I 急 外な t ん 、然るに 全く 1 に 『カイ ゼぐ クニへ ご』 二世 か大に 猶太 人に—— 
した* 事實は 猶太 人 すら 之を 以て 『カイゼル』 か ニ 個の 配を 有する 代物 乞て 嘲 ひ 居れり 日ぐ 

『カイ ゼ u —一 軍人 側 S しては、— 1 に 非れ は忠 5 る 人間に 非す し— 國軍— ふへ 
き重耍なる任務を果すを得す、£敎ゆる|方に於て ^ ムパ|グ.アメ？カン.ライン』曾社長『へ 
ぐ バタン』 氏に# し 親愛な* 柄 太 人 IThf Jude ヒを 以て 之を 遇しつつ t た. 〇 是れ 取に 此の 
大西洋 上の 大汽 船會赴 か 獨逸の 致 富に S' 献する こ W 大なれ はな bso 



又 日く、 然 6近年の獨逸は潢西亞の如く旃骨なる猾太人虐待を行はさるは事 « な6、是れ洗國ょ 
6 は 猶太 人の 數少 くして 脅威を 威せ さる W 、 又 一には 波 蘭 及；* 國ょ b 獨逸を 通過して 米國に 向 ふ 
多數の 猶太 人 か、 獨逸 の汽 m 業に 多大の 利益を 與ふれ はな bo 

潢儀丨亞米利加汽船會社の高級 » « か、移住3途 |: ぁる、憐むへき猶太人に對して何等の逆待を 
加へ5るのみならす、他に是非共沭會社の船に乘るへき理由ぁ6、是；^同會社の切符を有せさる 
移民は 獨逸國內を谏過する權なけれはな6(英 |!» 猶太人/81 1 13 2. 〗1著1' 5- \\^穿 =' 6| 1 0. の 
• 節) 

又千九否十六年三月ニ十=1の巴里新聞 5- ? .^ョ& 5- 11にも左の記事ぁ60 

波蘭及露國ょ6米國に渡航する猶太人か1,10 ^ &|1ユ及び1|1>11 ^ >ョ5;3 ^ 18ょ^'買ふ 
切符©»は一年間に三冉萬乃至四百萬に達す、此の夥し>旅客橡送を獨逸か一手に引受くるこ£ 
か、 獨逸 船舶業 者を して 英佛 £ 競爭 し 得る る 至らし めた る ものな b 、 故に 英佛牌 運 業者 か、 戦後 
に 於 ''<«時の如き繁榮を希はは、背<政府を動かし、*1;をして辦太人腰迫を中止せしむるを要 
す、 是 n * f 太 人颶迫 か 獨逸の 繁榮に 資すれ はな b 云々 0 
之ょ b 大戦 勃發 後に 於け 6 網 逸 の稱太滕迫 4- 說く贿序なるか、之を善く了解する爲め |: 近世反射太の 
泰斗 J •チャンパ 丨レン 』の人 £ 爲ゎ £ 被の說 £ を略述す 6 の要ぁり、何 £ なれは大 « 間竝に大載後の 
lx - 坍太 言論には 彼の 大荖 作ょ 6引用せるまの少からさるのみならす、彼の反猾太 ± 義は哲學的根據を 
有 LW 太の 有識者に も 耳を 傾けし むる 值あれ ¢1 な 6、『チャムパーレン』は其全名11〇11810118す音 3. 
第 ゴ 一章 世羿 K 於け S 猶太 人 10 三 




猶太 研究 ー 0 四 

CIlbcrlaiH S 云 ひ 千 八 百 三十 六 年 英國に 生る、 海軍 提督の 子な 6、 若き 時 英國を 出て、 佛國 『グ工 
タサィユ』の學生ごなり次て『ジユネーブ』に遊學せしか、科學の研究を媸して佛國南部に、獨逸に、 
塽匈國に、轉々不治の病を靜養せさる可らさるに至6、此際ょ6著述生活に入6、終」螂逸に歸化し 
『カィ ゼ y % ゥィルへ ^ ム』 二世ょり 獨逸に ±械したる功勞の採 ^ 十字灿 #- を授けられた6獨乙の以跗太 

主 f S 細 r •諾 し.^ 名 21 『準 浩 S 鍵ヒし C 千 sf 二十 | 怒 大部 湯 

にして ニ 卷に分 たれ 千 八 百 九十 九 年 (明治 三士 一年) に發行 せらる 獨文の 原著 千 九 # 十七 年始め 迄 :: 版 
を 重ねた る こ VJ 幾 十 版 旣に十 萬 部 以上を 發兌せ b 、 故に 其讀者 恐らく 百 萬に 上らん、 彼の 著書ょ b の拔 
草 を 讀み たる ものを 加 ふれは、 天下に 幾 M の讀 者を 有せし を 想像す るに 足らん 0 
而 し て 之 か 讀者は 悉く 著者の 結論に 首肯す るを 見れ は 如何に 本書 か 獨乙 (否 世界) の 反 猶太 思想 涵費に 
益した るかを 了解す るに 足らん 0 

拊太 人は 本書 か 具 面目なる 點」 は 敬服す る も 大部 册 にして、 科學裊 威、 詩的^, 敎科寄 的 ご、 組 峨 的 
ミ不 秩序 vj 雑然た， 0®、 Jsr に 成 上. (五 千 六 百年の 蜃を 誇る 猶太 人は 辛 年の 獨会 成卡ご 嘲り 
ぁれ)には_當ならんも、要は豫言的の|著述な6„論評せり、彼等の立場ょり見れは此く論するは 
至當 なる へ S 猶太 人 fQ 著 寄 中に 之を 引用せ る 部分 少から す以 五の 權 威を 知る を 得へ し。. 

以下 記載す る if rf には 第二— ニ 節 1 敎の ilf —1 st 。 
『チヤン Tk ト』 IT A ? r ss sr ) の 哲學を 重んじ、 妓を獨 乙の 民族主義 嘉太キ •義の 中心 ど 
して 述 へて 日く r カントは 新に 來る へき 世界に 關 する 吾人の 思想 か 之に 賴—る 可らざる 大盤石な り 』 



『力 \ トは 第二の V ; テ X 、 箱 ニの n V 火 - I ック にして、 外 國 よ-®' 來る 毒を 吾人の 血管よ b 淸め去 
事に 努力し.？；！' 0 -< な -^ ^ ^^ -^ 部咖 ^ 

又 日く、 『科 學 者の 氣風は 逐次 一: を 天地の 創造 !: 遠け っっ あ b 、 ァジ スト ートダ は 其の 哲理に て科學 .t 
人類の 自由 S を 壓迫 しあ 6 た 『若し 時陬な る もの か | つの 型て あつて 吾々 の 五 威 か 否應 無しに 之を 
知覺 して 通って 行く 丈の ものて あつた S したなら は、 長い々々 歷史を 持つ て 居る 宗敎な V 」 半 文の 値 も 
ない 又 若し 科學か 、因果律なる &のは吾人の知钱の範阐外に於て役立っへき柯等の意 || £何等の性質 
をも備へて居らぬこどを確め4ならは>神は天地こ其の初動(第|原因)£の說明に止ま6何等の値な 
し』 『又 宇宙なる ものの 因て 來る 所を 考 へ、 之 か 決定的 原因なる ものを 求む れば 、常に 各 純の 矛盾 か 
起って、結局不明瞭 £ なるこ £ を思へは、人か自分及他人に對する行ひの基礎は、宇宙を主宰する王 
(註、 » 太敎にて王の字を用 *9) )に對する服從心 £ か、將來に於ける善果の報ひを得る爲£か云ふ事てな 
く、 他に 某 礎を 置か ^ けれは ならぬ』 

其 他 r ヶーデ J の！ T 宇宙は 吾々 の內に 住め b 』 とか 『シル レ"』 の！ |-人は自己の内に_格を¥す』等の諸說を. 
引きて 日く 『神を 巳の 內に农 めよ、 星の 間に 神は なし £云ふ如き說、又は神を信するは主觐的命令よ 
b し、 客覼的 必要よ 6 起る ものに 非す ごの 說 、又は 神は 心の 內 に 經驗 すへ く 器械 的 初 動 S して 之を 懇 
願すへきもの 1- 非す、ビ云ふ如きは新き說にも非す』云々10說け60 

又»太人の神は選民『ィズラ*1少』民族の爲に喇叭の聲にて城壁を崩れしめ、該民族か復_を終る迄は 
日 も 月 も 運行を 止め (m シ ユ 第 十三 章) 『モー セ』一族炉紅海の沿岸にて埃及人の追餒を受け進退谷 
第一 二 隼世畀 1: 於け S 输太人 一 o 五 




猶太 研究 ！〇六 

ま6し £ き、一時縱隊路を海中に開きて一行を逃れしめ-た6 « 云ふ如きは、創造者なる神か、絕へす天 
然ビ藤史の上に奇蹬を以て干涉を加ふるこ £ ビな60必要£天然法則£を否認す0こ £: £ なるビ論評 
せ bo 

又 某# 敎の 如き 理想の 敎は树 太 敎の如 &筲質的宗教ご相容れ3るを諭して2:<、拊太敎は精神に於て 
眞 情に 於て 神に 仕 ふるを 以て 足れ b £ せす 儀式 的の 法典を 厳格に 實行 する を 要求せ b 之 か爲 には 生れ 
落ちて ょ 6死に至 6 迄儀式に沒頭せ？6可らす又猶太人は心の * きこごょ5も手足や食器なとの淸き 
に 重きを 故け るか 如し >此の如くにして基|:か此の現世 1- ぁ.^ご言へる天阐は彼等の爲 1'- は此世 1- 現 
はれ 3 6 な6即ち天國 £ け『ィスラユ火』民族か_の命にょ6世界統ーの杓東出現したる所を指すか如 
くな れ VJ も 畢竟 彼等 か 列國 民を 足下に 跪かし め 地球上の 主人公た らん S する は 一 場の 夢に 終 SY し S 
て 『H ザ 1J 書 六十 章の豫 言 (本 研究 第二 章 第二 節に ぁ b) を 揭け是 地球上に 現# する 諸國 K に對 する 
陰謀な bv, 斷せ 4>〇 

尙ほ『ブロテスタント』3開祖『ルーテル』の極端なる反猶太キ-義を引用し之を敷沉しぁ6£- 
『ゲーテ少』はヵト，ック』(天主敎)の生搵き反猶太を憤慨し * るものなれは左に天主敎の反猾太論を 
略述す るを 至當の 順序 W す、 而て 『チャ ムパー レン』 の _著書 ょ 6 三年 前に 發 行せられ たる. 大主敎 僧正 
『ゲー W 丨』 著 Antise 日 itism de Saint Tho — d 、 >0 £. 11 第百 〇 0 1 ( の一節 ^ 擧くれ**ょ〇 
『ヵトリック J 敎 p 乘 書の 猶太 時代の 歴史上の 眞埤を 信す るは 自然な h 〇 
猁太人は基抒を殺したるものにて即ち神殺しなり故に今：1:も將來も永く基齊敎の敵なるへし0 




某 ft 敎 徒の 或る 命令には、 猶太 人は 敵意を 有する 外固民 族 VJ 見铽 し 市民の 有すへ き 政治 上み 權科 
を與へ3るを要すどぁ6、然れ £ も彼等には禮拜の自由を許し彼等を虐待するこ £ なく生#せし 
むへ きものな 6、 是れ甚 11 の 御 思 召な れはな り ( 驻 、十 宇 架上に 於て 基瞥か 神に 向つ て 猶太 人 等 
を許し煺へ、彼等2其の爲す所を知らさるか爲なれはな& £ 斬&たる事を指すならん)、又猶太人 
か 諸國に 分散 漂浪し 過去の 罪業に 對 する 有らゆる 艱難を 猓む るは 即ち 賺罪の 生きた る證 明， し 
つつ あるな bo 

第士 一世紀には 佛國の 天主 敎 僧正 Pierre le ¥|3 2 : 0『ルィ』七世に上奏し十字軍の成効を祝した 
る 後附 加して 日く、 猶太 人は 最も 大な 4 基督 敎の 敵に して 『ナラ セ， S 』 人 (回敎 徒) ょ b 不可な b 、 
然れ w も 常に 彼等を 奴隸 W L 脸炳な る 不安なる 狀態 に® き、 大なる 苦痛を 甞め しむる を 要す 0 
天主敎徒の谢揪太政策は羅馬に於て今尙改められすゝ猶太敎徒ょり羅馬法王に各種の依賴協讅を行 
ふ £き、法王は表面程善&返辭を與ふれ £ も、實は回答文の紙背に各秤の嘲笑を含み、且つ基贽の «; 
へに 從ふ を慫 M する 傾 ぁ b (猶太 人愤 慨の聲 )0 

_ 驻一 此の 如き 意味に 於け る 反 猶太 運動には 基® 敎國な らさる 日本 帝國は 何等 干與 する の 必要な き 
は 明な 6、然れ £ も天下の大勢を知るには表面に現はれ 3 る此の如き經緯を知るの必要ぁるを 
以て班に進んて『ル丨-グル』以下新敎徒の反猶太論を展開せん £ す0 
1 T ル丨 テル』 ( ^ TrH g ii - 鐘) は醤 『力 トソ ック』 敎 中に 猶太 栽の 影を 認め J 後は | 層 深く 猶太 敎を惡 
み、 此の 如き 惡むへ き 宗敎を 世界に 與へ たる 民族の 殘黨を 嫌惡せ b 即ち 日 <o 

第3章*羿 |- 於け>0猶太人 1 0セ 



锻太砷 究 ー 0 八 
荇し神か猶太人の希望し、待ち焦れつつぁる救世主ごは別のものを下 3 されは、予は人間ごして生 
存 せんょ i ろ 芝し S— |戈(1^^」 :? ^ '» ^| |:4 |^私％)脉は泥©中にて已れ 
の 好める ものを 食 ひ、 汚き ものを 味 ふ、 又 豚は 泥の 中に 眠 b 鼾聲を 發し 、如何なる 王侯の 前を も 憚 

らす o 

死 も地诚 も、 豚には 何等の 恐れ w ならす 惡 魔の 恐怖 玫策も 神の 怒 6も何のその、彼等には何の心配 
もな し、 自分に 與へら るる 食糧の 音を 聞きても 無頓着な bo . 

猶太 人の 望む 救世主は 此の 豚の 滿 足の 如き 程の 滿 足を も與へ 3 るへ し。 

彼等の 個人の 家を 坺し 、之を 掠奪す へく、 而て 厩の 中 か 又は 『ボへ ミヤ』 人の 如く 單に 天幕の 中に # 
まわしむ へし o 

彼等ょ b 祈 総書 £ 『タル ムード J を 取 り上げ ? るへ炉らす、何 £ なれは『タ少 & 丨ド.|!中には偁像崇拜 
虛僞 、他 民族に 對 する 暴言， 神に 對 する 不敬を 含めは な bo 

猶太 人には 凡ての 保護を 與ふる こ £を止め、國內の自由通行を禁せ 3 るへからす。 

又 111 法官諸子は猶太人に關する犯罪を處理す， & 場合には最も嚴酷なる處刑を加へんこ £ を望む、 (« 
へは醫術に於ても、奄繃や耷藥か効を奏せ5れは、切開か燒き附くるの外なきビ同樣に、司法官か 
此の 如き 哳乎 た ?. 處置を 執らん こ £を希ふ、猶太敎會は燒拂ふ可<、燒け殘6は砂ご泥£にて覆ひ 
其內ょ 一 枚 石 I 個. も 取 出し 得さる 如くす へし 0 

猶太 人は 強制的に 勞働 せし むへ し 若し 此の方 法に て 効を 奏せされ は 愈 狂犬の 如く 之を 放逐す るの 外 



なし、 是れ彼 等 £共に洧神の途連れをなし神の怒6に觸れ永久の罪科を負ふを避くへき自衡の道な 
れはな 

右は 『チヤて マ こ』 か 其 著書の 第 八 百 八十 5 に i せる 所なる か 之を 事實 4 は 基 I 敎の 開® 
『 /<-■ _ テル』 なる，*. の無贺 、短見、 不 正義なる 一個 Q 凡人な-^、 又 英米の 基® 新敎 徒は 先つ， 教祖 『ル— 
ニ』 を 破 E したる 後に 非れ は、 现 春 事件に 於て 日本軍 か 軍事の 必要 上、 不建鮮 人の §に 利用され 
たる 敎會； i 與へ定 被 管 大聲 天下に！ ！•？ る S 資格な— 又？ 泥 S に 5 ひた. 〇 ものは 時 
の經過 w 共に 洗 ひ 出 S れて 恢復す へし 0 

哈爾賓 こ 於て 立派なる 猶太 寺院 か 新に 建造 せらる 傍には、 某 ® 寺院 か 類廢に 委せられ 純 ^ ゾか 猶太 
人の事業に勞働者 « して働き、或は猶太人を乘せて馬車を馭しつつぁるの實狀を目擊せは、四百年後 
の 今日 『ダ 1 ア^,』 を 地下ょ b 起し、 其 加へ 佗る 歷迫か 却て 猶太 人の 事業に 役立ちた るを * らしむ へき 
かな、 素ょ b 宗敎 を 斷行す る 程の 熱血 男子！ T ル 1-グル』か、時の朝廷への箱棰的献策 £ して奉れるも 
の なれは SQ 奔る所 終： - i 之；.！ 至らし 容る 1 ん 、凡て 世® 革命を 策す 須ら く蛋萬 籟の靜 
まるに及んて靜座默考し、空間時間の無限を考へ、袅に切開 £ 燒附け療法を用ゆるこ « なく、徐々奄 
綱 法 w 內服樂 w を 用 ひ、 根 氣强く 進む の 宏量を 養 ふへ きな >0 

『チ ヤムバ ーレン 』 も 亦、 彼の锌 敬す る 『ル一テル』 必す しも 徹底 約に 猶太 人を 排斥せ さ-® しを 攻 #. し 基 
e 敎は猾 太歷史 を 載せた る舊約 全書を 全廢 する に 非れ は 常に 猶太 民族に 捕 はれ、 具に 基督の 意志を 現 
はし 得 3 るを 說き 、進ん て 基督は 猶太 人に 非す 彼の 希 臁の 文明、 羅馬の 盛大を 形作 6 『ホ メレ』 『ブラ 
第三箄世羿 |-- 於 1'; *稱太人 I 0 九 
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トン』 『フィ ディアス』 『释 迦』 『基 s 『 ボール j 等を 出せし、 所謂 『アジ アン』 民族に 屡す るを 首 明し 特 
に 聖徒！ r ボー， 』は『？ ン ジ ヤミン 』なる猶太貴族を父£し猶太宗に改宗したる希臘人を母 £ せるこ « を 
明言せ bo 

以上は»乙に生れたる ^ 猾太思想の淵源 !; 、淋太人に對する精神的赝迫の絕ゆ.るこ£なき理由を說明 
せる か、 之よ & 近世 猶太 問題 £ 不可分なる 世界大戦 間に 於け る、 舯太 の獨 乙に 於け る 情 態を 述へん £ す 
I 、 『 シオン JM 總本 部の 移轉 W 獨乙枬 太の 祖國 に 對する 努力 

大戦前猶太人は『シオン.！！ 1« 本部を伯林に置きた.<:-『グーブ少ジユィ 7 』なる捎太 « か千九百十六 
年 九月 十五 日陇に於て說明する所によれは是れ世界に散布せる猜太人に對する地理的關係上有 
利な b L を 以てな 6 £ 然るに大戰勃發ど共 1 、獨こは列强の包 11 を受け交通杜絕に陷6た6を 
^>-て伯林に本部を {& くの理由は兹に消滅しーし、何れか中立國に移ささる可らさるに至れ_^、 01 
ち該 『シオ- 1 スト n ング レス J の 集會な きに 至 6たるを以て其實行委員は有名無實£な65;國民 
基金 J を 伯林よ b 和 蘭の 『へ ーグ j に 移せ &、 而 して 米國 に假 委員 會を 設け 以て 『シオン 』主_ の 
中 絕を豫 防した るか' 終に 之に ては 不便當 爲 ならん 丁抹の 首府 『コッブ マ ゲン』 に 一 事務 
所を 設け 其の 管理に 莫斯科 猶太 『チレ ーノ フ』 及 『 フル シヤウ』 猶太 『ン „ JJ 7 』 其 他の 部よ 6 『モ 
ツキ. SJ を * . けた 60 

佛國 猶太 f スビー ル 』か其著『猶太人 £ 大戦』第三十五|1:;に本件に |4| し論する所 |: よれは钿乙の國 
寒キ ：義 は强樓 による 國家牛 ：義 にして 聯合 國の國 家キ ：義 は正義による國家主義なるを以て全然反 



* な ho 

故 に 『パ W ..0 . O ス h ° 』 ®° «° 15 ^ 0 6° #° <へは、聨合國側に當て嵌むるに都合善きは當然な6ご雖£も- 
予は 『シオ- 1 スト』 の 運動 か 平和 再建の 爲 に 猶太 人 仲間に すら 何處迄 成 効す る や， 或は 羅馬法 
王の 努力に*^ 邮迫 せらる る ;. ごなきやを疑はさるを得す、千九再十六年の初め獨乙射太は瑞 
西の新聞を通して谷«の平和條件を极案したるも、是れ舉に獨この爲 (: 走狗の役を勉めたる 
に過きす云々0 

£ 說キ‘钿埃拊太か全く孤立して指港し雞きに至5たるを遺慽 £ せ6、尙獨乙戦勝の曉- 1- は完全 
なる 猾太 解放を 行 ふへ し £ の獨乙宣傳 (: 乘せられ一般獨乙人以上に熟烈に獨乙の爲 (: 働き ^ る 
もの あ b 、 射 太大學 生中學 生に て 志願に ib 從 軍し た る もの 少から す、 中には * 西亞射 太 か聯 
合國側の爲に働くを憤り、戦後彼等に何等の補助を與へさるへし £ 、敦圍ものすら生せ6此く 
して 『シオ _|スト』派猾太人は遂次獨乙ょヶ脫出するに至れ6〇 
ニ" 獨乙 の枬 太懷柔 策 

»乙は開戰當初一方危險なる社昝主義者を血锇れ (£: せるか、ー方は猾太人懷柔に着手し、波蘭 
の自沽 ビ共に 猶太 人の 瓧&的 位© を 改良す へき 約を 與へ 、以て 一 ■時 非 『シオ- 1 ヌト』 S 猶太 人の 
同情を 求め 得た る こ W は、 前項 未 文に て も 明かなる か、 事實 上獨 軍の 波 蘭 侵入に 當 b ては 猶太 
解放 者の 立場に 立て-*'、 即ち 市街の® 彈攻擊 を 行 ふ 前には、 猜太 解放を 約す る 猶太 文. の宣傅 『ビ 
ラ』 を 飛行機ょ り 撒き、 又は 間牒 をして 諸 所に 貼 b 出さし め、 以て 猶太 人を 獨乙 側に 招きた b 
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占領の 當 初に 於て は 愛想の 限りを 盡せ bo 

『 T» ツグ』 に 入りた る 時は 『カイ* セ U 皇帝 自ら 猶太 寺院に 臨幸せ る 事を 全世界に 宣傳 せしめた 6 
獨乙猶太人は占領地に殘れる » 太人に谷種の援助を與へた&0 

又獨 乙の 占領地 守蛔 軍は 『7 火 ショウ』 の 市會戰 員に 十五 人の 猶太 人を 加 ふるを 許し 且つ 同市の 
秩-： 5:雖牯に任する民警 1: は波蘭人 £ 同礒に猶太人を採用せ-^、勿論高級の位 «: には波蘭人を引 
當てた 

獨乙 政府は 波藺の 國家 主義者の 波 蘭 語を 以て 唯 | の國語 v. 定められた き 旨の 請願を 容れ すして 
猶太 人の 『 ィデ ィツシ ユ』 父は r へ ブラィ j 語を 用 ふるを 許せ bo 

又 r y ル ショウ』 に 波 蘭 大學の 開設を 許す £ 同樣に 『ウィル ナ』 に 猶太 人の 民間 大學を 設 を 許 
^ bo 

此の 如く！ r 力. ィゼ少 』を 始め £ し獨こ 人は 最初 

I 、 猶太 人 半數以 上の 用語た る 『ィデ ィツ シ』 には 獨乙語 W 同 語原なる 多 數の 言葉を 有し 謂は ゆ 
る同文なるこ £ 0 

ニ、隣國露西亞に於ては猶太人を虐待し波蘭に於ては猶太人に『ボィコツト』を行ひ居るこゼ0 
に鑑み、少く猶太人に同情を表すれは、彼等の檀柔は易々たるのみ £ 考へて之に着手し、最初は 
相 當に成 効せ しか、 後に 至り 猶太 人は 何物ょ 6 も 自己の 『トラディション』 ご 過去の 追憶を 固執 
する こビを 悟 り到底之を同化して我掌中に收め得へき民族に非さるこどを了解せしを以て更に 



其方 策を镘 更す るに 至れ b 、 即ち 猶太 ^ 獨乙 どの 肺 聖 同盟は 其の 生命 極めて 短 かか b L な be 
千 九 百 十六 年 二月 十五 日の 『エコ— ドル ュスシ イ』 には 『ペル ジーネ ル、 ターゲ ブラット』 か 波 蘭 
及 露 西亞 より 約 三、 四百 萬の 猶太 人を 土 耳 其に 送る へき こビ を宣傳 し、 次て 同年 七月 六日の 『イ 
，スラ H こは 『ク T ンナ』 に 於け る會 謙の 際、 伯林の 大 學敎授 『ッエ 丨 リング』 氏は 波 蘭に 於け る 
獨乙の 殖民 政策は 猶太 人を 同地よ b 放逐し 其の 半 部を 米國 に、 半 部を 『ハ レヌ タイン』 に 送る に 
あ6ビ 宣言す るに 至れる 旨を 報辑せ bo 

米國も 『パレスタイン』 も猸 逸の 領土に 非る 限 b 此の 如き 強制的の 移民は 行 ふを 得す 又 『パレス 
タイン』 方面には 回敎 徒の 反對 t 之に 對し 一」 は窆の 力に て 成る 程度 迄は 土 耳 其 基 迫し 箱 
るビ する も餘 りの 歷 迫を 加 ふるを 得す。 丨 
終 こ此か る大 移民は 行 はれさ 5しも腿迫の爲め猶太人は漸次露國內部に逃れれ6其數約三十 
四 萬 人に 達す ビ云ふ 0 

此の 如く 獨乙 & 敢て 猶太懷 萊の 意を 飜 へした る譯 には 非る も、 彼等に 對 して 嚴重な る 政策を 取 
るに 至 b しは 果して 誰の 罪なる やを も考 へさる 可ら す、 猶太 人 側に 果して 敵國に 通した る t の 
多炉ら f しや、 聯合 國側柄 太は 中立 國の 救濟委 f 共に 獨乙 猶太に 對し 5 傅 f 事實 なし 
« 確言し 得へ き や、 米攔 のみの 獨逸猶 太救濟 《 約 八 百 萬 『マ ーク』 に 達せ b (開戦 常 初よ b 千 九 
百十六年中頃迄) 5 ^ 妓 |? ) 

树太 人の 雑誌 -『 ブー ブル •ジュイ フ』 の 千 九 百 十六 年 九月 十日號 には、 猶太 人に 大學諛 立を 奸し 
第三箄《羿 |- 於け*猶太人 二三- 
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たる f ヴィタ ナ J に 於て、 猜太人 三人は 溪 探の 嫌疑に て 『？トグィャ』人十七名 £ 共に捕縛せられ， 
軍法 宵 議の結 梁 絞殺の 死刑を 受けた 6 VJ 自 g せ bo 
大戰 間に 於け る獨逸 iu 拊太 i の 關係 大略 右の 如し 0 

戦後に於ては ?. , 國辦太の註文の通り、獨逸，0 |#: 化し共和政府の建設 £ なり、社 # 黨は有ら 19' る門戶を 
» 太人に開放したるを以て、劣年民間にぁつて時機を窺ひ居6し » 太系の有カ者、有識者は續々要路 
に 立つ 事 wyA - o 、 今. 戰後獨 逸を1 し m 太 問瑟 調 f y し 2 sfss 年 八月 十 音 
の！ T 實業 の： = 本 J に 『猜 太 人の 解剖』 yj 題し 寄書せ &れた る もの、 內ょ 6 戰 後の 捭 逸に 關 する 一節を 
拔萃 すれは 左の 如し 0 

射 太 系 S 有力 K ?、 有識者は？ i に 立つ こ W 、 な b 、 g 爭 の 爲物價 調 g ® 必要 上 設けられた 所 
諧 戦時 會社 (タリ H グス ゲゼルシャフト) には、 树太人 系の 實業家 か 宵 * を 掸つて 戦 爭 成金 S な 6 
時節 到來 、菜 人 系 か 政治 上に も 經濟上 r - も 相 拉んて 頗る 有利 優勢の 位® に 立.- 事に なつた、 ざ 
ぅして 社 會黨や 共淹黨 に 猶太 人 か 多い かご 言 ふに 榊 太 人は 元來 非帝國 主義、 非 侵略 主義、 非戰 爭、 
#袖民主袭の『デモクラチック_ィンターナシ|„ナル』な民秈て »|: 付黨に共鳴して加入するもの、 
多き 事は 怪む (: 足らぬ 殊 |: 獨逸始め谷國て射太んを政權から遠けて居た爲に、猶太ん系の高材 
逸足者は社钤黨や共淹黨に投して隱忍自重、時節の到來を待つて居たのて、待ては海路の |-| 和 £ 
t 金の 世界 戦に 端な ぐ 遭遇して 千歲の 一時、 奇 R 乘す 1 に活册 して 內 f 企て、 『ス 
ト-ノィキ』を行ひ、軍人を惑はし軍餐を削り、遂に箄間主義の帝國を倒したのて-獨逸の戦敗は 



> 褰 .、ふ >?l?rr. ' L cfunb 、 母毯 り夂炎 ialrf 艮 矣 ぎ 旧、 N > bsc ? o 吉 




猾太 人の 陰謀な b £ 評されて 居る、 獨逸の 敗戦は 出征 軍隊の 背後から 社會黨 の 加へ たる 短刀の 結 
果なり £ 評 ? れて居る、實際獨逸眾の迪戰連勝は社曾黨に取り頗る有難迷惑の話てあったので若 
しも此の裰に全勝を得たならは軍閥は益々跋扈すへく自黨は益々 )1 迫 5 るへく、ドーヵ餘&勝た 
ない樣に£は彼等の以心傅心靳願して居つた所て、社钤黨の領袖『ストレ丨*へこの如きは大膽に 
も獨逸 軍の 全勝は 我國の 利益に 非す、 社 會黨 中の 博學者 『力 クッキ ー』 は 千 九 百 十九 年 二月 四日 瑞 
西國郴 『ベ Y ン 』て『.掏逸の勝た 3 6しは我國の幸輻な6き、否らすんは我國民は長く箄間の奴隸 
W ならん』 W まで 公言して 居る、 要するに 社 會黨 、共 產黨に 猶太 人 多く 其の猾 太 人 か 世界的 革命 
の 有力な 一 動力て あつた こ £は 掩ふ可 ら $ る事钱てあつた、綦1『ソグエト』政府に『レ-|ン』始め 
猶太 系の 多い 事は 天下 著名の 事！ 2 て ある、 洪牙 利の 共產政 府は P へ ラグ ン』 £ 云 ふ 猶太 人なる 共產 
主義者に ょって 建設せられ、 獨逸 聯邦 『パィ H ダン JW 共產 政府 も 矢 張 6 『ァィス ネル』 なる 猶太 人 
にょって出來た、獨逸の革命に伴ふ共和政府も猶太人の牛耳を執って居る社會共產黨(スパ,タヵ 
ス) にょ b 確立され たもの て ある、 抑 も 社 會 主義の 元祖て ある 『力ー ぐ マ y クス』 (_ 註、 5 ; AA 料 
/\* +' 奸| 5£5 )其人は旣に»太系て、又»逸人てあるか獨逸の瓧傳黨には由來猾太人多く有名な『9 
H ブクネ ヒ ト』 や 『 TT ザ、 ルクセンブルグ』 も拊太 人て 千 九 ： C 十八 年 十 | 月獨 逸の 帝玫 顦檐 して 共 
和 政府 VJ な b 社黨會 か 政治 上の 首腦者 yj なって 政府を 組織した S きは 獨逸 政府 も 普 科 西 其 他の 聯 
邦 政府 も 重なる 國務 大臣の 椅子は 殆ん £ 猶太人の社钤黨員て占めた即ち 
、獨逸 政府 
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猜 一 太-研 ' 究 ニ 六 
外務大臣 ハ 1 ゼ (》 立 社 會黨 首領) 

同 次官 カウ ツキ ー S 黨歲 本来 「チ H - ソク 」 Q 梅 太 人〕 

新聞 局長 n 1 ヘン 

司法 次官 コ ー ン 

同 へ 少ツ フェ" ド 

大藏 大臣 シノ フェル 
同 次' 官 •へ ルンス タイン 
內務 大臣 ブ ロ 二 ス S 和阅晷 草案 S 
同 次官 フロ H ンド 
一、 普魯西 政府 

司法大臣 & 丨ゼン フ H ルド • 

间 次官 パイネマン 
大藏 大臣 シ モ ン 
內務 大臣 ヒ ル シ 
農 商務 大臣 ブ ラ クン 

文部 次官 ブ ッ シ c 大成 余 デ 病 太 人 「メン r ス グ丨ン i 板〕 

1 、バイ H 火 ン 共和 國 




大統領 K イス ネ少 
大 藏大眨 ヤ .ッ フエ 
商工 大臣 ブレン タノ (半® 太 人) 

| 、 ザック セン 共和 國 

國務 大臣 リピンスキ ー 

同 シユフ ルツ 

I 、 ゥヰぐ グン V ダグ 共和 國 

國務 大臣 ハイマン 
同 タ ー, ハイ メタ 
一、 へ ッセ ン典 和阈 

ブルダ ー 

尚最近の統計にょる猶太系獨逸人及獨逸に寄饨する猶太人を舉くれは左の如し。 

猶太 敎 信仰 S 猶太 人 六 四 〇、〇〇0 {^一丨益爲轉は) 
雜婚の 猶太 人 一八 六、 〇〇 o 
基抒敎洗賴を受けたる揪太人 四 三 0、 000 
移住 寄衍の 猶太 人 四 八 0、〇〇〇 
計 I 、七三六、〇〇〇 
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! -TN we y メ ニ* 

1 Q ? は 五十 I 离ニ 千— 十三 人—— しも® か 五十 年間に 此 ©如 Is せ 1 
に 値す 0 

獨 逸に 於て は 前記の 如く 反射 太の 元祖 『ル丨 テ cl -チ ャ ムパ丨 レン』 等を 出し 其 根底 深く、 又 獨逸魂 = 
ff は 全く 相容れ さる 1 來 英米 主義 乃至 猶太 主義に 反抗して 起つ へき ものは 
獨逸を措て他に在ら5るへく、ヌ必す再起の日ぁらん0 
其 五、 埋匈國 

S 國は由 1 虐待を 以て 名* とも 7 •セ M — に 就き 千 七_42 八十 三 年對$ 人 政策に 大變 
更を 來 た— 即ち— 人— 間 f 气 一 々旅行 f 持 ssg 內 t 旅 EI 
限は 廢 せられ i 太 人に 商業美術 科學 等の 研究— し 只 S 業 研究には Is 制限を 附し— 、 
故に 各 大露專 門— は 彼等の 爲に 開放 f れ 又— 校を 設立して 5 人 子弟に 敎 育— 制した と 
か 届 住權 のみ 射 ほ 中々 嚴重な りき 0 

HS 此 S-K 解放は、 射 太 人 か 功を 樹 てれる 米 S 命 戰後ニ 年、 『メンデ 5 ゾ—— 沒す 

^ 意 rpf i —フ 匕 三 ゾ-ン 11 勢力 S る I と 頃なる 

ベ filf ilihu^^ AO 

百 - k 十八 年遂— As -、 1 上に？ f 人 置は 怎と 4 神 的 i は 盛んに 



して 近代に 至る 迄學生 間に 於ても 對等に は 伍せられ す> 面に 唾せ らる 、も 之に 反抗し 能は？- * しな b 
然るに溪國 -/' 面に於ても祖國&興の運動典6たる機運 |: 乘し、『ウィン』の.猶太記者『タオドルへ .»- 
ッ ル』か千八 &' 九十六年獨逸に英國に、驸太人の阐家なる書を著はし所謂フゾオ-ースム』なるものを鼓 
吹す る に 至 6 » 太人間 |: 純然たる猶±解放の希望輝き來&、益 « 其 »] 結を固ふするに至6、學生間に於 
て も 他の ものょ 6 駕營を受くれは|!| 8 ; |4" を以て、歐打を受くれは、歐打を以て之に酬ひ得るに至れ50 
此く て歐 洲大戰 に 至り 獨逸に 於け るか 如く 著き 反 猶太 熱は 起ら 5 b しも、 填國は 獨逸ビ 伍した る關係 
上世界猶太の悄みを受け、大戰終期に於て終に革命を見、從つて現今に於ては重要職 1: 猶太人の就職 
を 見る に 至れ bo 即ち陶 料 大臣に f パク エル J 其 他 f ブリユ ー ゲ少』 『•ホ I ダ パ ッ U 等を 有す。 

;x 射 太 熱は 獨逸程 に 熟烈じ は 赴か さるへ きも 敗戦の 恨みは 愛阈 者ょり 猶太 人に 向けらるへきは « :逸 ^ 
異ら ? るへ し o 

其 六、 佛 阈 

射太人か心靈的覺醒をなしたるは普魯西を中心 ^ する獨逸系猶太の運動な-^しこ ^ 前旣に述へたるか 
如し然れ ^ も政治的解放にカあ&たるは主 ^ して佛國な--:^ 

佛 M W 雖も 『シャ ぐ 』山 ハ 世 (韓 || ー1十 ^- 治世)の時には猾太人を追放せ0-其後；|還者少か6しか西 
班 牙、 葡萄牙 か 千 四百 九十 ニ 年頃 * 太 追放を 行 ふに 及ひ歸 還し 『ボル ドウ j 及 r パィ オン』 (『ボル ドウ J © 

侧 U て 銃剣の 元 * な りご の說あ 6) に 居を 定め、 其 他羅馬 法王の 保護を 受けて 『ア ゲィ- 1 ヨン J に殖 
民せ る も あ b o 

1 ^ー一聿 世界に 於け S 祸太人 ニ 九 



摘 太 研究 ニ 5 

『アグ ィ •一 オン』 は 『マルセ ィユ』 の 北方に ぁり 文豪 『グィ クトル ユー ゴー』 の 行脚 記に 一 も 金、 ニ も 
金、 手荷物を 一寸 動かす にも 金を 要し、 頗る 不快なる 感を與 へらた. cs ご 特記せ るは 此 土地な り yj 記 
臆す、 此く 『ボダ ドウ』 『マルセ ィユ』 附近の 人 氣惡き 船 著き に 彼等の 殖民せ る こご、、 後日 佛蘭西 
大 革命の 際大な る 働きを ^ したる J . ジロンド』 黨 ご、 『マルセ ィエ ーズ』 の 革命歌を 以て 有名なる 『マ 
少セ ィユ』 派の 發生 どに 注意を 要す o ( 『ジ t » ンド』 は 『ボグ ドー J の 位置す る縣の 名な 60) 

千 五； S 五十 年に 至 b 巴 里に も歸 還を 始めた bo 

尤も 此の 以前に も 獨逸系 猶太 人 」て佛_に歸化したる『カルメル』なるものぁり此の保謎を受け窃に巴 
里に 居住せ る 獨逸猾 太 人 ぁ 50 

千七付八十年『アルサース』の猶太人等は國王『 /^ ィ』十六世に建白し通商及信仰に颟し自由を求めたり 
しか聽許する所 £ な6千七百八十四年人頭税は廢せられ居住の自由許さる、次て公民權機得運動起6 
猶太 人収扱 法改正 委員 指定せられ た- 0、 此時代 か 即ち 獨 逸に 於て 『メンデ， スゾ ーン 』全 « 時代にして 
又 猶太 人の满 力せ る米國 革命 後三年、 佛阈大 革命 前 五 年なる に 注意を 要す 0 

千 七 涔九十年即ち革命最中、佛阈猶太人は大合向を試み時の谪會に向つて平等公民權請求の建邊をな 
した 6 しに 當初は 多大の 反抗を 受けた 6 しか 『ミラ ♦ホ ー』 等の 努力 功を 奏し 『アグ ィ二 ヨン』 に 居住し 何 
等佛國 に 有害なる 行爲な か りし葡萄牙出の锕太人に公民權を與へられ次て翌于七百九十ー年’タレー 
ラン』 の熟烈 なる 運動に ょ 6 在佛爾 全 柄 太 民族は 完全なる 公民 權を 獲得せ bo 
革命 成 効 後 千 七 百 九十 五 年に 於て は 憲法を 以て 璣會の 宣言を 確認せ bo 之が 爲 猶太 A は 大なる 1 S を 



以て 佛國 に對す るに 至れ b * 素よ 6 革命 戰 爭の爲 に 盡す 所少か ら？ b し 賜 W 云 ふ 可し o 
佛國 太 解放を 確立した る ものは 大那 翁な &、 此の 事は 近世 猶太 史上に 特筆す へき 事件な 實 U 
那翁は 埃 及逋征 の當時 一度 『パレスタィン』 を 征服して 元 £の主に還さん£の燃ゆるか如き野心を抱懐 
せしは事 « な&、然るに之を實行し得36しは-進んて彼の旗下に集ま6し回敎徒の志顓兵を失はん 
こ£を恐れたるならん£の說あむ0 

其後再ひ猶太人問題は持ち上れり、是れ『アルザース』の商人並侏守派の宗敎家は接に猶太人に與へた 
る市民權を撤廢せんこ£を請願せるを以てな60即ち裊民の無能_ 1- 乘して之を保動し、猶太人の播利 
を 奪 ひ、 之に よ 办て債務を踏み倒さん ^ せるな-® !; 。 

右は 猶太 人の 記錄 中に ある ものな れ V 」 も r アグ テ ース』 商人よ 6 見れ は、 『ア A - ナーヌ j の 猶太 人は 金 貸 
專 業者なる か 故に 随分 惡嫌 なな 手段を 弄せし こ « 『ゲ 工- ース』 の 商人の 『シャィロック』 の 如く、 一般の 
嫌忌を 受け あ- 〇 しや も 知る 可ら す、 

兎も角那翁は此の間題の解決に關する全責任を自己に負ふ事な<、猶太人をして解決せしめん£し、 
千 八 百 0六年佛、獨，伊の重立ちたる猶太人を佛國に召集し以て猶太主義か市民の要求ご相容る/,能 
はさ & やを射親せしめた.0、彼の心中には猶太分子をして一般人民£融合せしむるの希望を懷きしな 
b 右會讅 は 千 八 百 〇六年七月ニ十五日巴里市役所に開かれ、會す4もの西十一人にして、諮問事項十 
ニケ 條あ -='し炉、之に谢し翌年更 1: 『ナネドラン.11(8.11111 £. 3 5 , )『11氺ナレム』 1: 於ける宗敎裁判の名を 
取れ b 〕 を 召集す る こ w / o - r 解散せ 6翌干九&七年ニ月九日佛.獨、和蘭、伊谷國よ6七十|名の代 
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放 太 研究 151 
表 # 巴 .1 !- 集合し『ストラスブルグ』の『ラビ』『ダビデ..シンッ.ハィム』議長£な6凡ての形式を古代 
の宗敎 裁判に 取 b 左の 九ヶ條 を 議定せ bo 

I 、 千 o 五十 年の 『オル ムス 』替議の法令 (: ,從ひ1+失多妻を禁す0 
ニ、 ■離擗 は關徐 國の阐 法に 照らして 合法 w 認めた る ものに 限 b 之を 許可す 0- 

三、 市民の 禮式を 以てする に 非れ は 猶太 人は 結婚式を 行 ふを 得す 0 

基 « 敎徒£の雜婚は合法£認む宗敎的儀式を用ゆる能はさるも双方共破門せらる/.こごなし 

四、 #' 阈拊±人.は滿塍の誠意を以て佛阚人を同胞£して承認す0 
五’宗敎の如何を問はす苟も造物主を神ミ信する满には正義博愛を以てすへし。 

六、 佛阈 1- 生れ 佛_辟 民 S して 法律上の 待遇を 受くる 舯太 人は 佛國を 母阈 S すへ し、 阈法を 遵守 
するこ £' 0 

m 隊勸務 中は 儀式を 守る こごを 免除す る こど 0 

七、 最高 會議は 猶太 人の子 弟を して 佛阈に 固 肴す るか 如き 事業に 從 はしむ る こ ！; を 力め 又 公益 公 
德を奪 重せ しむる こビ 0 

八、 生活上の贷借には利子を附せさるこ £ 、商 #: '上の贷借には利子を制限するこど0 
■九、右利子 1: 關しでは『タルム|ド』3明文を適用し、»太人同士間に於けるものご他民族 »: 對す 

- る もの VJ 同樣な るへ きこ ど。 

高利 贷は 全然 之を 禁する こ VJO 



右 取 極めを 見る W 5 は從來 多年 射 太 A か 他の 民族よ り金を搾-^上け以て金椹支配の準恤をなし届忆レ 
VJ の 非難は 辨迷 の餘 地な し、 尙第八 項 以下 金利の 事は 大英 ff 科 全書には 明記 すれ £ も 猶太 人の 著 害に 
は箇條書にせす之を『ボカシ』たる所恐ら<_民族の耻殊に『タルムード』に金利を定めぁるを扭はん £ す 
るな &ん 、戈 も 勧 儉質素 を敎 ゆ る宗敎 £ しては或る程度 & 人よ6金を借，0る習慣を減する爲金利を命 
するは不都合 £ は言ひ難し、却て今日の共產的思想を打破すへき|神勑£見傚すものぁらん。 

最高 會議 終了後 那翁は 右 取 極めを 有効なら しむる 爲 千八吞 G 八 年 三月 十七 日附 勅令を 以て | の 機關を 
組織し以て猾太部落間に淇の權限を及ほし得しめたぅ0 

此の 機關 は于 九 百 〇 五 年 迄存續 せ b (白 耳義及 『アル サース J には 其 後 も繼給 せ b ) 

耍す るに 那翁は 猶太 人の 權 利を擴 張す るには 至ら さ， e - しも、 之を 確立した る 功勞 者な b 、 又 彼 か屢々 
猶太 問題に 沒： 飢せしを以て見れ (2 、|世の英傑も之に诹腦を用ひたるこ £ 察する |: 餘ぁり0其後佛國 
に 於け る 猶太の 勢力は 逐次 增大 L 千 八 W 三十 一年 (『シャル、』 十 世の 時代) には 那 翁の 遺志に よ b 、 拊 
太 寺院 及！ T ラビ』 にも 某 衧敎 寺院 及 僧侶 >」間 樣國 庫よ b 補助を 與ふる 迄に 至れり、 『ラビ』 は國 法を 守 b 
忠君 愛國 の說敎 をな す こ W 、 な & 猶太 敎の讚 美 歌に も 忠君の 氣分を 加味す るに 立 至れ 
此の 如く 佛阈 ii 旣に數 十 年 前よ b 猶太 人を 厚遇した るを 以て 猶太 人中に 文武の 高官 少から す 「クレ ミ 
ク J ( 一妓德 触) f フォ A - ド』 『グ I チョウ』 等の 諸 大臣 及び 作曲家 『マィ H A - ， へ I ル』 等を 出し、 近くは 
大戦間總理大臣兼陸軍大岛た6し數學家『パンルぺ』大藏大臣『ク0ッツ』其他の大官少からす又大哲學 
者 『 V 火 ダ ソン J を も 出した 6 0 

1 辈世笄 に 於け z » 太 人 1 - 



« 太 ep 究 mi 四 
大戦開始前の調査にょれは條軍將校脚には左の猾太人ぁ-^た.*^ 

將官八 大佐 一四 中佐 こ 一 少佐 六 八 大尉 1 0 八 
以上の 如き 狀況. >て、 佛圃の 空氣は 猶太 人に 有利な りければ、全世界猶太同盟が髏を爲すに至れるも 
亦 佛國」 於て せ &、 即ち 千 八 西六十年&里に猶太人虐待防止會なるもの起れ&、之は當時近東にぁ6 
し猾太 人 虐殺に 剌擊 せられて 生れた る ものに て、 直に 各！ 一の 反省を 求む 5迄の成効は得られ？6し 
か、 やがて 1 T 全世界 猶太 同 SU ( Al e- i Iss a ite u s . verselle .) £ な b 、 翌年 | 月 ー日には全世界にニ 
萬 五 千の 同志を 有する に 至れり 

此の釦きを以て歐洲に於ては英國に次き猶太人の住居し安き所な6し箬な6も、尙ほ楮神的壓迫は大 
戰當 時に 於ても 止 i さるもの あるを 13 めた ■例へは 巴 里の 大富豪 『カン J の ~9 セ1 £. 河畔に有する邱 
宅の如き列國の建築物5庭 £ を園内に作&、日本ょ-*も各種の蛾人 « 材料£を収-^寄せたるものな& 
VJ 言 ひ- _を極》た れ £ も 何時も： ！5两者なく寂寞た6、又佛軍中にィユパン £ 云ふ俗語ぁ6、猶太 
人に 對す .0罵詈の言葉 1- 用ひられたるか最大の侮辱は『 « 逸猶太』^云ふ意味の『ィゥパン.ボッシユ』 
« 云 ふに あ- * た bo 

又 將校か 食卓に 於" 政治 VJ 宗敎 £ の两題を論するを禁したるこ £ ぁ&、是れ當然起るへき猾太敎に對 
す 4 攻擊か » 太 出身將 校を 離れし ひろを 虛 b たる もの S 認められた bo 

文學 WW I リス*. ハレ スの如きは』 » 太人は猿 £ 犬 £ の中間に位する動物な.0>如何なる^^もな 
し、 如何な i 人に も 仕 ふ、 人は 之に 大事を 委せ、 人は 之に 戯る！ 』 VJ 痛罵せ b 'o 



以上の 如き 狀態 に拘 はらす 佛 g 猶太は 開戰の 當 初よ^' 大 に 佛國の 爲に镟 すへ きを 叫へ-*'、 其 叫 ひの 一 
端を 皋 くれは ^ 1C 9,1 :}? -b* HA ) 

『ボ ー声.„丨ゥエ火ガー少』なる猶太人『グスターブ.へ火グエ』氏に書を寄せて日く 0 
貴兄 等 文筆を 執る もの 宜く佛 w £ 其 聯合阐 の爲戦 ひ > 之か爲 天下に 呼號 せられよ、 何 S なれは 佛國の 
勝利は 民族の 解放に して .！：， 又 『エルナ レム』 への 歸還な り、 單に理 想に 過き さ b し 『シオ-- スト J の 夢 
か實 現す るな り、 吾人 佛蘭 西猾 太は 须ら <衷 心よ b 吾々 の！！！ 於 (佛 蘭 两を 指す) の爲 |: 镟 ささる 可ら 
す、 吾々 の 養家 佛豳西 か、 吾々 に 取 6愛すへき调由は三重に存在す0 
佛國は 吾々 の 祖先を 解放せ bo 

佛國は 吾々 の 生れた る 所 吾 * か 調和 善き 其の 文明を 呼吸せ る 所な bo 
佛國は其の理想か吾*の豫言者の夫れ £ 兄弟なる國なれはな60 
此の 如き 叫 ひは 佛國 猶太を して 喜ん て佛軍 中に 投せ L めた り、 佛國 に 住む * 太 人の 家庭よ b 、 少くも 
一 人の 出征軍人を 出さ 5 る ものな からん、 r アル ゼ 5 ャ』 出の 猶太 婦人 『ルル ー シユ』 は 其の 子息 八 人を 
出征せ しめ、 rf ック • ト ユ ィトン 』 氏は 五子を 出征せ しめた b ( aT - ^ * w » i - ; gfK.^.lKJ w a 
ッ nj の 諸國 よりは 多 數の 猶太 志願兵を 佛 軍に 送れ b 、 故に 開戦 當初 1: 於て 阿弗利加 獵兵ゾ アーゲ 聯隊 
及 外國人 志願兵 聯隊の 中には、 約 二割の 猶太 人を 含み、 第 四十 五師 RI 及 『VP ッ コ』 師阐中 U は 三分の 
一 乃至 半數の 猶太 A ' を 有する 中隊 あ b 、 而て此 等の 師 削 は！ ！>ルヌ』會戦以來出征しあ-0其他巴里に於 
て は、 八月 初旬 外！ 一よ b 移住して 未た 國籍を 取ら さ % 猶太 人 三色旗を 樹て佛 、納兩 文の 宣傅 文を 揭 
第三 萆世并 U 於け . c 猶太 人 ニ一 五 




猶太 # 3 E z j 六 
け、大行列を行ひ猶太靑年たるもの須く恩誼ぁる佛國の國難に殉すへし £ の意を宣傳せ&0 
此 に 於て 三 四 萬 人の 外國 猶太 人中よ- ^ 一 萬 人の 猶太 靑年 直に 採用を 志願せ しか、 賭 格 檢査の 上 採用せ 
られ たる、 七、 八 千 人 — wf p ir K i-ft p 

此の 事柄よ b 考察 すれは 將來 何者かの 使嗾に よ b 日米 開戰の 不幸を 兒 るの 日に 於て は佛 lil 初め w 
合國 側の 猶太 人は 米 画の 國難 に殉 する 爲 10稱して志願兵 £ なつて米軍に入るもの頗る多きを豫想 
し置か $ る可らす0 

又 我國の 近傍に 米國 猶太 人 か 同情を 表する 國家か 成立す る ご きは 其國か 直に 參戰せ さる 迄 も 多 S 
の 志願兵を 送 b 又は 陰に 米國を 助く るこビ は 極めて 有 b 得へ き 事 ビ考へ 5 る 可ら す 0 
旣に述 へたる 所に より、 怫國 は從 來の歷 史上よ b 猶太 人に 最も 好意を 有する 國の | ,. して、 又酋太 人 
の 最も 賴 bvj する 國の | なり、 然れ ども 具 さに 佛阈內 の空氣 を觀 察すれ は、 大戦 末期 迄猶ほ 堅固なる 
帝國キ ：義を 持せ る もの ぁ b 、 又 大戦を 勝利に 導きし 諸猛將 、智略 家中には、 隨分 堅固に 加特 利克敎 を 
奉するものぁるを以て、溪獨兩阈の如き薷骨なる猶太入虐待は起らさる迄‘、矜太か急進灼こ&太主 
義の宵 現を 企つ る 場合には、 正理を 以て 猶太 ど 爭ふ 事は 有り得へ きこ ごご 信す、 佛 lisl か 終始 露 國 猶太 
の關 係せ る 『ボ r ゾ H クイ キ』 政府に 反感を 有し 來 6し事は、以て苏|端§ものビ云ふ可き歟0 
其 七 • H 本、 支那 

以上 列蘑 せる 諸 S 以外に も、 相當に 猶太 人を 有する 國家ん る，， ご前節分 布の 條に 於て 旣に述 へたる 所な 
ち" 然れ V 」 も •-it 接 吾人に 關係少 きを 以て 之を 省略し 一言 支那に 禰 する 事を 述へ 、次に 日本に 及 はん S す 



-wlay BT 旁 3 耶游 耙元五卞八年ノ脅.14、ょ叮&り昜ォ阡片£こ、-^§£\こ.0ぐニ 5: ,^へ :~ , コ.—丨へ.ツ :1_- 请 





支那に S 東 泷明 帝の 時 (|*|^ +£ べ| ¥ 太 人は 河南の 開封 府附 近に 入 b 居住し £云ふ ^ 1? *' & 

第 十) 

一頁、 

『ゲ H ル サィユ 』 曾讅に 列した る 一 支那 官吏の 談も 之に I 致せ 6同货斑の談によれは其數約ニ千人なり 
しもニ千年を經過する間には疾くに支那文化 1: 同化し宗敎、_ 1? 語、文字、風習悉く捨て去&人純も亦全 
く 混合し 終 5たれは、今は其の影をも |^. めす£て、支那の同化カの大なるを誇れ&、果して之を具ビせ 
は、河南開封附近の產なる袁世凱な £* には猾太人の血を交へ56しやごの想像も浮ひ來る次第な6、 
然れ W も 言語は 殘ら さるに せよ 外貌 上 猶太ら しきもの 結婚に よ りて 逐次 增 加し 行く へき 箬なる に、 何 
等 外貌 上 猶太に 類似の 支那 人を 見る こ W なき 吾人の 頭 腦には 、彼等は 雑婚を なさす 又 支那 全國に 離 欺 
せす して 終熄せ るか、 或 a 一 時に' it 者 三千 人を坑 にす るか 如き 斷 ある 英 君よ 6、 異端 邪說家 S して 葬 
b 去られた るに 非す や S の 疑 も 生す (支那 硏究 者の 硏究說 明に 待つ)‘ 

現時の支那に於ける猜太勢カを說くには勢ひ外國猶太か如何に配設せらるるやを覼察せさる可らす支 
那全阈に一且り現在居住する約ニ千人の內恐らく大部は上 11')- 方谢の商權を掌捏し居-ならん又『モリソ 
ン J 『シム ブソン 一 『ファ ー ガソン J 等 支那 政府 顧問の 中に 幾何 猶太の ¢1 を 交へ たる もの ある やは 明 
確なら ざる も、 少 くも 『シム プンン 』兄 弟は 猶太 人なる か 如し 而て昨 大正 九 年 彼の 献する 所の 策は 殆ん 
£ 悉く實行せられたる所を以てすれは支那の政治に對する猶太勢カは ¥ に表：向上丈にても頗る大なる 
ものな からさる 可ら す、 又 學校敎 育 家 基 « 敎靑 年會 世話役に すら* 太 人の 入 込み あ ぅご 說く もの ある 
程なるを以て、支那學生の頭腦漸次猶太人に郡合善く導炉るるのみならす、學生の行勸に至る迄支那 
第 H 箄世界 <: 於け 2 猶太人 一二 七 



锻大研 究 一一 一八 

固有の 特長を 失 ひつつ ぁるを * ゆ、 其他卷 以 g MS 策 他 英佛字 新聞 も 猶太 人の 操縱 する もの 多く、 『シム 
ブソン 』之 が 牛耳を 執る を 以て、 最も 重要なる 言論 機關は 猶太 人の 手に ぁ. CS ご 謂 ふ 0 
又 孫 逸 仙 G 如き 米繫 南方 派 か、 米阈に 於て 不知 不識 の 間に 禅何檠 革命の 思想を 鼓吹せられ たる か 
を 考慮す る f は、 北の方 中央 IQ 周® & 太の 微風 吹き、 南方 J 亦 fgf 荒む 情 態なる を 
以て 支那の 南北 融和は 内外の 故 ^ を 取^ 〇 去 6猾太主義の露骨に行はれ得る日に至らは直に實行す 
へ<、其迄は之に反對する分子の除去を徐々に行ふのみにて急遽に來るこ £ なからん、而て » 太主醆 
か 目標 4 る 所は 遠くは 宣統 帝、 近くは 段膜瑞 一派な 6 しか、 次に 來る へきは 張 動 一 味の 復辟 派、 張 
作霖其 他の 督 軍の 順番な 0、之等の固老除去せられ、米國仕込み又は北京に於ける之等_ ||10 の學風に 
染みた る 青二才 か 各省 Q 上に 立つ Q 日は、 g ち 南北 融和 成. e 、 支那 か合蠢 制度を 取 上 昨年 支那を 
視察せし佛國元首相『パン-ルぺ』か歸闕後發表せる所見}得る日にして、支那の米國化、猾太化を實現 
し 得る の 時 至らん 0 

日本は 約 四 & 人の 猶太 人英 、米、 獨‘佛 、溪 人の 阈籍 にて 東京、 橫 溶、 神戶 、等に 居住す る も 國籍 を 
取. 〇 たる 繫 人殆ん >」 sf ん W 5 ( 零は 篇 の 爲に f し 其 他 英米人の t 日本に 居住し 歸 
化を許 .$ れたるものの中に淅太の血ぁるゃ否ゃは詳ならす) 

故に 前に 述へ たる！^ 强 G 如くに、 所謂 獅子 心中の 巔 (9. ) なく 此點に 於 一 」 H 木は g る 政治 Qg 簡 なる 課 

にて、 朝鮮 問題の 如きは 列國の 猶太 間 題に 比すれ は 易々 たるの み ^ 考ふ 0 

從て 日本には 根底 ある 猶太 勢力なる もの 無き 害なる か實は 三 筒の 方面よ bte に 侵入し あ 60 



树太 新聞 『ジ> パ ン 、アド ゲアタ ィザー』 の 如き 言論 機關及 之に 共鳴す る 傾き ぁる 邦字新聞 雑誌 





1、猾 太 新聞 『ジ > パン、 ァドゲ ァタ ィザー』 の 如き 言論 機關及 之に 共嗚 する 傾き ある 邦字新聞 雜誌 
(中には 猶太 解放ょ b 起 b たる 文字を H 本に 取 6『解放』ビ名つくるものすらあ6)0 
一一、 社 曾黨 、勞 働黨を M して 來る 0 

三、 猶太 人 『マルクス』 等の 學 說を授 くる 高等 敎 育ょ b 來る もの。 

殊に 日本人は 英語を 讀む もの 多き 爲 英米の 猾太人 か 我 か大學 敎授や 社 會黨 中の 學者に 宣傅 する に 非す 
や£の疑を生する場合屢々あ60 

然れ S も 日本の 一般は 未 打 猶太の 典 情を 解せ す、 世界の 猶太 禍を叫 ふを 以て！ T* ィゼ U の 黄禍を 解へ 
たる |: 比し平然たるか如き學者すらあ&、『チャンパーレン』其他の眞面目なる猾太研究書か日本の學 
者の手にょり研究せらるるに至れは”本人の覺醒を見るに至らん。 

然らは 無意識な から 日本 帝國の 針路は 事實上 猶太の 都合 善き 万に 向へ る や、 否や i a ^ N . tJ ‘ B : in l ; 
彼等の都合善き方に向ひつつあり£斷言するを惲らす、其の是非 |: 就ては次章に於て述ふる所あ&ん 
も兹 |: は唯知多政府の責任 3) る一大官か四王天大佐ビの會談中：1:本か或る見ぇさる勢カの指導にょり 
動かされた b 5 •」言へるこ £ を繰返し置くに止めん £ す0 

前述の如きを以て我邦に起れる反猾太思想も單に我に寄を及 |5 すの虞あ6«するものな ?» か如し、果 
て 然 £は恰も馬か怪しきものの近寄るを見て何者 £ も見別けす之を蹴るの類 |; て>『チャン ;, 丨レン』 
の 如き 纒 6たる、哲學上の根據あ 4 反猾太論の比に非す £ 謂ふへし询後章に聊か思見を開陳して大方 
の叱正を乞ム所あらん £ す0 

第 H 箄设羿 に 於け る稱太 人 I ニ 九 



第三 節 猶太 人の 新 傾向 (しおにず む) 

此迄說ける所に從へは全世界の猶太人千三托羝人は勿論、混血兒を交へたる之以上の猶太系のもの 
は 全く 同胞に して 同心！ 體 のなる か 如ぐ 兄え たるな らん も、 如何に 猶太 人 か 神秘的の 人 純な b ご 進 
も 何等— きに 非す 左」 今— 現泛 たる 分類の 趨勢— 來の趨 fl する ■に 供 せん 

猶太 人力 五 千六^! 八十 二 年の 古き 歷史を 有し 今 財 ほ 其の 信す る 所を 改めす 外部ょ bQ 迫害 撕 々甚だし 
けれは 其 結東廉 々堅固な 卜しは 世界の 謎 ど して 驚嘆に 値する 所な り、 然るに 近世に 至 b 猶太 人の 一部 
に 多少 思想の 動搖を 生じた るは、 西歐の 物質的 文化 科 學發 達の 爲な > 

從來 猶太 人は I に敎 へられた る fr - m 主 か降來 すへ ぐ、 而し 一」 其は 完全な 文 格— へたる 救 
世 主にして 『パレスタィン j を 復興し 玆 に 先祖 傅來 の ^ 民 的 生活を 爲す に 至る ご 確信し、 現今 放浪 生活 
をな し 難行苦行を なしつつ— は 吾等 祖先 ^ 罪科の 酬ひ にて 之は 致 方な し 之を 城へ 得れは 即ち 造物主 
たる 神は 我等 積年の 雷を 達成せ しめ 賜 ふ も？ 信しつつ f しなり、 然さ 西歐 文化 殊に 科 學の發 
達は 某 督敎窜 r - 懷疑 派を 生した る，、」 同様 猶太 敎 徒.」 も 亦 不信の 徒を 生し、 無神論者を 出す に 至れ 

るへ く 吾人の 放浪は 全く 壓迫虎 待 等人爲 的の 事柄に し 一」 神の 試練に 非す、 旣に 放浪 か人爲 的なる 以上 
は 之を 人爲 的に 旗 正す る 方法な^ j 可ら す、 郎ち 吾人は 自己の 努力に よれ 『パ ニ タイン』 を 復興し 



泫 Li 民 疾 妁生活と卺まんご云ふにぁ5、 !11 ら盼荇 ^ 呻秘妁也か仁頃にして、浚 «* ^ 晃耗妁自カ衣顆な 





玆に 民族的 生活を 營まん W 云 ふに あ り、即ら前者は神秘的他カ本願にして、後«は現«的自カ本願な 

b.o 

第三者ょ h 觀れは 孰れ も 一方に 偏す る 議論に して 東洋の 所謂 人事を 进し .て天命を待つ £ 云ひ、西洋の 
汝を 助けょ、 天汝を 助けん £云へるが完全なる »1 方にして前記猾太の兩者を綜合して始》て完璧を期 
し 得へ きか、 右の 如，- 『シオ- 1 . スム』 J 主 ごする 所は 何時 迄 も茫漠 ;£ る夢の如き豫言 (- 民族國家の再雄 
を 希 ふ ¢¥ は 徒らに 時間を 空 费し 、其 間 外界の 惡風は » 太 人の 信仰を 破坺 し、 民族的 結合を 破る の 虡 
あるを以て兎も角何れかに結合の核心を目に見ゆる所に形造らさる可らす、而して之には祖先發生の 
聖地『パレヌタイ！\』，ハ復典を以て最も適當なるもの !; 考ふるにあ6、此の事業を唱へ初めしは、千八 
百 十八 年 米阈の M S , 3 -i MI ' l Ni - な b しか 實際一 j ■パ； 一 スタイン』 に 小規検 ながら も殖 K を 行 ひ、 
米國 猶太 IT ノア』 の 理想を 宵 現せし は、 千 八 百 七十 年 Mikv.eh Israel !-: 於け る 跬學 校內の ユ = オン、 イ 
ズラユ リット， f なる # 太 協 # の 手に て 始まれ b 其 後 十 年を 經千八 百 八十 四 年 clleiz s ' a 即ち 『チ 
オンの 敬愛 满』 ぐ」 云 ふ 協 ^ は 尙 一層 大規模に 之を 行 ふこ. W S な b 之には f " スチ ヤイ ルド』 男裕 補助を 
與 へな b 又 千 八 百 八十 ニ 年の 頃、 露 _ にも 此の 秤の 運動 起 &、 » 太 學生 及® 國者等 は 『 パレスタイン J I . 
祖國の 旗を 11 へさん こご ^ 謀 b 、 率先 殖民を 試みた る もの あ b 、 此等 開拓者は 古代 希 伯 語を 復活せ し 
め、. 之を 以て 新 f パレスタイン』 の國 語た C しむ 可し £ 宣言せ り、 勿論 彼等は 千 辛 萬 苦せ しが 族 國 『シオ 
ン』 後援 會は 陰に陽に 彼等を 援助せ しかは、 彼等の 希望は 漸次 其 步を 進め 居れ b 、 又西歐 にあ 6 ては 
平等の 權 利を 獲得せ る 猶太 人は 随所に 其 頭角を 溝は し、 商工業、 政治、 經濟 並に 學術 諸方 面に 牛耳を 
第三 隼 W 界 U 於け* 猶太 人 一 = 一一 
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掌握した b L を 以て、 玆に反 猶太 思想 再 ひ 勃興し、 獨 逸ょ 6 始ま b 佛阈に 威を 根 ひ坱 匈國 鞴 馬 尼及葙 
西亞 に擴か b. K 西亞に 於て 猛烈な. 0しこ £ 前 « に谷國の部に於て述へたる所な6、然るに此反動£し 
て 射 太 人の 愛國 熱は 著しく 勃興し 來れ 60 

時に 維也納 生れの r へ ダ ツル j 博士 ( 『ノイ H、 フライ 文、ブレツス』の文學部長)なるもの新聞通谭員£ 
して 巴 里に ぁ b しごき 彼の 同胞に して 『H ミール 、ゾラ』 の 友人なる 树太 人佛國 砲兵 大尉 『ドレ フユー 
ス』 の寃 罪を 蒙 6國法に照し處刑を受けたるに愤慨し(寃罪な6しや否やは後に論すろ所ぁるへし)民 
族 解放の 爲 一生を 犧牲 にせん W 決心す るに 至れ b、 千 八 W 九十 六年獨 、英 、佛に 現 はれた る 『猾太 人 
の 固 家』 なる る册子 の 著者は 即 ち 彼れ 『テオ ド 水、 へ ルツ V』 博士な り、此小册子は飛ふか釦<に賣6 
盡 3 ；； 又各國 語に 飜 _ され 全歐洲 の 到る 所に 讀まれ た bo 

『へぐソこ博士か與へたる此の術動か如何に當時の猶太人に響きたるゃに關し千九 |¥ 十五年巴里ょれ 
現 はれた る BT ハ ブス ブ 火グ」家の帝政』なる書中に著者『アンリ1、クイツクハム、ステイード』の叙述 
せる所を州用するは强ち無益に非るへし。 

『ノィエ、 フライ エブ レ ツス』 の 文學 部長 『テオドル、 へ ル ツ少』 か 『シオン』 a* 動の 初 動を 與ふる や、 
埃匈阖の知識階殺に旭する靑年猾太人は全く岐路の上に立たしめられれり、即ち從來外界£の接觸 
にょ^' 父 組 傅來の 信仰は 薄らき、 『タル ムード 』 か 結 ひたる 束膊の 鐵鎖は 除かれ、 而て 之に 代る へき 
ものは 懷 疑哲學 の 外 何者 も 無く、 而も 其の 懷疑は n を 追 ふて 破廉耻 的に 進みた 6 しな b、 多くの 猶 
太靑 年は 其 本來の 自然を 離れ 去 b、 滔 々して 『ゼ ル マ- 1 スム』 に 合 | する の 傾向を 有した.^、 政治 上 




思想 上 心中よ h 獨埃 人 ！; Kb 濟 ましたるもの少かちす、然るに一靑年 * 6多年經驗の結果猶太人は 
終こ『チウトン』人たる能はす、『ユテイオビ +. 』人は終に其皮 « ゼ逬へ得ざ 2> 事恰も豹か其班點を去 
b 能は 36 £同じ>こビを目覺し、煩悶の結果自殺せ60 

此の 如き 薄志 届 行の* に 向つ ては 『へ 火 ツ 少』の打てる警鐘は典に天來の福昔£響けるな&猜太靑年 
は 之に 依^ •て 自尊心を 得、 民族遇去の春れ £ 其金剛心£其 ^| 1^其勝利 £ 其の艱難 ); 其迫害 2£ 其 
抵抗力 « を以て却て誇り « するに至れ6之よ&以後は世界を正視し、精神上、智識上豊富なる其理 
を 取 6、基督敎に多似の»人を與へ、世界人類の宇數に一神敎を傳へ、永久的に其思想にて世界の 
文明を 餐 び、 近世 商業 取引の 遺 b 方を 割 b 出し、 ® 秀な 6爇術家、#優、歌妓、文學者を如何なる 
他の 民族 ib も 多く 文明 世界に 供給した る 猶太 民族に 屬 する こ W を 誇 する に 至れ bo 
『シオ- 1 スト 』3火花を以て點火せる輿火樂の燃燒は以上の如き狀態 £ なれ1 
右點 火の 効果は 『ウィン』 大學生 中に 最も 迅速に 最も 滴 確に 及 ほせ bo 

其 當時迄 は 猶太 大學 生は 輕 侮せられ 時 ;: は 虐待せられ たり、 職 某に 就く には 膝を 屈し 主 袭の錄 ft を 
現は 3 す、 棵めて 程よ く 又は 特別の 保 雄 引 立に よるに 非れ は不成 効に 終 b しな- o '、 『ア 夕 アン』 人 棟 
の學 生よ 6打れれ又は面に唾せらるるも直 1'- 鐡筝又は權馬 4 , 以て之£抗爭す6は«»て稀な&き。 
然るに r シオ 一一 ズム J U 彼等に 勇氣 を與へ 彼等は 協會を 形作 bH 育を 興し 劍術を 修む るに 至れり、 之 
よ b 罵詈には 罵詈を 以て 答へ、 騸 て 獨逸の 劍 士も 猶太 靑年か 『 チク トン』 靑年 £ 決間して » 手を傷け 
得る こ « %• 悟 b 、 又 猶太 學生か 大學の 最良 射手 w 爲 b たるに 氣付け b 、 今日に 於て は 『シオニスト J 
第三 幸 世畀 1: 於け 美大 人 -I 




» * 研 究 1 3 四 
學生の 特別なる 赤頭巾は 他 M 大學生 級合のものと向樣に «: 敬を受ぐるに至れト 0 . 

此“ 力を 得た るは 獨 -C 大學费 i; — す、 他® 猶審年 も 亦 正面を 向 ひ fs ヒて步 み 
彼等の 祖先を 顧み 民族の 將來を 考へ 得る に 至れ. 〇 云々 0 
『へルツこ博士は猾太人的熟血賓にして土耳其帝政下に『パレスタイン』共和國を建設せん£考へ盛 
に 『ハレ スタイン』？— T 此關 係に 就て 7. スラ ニ、 j 丨 ヘン』 は 其 著# 『近世 猶太 生活』 1 一 百 

二十 九 貝 中！.： 宗敎的 博愛 的 運動は 民族的 政治的 運動 S な b — chili 政治 J- シオ，- ズ ニ 
に ® 態せ bod 論せ ヶ 0 

d5 SOI— 1 3» » c£rs~ 11 bo =5-=§-- 

cllcvevel Zionism billon Political zrnisl? 

r ヘルツル』 博士の 呼號は 忽ち 世界的 wt 翌千八 & 九十 七 年には 瑞西フ 丨ゼ ル』 に 全世界 猶太 人の 第 
IE 代表 會 開催せられ、 f へ, 二』 之 か 議長 S なれり 此 際 政治的 『シオン to は f 猶太 人の f 「ハ 
レス タイン』 阈を 建設す へし VJ の 目的を 公表せ 60 
此の 宣傳兰 十筒國 1 語に て® に 世界 各地に 行 はれし か S 、 

嘉 s —强な る 丈 白 I しか— 0 

『ヘル ニ J 博士は 土 耳 其 帝、 糞 法王 及英— 眩—— 見した る も、 土 5 ょ b 『.ハ レヌ タイン』 を 
L & 博士は 之を f せし も東歐 Qf シオン fe 員 過半 數を 占めて 之に 反對艺 かは 此間 題は 不成立」 



千 九 西. o 四 年 『へ ^ ッ U 博士 永眠し 『シ オン』 運動は 玆に ー時浞 亂中絕 の 姿 S なれ b 但し 『パレス タイ 
ン』 には 逐次 小規模の 基礎 固 i' 『へ ブライ ，|語の新聞雜誌發刊せられ、近代詩人小說家劇曲家等の 
之に 共鳴した る ぁ bo 

從來 r シ .オン J M の總木 山た a 世界 『シオ = スト』 協會 は、 唱導 者 『へ 火 ツ 少』博士の關係上雎也納に 3) 6 
しか ヽ 博士の 沒後 倫敦に 移 6 後ち 又 伯林に 移りた る 事情は 先に 櫊逸 に 於け る 猾太 勢力を 說くに 方 b 說 
明した る 所なる か 其 後 革、 米， 佛 ，獨 、露、 埃、 伊、 瑞. 四、 白耳義 、和 蘭、 土 耳 其、 羅馬 尼、 勃 牙 利 
埃 及、 南阿、 及 『アルゼンチン』 諸國 には 『シオ-一 スト』 描 食の 支部 > 更に各地方には又其の支部を爾< 
に. 至り 漸次 統一的に 赴く© 傾向を 生しつつ ぁ b た bo 
此 くて 大戦は 至れ b 『シ .オニス ト』 の 總本 山は 中立 國和蘭 の 海 牙に 移れ &o 

大戰間に於ける英、米、 » 太か如何に其政府を動かし猾太解放に努カせしかは前節 1. 說ける所にして 
1般射太民族解放に百步を進めたるは明かな6殊に反»太的態度を持せし葙西亞、»逸等の崩壤は猶 
太 人に 取 b 非常の 幸福を 齋 らした るか、 之 以外に 尙 ほ看過すへから .5 る獲物ぁ6た5、即ち土耳其か » 
逸側に立つ |: 至&、面も敗戰に終りたる關係上取國か土耳其を壓迫す 6 に便とな6たるこ £ 是なら0 
猶太 人が r ガリ ボリ』 半島 方面 作戰 には 進ん て 志願し 英 軍に 従軍した る こ W、 竝 に其後米國及英本國ょ 
b も 猶太 人の 志願兵 か 英國 『アレン ビ ー』 將軍 5麾下 |: 入-0衮鬪した.るは全く右『シオ_|スム』の運動に 
熟 中し、 聖地 恢復 rc ス ■タイ： ン .一復興の實現を希ひたる爲なるこビ明な办^^-^レ^^^ ^ 世の歌 
第三 翠世界 |: 於け5稱太人 こ.1 一 五 



洲戰史 を硏究 する もの 宜しく 一般 戦 畧戦術 上の 著 眼 以外に、 列强 政府を 動かし 得る 猶太 人の 利害 問® 
を も觀？ るの 必 S り、 況んや 其 後 S 伯 利 出征 戦史の 研究に 於て は 其 必要 | 靨大 な J す 0 
尙 r シォン』 連動に 1大動カを與へたるは英國にして、千九；白十七年十|月ニ日、時の外務大臣「バル 
フォア』 は 猶太 人 『& スチヤ ィ火ド J 卿に 左の 宣言を 與 へたり 0 
英國國 王 陛下の 政府は 猾太人 か 『パレスタィン』にーの國家を建設するこどを承認し、且つ此の目的 
を 貫徹せ しむる 爲に 助力を 與ふ へし 但し 之 か爲 『パレスタィン』 に 現 住する 獪太人 以外の 人民の 市民 
欉及宗 敎上 G 權 利を 侵害す， 0 こ VJ 無 かるへ < 、併せて 諸外國 にて 猶太 人の 亨 有する 播利焉 治 的 位 
置 を 害 ふか 如き 何事を も爲 すに 非 さる こどを 明言す 0 
之 vj 同時に r ハル フォア』 は 7 スチ卞ィルド』卿に書を贈办、右宣言は『シォニスト』に周知せしめられ 
度&を附 3 せ办0 

之 の 保 W は你國 、伊太利、 秦朦 ，『セル ビャ』、 和 蘭、 『シャム』 の 諸 政府ょ b 附與 せられ、 最後に 
米 觸は土 耳 其に 對し 交戦 W 態に 非 6 しも 『夕 ニ ソン』 大統領は 亦同樣 の 厚意を 表せぅ。 

此 くて 树太 人の 『•ニス タィ NJ 復興 連動は 世界大戦の 禍に乘 して 成 効の 途に向 ひたり、 昨 大正 九 年 ニ 
月 一日 米國の r シオ 一 I スト』 一派 か 『？ ン ニグ ァニ ア 、ホテル』 に米國 海軍 大馬 ダ-一 エダ』 氏を 招 寺し 

晚馨を f 2 席上 SIG . KSS して f の 財 的 方面に 於け る f # 力の 第一流 2 者た 
る r シッフ j 氏 か爲 したる 演說に 日く 0 

『ノレ スタイン Jg に 1 T シオン』 間 題に 於て、 『マック j 氏 ビ余ビ の 間に 意見の 一致を 缺ひ たのは、 ^ き 



以前の 事て は なかつ た、 而も 今日 余は 當 日の 『マック』 坎の一 n - 一 句に 悉く 同意を 表しょぅ どす る、 






以前の 事て は なかつ た、 而も 今日 余は 當日の 『マック 』坎の一ー 7? 1句に悉く同意を表しょぅ£する、 
其の 何故に 然 *や (1 佘の玆に言ふを欲せぬ所てあ6又玆に論す 4 を.及せぬ所て.3る、唯吾人の最近 
に 逢着した S 怖す へき 事件 即ち 世界大戦 爭か 『パレスタイン』 問題を 解決し r つたこ W を 言へは 足 
る 0 

猶太 建國の 事は 今日に ては 最早 淪瑛 すへ S でない、 吾人は 英國の 主權の 下に 立つ 猶太 本 國以外 更に 
多くを 望 主ぬ、 吾人は f •之を 以て 滿足 すへ きて あつて、 遠き 將來の 事 詳しく 言へは 『パレスタイン J 
に»太木國建設以後に於ける猶太人の政治的地位の發展如何 £ 云ふか如き將來の事を全ぐ考廉の外 
に罱こぅ £ する0 

熟 心なる 國家キ ：義者なる諸君ょ、諸君は若し正當ご信する有らゆる目的を達せん£せらるるならば 
今日は 寧ろ 單に 『パレスタイン 』に本國建誼の爲、全カを寒けて努カしつつある人々に金錢上の助カ 
を與ふるに止めらるるに如かす、此は一秫の反語のやぅ |: も聞えるが而も疑ふ可らさる奠理て * る 
諸君ょ、 試に 今日 當 地を 去 5 て 諸方に 遊說 し、 聲を大 にして 吾人 i 『猶太 國』 姐 設の爲 め 『パレ スタ 
イン』を指して移動し居るこごを公言せられょ、諸君の此の行動は鼸がて『猶太妒國』建說すら不可 
能に 終らし むる て あろぅ (中略) 『パ i スタイン J に 猶太 本國を 建設す る こ « はニ十世紀間に百了ての 
憧憬てあ 0 た、吾人捎太人の現在住居する土地か其の本國てな_いこ £ は、今や旣定の畫 £ なつた- 
余は之に就て何等の理由を究めょぅ£もせぬ(中略)要するに今31の吾人には『シオニヌ>』問題は旣 
に 問題て は 無い、 吾人の 現ら く 諸君ビ 力を 戮は せて 解決す へき 間 題は 即ち 『パレスタイン』 間埋て あ 
第三隼世弁 |: 於け*0搞太人 ニ 1 一七 
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る 云 々0 

右の 演說は 聽 衆に 大なる 成 勘を 與へ 『パレスタイン』 復興 會基 金への 寄附 金、 其會 合の 席上に 一 萬 弗な 
6 しもの 右の 演說 にて 忽ち 三 离五千 弗に 上れ. 〇 ご 云 ふ、 以て 米國 猶太の 『パレスタイン』間題に對す& 
趙向 £ T シオ- 1 スト』 中の r ハレ スタイン』 後 典 派の、 差當 りの自的を察知するに足る £ 共に、他にシ 
ォン Jffl の 目的は 1 r パレスタイン j 復興の みに 非す して 之 以上の もの ある こ S 明瞭な bo 
尙 ほ 前記 『 パ， フォア 』の宣言 £ 『シツフ』の演說 « を確め、世界大戦か跗太間題を解決し了れ& £ の放 
言を 裏書す るかの 如くに 見 ゆるは、 咋年 四：！：； ニ 十五 « 『ナンレ11<』曾議 (- て議定を見たる聯合國對土耳 
其條 約 © 第三 章に r パレスタイン』 を 『ノン ボタ"、 ヤ』 r シリ ヤ』 £ 共に 英® の 委任 統治に 附する 議決に 
て英 國か變心せ ? 4以上は、.之にて阈際的に猶太人の『パレスタイン』復興は保證せらるるに茔.0し 
な^'、 然るに 此處に 障害を なすは 同地 方の 回敎 徒， 0基督敎徒なり回敎徒は间地方に於て多數を占め且 
つ ル サレ ム』 は 亞 剌比亞 A の 目して 1 r メジナ』 以上の 聖地 £ 見做す 所に して 之を 全然 猶太 人の 手に 
委するを欲せす當地方に於て接觸する貴族、有識階敍の亞剌比亞人は勿論、低級の间敎徒に至6迄、猶 
太 人の 『パレスタイン』復興を喜はす、爲に昨年度に於ても » 太人に對する回敎徒の壓迫『ボグ！>ム』の 
報 ®' 々 傅 はれ b、 若し 英國に して 正統なる 委仟 統治 權を 行使して 亞剌比 人を 壓 迫し 猶太 人を 保護 せん 
か、 间敎 徒は 忽ち 起 c て 英國に 反抗す v ぐ獨逸 側は 回敎 徒を 使嗾して 『 アフガニスタン 』 波斯は 勿論 印 
度の问敎徒を叛亂せしめ、以て英國の存在を危せん £ するに至るへし、哈财賓『パレスタイ'ン』度典會 
のある有カ者か31本の官逋に對し、3;本政府か『パレスタイン』 & 典運動に支援を與へらんこ £ を希 



襄 亡 し ^ きよ、 电孥 



5 |:せしか如きは、彼等の苦衷を示するに充分なト £- す、 

此 上英國 政府 か 自己の 對猶太 政策 即ち 『パレス クイン 』极典政策を實現せんごせは勞農政府內の猶太分 
子 £ 結んて间政府を抱き入れ以て過激派か獨逸£共に中東に於ける回敎徒を操縱せ 3 る如<妥描する 
の外なし0 

然ら は勞農 族 國內の 猶太 分子は 果して f シォン 』阐運動を如何に見るや單に『シォン』明の宜傳のみを讀 
みたる ものの 目には、 『シッフ』 の 演說の 如く 『シォ ン.』連動の可否等は旣に問題に非すして『パレスタ 
イン J の 復興を 如何にす へ §やの實行問題のみか猶木人間の問題なるか如<考ふるものあ£んも、是 
れ大 なる 誤な &、此に於て現在猶太人間政見の相違を叙し之に對する觀察を述へん £ す、而て哈爾賓 
に起れ4確實なる事實を以て立證せん£す〇 

大正 十 年初め 哈爾賓 の 猶太 協會に 議員 選舉 あ， 造物主た る 噍 j の 神を 信ずる に 於て | 致團 結せ る 彼 
等猾太 人 も 政見には 谷 種の 相違 あ b て 左の 九 派を 生せ. 00 
一 第 If r r メドウ . U (合同 派 | 名舊敎 派) 

ニ 第二 『アフ ドク ス J (馬 家 溝 合同 派) 

三『アフドクへブレチジン』 (宗敎 合同 派) 

以上 三種は 右の 細別 ある も、 要するに | 致團 結を 主義 £し 多くは 相當 年配 以上の 堅固なる 信紳 家な り、 
即 t > 人格を 備へた る 救世主の 降來を 堅く 信仰す 0 

四 『ユデ イシ _エ ス .フォルクス. パル チイ』 (猶太 國民黨 ) 今ょり ニ 年 前 『シオ, I スト』 ょ b 分れ 別に I 派 
第三卑*界 |: 於け《58太人 | 三 九 




射 太砷究 • 1四 0 
をな すに 至れ 6 中立に して 猶太 民族の 結合を 画り 常に 圓滿を 信條ビ す、 從 つて 破壤 に反對 する 譯な b 
五 『シオ-一 スト j ( r パレスタイン』 復興 派) 

六 『ボア レイ チ オン』 (社會 民主 黨) 

七 無 所® 

八 『 ツ h イレチ オン』 (『ジオ-一 スト j 社 會黨) 

右 四 团睐は 何れも 『シオ-一 スト』 なる か、 五、 には 資本家 多く、 六、 七は 社會 民主主義な b ( poalei — 
zis ) ビは 『へ ブ. リウ J 語に て 『シオン』 の 勞働者 w 云 ふ 意な b )、 社會主 義を 『パレスタイン』 に 行 ふを 以 
て滿 足す る 一派な bo 

凡て 此 等の 『n ム -I スト、 グ， 1 ブス』 ( oomlniBtgroups ) は 猶太 解放 ^ 以て 歷 史上ょ 6 する 絕對の 必要 
ビ認むる事は何れも執拗に唱濞する所なるか、何時、如何にして猶太壓迫を全然終熄せしむへきやに鬭 
し 猛烈なる 諭 戦を 交へ つつ ぁ b たり、 然 ri s も 一度 外部ょ b 生活の 脅威を 受く るか 如き 場 分には 堉に 
阋ぐを止め、相結束し、不成効もぁヶし炉革命騷動を以て外敵に » し自衡の處置を講し來りしなり0 

へ ゴーへ 著 新 猶太) 

广生 活百 七十 九 K 、 

九、 『ブンド』 (極左 黨) 

『ブンド Jw は 千 八 百 九十 七 年 创設せ られ たる Allgemeiner Jiidischer Arbeiter Bund in Riland 
Polen undLittauen の略稱 なり、 絶えす 露 國の 猶太 人 居住地 域に 社會 主義の 宜傅 文を 送 b 熱心 宜 
傅の 結果、 千 九 百 〇 五 年には 旣に三 萬 人の 組合員を 有する に 至れり、 勿論 『コム ム- 1 スト、 グル 



1プ』に思す0" 17 «' 帛\」_ +2 辦|}今：：1極東に於ける«龀主義の猾太人は槪ね皆之 1- © す <>- 
而して 右の 猶太 協 曾 謠員 選 * .運動は 白 熟し 『コップ』の投合ひを生したるこ £ は前既に記せる所なる 
か、各黨各々宜言«を猶太人間 |- 配布せ-=-當時入手し得たる四秫の赏傳文は單に彼等の分類を知，<!に 
必要なる のみなら す 猶太 人ビ過 激派 £ の關 係、 英國の 猶太 同情に 對する 猶太 人 一派の 觀 察， 從て 英潘 
關係行惱みの奠想等をも窺ひ知るを得るもの50認め左に揭載す〇 
I 、 『ブンド』 の宜言 

今=の瓧會は『ブー少ジョァ』 £ 『プ|1レタリァ』とのニ階級に 1«; 分するを得、而して猶太國を従 
興し 政府を 樹 てん S する ものは、 貧民 擁護の 假面を 被れる 資本家' め 手先な b 、 猾太 人の 全勢力 
は資本家打破 |; 集中せ ? る可らす0 * 

『パレスタイン』 に 猶太 画 政府を 建てん こ w を 劃策せ る 『 P イド ジ ' ml ジ JJ * バルフ ォ — r J 『„, 丨 
ル ラン』 等は 猶太 人を 肓人 w 認め あるな らん。 

«° 太 人は 纽 らく 赤旗を 押 立て 資本主義 ご 戰は S 4 可ら す。 

猶太 勞働 者を 擁護す る ものは、 1 T ブンド』 以外に ある こ S なし、 彼の 1 * ゾォ ン』 BI なる ものは 唯英 
国の 利益を 主眼 S して 猶太 人の 利益を 無視 し勞働 者を 奴隸視 しつつ あ- = '、吾人は 飽く迄 彼等を 
排斥せ さる 可ら す 0 - 
波 蘭の 一 責任者の 談 にょれは 英國か 『パ Z スタイン』 復興に ょつ て亨 くる 利益 中には 地中海 沿 
岸 『ャー ファ』 港を 英 國港ビ なすこ VJ を 含む ^ 云 ふ、 此の 港は 行く行く 軍港に 改め 『ジブ ラル 
第三牮 世 羿に 於け る 猶太 人 一四 I 
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タ 少』『マ少タ』£相俟ち地中海の要點を占め殊に『ャーファ』には『スエズ』を扼守する重任を 
與ふる ものな bw 、 疑は しき も 參考迄 0 
ニ、 『シォ- 1 スト』 派の 宣言 

異邦に離散しぁる猶太人は、悉く其所在に於て自治機關を設け『パレスタィン』復興建國事業 1- 
從事 する を 以て 猶太 民族に 對 する 義務 £ せ 3 る可らす。 

捎太 自治 削は K 主 主義に して 自治 制を 採れ 獨立 獨步な ら 5 る 可&す 0 
『シォ- |スト.|派の着手せん£する事業左の如し0 

ィ 、猶太 人敎 育文 化の 普及を 計る 爲學校 及體育 養成 3機 11 を設け>捎太固有の學兹及猶太語を 
習得せ しむる こ £ 0 . 

6、宗敎々育の普及を計るこ£。 

ハ、'»太人か職業に就き殊に農業に關する便利を計るこ £ 0 
_|、 本 國の 移民を 援助す る こ so 
ホ、 建國 事業に 盡カ する こ £0 . 

へ、簡易食堂及宿舍を設け勞働者を援助するこ !? 0 
三、無所遒黨の宣言 

猶太 民族の 生命は 其の 歴史 S 密接 なる關係を有す、現下社會的铋化激烈なるに拘らす民族褚神 
の要求たる宗敎は、猶太民族 !«| 結の重要なる基礎な60 



女 . f 爱 ® 、 )» ら 4. •汝 #1 ?) 8 a 垄 . JJtlit . e ' i - i } •少女 Al i 科 a ® •せし ひるを ® 




故に 吾人は 猶太 敎 を 援助せ さるへから す敎 育の® 遠を 計 b 少年少女を 無 科 就 學せ しひる を 要 
す、語學は民族の椅神た 7- 猶太語を敎授し尙必要 1; 應し外國踣を敎授せさるへからす0 
之か爲中學校、猶太敎會、幼稚園の發達を披助し夜學校竝に峨業學校の開没を期す貧民救助の 
爲病院、#老院"及宿泊所の完備を期し食堂、情報局、移民局を開設す0極東に於ける猶太人 
© 〇 ^ 〇 .6 〇 妒 &° ' 1 & 0 » 0 « 〇 にあ 4 吾人は常に民族の利益を仪護し不利益を俳す.0に努カせ 3 4可らす〇 
四 猶太 國 K 黨の宣 言 

吾人の 行動の 出 發點は 人類 か 人類の 束縛を 脫 したる 人類 榈人の 理想」 あ り 、此の 理想に 填 かれ 
て 猶太 阈 K 黨は 自由 民主 黨£相提携して猶太坟族の精紳界に於けろ民主々義£自决主義£を主 
張せん £ す、蓋し民主黨の主張を實施するこ£は猾太§|族の發展£なれはな-=>0 
以上 通說 する 所に ょ 6 猶太の 新 傾向 『シォ-一 ズム J なる もの か 英國の 支援者 並に 『シォニスト 』 自身の 考 
ふる如く軍簡なるものにあらすして種々復雜なるものなるこどを了解し得へし。 

而して 『 n — ヘン』 目 身 も 自白せ る 如く 之 等の 睹分は畢竟内部の礙分に過5す苦し外部に對する £ きは 
全く 打て 一丸 w なし 得る ものにしに して、 全然 仇敵の 如き ものに 非す、 軍の 編制に 譬ふれ は、 步期砲 
エ輜重の各兵科ビ航空兵科£を有す6か如し、縱隊£全く離れて航空隊か側方に活動するを見て航空 
隊か脫 走せ b £ 言は ば 誰か 其の 愚を 笑は さらん や、 挺進した る 航空機 か 友軍の 方に 向て 歸航 する を 見 
て 敵に 通し 友* を 攻轚 する もの S 判 斷せば 誰か 其の 無智に 驚か？ らん や 『ブンド』 か 即ち 其 航空隊なら 
さる や、 帝國に 於ても 平時 陸軍は 陸軍の 爲に說 き 海軍は 海 主 陸從を 說き 各々 己れ の 任務 遂行 上に 必要 
1 零 糞 に 於け S # 大人 I 四 三 
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なる 宣傳に 努むる 場合 あるへ きも、 j 且緩 急の 生す るに 力て や、 陸舳 m 同 作戦は 完全に 行 はれ、 以て 
交戦の 目的を 達した るは 史乘に 明かなる 所な- 〇〇 

祐此躕係に就ては後節に於て詳論し以て世の桝太人を誤解し_視するものの參考に資する所あるへし 

第 四 節 猶太 人 VJ マツ ソン 結社 

『マッソン J 結社の 硏究に 就て は、 吉奸 博士の 籮輯に 係る f 政治 研究.』 の | 部 yj して、 管 村道 太 郎君の ^ 
文！ T フリ ー 、 メ— ソン ソ| の 研究』 なる もの 簡に して 要を 盡 しあ 6、 又 時々 博士 自ら か 『メ ー ソン』 の爲 
めに 辨護 の勞を 取り、 何等 危檢な る 結社に 非す ^ 斷定し、殊に之を猶太問題、過激派問題に钻ひ付<る 
は荒旃無梏の噫說にして反動派、宗敎家、帝政主義者又は軍閲擁謎者の、爲 |: する宣傅な5ご斷定し博 
士 も機會 あらは 之に 入# する の 希望を 有する 第 迄 縷述 し 『マッジ ン』 の 秘密なる ものは 何等 危險 性を® 
ぶる ものに 非す w 保證せ 6、之は最高學府に敎授たる博士 £ しては聊か輕卒にして世を誤ト、國を «1 
すの 虞 ある やを 感し 、猶太 人硏究 の 傍ら 出で 來 6 たる 『マッソン』 結社 問題を 赂述 して 猶太 S 之 ビの關 
係を 研究 せんどす 素ょ 6 秘密結社の 內容な れは 到底 尋常 j 樣の 手段に て 窺 ひ 知る へきに 非す、 吉野博 
士か 未た 入社 もせす 其の 第 |階級たる徒弟にも身を骰かすして、簞に書物の上にて秘密の本體をー解 
し、 危險に 非す ど 證明 書を 與へた る 煌々 たる 明 智と其 大膽に 敬服せ さるを 得す、 吾人は 未た 研究を 佟 
らさ るか 故に 其 秘密は 危險な b 共 安全なる ものな りごも斷定を敢てせす、譬へは淺田宗伯家の浚闲储 
には 一子 相 傅の 秘密 あれは ビて 之を 發 ft ' する 淺 田家を 危險視 する は 過ちな 6、 淺田 家は 濟 世の 事業を 



2し咏_を益するごせは之に成謝せさる可らす、然るに玆に立派な厶能寄を玆へたる金看板を揭け" 






なし 社會 を；！® する 卷は 之に 成 謝せ さる 可ら す、 然るに 兹に 立派なる 能書を 较 へたる 金看板を 梅け 
齊 通の*！^ 賣る 傍、 阿片の 密賣 又は 極めて 陰密 に鴆 毒の 小賣 をな す藥种 商 あ b ff 假定 し、 世間 か 起 
て 毒の 出 所は 此の 藥种屋 らし w 攻擊 する w き、 學者 先生 あ-^、 其の 金看板の « 文字を 讀み 得た る爲世 
間 ご 向て 證 明して 日く、 此藥种 屋に はさる 秘密 ある 箬な し、 此か る惡 評は 商賣 敵の 藥祌商 か 作りた る 
宣 傅な A ょ、 此の 藥補屋 には 王冠 2 の 看板 も あ 6 『ビ ス マ 丨ク』 の 顔を 現は したる 毒 減なる 藥も賣 
れ 6、之は » 生博愛堂の名の通6世間ょ6威謝せらるる理由こそあれ、疑を懸くるは抱腹絕倒の至5 
な byj 天下に 宣傳 せは、 天下に 學者 先生の •迁を 笑 ひ 又. は 其の 心事を 疑 ふ 者 多から ん 0 
私. 4 'しし H 仏ん r #: ちし I し 誰か 秘密に 危險 なし ？ K ふを 得へ き や。 

『マッソン』 結社に 就て は 後日 別に 研究し 發表 する 所 あるへ きを 以て 今は 『マッソン』 結社 ご揪太 人 ごい 
關 係に 就き 疑は しき 點 のみを 數へ 斷定を 下さす、 安全な トビの保證に對し抗吿し置くに北めんどす、 
若し 他日 硏究 徹底し (書物 上に 非す〕 此の 疑念 か 全然 祀 人の 憂に 終 り、『マッソン』幽の事業か典に光を 
放つ に 至らは 吾人は 全世界 平和の 爲攻 心ょ b 之を 歡ぼん 哉。 

先づ 『マッソン』 結社 又は 『マッソン』 L $ l ( 魔 孫團ビ 書く もの あ り) の 名稱ょ b 說かん 0 

英語 こて 之を Free-mascnry 獨逸 語に て 4 reimali W 呼び 佛語 にて は Franc - ma 50 nnerk * 又は 略し 
て Mayonerie ビ云ひ其會員を ^ —マ喵—ロビ云ひ或は單に略してぎ^一ビ稱ふ。 

吉野博士は本年六月の中央公論第ニ十九頁に於て一艚『マッジン』結社の名から可笑しい『フタ 
1 メ 1 ソン』 V 」 か 『マツ ソ -ーク 』 w 云 ふこ>」 は あるか、 どぅも じつて 讀 ^ て も、 『マジソン』 £ 云 
第三 聿世羿 |: 於け*^太人 一四 五 




ふ發音は出て來ないご斷定して之をも『マッソン』結社辨護の|資料に供せられた60 
此の如き事を學者先生か姐忽にも堂々,0天下に發表する樣にては；11本の思想界は&人か導く£ 
云ふへく、思はす危い哉を三呼せさるを得す、佛語の『ボヶット』辭書に迄略して『マッソン』 £ 
云 ふご あ 6、 又溪語 にても『マッソン』 £ 云ふ、此の式の硏究にては博士の論斯こそ眉睡を要す 
£叫は ? るを得す、是吾人か常に論理上の否定には面倒なる手禎きを要す £ なす所以な6〇 
一、 『マッソン J の 起原に 就て。 

『マッソン』 |«| の起原は |!|? 々の說あれ £ も英國の職人『ギルド』ょ.£:.起5 |9 員は悉く|家族の_^く 
相互扶助し 生活 及產菜 の 權利を 保證 する にあ 6 た b £ 云 ふ 0 

此の 事柄 S 證 、波 蘭及 『リタ ユァ， I こに 於け る 猶太 職人 5 組合なる 『グン ド』 に 何等の 關 係な 
L ご 斷 言し ^ へき か？ 

一面に 於て 猶太 人 か 『マッ ソン』 m 員た るを 得る に 至 b たるは 千 八 百 三十 ニ 年 『フジ ーメー ソン』 
四季 評論 記者！ r クル セ フィス』 か 『メー ソン』 香 育院を 設立した る以來 の 事に 璐し其 迄 1 '» 太 人 i 
關係な か b しか 如く 說く 書物 あ bo 

然るに 其の 年號に 先た つ I 世紀 千 七 百 二十 I 年 英國に 於て は 『モン タ丨 ダ』 候擧 げられ て大 g 長 
W なれ b 是れ 貴族の 大 園長 VJ なと 嘴 矢なる か 果て 同氏 か 英國生 梓の 貴族な とや 近年 迄 印度 
の — secretary たと Edwin Mo, — 1 氏の 祖先な は 前記の 記 錄は精 すして 
之よ わ 以前にても 猶太久 の參加 せる もの ある こ VJ ビなる へし、 千 七 百 二十 年弋 i 英 8 こ 猶太 人 



ら す— 家に して 帝室 協 曾 suf ら S る もの t こ 品 既に 述 



の 文名を？？ St す繁 S し isf pf ら Sts— こ s 前 s に述 
へたる か 如し、 ® く 疑を 存す ◦ 

尙 起原に 關し墙 も 著名なる 著者の 一ん 『ジエジ、 ォジ グア』 師の說 にょれは 『マッ ソン』 明は 最 
も 古，？ 猶太の 團结 にして 『モ- セ』 は大 g 長に して 『ヨシ ユア』 は 副 M 長、 『ア ホリア ブ』 及 『ベ サレ 
丨 ル J 等は 大守衛 な b しビも 言 ふ。 

猶太 w 關係 深し w 云は る、 亦 故な きに 非す 0 

ニ、 千 八 百 £十 ニ 年 巴 里ょ b 出て たる 『LeTemple My s-. queJ (神秘的 殿堂) なる 繪を 見る は 『マ 
ッ ソン J 麥 の 床に 鱗 次 形に 多® の. を 描き出し ぁる こ 气 本年 丄ハ 月の 『フソ ■"メ ■■ソン-* 
誌 新時代 第 六號 aait て 明瞭に 現 はれ t <^> su 『 w - s 』 Q 捕 W して® 太 Q 坟 3 こ S 前 
こ説明せる 01 な*^〇 

而 して 今日の r マッ ソン S の 印は 众 にして* 說 明には 上部 か 『コム パス』 下部 か 定規に して 『コ 
ム パス』 は德： ノ圓滿 なる 徵 S し 天を 示す、 定規は 萬般の 行爲を 道徳に 律し T 過 S る S 欲な 
b W 云 ふ？？ 1 1 S 水平線を 描けは B ち證 f る 0 
因に_敎靑年會の紋は1^>にして猶太の半分なト。ド 
又 前記の 『マッ ソン』 雜 誌には 死者の 廣吿 欄を 飾る に^^を 中心 t 之に 背 f 施せる ものな b 
而して此の印は現今猶太敎會の硝子窓枠に艇ゃ用ひられぁ^'** 

右は 猶太 も 『マッソン 』も阗ーなる古式ょれ取6たる爲偶然一致した&£言ひ得へきも其趣味嗜 

51 箄世 ■«■ .! 於け 4 太 人 ー四七 




« S 一四 八 
好に於て其似たるものぁ6ご判斷するこ £ も亦不條理に非るへし0 
三、 『マツ ソン』！！ の看板は 正義 人道に して 世界 改良を 期す る 點術太 人 f の 意向に 合すへ t の ぁ 

昨年 第三 十二 階敍に 思す る (殆 1 上級な 上 『ドニ ド こ ツ チヤ IJ 氏の 下し 1 f 」„ 

ば 『フク— メ— ジン』 は 凡ての 善人の 兄弟た るへ > ものな 6、 『フリ ーメー ソン』 は. 泌密な 6 然 L 
ども世界を1'外する爲に非すして箄ろ世界改良の爲 3 : 穏に働く人の内部 |; 世界を掌捤す4篇の 
秘密な b 、 f フ VI メ .1 ソン』は專制政治の國家又は宗敎を、惡むへ％.敵ごし自 (1] 平等、四付同 
胞の爲 に 活勒す 云々 0 

佛國 革命は 『フィ ラ デ タフ ィア』 の r マツ クン』 Mt 第 十九 階級の 『マ ツソこ 置,- ラフ アィエ 
ツ hi 將 軍 か 持歸 b たる 網 領に 基け る 點ぁ 6( 次 節に 再說 す) 刖ち『マツソ > - 』か佛阐革命の成効 
を 助けた る點に 於て g 太 人 W 弟た 蟲く 兄た.^ 難し、 或は 间 穴の 稱か 或は 一八に して 『マツ ソ 

C . 

Frater —. の三字を 1| するを見て佛國の有識者中には途方もなき事を刻みた. 0 ど後悔す 
るもの尠からさるも今；3..及はす負け惜みに左の如く讀むを要す ^ 云ひク、ぁ、90 

『リ へぐ ア』 (ボアン) 『エ ガリ テ』 (•ホアン) f フラ テル 一一 テ』 (ボアン) 即ち 自由 辜 等 も 博 
て實 現せす の 意な bo i 

右の 如くに して r マツ ソン JM は f-H スベラン ト』 語の 普及を 助け 其 他 凡て i 主義の 事に 盡 力す 



るを以て濟太人 £ は意氣投合す。 




るを以て猶太人 £ は意氣投合す0 

四、 『マッソン J 明に 多數 の猜太 あ b (此 事は 吉野 博士 A 承認せ &る) 

.猶太、 ユ非 t 猶太 人に It t 例へは 遇般 H 本を 退去せ しめられた bsi 國大 
佐 r サグ オイ コ 』 民は 元提# の 子に て 名門の 出な b 『マッソン』 の 第三 階敍に »する £ 稱せらる、 
猶太 人『#ルガソ』家の手先 £ な办ご»極東に托來せしか彼の赴く所悉く倒れさるはなじ『ヶレ 
N スキ-』 に對 した 為* ご-ロ フ』 將軍又 其 後 『デ-- キン』 『ニ チヤ ック^' セメ ノフ』 等 彼 か 
他 匿，- 參す ，0 £ き 倒れさる ものな し、 殊に 後 貝 加爾州 『ハダ ブラ ク _』•」 於て 『セ メノ フ』 を 欺き、 

反 H ： 本的宣 募を？ し® 3 て 『七 ブこ 7 V ッ T 』 其 他 Sl £ l 過激派 eQ 分娶 助けた 
.〇 功 横は 吾人 Q ■に f なる 所 J 、 而 して 彼® 活動を 思ふ每 に、 同く 米 『ルイ J 
十六世の信任を得たる『マッソン』 [«| 員『-フフアイユット』將軍の活動を聯想せ5るを得す 
勿論 『マッソン』 團は猾 太 人の みに て 成る にあら す 他の 貴顯 高官 も 之に 加入し あ bo 
5 •トソ 1 ド』 七 世 陛下 『 n ン ノ-ト J 殿下 『ロイド ジヨ 'ジ』 『ウイ A 1 ソン J 大統領 等 も 之に 數へら 
れあ b 、 果て 何れ 迄の 秘密 會議に 參與し 得る やか 問題な り 0 
之を 要する ii 猶太の 秘密 S 『マッ ソン』 の 秘密 S か 全然 同一の. ものな 斷定 する 事は 秘密の 正體 
を 兩方共に適確に突止め得5る以上は過早なる£同時に、又其秘密は猾太人のもの£も異なり£ 
斷定するを得す況んや何等の危險なし ^ 斷定するは即ち焰險なゎ0 

今 聊か 蛇足 w して# 式： iV * 此 Q 關 係'^ 現は さん、 先つ 方程式® 左邊を 世界® 諸 運動 S し 右邊を 

第三 箄* 羿 に於ける36太人 




提太 研究 

之ょ 办現はれたる現狀 £ せん0 
•■•c M ii r マッソン』 の 運動 

«= B J は 猶太の 運動 

+ A 8 は 右 以外の 秘密を 含める 運動 

+ s A は 秘密を 有せ？ る 運動 

+ B は現狀 
M 

人 あ. 0 (2) ょりして度に (1) を 



’ ：• , XB は 『マッソン J の 秘密 

m 

, T Z XZ は 猶太の 秘密 



II 

S+A —— 斷 1 S xf xfx な S 係が S し 2 f ST 成立し 得る 

J)x 事柄な &、 然れ W も 猶太 sf マツ ソン Jyj に 共通の 未知 數 X ありて 0 
fr+ mx zx mx x 

ぐ | 』 なる 式 か 成立す は 间は=| -=> どな4に始めて5;を 



なる式に改むるを得即ち猶太合『マッジン』結社£を、共通なる秘密こ- 



同類項 WL 



iz ] . て 一括して 取扱 ふを 得へ し 
+. 
m 
F 

但しスなるものか單簡なる|事項の秘密なるビきは右算式の結果は滑格ごなる例へは『ヵ 
ィゼル クィ 火へ ム』 に 世界 統一の 秘密 あれた ト£假定し、猶太にも之ありビて、之を同類 
項に « るは辨稽な-^、『ヵィゼダ』に秘密あ5 ^ せは、皆 (1) 式の8に人るへきものな^'佛 («1 
革命に於ける共同勸作及ひ兩組轍に同一人物か庙する等旣に舉け來6し有カなる共通點は 
即 X なる 共通の 秘密 ビ して 擧け 得へ し。 

第五 節 猶太 人 ご 世界 革命 

附過激 派 

之 迄說け % 所に ょ h 猶太 人 W 茧命 £ の 間に 大なる 關係あ b し 事は 略 ぼ 察する に餘 b あ &、 然 6 に玆に 
1節を設けて更に縷々說く所あらんビする所以のものは、單に猜太人か革命の燦動 ^' な6£の意味に 
て之を毛嫌ひ的に排斥するは獨、綦反動派の亞流 ;: るに終り、結局却て彼等に乗せらる、の虞あるを 
以て、先つ世界の著名なる革命£猶太人 £ の關係を列舉し、次て何故に此の如き關係を生するに至6 
た. 0やを究》以て吾人か捎太人に對する方策を定むるの資に供し殊に目下彼等一派の指導して .11; むこ 
第三幸《羿 |: 於け £ 稱太人 i 五一 



稱太砰究 li ニ 

w なき 世界 革命に ft する 吾人の 態度を 定む るの 資 に 供 せん w -r o 
先つ树 太 人の 參加 せる 革命 中顯 著なる ものを 畢けん に 

! 、千 七 百 八十 一年の 米國 革命は 猶太 人の 活動に 大 なる 機 會を與 へ 『ロパートモ？ス』：猶太人)は獨 
立戦爭の藏相 £ して大手腕を掸ひ共和國建設の殊锄者な&き、即ち彼は»國よ-0私愼を爲し之 
を 米國に 提供して 千 七 百 八十 一年 『 7 シン トン』 の 軍 ^ をして！ T K ゥダ ア』 波 止淇よ b 『 3 1 クタ 
ゥン』 に 輸送す るを 得せし めた b ( 「レ- ゲ vyj # 霍興 民族 「パレス* ィこ © 5 
ニ、傅國大革命前の思想界は全く獨乙猶太の泰斗『メンデ火スゾーン』の思想に支配せられ 0 、ぁ6 
た b <： 大英 荇 科 全®) 

三>佛國大革命は猶太人の指辑せし 0 133§2 1. | =: 5, 9. |ず8等の働きに負ふ所多し0 
四、 佛國大 革命： a 其の 八 年 前猾太 人の 努力を 以て 米國に 行 はれた る 革命よ b 収 6 たる 點 多し 0 

例へは 千 七：- C 八十 九 年 七月 来 以來阈 K 遘會 の耍 求せ し.} 5^權は大體『フィラデ ^ フィァ，|ョリ 
『ラ-フヮィエット』か持ち歸-0>しものな-0しな.0 ? 1^.011 5-. 011) 

『ラ •フフ ィ エット』は『マフソン』脚の第十九階級に属し『マッソン』の巨將『ッシントン』の親 
友に して、 彼の 革命を 助け 後 佛國に 歸 b 佛國 の爲 に 此く 働きし ものな 世界大戦の 際 米國 
總 司令 *-マッッシ』 !«| 員『パーシング』將軍か巴里に來4や先つ『ラフアィエット.1の墓を訪ひ 
『ラフ アィエ ット』 よ 我 米人兹 にあ 述へ 生きた 『マッソン』 か 精神 界の 『 V ッジ ン 』 にに 肺腑 
よ b の 誠意を 被 歷せ办 0 



(来|フ？メ丨ソン福 ||' 雜_气=1ふ」十九1第十1十四頁及第四再七十七頁) 

此の 如— S て當時 置® 一 負 叫ん て 日く 何事 零 一 置の 爲に働 S」 は！ 吾人 11 市民 權を 
要求す るは 凡ての 人類の 爲 、凡ての 時代を 通し、 凡ての 國 家の 爲 にす る もの t て 世界の 模範 
たらん & 爲な A ^ l ?v; -h' i-v ) 

即此 時よ 墓 國主螯 鼓吹す る ものにして 猶太 思想® 發 現な bo 

五、 佛國大 革命に 於て 一旦 『ダィ』 十六 世の 死刑 宣告に 賛成の 役 票— したる 三 •白 八十 七 人中には 洗 
石に 國王 か雷臺 の¥ 消 ゆるを 第の 毒に 威し 刑場は 水を 打ち 2 如くな*^ しか 其 間 平 管し 
て哳 頭の 任務を 果し たるは 猶太 人 『ナム ソン』 な b、 實 見者 『サンテ*" この 談に よれは 『サム ソ 
•VI の 勇 策は 全く 其宗敎 よ办來り しもの ならん (「 3«' こレ ?; 八へハ ^; }ュネ， 

六、 俩國大 革命には 旣に猾 太 人 『ガル、 マルクス』 か 後に 唱導せ し 共產の 思想 發 露せ り而 して 其 
失敗 も旣に 經驗せ bo 

千七再九十三年四月十九日猶太派^日日ロ—に庙し巴里市長を以て自ら任したる ^ ハッシユしは 
議 f 出頭し i 的 請願を 提出せ り、 即ち 物價の 最高 1 1 雲を 定め 之を 超て 高く 販賣 
せしめさる こ W 之な り、 之れ 純然たる 社會 主義 r) して 而も 左 Q 主張を 附 加せ bo 
可 人 も 所有權 を 以て 抗議す るを 得す、 地上より 生產 する 凡ての 物は 空 氣 ?? 同樣全人類に遢す 
れはな bo . 

國民議 曾を 靨 甘し め 2 こ S 此の 請願の 如きは 無 V し S 云 ふ、 ■は 之を 特別 賣の 審議 

第三 窣世界 に 於け る播太 人 ー五三 



猶太 a ? 究 一 五 四 
に附 せし か、 猶太 『 n ンミユ ーン』 黨は 、食糧 問題に して 解決せ？ る 間は、 革命 狀態 は繼銳 すへ 
し !; の 脅威を 典へ たる 爲 憲法 も 終に 此の 脅威の 前に 屈伏し 五月 四日 最高 似 格を 定めた 6、 此の 
日ょ. <?『n ン •、ユ ー ン』の勢カ隆々た上 ^ *^ _* ^: 頁") 

_駐、今日過激派の爲す州も異曲同巧なるを感す即ち一國に革命起れは外國ょりの輸入 £ 國內 
の 生產 停止し 貨幣の 値 下 りて紙幣は紙府の如く物價は騰貴して停止する所を知らす即ち 
之に苦む多數の悤民に同情する社會主義的の政策を以て之を率ゆるこ £ 益々容易なるに 
至る へく 古今 一徹に して 亦 彼等 革命 屋の 常套手段なる か 如し】 

然るに 最高 價格 『マキシマム』 も 何の 効果な か &けれは千七再九十四年には之を全廢せ6、是 
れ農 民は 之を 不服 ！; して 穀物を 出 5、 れはな b 、 里昂 市の 如きは 全く 五 =間『パン』の姿を沒 
した *0 こ W す & ぁ り ( *7 ご *, =* 九如頁 0: 

七、 佛蘭 西大 革命 中 採用した る曆は 猶太 暦に 非る か 0 

佛 醮 西 革命 成 効 後 革命 者は 從來の 暦を 改め 其の 正月 元 H を 九月 二十 ニ HVJ 定めた b 今日 迄の 說 
明にて；1正 >1 當時は『ヴァンデミエーグ』 £ 稱へ葡萄の熟す.0時な6 £ 聞け&、然る »: 今日猾太 
暦を手に入れ、猶太人£共に淇正月を迎へて佛國革命 « の說明を追懷すれは、表面は如何なる 
說明£な6居る £ も陰陽將、希臘»ビも全<隔絕したる九月ニ十ニ日を元日£したるは猶太肘 
を採川したるならん£の信念に達す〇 

八、 千八百四十八年三月句牙利の革命 1: 參加す0 



其 年 解 也納市 以外 Q 猶太 人 居住 我は 低減せられ たと か、 猶太 人 か = 一月® 革命 戰に鏖 加した る 
科にょ办再ひ重税を課せらる、に到れ上狀 |? ) 

而て右 革命は 同年 G S 二月 革命 S 影 看 受け T 始 i 交 も Si ： て 而も 佛 S 現今 S 勞蠢 
國の 如くには— 左 s < 婉曲 g 方法！ 2 5 命を 外 國に勸 ® 交 所を？ 見れ は 
澳 .匈 画 革命の 火元た る 佛國の 二月 革命に、 猶太 人の 參加 せる や 論す るの 要な し。 

『 フラ > , ヌ』は猥6に隣國の人民を煶動して革命的暴動を起 3 しめん £ 欲するものに非す !; 雖 
も 苟も 民主 々義 を S する も S .® 爲 には 應 分® 助力を 與 へて 其 主義® 實 行を 速成せ しむる に 
吝な& さるへ し。 

言甚た巧なれ £ も事實上燠甸画、獨逸、伊太利に暴動を起5しめた60 
九、千九百 0 五年日露戦爭末期の露阐革命勃發するや、『ブント』(族國、波蘭及7クユァ__ァ』の 
共産主義 猶太 勞働黨 ) は 活躍を 開始し、 從來勞 働 問題に のみ 關係 せし 『ブ ty グヲ ム』 を 變更 し、 
猶太 人® 爲に 民族の 文化的 自治を 許されん 事を 請願せ- 此くて 恐怖 時代の 到來 する S 共に 猶 
太人居住地域內の貧民階級間に更に幾多の猶太社會主義剛隊を形作るに至卞ト(_猶"太，生'活^^^^ 
十、 千 九 百 十七 年 露 國第 | 次の 革命には 他に 利用す へき 原因は 多々 ありた る も 要す 6 に 世界 猶太 殊 
に 英米 猶太 か溝圃 猶太 救濟 、贳 猶太 解放の 爲に 決行を 助勢した る こ S は 旣に樓 々各國 猶太 勢 
力の 部に 詳述した るを 以て 之を 略す、 唯一 言附加 すへ きこ )；: あ b、 該 革命 當時 『ベ ト XI グー ド』 
にあ b し 1 將官 Q 直話を 聞 - U1、 不 sft しか 前日には 軍服— 用— 猶太 兵の 多 歎 
第 i 糞 U 於 i 柄 太 人 一 i 
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集 # する を 見、 何 か 猶太 人 か 劃策しつつ ぁるな らん S 思 ひ 居る 內 果然 翌 H 革命の 勃發を 見た-" 

云*。 

| 、千九百十七年十.|月の『レ丨||ン』革命 £ 『グンド』2の關係は其政網の何れも共產的构左な"' 
VJ 云 ふ 如き觀 察よ b す 4 に 非す して 現に 其 革命の 花形 中に 多數の 猾太 人を 交 ゆるを 以て 明な"* 
w t - 例へは 其の ニ、 三を 列# すれは 左の 如し 0 



政府 當局 者僞名 

f ト & ツキ ー J 

『力 丨メ ネツフ 1 
『マ 火 ト 1 フ』 
『ジノ 丨クイ ュ フ』 

『ハ リト丨 ノフ』 



猶太 本名 

『ブ 1» ンシ*ズィン |-. 
『0 丨ゼン フエ 火 ド J 
『ッ H デ V ハ クム』 

『ゲぐ ゾ』 

『レベンソン』 

一 T ギン メが』 

『ト丨 ベジ ソン』 

『ク & フマク 』 

『ナハ < ケス』 

一 T アブ フ H y バク ム』 
『ゴ タドマン』 



『メジ n フス キ丨』 
『ラリン』 

『ソ 1 ルンツ エフ』 
『クラ ジミ 丨口 フ』 

7 丨べこ 

『ダ ン』 

『パ 火 ク丨 ヌ』 



『ゴ ジデ y V ル グ』 

?u 

『ブ レフ マン』 

『ヌ チュパ 丨ク』 
『ゴ リドマン』 

11 •グレ 丨ウ チ』 
『ケリ ワン ト』 



U > / 1 1» \1 . . =■ 
其 他 本名の 班の ものには、 『イオ フエ』 『ミニ』 『ゴこ 『カツ ツ』 『エブ シヶ イこ 『ツ ''トト. 
『シビ 二 E 『ど グン V E 『 n ガン』 r アブ ラ モク イチ』 『 t イデ こ 『ザル t ド』 等* 
'極 *' 共和 國に 於ても 猶太 人の 實 權を屋 せし こ S 前述の 如し*' へば 『クラ？ シ チヨコ 
こ 事 米 人 『ト1 ブ ソン』 >『 シヤ- トフ』 『グ 》 ツス マン』 『て クイン ソン』 等の 如し。 

十二、 埃 S 革命 當 St れね基 兵食の 1 - b し 有力者は、 『スタ c J 『ヘルツ』 『レ トクエ 

ン V VI ンヶ£.— - クイ ツツ』 『ラクべ 二 イム i " グゾ —ン』 カツ ツ エンス 
タイン』 『スタ ツ トマ ゲン』 1 ■ラクへ 匕へ ル ダ』 n イマン』 『シレ ジン ゲこフ ルツ』 『ワイ こ 
等に して f 1 人 f 、 又 革命 i 共和 政府® 財政 S 上 SSW して 中央政府 & 力 ぁる 
財政 家、 財政 畢 者は、 『マツ クス フ丄ブ ベタ』 フタ クス』 『メて こ『 オヌカ こ 『オツ •ヘン 
フメ こ 7 クム ヤツ フこ7 イチ』 『ブ レン タノ』 『エンス ダイン 5 J ツク』 7 ; 
第三 幸 糞 U 於け 為 太 人 五. 



铯太研究. - 
ナウ』 『ヮ ッセ^. マン』 f メンデ 火 スゾ ー ン』 等 悉く 猶太 人な 6、 『ペル ンハ火 ト 、フンク』 氏の 調 
查にょれは社會黨三派中領袖株の地位にある猶太人を百分率にて現はす £ きは0 

多數 社會黨 一八 ^ 

獨立 社會黨 六 五 ^ 

共產黧 八 七 ^ 

,、の割合. £ なる、猶太人 £ 社會黨 £ の關係は實に密接離る可ら5るものなるこ£明瞭な60 
5 3 f MI 故に- » 太 人 W 革命 ビ に 此の 如き 大なる 關係あ b や 凡ての 世界の 革命は、 (『トロッキー』 の 所 
謂世界赤化 4' 意味する世界革命を指すに非す)猶±人の指導に成る « 言ひ又は猶太人の在る所 
必す 革命 あ b W は 明言の 限 b に 非る も、 主なる 革命の 蔭には 猶太 人 か 存在す るもの £ 見て確な 
b、 然らは 彼等は 單に外 画人の 創めた る 革命を 利用し 之に 乘して 自己 勢力の 擴張を y るに 止 z> 
や 將又其 革命の 原 ra を も 形作る やは 一應 ss 究の値 あ b、 而 して 今日 迄 現 はれた る 事柄を 綜位す 
れは 後者 か 事實 U 近し W 判定す るを 得る 狀態 にあり 之 か 理由を 箇條 的に 苒錄 せん 0 
I 、 第 十八 世紀の 未 葉 米國を 始め 佛國に 行 はれた る大 革命の 前には 猶太 人 『メンデルス ゾーン J © ?5 
學を以 て 燔發に 必要なる 瓦斯 發 散せられ あ bo 

ニ、 露國大 革命の 前には 英 、米 猶太 か 溝 國猶太 解放を 叫 ひ 特に 英阈橢 太は 開放 當 初ょ b 猶太 解放と 
犇國の 一^ 引 績き獨 逸の &砂を理想 £ して働きたるこ £ 猶太人『ずングゲィ少』の書に明な&0 
|ニ、革命は外敵の /8 迫に衡抗する爲の自術的非常手殺 £ して用ひたるの窟味は猶太人の著畜に明 -^ 




革命 手—！— さと si 人の 立 i!!— 

せん o 

一、 H a * Lf 神 こ— 神 里 f I なし、 基 1 な i j 如:: は U 

一人-」 1— 命— 己— 「故 

: r r へら！、 5_PM “ 

H %l H 』 _ r llt ll r;p ll !l 
il il H u PM sl pr 

宗敎は 他？ だ 比し 勢力—® 傾 g 免れす 故に 世—" 英 ^ 王の 
爲こ 最 — f .. 集 11 さ. 

K 脫 U !國王|、 最 1 、蠢、 1、 獨！— 

第三 箄世野 し 於け- 0 猶太 人 



猶太 研究 1六 0 

其 君主を 失 ふ *: 至れ b 〇 
三、 拊太 人の 自由 

猾太人には領土なく政府なし即ち各國に離散しある猶太人の利益を保謀するは其の居住國の官 
憲な り、 

然るに 宗敎其 他 古來の 行懸 b 上 猶太 人は 奴隸 に. は 非る も對 等の 權利な く 住居の 安定な & は 勿 
論、 生命 財產 すら 侵害 せらる るの 弊 あ b 、 正當の 手段に て權 利を 要农 する も、 其國 に 何等の 危 
險なき 泰平 無事の 日には 何人も 之に 耳を 傾けさ 6 しな b 兹に 於て か戰爭 革命 等に ょる 國家の 危 
機に於て(或は危機を設けて)權利の要求をなすに如かす、事 « 此手段にょれ猶太の權利は年| 
年に 恢復しつつ あるな bo 

右の 觀察は 頗る 穿ち 過き たるの 感あ ?> も、 拊 太 A w して當然の事 £ 考ふ、又世界統一の野心云々を否 
認す 6猶太人<?れごも、之を赤裸々に發表するこ £ か不謹惯なる爲、外國人に明言せ 3 る迄にて、心 
中には考へ居るこ £ 筲然な办、『ナポレオン』も『カィゼルウィルへ ^ ム』も考へたる事な&ん0 
先に も述 へれる f 猶太 敎に 秘密の 部分 ある こ w は 之 等を 考察 すれは 容易に 諒解し 得る 所な be 雖 
S も尙 秘密の 點を视 皋すれ は U 

i 、 外國 版の 縛 文には 『シォ， \』 0 門の部を新式に改め、舊の如く稱するを猜しあ6〇 
1 1 猶太 敎の禮 拜中 神を 頌美 する ものの 歌 ふ 文句は 大略 外國 語の 經文に 載せ ある も > 列席せ る 嫌 人 
か 感梅 て噓 唏泣啼 する 如き 要點は 省き あ bo 




一一 -;- 猶太 人の 著書 中 L ； フォ -I K ト』 の は 聯合 國侧 W は 善く 情意投合す へし W の 意味を 
明記し あ-® 011 gm , l - r -« 3 £* e 

近來 日本の 學者 にて 少く猜 太 問題に 觸 るる もの 著者の 何人なる やを 明に せす、 之を 購讀 し、 『シオン』 
-- 秘密な し 等の 英文の 宣 傳を輕 信して 說を 立つ る もの あるは 危險な b 、 凡そ 否定は 全稱 否定は 勿論 一 
部 否 ^ こて，® 容易なる ものに 非す 『レ ー -1 ン N ゴー リキ ー』 等の * 國 に 於け る 友人 『ゥユ 火 ス』 * 通激派 
を 附太 £ も『マッソン』 £ も關係なき如く" » | »- 5' 1 §- & £. 0專,なる書中に妄晰せるは、人を誤るの其 
たしきものに.て、又此等英米文士か書ける英文書類か、盛に日本に讀まるるを思ふ £ きは»暑猶冷汗 
を* ゆ 0 

秘密は あるな らん、 其 言宗に も 秘密 あ- ^ 秘密 あるか 故に 之を 破壊す る の 必要なし、 佛 lit 文學 博士 『マ 
ド レン』* 佛國 革命 史にも 左の 名論 あ -^、『愚 ^ を急に山の頂きに運搬するょれ危險なるは無しゝ彼等 
は 何等 豫備 知識な きに、 徒らに 眼界の み擴か b 下界の 肤 地を ■す、 中には 約 東の 土地で Tem4? 
miae £ 云ひ、神か猶太人に約束したる『パレスタィン』附近を指す)を望むや未た期限に達せ 3 るに之 
か 使用を 要望す 云 *0 

故に民は敎へ5る可ら？れ £ も、山に«るか如<眼界を逐次じ擴げさる可らす、谷間にある間は周圍 
の連 * にて何物も兑へす、此時代か即ち秘密時代な6無现に見ん £ 欲せさるも放々ごして费山を瞄按 
すれは 遂に 一 琪 千里の 絕 頂に 達し 得へ し。 

吾人は徒らに『シオ,|スト』の秘密を發くを要せす如何なる秘密はあ6ビも、兵家の所謂其の偏へあ 4 
弟 = 窣《羿 |: 於け.？猶太人 i 



is * 5f 究 一六 ニ 
を類むの曼悟を ''' す已れを知&す敵 ^ も知らすして、他人の宣傳にて安心し、遊離酸や>爆發 * 斯の 
臭氣を感して然る後之か除去に着手する £ きは、噬臍の悔を殘すこ£あらん0 

然らは 猶太 主義 は 其 根本に 於て 社 5 命 思想 乃至 共產 過激の 主義 f 一 する も® な 名、 全然 合一は 
せ さる も 如 W なる 一致 點を 見る や、 又 如何なる 點 は反對 ならさる 可ら さる やを 研究 せんごす 〇 
ー致點 反 對の點 
I 、 博愛！ 5 •等 相互扶助を 旨 W す (社會 主義} 一、 不平等を 敎 f 點あ り 
ニ潢暴，-る資本家を例5ん£す ニ、 合. 餞を 尊ひ大 貴#^ を 有す 
三 外國君 主、 特 f . 階級を 倒し 嵌さん w す 三、 君主 主義に て 長老を 尊 ふ 
四 S 家 主義な〃 四、 讓 キ：義に して r.o メタ ィン』 を 固執す 
右の 表を I 見す る きは 不條理 梅 まる 矛盾の ー列なるか如きも-細かに觀察するごきは卫こ右の如し 
£ 信す 其坤由 左の 如し 0 

一、 隣人を 愛し、 貧困 者を 隣れ み、 凡て 社 曾 的 設備に 力を ^ す こ S は、 前 既に 射 太 人の 宗敎 、性質‘ 
r シォ-一 ズム』 の 分類の 部に 於て 述 へたる. & 如し、— 太 人は 此—會 事 f 實施 する もの 
あるを 以て、 或る 豪に 於け— 會 主義者な b 然れご 為 モ丨 セ』 の 十誡 中に 見る か 如く 神に* 
きたる も S —、 四泛 後 迄 f I ほす f f f 、 現在 § 族 か 全部 f I 以て 
民族 過去 S 業 S 酬ひ に？ るか 如きは 其 ー證 y り、 庇ち 生れ 落ちた る 時 既に 身 贈の 强 弱、 賢 
愚、 性質の 善惡等 祖先 i の遺傳 にょり 各人 N しか— る こ VJS 太 人は f 承知し t 、 此點 




に 於て は 佛敎炉 善惡の 報に 三時 あ &、順現银受、順次生受を說き «£ |: 進んて順後戎受を說く_レ 
及ん て， 全く 『#1 セ JS 言に 一致す、 ® 因果律に 80 する自明の哲理にして、東西古今洵るニ £ 
あ る罟な き莫理 な 6、然6 |: 何者の痴漢ぞや、民杓論を以て自由思想を鼓吹せる彼れ『火丨ソ 
l 』*、 i 生れな 炉らに 平等な &£呼號し、愚民下層民を惑はし、終に『マグクス』の如き蒙を續 
出せし めて、 今：：： 佛敎の 所謂 惡平 等を 塊 出し V 生きな からの 锇鬼道 末世を 描き出せ b 、 彼 『少 
—ソー』若し人^^絕對なろ神格に對する £ きの平等覼を說き、人類相互の間の差別醍を說き 
たらんには、彼の死後十年にして佛蘭西革命丨生せさらしめ世界の平等化は徐々な6しも溫健 
に發 達し 來 6、今日の如き病的狀態を生せ 3 らしめたるならんか0 

_『ル ーソ — J は 猶太 敎を 信奉し あ り し £聞きたるも、記錄中 |: 見出さ ? るを以て明言を避 
く、往々猾太人に見る赤毛(金髮に非す :+: 閩黍の毛の如き色)の家な6しょ6『ル1ソー』ビ云 
へる事 1: ^ めん !; す1 

若し猜太人自らは善く宿命論ご順後次受を了解し、人類相互間に於ける不平等を信仰する一方 
|: 於て、絕對に對する平等主義の上ょ6相互抉助を行ふは可なれ£も、之ょり更に|步限界を蹈 
み踰へ、恩民竝に外國 1: 向て其惑はし易き平等論の半面のみを宣傅する£せは、庇に猶太の斛 
の矩を踰へ、眞理に非るものを傅へて、ロハ管已れの民族の苦痛を速に脫する爲の小策を弄する 
こ WVJ なる を 以て " 猶太 K 族には 永く 救世主 s 降 來なか るへ く、 折角 猶太 勢力 か 世界を 足下に 
蹈み 付けた- =• £ 信した る 時に 於ても、 正義を 以て 王道 坦 々 £ して 進む 民族 S 接する 場合 神 凰 

第三零世界 |: 於ける扬太人 一六 三 




猶太 研究 一六 四 

一陣 終に 復ひ 收捨 すへから 3 .る清亂に陷るへきを確信して疑はす0 

ニ， 資本家 w して 富を 運用す るに 必要なる 道徳上、 學譎 上、 何等の 資格な き 所謂 成金なる ものの 跋 

扈するは貧民を益々苦境に陷るるものにして-絕對に對する卒等觀を離れたる場合は袼刖、否 

ら？れ は 人類の 生存 S しては 不可なる こ £ 何人も異論なき所にて、敢て社會主義者、共產主袭 

者を 待て 識 6得る問題に非す、即ち富の倍加か非常なる加速度を以て進み、他人に害を及ほ？ 

さる 樣制轉 機を 操作す る 事は 何人も 異論な かるへ きも > 勞農眯國の如く制轉機をかけ詰めにし 

て運轉を中止せしむるか如きは、常識を備へたる„0のの解し能は3る所にして、之を敢てする 

『マ K クシ スト』 の 輩 何等か 禍心を 包藏 する に 非す や > | 應 吟味の 必要 あ bo 

抑 も狷太 敎は 資本 卞：義 を認む る ものな b や 又は 過激派の 稱ふる 如く 所有 權を 否認す る ものな 6 
や 0 

此の 問題は 『タル ムー ド』 其の ものを 閱覽 せす VJ も、 千 八 否 0 七 年 那翁か 催した る 『サネ ドラ 
V- J の 宗敎 裁判所の 決議文を 見る 丈に て 充分な b 、 即ち* 太敎は 資本を 認め、 之 か 利子を 認む 
る こ 气 猶太 人の 性質 兹に 佛阈に 於け る 猶太 人の 勢力に 就て 述 へたる 所に て 明な b 、 何し 當時 
の取棰めに『生活上の貸借には利子を附せさるこ £ 商業上の貸借には利子を制限するこ £ 」 ?; 定 
めた るは 尙 11 其 間に 社 會 主義 的 妙味の 顯著な るを 覺ゆ 0 

邱ち猾 太敎は 過激派の 稱ふる 如く 所有 權を 否認す る ものに 非す 0 • 

然 ちは 蠢派內 の 猶太 人は 何故に 其 本來の 宗教に 反する 行爲 をな す や 又 之に 對 する 非 過激 液猾 



if 0 1 『N す -I スト！！ i 3 く 『9 *: [- も吐 & 主義者 




太 人の 感想 如何を 硏究 する に、 S 賓の 有力なる 一 『シォ = ト』 は 日く 『 H 本に も社會 主義者 
あ， CV 、 近來は 共產 主義者 も あ^ ' W 聞く、 猶太の 『ブンド』 一派 も 其の 類に て滅に 致し方な し 
其數今日にては全猶太人の十分の一に過きす、吾人は彼等を敵視し 6 6』ご然れ共實際は卜 
ー猶 k « 會に 入れ 普通に 交際し あ b 、 何等 對敵 行爲の 跡を 認めす、 是れ 先に 『ブンド』 を 航空隊に 
臀へ たる 所以な り、故に猶太人か『マルクス』を先頒に立て宗敎ご資本主義ごの打破を叫ふは心 
t に擎 して 必す ゃ爲 にす る 所 あ 之 爲ミ“にす—^^^へ^^如 ^ 一^^本 
裘打 f 稱へ T 成金 的 無 _ s 外國 資本を 粉 辟し、 管後已 S 資本 墓て 猶太 主義に ょる 
| 〇 〇- 0の露 ^° ?°0 へ 2) 0 6 〇 «, 〇 。 ?〇 |: 5〇 ?. 〇 5 0 、從來1©最も？|し*|國には、— 
派の 攻繁 4 f < 、而 一」 蠢 革命 政— か SS 蜃； SLIT 印刷し W 麗に多 歎 持ち 
込まれ、 其 憤 格は 印刷 費、 紙 代 S 何分 Q HI 6 狀 旅に 甘 んし、 以て 蜃 ©紙 螯紙滑 同 
樣に 下落せ しめ、 正貨 打る 金貨は 碰 に外國 殊に 米國に 流出せ し®、 赛 の？ 貨 くし— 最 
近 迄 知 多の 勞働者 S 俸給 か 僅に 一ヶ月 余 貨五留 なる に 謹せ は、 今後 貨 弊を 以てする 菌の征 
服 か 願 i 容易なる の 事 K を 了解し、 而も 同時に 『”フ こ 家の 强 i 治— 勞農專 制 政治の 後に 
长る へき ものは— 猶太の 金權 支配の 順序 S なるや 略 ほ 察する に 難から す。 

S 太の 正 用-6 •には 西方ょ- ^ K 0 © 0 ® 0 ^^®*! に 入 4 み 2 S _备認 节 、营 於て 露國 
六百萬の猶太 £ 米國三百离の猶太は兄弟なるこビを考應するを要す0. 

猜太宗 敎の裝 に 反す.？ 小策を 弄し 資本 か 如 i 励 蓋*^ 是亦 略！ U 成 
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効の 域に 逢した る どき 神風 一陣、 此の 如き 不自然なる 事業を | 掃し 去る の 日 あらん 0 
三外國 君主を 片端よ 6 伊す こ ^ か 猶太の 爲に 有利なる こ V 」 は 既に 述 へたる 所な り、 $ « 皆 ^ の存 
在も亦、猶太人か一國內に丁出世し大勢カを獲る爲には邪魔物な6しな6.、故に屢次の革命、 
年 等 運動を 以て 貴族 僧侶の 特權を 奪 ひ 去. 〇 た 6、然るに彼等自ら君主主義にして長老を耸ふビ 
は、 损看 も亦甚 しき 議論な b £ 言 はんも、 事 實皇統 一 貫 論、 祖先 祟 拜論 者なる 事 『ダビデ J W 退 
言 其 他經 文を 引用して 宗敎の 部、 性質の 部に 詳述せ 6、 現に 最近 猶太 敎曾內 にて 經文を 示し、 
我等 2 最 A 心なる 帝政— 者なる へき |办、 過激派の 如きは 實に射 太敎の 敵なら さる 可ら 
す !? カ說したる猶太人あ>、又他の場所にて納太人の智譎階級に«する遒激分子 £ 論談を交へ 
たる時、問迪は帝政論 £ な6彼等は露阈に帝政復典の不可能なるを縷述せ6依て、55り|且客 
ちた る 王冠を 拾 ふは 山頂よ. 〇 谷底に 落ちた る E 石を 再ひ杠 H 闲 f らん、 然れ f 政治 
學 S して？ や 人 、嫉妬 心大 1 SI — 制 か 人類 s 最も 適當 
なる 政治 形式な bs の 說は铒 國有識 者よ b 屢 々聞 ? るる 所なる のみなら す、 * 公 等酋太 人 も 亦 
實は 帝政 主義 U . し V -*、 現；.； fV 匕 こ Q 裔を 秘密に 準備し t 、 時— は 之を 以て 猶太 人の 統 
一を 爲 S ん S する 事 明な. e . sQ 說 W へ t に 非る や sf 込み、 彼 か 如何に 此の 秘密 風說 を® 
論するやを試みたるに、彼猶太人は顏は赭らめ暫く答ふる所を知らす、終 |: 『然6左樣の說も 
あ 之 e 述ニ言 右 Q 流 說を趸 せ f き、 素 f 此の ~ 事を 以て 猶太 人 か 帝王を 選 ひ ある こ 
w 確實 な. OSQIW なすを 得 S れ f 右 i — 政論を 告白 AQf を 1 する y 




きは何者かの伏在するを疑はしむ 0 

又 貴族を 尊 ふこ W も 祖先 祟 拜の 遺風ょ 0して自然 (: 起る問題な' » 太人間3贵族は此の觉味 
の貴族にして國家に功勞あ6又は大な 4 &- を擁するの意味に於て貴族£し貴ぶに非す即ち我 
邦の 公卿 華族の 類 か £思 は -2. 、 『ベンジャミン』 疗コガ ン』 『コ！ ヘン』 等は 今树抟 ながらの 貴族を 
M はす もの W L て 誇れる か 如し。 

以上 述ふる 所を 綜合 すれは >猜太人か帝政を排斥するは、丧心ょり主義其ものを排斥するに非 
すして 外國の 君主を 倒？ んか爲 の 努力に 過ぎす、 『ダビデ』 か 其 子！ f ソ 0 モン』に與へたる遺訓に 
『吾々 の 家族 以外の ものに へ ブラィ 人の 統御を a す 可ら す、 幾 代の 後 迄 も 吾々 一家の もの か 首 
長なら 56 可ら す』 W あ b 、 現今 迄 ニ 千年 稗 中絕 したる を 以て 彼等は 今 猶太の 王玫 復古、 大維 
新の改革の爲に、智カビ財カ £ を傾けつつある £ 考へさる可らす、武カは彼等に無きを以て他 
國の .ものを利用し相戦はしめ今回の大戦のみにて最大王冠三ヶを打落し、今や最も根底深き帝 
冠 U 手を かけんす 0 

四、 ® 太 人 か 一面 非國 家主 袭にし て 又國家 主義な b £ 言は ば 一見 大 矛盾を 呈す 0 
.『猶太 人 S 大戦』 なる 猶太 人の 著書に 日く 

『國 家は 人の 爲に 設けら るる ものな れ S も、 人は 國 家の 爲 1- 造られたるものに非す』 

是れ 明に 非國 家主 % にして 此の 議論ょ b せは > 國 家の 爲に 身を 犧牲 にす るか 如きは 以ての外の 
思 論 W なる 譯な b 、 然るに 猶太 人の 投する 此毒藥 (1, 1 % <|± )も恰も『モ少 1: ネ』なる毒藥か«療上 
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大偉効を有す 6 か如く、適當ならさ4國家主義者に對する注射な&、即ち一國の國是か其國の 
文化を 輸出し 人類の 幸福を 增進 する にあら すして、 單に瓸 土の擗 張を 計り、 他の 民族の 損害を 
犧牲 にして 已れの 民族の み 富 榮へ 、資 澤に暮 3 ん S する 國家王 _なれは、滿洲大馬賊の規摸を 
大に してた る 組合に 過き す-之な れは 寧ろ 國家な る もの か 無 きに 加 かす s CD ^ m l- ^ t ix g .c、 
若し l ffl 國家あ 6、 其宗敎 文化は 以て 全人 類の 幸福を 增進 する に 足る もの £ せは、 其國 家に 奉 
仕す. 0 は 即ち 人類の 本能を 發 |:« する所以 1-- して、萬世に百|つて疚しから3,0信念を以て國家 (: 
畫すを 得 % こ ミ£な る 0 

猶太 人は 以上の 毒 說を 吐 き |2 6ご雖も全然國家を否認するに非すして之を認め * な『 * 人はニ 
_ヶの國家を有す、現住の阐家及已れの出てたる射太王國之なり』 £ の意味の吿白あ6 ^ ^^: 
た ^ ^ ;^ 1:)又大戦間英、米、等 1/) 猶太人か其國に盡すは正義人道に合する所以な，：^し國嫌 
に殉 した， 0こ £ 少からさるか、之 £ 共 1: 佛阖猶太人中 (: 、苦，-此の流血か全然猶太王圃の«な 
6しならは吾人の勇氣は現在の勇氣に百倍し ?2 らんビの意を洩したる事も注意の値66 0 
即ち 猾太主 義に 適合せ 5 る阈 家は 片端ょ b 倒 5 3 る 可ら す、 之 か爲 には 國家 主義 破壞の 毒說を 
流布して 揮ら す、 之に 反し 拊太主 義 2實行に都合ょき組槭の國家(米、佛の如き)は # 0 # 0 ^ 0 4? 0 ^° 
存 し此カを以て他の反猶太國を破壤するに努めっっぁるの情態は世界大戰に關する猶太人の著 
* を 閱讀せ は歷々 W L て 明かな bo 

故に日く猶太人は元 « 國家主#な-0、然れごも其國家は不正義なる國家にぁらすして猶太敎の 



の 命す る 所に 從ひ 、又 其の 豫言 者の 豫言せ る 所に從 ひ 『ダビデ』 の 後裔を 以て 統治し 『諸 國の王 




の 命す る 所に 從ひ 、又 其の 豫言 者の 豫言 せる 所に 從ひ 『ダビデ J の 後裔を 以て 統治し 『諸 國の王 
は爾の 僕 S ならん』 を 實現 する 國家な るへ きな bo 

『シオ- 1 スト 』等 0=> 『ソ » モン』王の考へたる大『パ；^ィン』は§!く措き差當-='は小.『パレスタィ 
ン』 を 以て 滿足 する の 意を 洩 すを 見ても 半面に 彼等 終局の 目的は 猶太 國の 建 設に ある や 叩 ふの 
餘地な し、 即ち 此大 目的を 達する 爲には 『ィンタ ーナシ ョナ リス ム』 に 共鳴し 之 ご事を共にする 
こ £ か最良の方法たる事亦明なり。 

猶太 人は 此の 如き S ? 主 主義、 國家 主義、 階級 制度 主義、 資本主義の 國民 にして 而も 過激派 政治 
を包容し之を利用しつつあるの魂膽は察するに難からす、極東方面に活動する有カなる猶太人 
悉く 共 產の實 施 不可能なる を 萬々 承知し 且つ 『クラス ノン チョ— n フ』 事 『トー •へ 火 ソン』 (米 
國猶 太) の 如きは 自ら 共 產黨 に® して 而も 日本に 對し ては 極柬 共和 國に 共產 主義を 實 行せ？ る 
を 誓 ふ、 之 £ 间時に彼の同胞 |: して而て彼-.筇重する『ト11ッキー』事『ブロ ^- シティン』は、七 
月 初旬 『# ス n 丨』の第 = 『ィンタ.丨ナシ 3 ナ少』會議の發會式に臨んて演說して日ぐ『吾人の 
企劃す る 全世界 革命 S 資本主義の 打破 S は -^ 可分な b 云々』 即ち 彼等は 表面には 猶太 敎の木 旨 
に背ける共淹過激の主琏を提け>『ィンターナシ ?| ナリスト』 £ 結ひて(或は之を創造し少<も 
拔從 して) 國家を 葬- "'去りつつあるはゝ毓て抵の國家主一^資木 + 兹の猶太王國を现出する序 
幕な らず や 千 九 百 二十 年初め 『モス n 丨』 に 於け る 第 八 回 過激派 大會の 決議 0 
吾人は須く共產主袭を前術 « なし、世界の無產陪級を味方に引入れ以て有&ゆる陆級制度£ 
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資本主義を 倒す へし。 

を熟讀する£きは共產主義は前術にして本隊に非ず、單に世界の人ロの大部を占め兵員£ * 働 
者を出す階級を味方に引入るる手段 !'- 過きす、其後方には或6本隊の梭行し來るこ£明な6、 
本隊 ごは 何ぞや I 米_猶太の貯藏する金貨 £ -之を迷用する資木組|| £ 、 ^: を擁谦する所謂 
K 主 組織 之な bo 

以上 認め 了る や フィ テル』 電報は 報して 日く、 『トロッキ ー』は露都大企菜會社の瓧疫に任せ 



第四章日本帝國は如何 |: 猶太人を取扱ふへきや 

從來述 へたる /' if によ & 不充分ながら 猶太 人 !; は 何者なる や 如何なる 文化を 有し 又 世界に 如 柯な & 勢カ 
を 有する やを 槪說 せり 又 世界の 親 猶太、 反 猶太の 根原竝 に 其の 反響を も說け bQ 
之よ b 日本 帝 0を主體に置き、淇の國是よ6觀て如何に猶太を取扱ふへきかを硏究せん£す〇 
玆に 硏究に 踏み 入る に 先ち 一の 考臌 すへ き 事 ぁ b 、 諸 外國の 猶太 問題は 多く 自國臣 民に 多數の 猶太 人 
を 有した る關 係よ b 起れ XV 、 然るに 帝國は .ニ、 三、 外人 W 結婚せ る もの、 外には 全く 純血に して 猶太 
人を 交へ す 故に 議論は 極めて 公正た b 得る こ W 是な bo 

第一 節 猶太 親む 可き か 

四方の海皆同胞.. £ 思ふ世にな «* 」波風の立騷ぐらん£は0 
明治 大帝 陛下 か 外國戰 m の 箱發を 慨 せられ 口吟み 給 ひし 聖旨な bw 聞く、 徇に 诳 慮の 無邊な る， 吾人 
帝國 臣民の. 三唱し 善く 之を 潲得 すへ S 所な &o 

帝國は外國の如くロに人道主義、四海同胞主義を高唱せさるも、當に右の聖旨 (-; より其主義に向つて， 
猛進せ？ 4 可ら す 0 

『グ •一 ルナ ィユ』 曾議の 際、 帝 國委員 が 人 稀 別の 撤廢を 叫 ひたる は 聖旨の 一端を® 露せ る ものに て 公明 
正大の 主張た b t な bo 

第 軍 四日 木 帝 阐は如何 |: 稱太人か取圾ふへさや 一七 一 
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此の 意味よ b して 猶太 人 か 猶太 人秫な るか 爲に 丧界の 雁 迫を 受け、 之に 苦む ビ せは 是れ 極めて 不 正義 
.の 事なる を 以て、 帝 脚は 宜 ぐ 猶太 人に 同情し、 彼等 £ 親交を結ひ、四海同胞の共存共榮に努むるを.进 
す 0 

問題は之にて解決し猶太親む可し£結»するの外他に何等銳議を挿ひの餘地なきか如きも蛇足 « して 
吾人 か 猶太 人に 成 謝し 之に 共鳴し 將來 手を 携 へて 事に 當ら？ る 可ら？ る 所以 £、物に陰陽、兩端ぁる 
如く 猶太 親む 可 & す !; の 議論を 生す る 所以 « を略述せん 5: す0 

先つ 以て 猶太 人 か 古來 世界の 科學殊 に 天文 學锊學 に貢獻 し 、 『n & ンブス 』 の 如き 大家を 出した るは 世 
界の 一大 國民た る 立場より 彼等に 感謝し 敬意を 衣す へ 5 所 V 」 す、 遣 城な から 帝國は 未た 世界の 物質 文 
化に 貢獻 する 大家を 出さす、 又 日本の 立場よ & せは 彼等が 帝國の 外债墓 集に 應し •、日露 戰役の 遂行を 
助けた る こ ;; 通商 貿易 上の 利益を 提供せ る こ！ V 」 等 も 亦 感謝せ 5 る 可 す。 

次に日本人£猶太人 £ の似寄りの點を列皋せんに0 

一 猾太 人は 祖先 崇拜 皇統 一貫 論に て 忠孝を 尊 ひ# 理に 固し 0 
ニ 弱き匕貧しきを助くる點に於て日本古來の文明たる武士道に近し。 

三歷 史上の 確た る 考證を 手に. せ ^^も猶 ;* 人£日太人£は血族上の關係ぁり £ の說すらぁ&、 »& 
爾賓の I 猶太 寺院の 紋 に^ &外多 菊の玟 * b 但し 八ケの 瓣を 有す o 
猶太人か家にて祈緒をなすビき額に一ケの黑色の小立方姒を紐にてく、6、其の紐の餘端を兩 
手に 継び 槔狀を 呈 する 所、 勸進 帳を 讀む辨 鹿の 扮延を 聯想せ しむ 0 



此 等ょ 何等かの 隅然なるへし £ 雖も潔癖なるこ £- 家の入ロの柱に御守6を打ち著くるこ £' 媒介 




此等は 何等かの 偶然なる へし ご雖も 潔癖なる こご 家の 入口の 柱に 御守^' を 打 ち 著く る こご 媒介 
にょる 結®、 男兒の 生まる、 を 喜 ひ 又兒な けれは 去る の 習 ® 等 東洋風の 所 多々 あ 60 
四彼等の大部は西洋を放浪せるも出身地を萌細迎なりご考ふる £ きは、何ごなく親みの多きを贰 
す、人純別撤廢の大義ょ ^ ^ ふるに亜刺比组風、波斯風の顏そばかす多き顔 ^ 提けて歐洲を淸 
ひ、豹$客ご 1-- 其斑點を去^^はすビて自殺せる靑年を出したるを考ふる時、又頑是なき猶太 /]' 
兒の 遊へ るを 兑之等 か 他日 反® 太 暴風の 突發 するど さ、 猶太 人なる か 爲に處 殺の 蓮に 遇は さ 
る 可ら さるを 考ふる どきは 覺 えす 熱 淚の谤 沱たる もの あり、 熟々 有色 人 稲の 逆境を 慨せ さるを 
# す 0 

其 他 帝國ょ 安寧秩序を 紊 さ、 る 範圍に 於て 信敎の 自由 保證 せられ あ り、 基督 敎の 各派は 勿論 『ジエジ 

ユィッ ト』 派の 外人 すら 居住す 故に 西洋 各國か 猶太 敎の 信仰を M 迫した る 如き 行 懸 りは 何等 帝國 に存 

在せ す Q 

若し 猶太 人に して 從來の 古陋な る 信仰を 廣 め已れ の 神を 1 T ィスラ ユル』 の 神な ビ 、考 へす、 H 本に 渡來 

し 天 御中 主神は 祖先の 祖先に して 宇宙の 中央に 座し 給 ふ 一 柱の 御 神に て、 猶太の 神 か 別に 存获 する 害 

なきを 學ば、 、釋然 S して 悟る 所 あらん か 0 

然れビ も 生物の 相互 關係は 相對 的な 6 所謂 片務 的に ては 面白から す 然らは 猶太は 我に對 - L ®* 的 熊 度 

を 持す る や 又は 反抗的 旗 度を 収る やを 考へさ る 可ら す 0 

猶太ょ日溝戰爭の頃迄は日本に對し何等の惡意を有し扛るを聞かす、(自由平等思想の注入等平和的手 
第箄四日木帝》 11 如何 |: 猶太人 71> 取祓ふへさや 一七 H 




» 太 矸究 I 七 四 
段の 外： > 寧ろ 日淇 戦 爭の 際英 、米、 猜太は菡國の凋落を喜ふ牖係上0:本に好意を有したるもの、如< 
高橘藏相か財狢官 £ して出張中、猶太人の公僙に應墓したる恩誼を深く感し入られ、猶太人を德£す 
るに 至れる は此 時よ 6 な bs 聞く、 實際 彼等の 財政 上の 援助な く 財政 涸渴 せは H SK 戰爭は 帝 國 の 不利 
に 終- 〇 たる や も 知る 可ら す、 之を 德 £するは洵に日本人の日太人たる所以 (: て極めて美はしき點な6 
VI 思考 t - 然れ S も獬太 人よ b 見れ は 其當時 H 本の 武力を 利用し 溪國を 敗戦に 導き 皇室を 倒し * 太 人 
を 解放せ ん w する 策略よ b 出て たる ものな b 、 千 九； 0〇 五 年の 革命に て 其 | 端は 暴竑 せ， ^ 又 今回の 大 
騷亂を 以て 『0マノフ』家倒れ溪國は猶太人の解放を通り過きて猾太人の天下ビなりたる以上は、早や 
日本の 世話を 要せす、 寧ろ 日本をも * 國の運命に « く順序ビなれ6『猶太人の|部(ブンド派)は貴 
國か帝 SW L て 存在す る 間は 之に 向て す 4 攻 « を中止せさるへし』 £ は穏健派のー猾太人(博士)炉哈 
爾賓に て 言明せ し處な 6( 大正 十 年 三月)， 又 大正 九 年 十：！ T 三十 1 H 大連 1>マトホ-ス少』に於ける天長 
節 祝賀 會の際 邦人 か 陛ドの 萬歲を 三唱す るに 方^,、 別室 客室に あゎし |猶 太 人 か 外人 間に 宣 傅して 日 
く『氣の毒なから日本人か陛.卜の海歲を三唱するも今回か最終ならん』 £ て大正十年には |] 本こ- « 命 
の 起る を宣 傅し、 傍ら-の 筅 人より 日本は 猶太 人の 宣傳 位に て 革命の 起る 如き 薄弱なる 阈 に 非す』, J の 
反駁を 受けて 立 去れる 事實も あ &、 猶太 人 か絮、 獨-兩 大帝阈 を 倒した る 後；；； 本 帝 阈に SL を 向く る も 
の あるは 自然な b 米 國系猶 太- ト— V V ソン』 『 fiu t , f クラス ノシチ m I n フ J が 首 瓶た る 知 多 政權の 
機關 新聞 一 T ダリ ネクォ スト ーチ ナヤ レス ブーブ リカ』 (極東 共和 國の 意) か、 大正 十 年 五月 八日の 紙上に 
祺けた る排 ：： 的の 論文の | 節に 『世界革命最後の蒸淇々罐は日本に破裂す、神禅神秘なる =!1 ^? 』は其雍 



n f 2 b に ®? f • 44 -' > t v 3 b こ cal ts tic さ ^ 、 势動萏 は 睜 £に其政權を執るに至る』の意陳を宣傅せ5。 





濃 者た if 共 i 上に 追 ひ 散 5れ、 勞 iss 芸 Jl s 意 f 宣傅 せ-^。 
右の 記事は 同 政府 外務 次官 『ゴジ h ゥ- 一 =» フ』 か 日本 S の 通商 開始を 欲して 浦鹽 に伟 復する 頃の 事なる 
に想_すれは彼等の目的 £ する處は略察するに難からす。 

又 樺 東 共和 國の 猶太 系 代表者 か 哈爾 iff に 於て 四 王 天 大佐 £曾談中にも、吾人の得たる °11 ^1' へき情和に 
よれは 日本は 最大限 五ヶ師 [« を出征し得るのみ、若し之れ以上を出征せしめん £ せは革がの爲內部よ 
b tts 壤す へし w ゐり 、吾人は 之を 信す £ 述へた b 、 何人が 此かる 情報を 傅 ふるやを 知 & 3 る も、 此の 
如くにして彼等は益々帝國を侮辱するに至 & べし哈爾 * にて知6得たる所によれは=本人 *: て彼等に 
內情を 打 明くる もの あるか 如し。 

要する (: 猶太人の|派か帝國の革命を希望する點は各种の場合に成知せ&る、所な-='0 
然らは之に對抗する爲帝國は猶太人を敵ビすへぎか是れ次節に研究せん £ する所な60 

第二 節 猶太 敵 ごすへ きか. 

然 .〇 猶太は 敵 w せ さる 可ら ? る 場合 あ £ ん 、然れ £も其排猜太の理由は歐洲人の理由£興ら？る1ら 
す、 ®, ? 0 の氣に 入らぬ 事を 言へは 、 H 本 入には 猶太 人よ b 一層 意地 惡 5面貌あ6色の純白なら？ 
る もの ある 點 よ-^ せは！ 3 本人には 印度人 馬來 人に 近き もの あ b 、 •祖先 崇拜の 猶太 敎か 不可な bs 攻幣 
せは神道は *1 何£反擊せら.るへし0 

故に 吾人 か 猶太 人を 排する 理由は 左の 三點 にあら さる 可ら す 0 

第 叫 聿 B 本 帝 國は如 何に 猶太 人 か 取* ふへ さや > 七 五 




楹 * W 究 l -b 六 

一 猶太 人は 四海同胞の 大義を 沒 却す C 
ニ 猶太 人は E れの 文化を 人に 强ゆ 0 
三猾太 人は 秘密 謀 報に 長し 阈 家の 機密を 暴 族す。 

猸太 人は r ィンタ ーナシ ヨナ 3 スト 』 £ 聯伶しぁる關係上四彻同胞主義なるか如くに見ゆれ £ も、實は 
最も 民族 主_の堅固なるものにて -1|' 經文中にも常に『ィスラユ少』民族の爲 |: ,新る «- を敎へぁるのみな 
らす 、明に 『凡ての 猶太 人は 兄弟な -0』 £ の $: ./.-. ,にて結束せる事は彼等の著*に明記しぁ.0(|^^^ *$ 
3- 5+ )勿論此の命題のみょ-=-して『拊太人にぁ.ぃさるものは兄弟に非す』 £ の命靼は論理上出て來らさる 
も、 先に 猶太 人の 性質 及 宗敎の 郁に 述へた る 如く、 兎角 排他的に 流れ、 他の 民族は 神の 選民に 非す、 
£ なすを以て、之か爲め從來他の民族 £ の間に溝渠を生したり、又千八西 (| 七年那翁の催したる『サ 
ネド- フン』 の 猶太 會議に 於て 造物主を 神 £ 信 する ものには 正 養 £ 博愛 £ を以て對するこ£を敎ゆるも、 
其 他に 及； 一 す ^ l- s^ u Llr ^ l^ ^ ^li w ち M 太 人® 文化には 善き® は ぁ* 0 も 凡 て か餘 •=• に 民族 本 
意に て 其 世界的なる は已れ の 民族を 以て 世界を 統 | せんか 爲の 世界的に 見 ゆ 此の 點 に 就て は 是非共 猶 
太 人の 反将を 求む るを 要す 苦し 彼等 之を 聽かさ らん か、 恰も 支那 か 往年 中華を 以て 誇 6、 n jfe 帝關に 
對して 無 禮を 加へ た' 〇 時、 帝 阈は 起て 之に 膺懲を 加へ 以て 小阈 £ 雖 £ も侮る可らす世界は四海同胞共 
存共榮 の 主義なら？ る 可ら？ る 事を 了解せ しめた， 0£ |〇] 樣に、 » 太を聘懋せ？る可らす、猶太にして 
旣に歐 米 諸 國を金 權の 力に よ b 籠絡し 得た る盼 威に 乘 し、 帝國を 其 流儀に て 軟化し， 猶太 主義の 前に 
屈伏せしめん £ するも、帝國には神州正太の氣 «- 礴 £ して射嚴存せ6、幼少ょ6笋、米に學ひたる邦 



, t 、 に 55 £ .5.1电して |» ^ ? 氣-6-の此の毒氣を吸收したるも 




人 又は 其 Q 蓋？ 5 不智 SS 間妄 、米®—— して® 太 空氣 中の 此の—— 收 した t 
の ある 、 Is 大部は 1 ' 努は 常— SI つ S 力— す、 自ら 
猶太 人® 手先； £る を 知らす して 彼等 Q 手先 W な-® て 働 4 中 は、 此 s 寶パを f なて 芒 代 へん.、」 
し、 參謀 本部 Q 廢止 論な S を 高唱 しつ、 t 、 此の 如き 連中 は 再 ひ-^ 硏究 の 當初」 譬 て® 太 人の 勇 

氣 .、」 米國 の總“- 令官 『パ丨 シング』 か 人 1 義の 『マツ ソ— なるこ— 了解す— 要す 『マツ ソン』 
?雖| 殿堂には 三 ヶの圓 柱 t 、 恰 4 人の 三 S 神器に 象 -=2 如 4’ 仁、 S 三徳を 如は 
せ 4 謀 本部の 廢岳」 文部 洛の廢 •北を 高唱 する H 本人は f 上海 _航 し、 『フソ こ 殿堂の 智勇の 
大 圓柱ヶ 除却して 奠井 Q 支 §-*<? や甚驗 せらね し、 軍 S ? 制限 又は 極端に 之 か 撤廢な S を 高唱す 
るは 全然 武力を® せす 金權の 力に i 世界を 統一 せん f の 、 思 ふ考」 入る も® なる を 知— る 
可ら す、 頃日 聞く、 支那 小 學讀本 に 左の 意味の 一替喩 を 加へ たり ビ。 

虎 あ 上 日 牛に 遭 ふ、 直に 飛ひ懸 らん かご 身® へたる か 牛に 角 あるを 見て 思 へらぐ 今 彼ょ b 攻勢を ル 
るに 非す、 如かす 彼れ の 伯を 撤 せしめ 然る 後處分 せんには 气此に 於て溫 顔を 以て 平に 近？ て 日 r、 
1* 交 SS て 驚を 風靡す るに f、 唯 だ 一®— 分 t、 1® ニ 角 之な-^、 獸 
類 共存の 文明 世界に 於盂 Q?f 识武 1 に携 f は 群に も_? 和 富 かすの® あ 

办、 見ょ 吾等には 角の 如き 武器 f に 非す や v-> 牛 之を 聞て 正義® 叫 ひざな し 直に 兩角を 驭拂へ h 
其の 終る や f— に 虎は 爪 1 し 一 1 牛を？ 5、 是 S 洋 S 物 ffs たる や 
の 感じ t 然れ— 財政 窮 1 爲裁兵 si 那 ©朝野に 此 sfs に敎 |」揭< るの 勇 穿 

• m 四 # n 本 帝 《は如何 |: 柄太人を取級ふへさや 一七 七 




摘 太 研 ^ • I 七 八 
あるものには敬服せさるを得す、實に牛か « を濫用し、又は之に滋養物の多量を吸收せられ又は角か 
重き爲步行困難 ^ るか如きは不可なれ ^ もゝ角を撤廢するは無謀ならゝ牛か角を撤廢するは虎の如き 
猛獸か 世界に 跡を 絕つに 至りた る 時なる を 要す。 

而て 今後 虎 S なつて 働く ものは 米國の 順番なる こど 歐洲人 か 大戰 終了後 直に 唱場 せる 所な b 、 由來米 
國提 議の綦 骨 無邪氣 なる 所に 米國 猶太の 特色 あ“、 前に 米國に 於け る 猶太 勢力の 部に 於て 記述せ る 如 
く、波蘭の辦太雕-迫に天中：敎徒の參加を禁する樣羅馬法王ょ5禁令を發せられ度玲 ?〇 パ”が』於 0 〇 |1 
邠氣を 以て 交涉せ b w は 佛 ® » 太の 批評 y b 、 無 邪氣か 有邠氣 かを 明に せ さる も 彼等 米國は 此種 米國 
猶太の 提禳の 如く 晴天の 霹靂 的に 谷 g •の 問題を 起すな bo 

r ノックス 』 の 滿洲鐵 道中 立 問題、 華 盛頓會 議等は 旣に現 はれた る 問題なる か 今後 現は るへ き 西 比利亞 
锊 道の 米阈 管理 論 •又は 國際 管理 論の 如きは、 決て 猶太に 不利なる 提議なら さる 可き は 現 大統領の ® 
する 共和 黨も亦 猶太 人を 支援す .^ 琪實か 雄拆に 之を證 明す へし 0 

西 比利鐵 通は 霧 國 の現狀 上 之に 委する yj きは 到底 改良の ^ 無く、 長く 荒渐狀 態を M T へきを 以て 人道 
の 見地ょ 6衆に先んして锹埤改良の事業に奔走するは誠 |: 堂々のキ；張 (: して、米國の處 1 : に對し|點 
扩議を 申込む の餘 地な き 力 如し 然れ >」も ^ て 9 木帝國の過剩人ロご其耕地面稍の少きを兒ょ、老 ^ 
相携 へて 脊戶の 段 畑に 陸稻を 耕し、 財 食糧 品の 不足を 訴 へて 止ます、 此の 過剰人口を 米國 に 送れは 米國 
は有色人秫ごして之を拒絕し、加奈陀濠洲亦然らさるはなし之を西伯利に求めんビせは日本は大陸に 
領土 的 野心を 藏する >」宣傳して之を喜はす、終 (: 帝國に最後の蒸竄々罐を破裂せしめん£すろは卯も 





何の 故なる や、 U 本 民族 か 帝室を 中心 ごする 故 か、 造 物 春 神 f ビ する 宗 敎を敎 へさる 爲か 、世界 
猶太 德人 ロの牢 救を 硬す る 溝 國 VJ 、辦：太人ロ {1 又莫の半數なるか富の大部を滅する米國ミを太牛洋方 
面ょ b 迚絡 する 爲の 途上に 衔 り、猶太の思ふ壺に入る望少き爲之を破裂せしめん £ するか、吾人之を 
盘確に 判定す るは 難し ごする も豫 想は 爲し倚 かさる 可ら す、 又 極東 北 (和 國は 米、 * 附 猶太の 中繼點 な 
ら.、西伯利の衩庫の番人ごなり、異敎徒たる日本の侵入を經濟的にも許ささる爲の目的 ^ も見ゆる點 
ぁ. 0、 凡. 之 等 帝國 Li 對 I ■迫は 異敎 徒に 對 する 證 にして、 已 S 民族 ^ ニ 千年_ めら れ たる 
所を、こ施すなり"米國必すしも正義の士なき (- ぁらす『ァゥト火ッタ』の所說には穩健なるものぁ 
b 『♦ホス トン』 太 學敎授 某は 五ヶの 理由 £ して 排日の 不可なる を說 き、 『スタン フォー ド』 大學 の敎授 
『トリ 1 ト J 氏 亦 日本の 爲に辨 譏す、 米 國全那 か 排 H r . 非す して 或る 勞働 階級 乂は 之を 操縦す 6 I 派 か 
日本を 敵視す る S し 得へ し、 s し £ 太 人 か i 徒を 特 扱 ひ、 之— 迫して 四海 S 主義、 人 稀 
別 撤廢 主義を 沒 却し 來ら. は、 即ち 彼等には 終に 救世主の 降 光 無 かるへ し、 是れ不 正義に して 實際に 人 
种別撤廢の太傘|し、王道 §- 々 £ して進む帝國の前には妞伏せ|を得されはな*"(之か爲には^ 
本の®* 人、 支 人の 態度を 改めさる 可ら す 0) 

又已れ の 主義を 外國に 强要す る 程 干涉の 甚だしきはなし、凡そ國家はエ業製作品の如くー時に多數同 
型のものを逭るを得す、即ち成立の歷史ど其傅統ごぁり、米國に大統領政治か假に最も適當する乂し 
.て も、 米 國人 又は 米國猶 太 人 『ト V ジソン 』等炉 之を 日 木に 勸む るは 餘計の 御世 話に て、 之 こそ" 太な 
る 干涉な b 、 H 水ょり 決して 米阈 又は 勞農叛 國に 帝政を 勸めた る こ S なく 又 今後 も勸 むる こビ 無から 
第 四牮 日本 帝 阈 11 如何 |: 猶太人を取»ふへさや 一七 九 



猶太 研究 I 八 0 
ん 、然るに 『ト tj ッキ ー』 事 r ブロンシティン』 の勞 JS 政府は 世界の 無產 階級に 號 令して 列 國の內 政 > 
勞働 政策に 干涉を 試み、 『ト ー？ 9 ソン』 の 政府は 朝鮮人 數千を 養 ひ勞農 韓國の 設立を 約し 以て 帝國の 
朝鮮 統治 !- 干涉 し、 而て 中外 殊に 米國に 向つ ては 日本の 駐兵を 以て 內政 干渉*，」 爲して 惡宣傳 至ら さる 
なし 0 

軍に 西 比 利亞 又は 米國ょ 6絕叫するに .11: まらす帝阈の樞要地にも猶太の機闼は逐次胺備？れつつぁる 
か 如し 0 V 
旣に 性質の 部に 於て 述 へたる か 如く 猶太 人は 勤勉に して 思盧 周密、 虛 言の 構成 極めて 巧なる 外、 金 ^ 
關 係に 於て 便宜 多き 爲か 頗る 間諜 勤務に 適し 又實際 之に 使用 せらる る 坻合少 からす、 哈爾賓 に 於け る 
日本軍窓な£か中央部の秘密決議を手にする以前には猶太人には疾くに知れ渡6居るの威ぁる場合ぁ 
6 此の點 は 帝阖 朝野の 大 に 注 竟を 要する 所な bo 

然れ £も猾太人間諜の眞の目的は決て之を命したる國の役に立つる爲にするに非すして猶太人 £ して 
役に立つ. 0 爲な り、 勿論 金 錢を與 へたる ものに 其の 情報を 呈すれ £ も之 £ 间時に全世界猶太同盟の 
處には 其 情報 到着す る譯な 6、其の機_雜誌に大戰中彼我の適確なる猶太人情報か載せらるる £ せ 
は、 其 他の 情報の 到着し 居る へきは 當然な b 、 世界 大戰中 『 n ッ V ンハー ゲン J の 如き 中立 地には 多 數 
の 彼我 間 謀 入 b 込み 届 6たるか潮次互に顔を知るに及んて妥協成立し|ヶ所に_して情報を交換し以 
て雙方共比較的精確なる情報を齎らし歸-0たる事は當時同地にぁ6し責忏者の苗談な，0、勿論悉く射 
太人なるや否やを明にせす £ 雖も、其中 |-- 猶太人を交へさるの理なし间地 ('- は『シォ，|スト』の事務所 



irIIJ 議 

して フ_ーォ こ』 の 運動に 一身— す— を— しめ？— へ傳 ふる も 佛國の m 
熟 1 Q 眼 i 見れ は、 彼 1 にて、 決て？ 文身® 自由を 拘束す— 如 i 恐* 
<; 『こ7ユ丄』か檐密|を取出したるは1も、|1に賣么百的に非すして猶太„ 
に|目泛盗み出し7&||考へ|、1戦當時！1丄^良^ナ^ 
方面 軍 11 將 軍、 囊下 M4 太 人 国— 『ii 國 sr f 
疑に て 間 ■起し 1 11,0 か、 是亦 米— 面 1 部 岳— fjkf 獨 
逸 こ賣る 目的なら さ りしやも知れす。 I 

確 sb 得は 本社の 財政 1 & も tl— すへ し— 明 t 該責任 者 k 千 01 
か 三 萬 金 三十 萬 金を 積む も 日本人の ロ t 漏る る こ 4 し 4 破せ るに、 否 f 探り ナ る 
に賞與 S して S する にて 勿論 日本人に 提供す るに 非す I 魔 化し 去れ b。 S-! 
又# に 『i t』s 分類 S 部 無 所思— 言 於て 述へ— く 彼等は 猶太 の諸3中^明に ?« 

局なる も？— t、 S 吉雪は 世 f し tssl 情？？ 美 ふ？ 
哈爾賓 IQII 人 其 兄 S 米 琴」 管 交 震く 霧絕 -1 以て、 I 局に wi せた'^ 

米國に 健在 の報を 得た b、 此の 情報 局は m 警—の 及は さる 猶太 窟の內 部— 情— 知— t の 
第四箄 m 本 帝 5 如何 •_ 一插大 人な 取？ へさ 9 ■ ー八ー 



稱太研 究 J 6 1 
!r 見 ゆ、 從つて 勞農落 國內の 情況 等 も 詳しく 承知し ゐる箬 にて充分なる逆繫なけれは能は 3 る所なれ* 
何故 此く 猶太 人 SS 熟 心なる やを 考ふ るに 勿 1 來巳れ S する 國家 Q 代表 機關 2 領事な w か 
熱心に 世話を な 3ざ6 し關係 ib 自營に て 造 b しもの V 」 思は るる も- ~ は 米國 猶太の 『コングレス J の 
斯長 r ブランディス』 か聲 明せ る 如く 米國射 太は 全世界 獬 太 問題の 解決に 必要なる 政略 上、 社 會問題 
上經濟 咐政上の責任を取-^得るこ 2? を覺悟しぁ&、此點ょ^.して凡ての情報を集め置くの必要ぁる 
は 樺め て 見易き の理な bs す 以上 述べ 來れ 6 か 如く ft 太 人か自 巳の 排他的、 獨瑋的 主義を 秘密 手段、 
非常手段、：，； 訴へ てまで 逐行 せん W す， 0は 不正？. 0、 終に 再 ひ 彼等® 神® 怒に 觸 t や 明なる か、 
帝國 50 して 之を 放置： 彼 S 失脚に 先て 倒 ts 處 t 然らは 如何にして 之； 2 U 抗 甘ん S する か 0 
, 猶太人の指«する國家を敢4するか0 

| ~, 猾太人を敵 £ するか即ち3本への移動届住を禁し又は之に大なる制限を加ふるか0 

射 太- < s 学 晶 f 言へ： a 、 I 謹、 f 共和 § ef 之に 同情— する f $ 米國 なる 
か、 馨は飽 迄表 面には 親善を 求め 來 b 、 決て 敵意を かさす、 前節に 述 へたる 知— 府 * 
關 新聞® 营； 一、 SJW 寅に* と 外務 次官ょ - CV 、 直」 壟® 電報を 發 し、 H 本 ■には 其® 不蜃に 
W し 遺 城 Q 蠢备 明す、 此® 如— 学、 當方 ょ . oi 馨を 敵, J す， g は 闲難ミ 、馨は 凡て 
資任— 避し？ tss し* s 、 f 捕 言 W 中々 に sf 、 fllif れは 、兩 軍 
秘條 綱を 張—. CV 、 地 I 諸 所 に設 け TS し f ® か、 彼 Sts 地を 撤 し、 SS も 
除去して 年 和の 意を 表し、 當方か 未た 全然 撤去せ さるを 見て、 野心 ぁ b 戦爭再 奥の 意 ぁ b s 宣傅し 呼號 



» • ^ CM - - . *<-1-212.9 苌 さこ 1. る乞、 



しつ 〇 ぁる 一方には、 既 k しき 以— 陣中よ OIL た. 〇 坑道 u よ b 地下 数十 米 Qf に至る 迄 
1 の 坑 —1 めて？ に 向 7、 又 其® 飛行機 SSS 陣地 內に i を投 し， 參 課長^; 
倒し 我 軍よ— て 之を？ れ— 方の？ 機に 非す、 il ? 云 ふ 類 じて、 一筋 ニ 筋 S にて* 

〕 得る 代 ft に 非す 0 

此の 如 t 以て、 彼等— る— は 充分 硏究し S — 可— t 、 我 i 進ん て 之を 擊 つは、 
S て fls — し 得 2 時 S れは 不可な b 、 彼等は 世界® 同類 1 馊 し、 敵— 

瓜 立の 位置に 置く を努む 可 けれは な bo , も 1、 
此に 於て、 我 も 亦® 坑道を 晉て 敵の 前進を 阻 北す るを 要す、 地表面 上の 對敵 行動 終 b をく 丨 

之よ b 外に 方法な し 0 

彼 若 秘密 主藥を 以てすれ は 我 亦 秘密 行動を 以て 對抗 する の 外な し。 ‘ 
残— 1 密行 11 U は 何 S すへ きや、 I 合一 S 1 I は 不可 q 
\ 縱し f 附し 11 勿—、— 罡—行 S 百 人附— ふ" 1 

21 ia » l 太. < '-•* 鐾 MS 1 與 へす、 又 1 か、 1® 反— S 吾 合？ るに 

第四窣 H 本 帝 w は 如何 •し 梅 太 人 4 取 摄 ふへ 拿 ーメニ 



堪 太 研究. 1 A 四 

4- 弈 ちて 毒 * 斯を 排除して 同類を 救 ひ t ： る |方、臥床中の露人を班擊し之を半殺にし、目下は害齒か 
其家屋の主人然たる有樣ごなれ^^獨逸も亦然り然るに日本には禾た猶太人多からす-今に及んて时 
限を 加へ 又は 全然 猶太 人の 爲に 門戶を 閉銷 する に 如かす 0 

是れ 事實 (- 立脚したる一應の理窟なるか如し然れ £ も之は人栩別撤廢の大義に戾办たるものなるを以 
て、米國猶太竝に英國猾太か、己れの樂土ごし安全なる避雖地£せる米國竝に英領加奈太、濠洲に日 
本人を 排斤 する を 止め 3る昧に於て始めて持出し得る問題なト、其迄は 

先帝 陛下の 叙 旨を 體し 四海同胞の 大義に 則- ^行動するの外なし^又猶太腦迫の歷史ょり考ふるにゝ第 
十五世紀の末葉西班牙葡萄牙は猶太人腿迫を斷行するの止むなきに至りたるも猶太人を瞑遂し終トた 
こ 時ょ り今日の衰運に向ひ、西斑牙系の南米殖民地は、多數2猶太人を包容する北米合象國の爲に迷 
次 西班牙を 離れて 合 衆國の 勢力を 迎ふ るに 至 b 、 近年 米 西戰审 を 以て 『フィ？ ビン』 諸島を も 米 國の手 
に渡さ 5 るを得さるに至れり0 

B 露 戦爭 終了後、 米國 &日本 £ 反目する (- 至&.たるは、日本か充分に門戶を開放せされしにょる,^の 
議論ぁるも、淇眞意は米國 » 太か、己れの思ふ様に西伯利、支那の問题を解決し0^-折角日木を肋 
け、 露 國を追 ひ拂 ひたる も 何等の 益す る 所な か b しに 憤慨し、 兹 に；； ； 本に 對 する 殺意を 生し、 非 日の 
氣 風を到る處に助長しつつぁるに非る無きか、去れは帝國か此の上猶太壓迫の面洋腠史を繰6返すご 
きは、 徒らに 全世界に 散布せ る 猶太の 反感を 益々 高め、 其の 得意の 宣傳 力を 用 ひ、 猶太 人 以外の 民族 
をも31本に敵せしむるに罜るを以て、單に日本に害を及ほすの奥あ.^£て之を排斥するは仅&?る沂 



な bo 

帝 國 i 宜しく 一視同仁、 四海同胞の 大度を 以て 猶太 人に 接し、 彼 若し 我に 害を 爲す もの あらは 國法に 
照し 處 新し 敢て假 借せ す、 此關 係は 他の 外國 As 何等 異ら さる 可き を 要す。 

基 啓 敎の文 句を 借**' て 言は しむれ は、 神は H を 正し さもの の 上に も 正しから さるものの 上に も 照らし 
給 ひ" 雨を 正しき ものの 上に も 正しから さるものの 上に も 降らせ 給 ふ、 吾人は 猶太 人 か 帝 國を 傾覆 す 
るの非望を藏す/- ^ 聞<も之か爲 ^ 0 !!何等苁の事 , 0- に關係なき^^人に迄迷惑を及ほすを不正 * £ 考 
ふるものな bo 

然れ VJ も猜 太敎に 、神は 全智 全能に て、 人 か ロに 出さ さる も 心に 思 ふ 事 迄 能く 知ろし召し 賜 ふビ ある 
か 如く、 正しから さるものに H を 照らし、 雨を 降らす るには 沒 分曉漢 にて 行 ふに 非す、 與ふ へき もの 
は 正當に 與へ 置き、 而て 天罰は 其 人 又は 來世 又は 子孫に 及 ほし 一點 一毫の 罪 遇 も其搛 には 濟ま ささる 
な， 0、 之 VJ IP1 搛に 吾人の 猶太 人に 對 する も與 ふへ き權 利は 充分に 與 へ、 又 活眼を 開き 彼等の 爲す所 謀 
る 所を 明察し 而て 罰すへ きは 罰し 討つ 可き は 討た さる 可ら す o 

箪國 猶太 人 r サンダ ゲィ こ 氏の 所謂 『反 猶太は 同類 か 非 同類を 怖る るな ze の 宣傅的 言論に 安堵し 何 
等 之を 硏究せ さる か 如きは 不可な b、 H 本の 社 K 主義者 (共産？) 大庭景 秋 氏 か 勞農族 國入 b の 途次 大 
正 十 年 六月 哈爾賓 の H S 说會 語學校 生徒に 行 ひたる 講 £なるも9を阳くに之 £ 同意味にて聯合國か西 
伯 利に 出兵し 之に 干涉 する は勞農 政治 か 人生に 最大 幸 顧を 齋らす ものなる や、 之 u i < する ものなる 
やを確めすして之を破壤せんこ £ を企てたる恩策にて畢竟不明瞭なるものを怖るるの憶病心ょト出て 

第叫辈日本帝國は如何に猶太人 ^ 取级ふへさや 一八 五 



抿太 研究 一八 六 
た XVS 宣 傅せ b £ 云 ふ、 即ち 猶太 人 r ザ ングゲ ィ^ ^』氏の反猶太觐2符節を合するか如し、然&吾人は 
其 正體を |<£ めすして 之を 毛 嫌 ひする は 男らしから す、 又 正義に 非る を 以て 之は 不可な 6、 宜く 古來歷 
史上の 事實 W 現在の 活歷史 WU 照 &し充分了解した 6 上に行動するを耍す、1"ビスマーク』の述へた 
る 『反 猶太は 愚者の 社會 主義な b . J も 亦 味 ふへ し 0 

又 猶太 人は 空氣の 如し、 世界 到る 處に擴 か b 居れ 6、目 (: 見え？れ £ も存在はするな-0、空氣か害を 
なすこ S あ b な VjW は 愚な b 、 空氣は 人生の 必要物な bs 空嘯き、 祖末な る 小屋を 建て、 支柱を も 施 
さ 3 れは1其夜暴風ー過九潰れごなり、歷死のふ幸を兒るこ £ あらん、されは £ て空氣は不都合な& 
有害な 6£1」自已の家を密閉し、排氣鐘を以て空氣を除外すれは外部は高歷^な6、內部は低遯10な 
6、 氣邮の 爲 に潰？るるに至るこ£西班牙、帝政寒國の如し。 

哈爾賓の猞太刺聞の负カなる一.記者亦荃氣の例を執て日く、帝政露國か從來猶太人を腮追せるは猾太 
人を 知ら ? しか 爲な 6之を栎度に邮迫し趣すを得るもの£考へたるなり>見1無心の空氣を収り密 
閉器中に哫迫せょ，ニ氣壓堪ゆへし、三氣腿、四氣颸猶堪ゆへし、然るに十氣胍ニ十氣壓に至らは、 
何れか (: 欠隙 «- 設けて窣氣は逸出するに至らん0云々 
是亦反 擀 太に 限らす 民心の 凡ての 機徵を 現は し，# へし 0 

昭憲 皇太后 陛 F の 御製 『淺し w a せけば 溢る る 谷川の 心 ぞ民の 心なり ける』 

£ _の叙旨は以て外亞猶太人 1- も及ほし得へし、譬喻に水を舣らす空氣を取れるは、日本人中に米國人 
英國人 あるを 知つ て、 目に 見えさる 射 太 勢力の 存在す るを 知ら ? る もの あるを 以てな b 、 然れビ も 



s ' に尙考 處 すへ， m は 簾 獨人も 『ビス マ ー ク J の 嘲る か 如く、 又 前に 引例せ るか 如く 無心 無害の 空 *. を 捕 




疫 に尙 考慮す へ S は 簾 獨人も 『ビヌ マー ク 』の嘲るか如く、又前に引併せるか如く無心無害の空 *. を撤 
へ 密閉找 內に壓 搾して 粉 *? し ^ さん S したる には 非す して、 必すや 有毒 瓦斯 £認む へき ものを 捕へ て 
密 pfl 器に 入れた るなら ん而て 材料 强弱學 ょ 6容戕自からの抗カを量らすして瓦斯其のものに壓迫を加 
へ 終に 之を 液體 化し 得る に 先ち 容 器 の 破裂を 來した 6 £ 認め得、然らは毒*斯を液體化する外には之 
を 無害 £なすの方法なきや、例へは之に或る化學作用を施し分解同化せしむるの方法なきや是れ次節 
に 於て 研究 せん w する 所な bo 

第三 節 猶太 利用す へき か 

先つ 3 i #^ l : 猶太を 無害なら しめたる 事實な き やを 考ふ るに、 左の 史實ぁ bo 

佛國 革命 前 『メンデルス ゾー ン』 の 思想 歐洲を 風靡せ る S き 獨逸は 遂に 猶太 人の 民權を 承認す へき 準榀 
をな せ &、此に於て猶太人に對する柿*の制限法は漸次撤廢せられたが、之 £ 同時に猾太人は其固有 
の 國民 性を 漸次 喪失し、 猶太 敎に對 する 信念 亦 從て 稀薄 £ な b しな b 、 中には 全然 基督 敎 に 歸依 せる 
もの 少から す、 『乃 ィネ JTV ルネ』 『エドフルド}ヵンス』『レ|少』『メンデルスゾ|ン』(音樂家)及『ネァ 
ン •テグ』 等の 大家は 何れも 猶太 人なる に 拘らす 猶太 人 !; してょ &も寧ろ獨逸人 £. して其名を知られた 
办. £ ぁ上狀贼類|;如何に彼等か猶太臭味を脫したるやを察するに難からす0 

此の事實|ヶを取て考ふれけ猶太人は壓疽すれは害をなせ !£ も遇するに道を以てすれは何等有害なる 
も«に非す、寧ろ國を富まし天下を益するを以て、多々益々猶太人を收容し之を好遇するを有利 « す 

第 M 章 n 本 帝 B 11 如何に 柄 大人を 取 » ふへ ^ や 一八 七 



« 太 研究 一八 八 
るの結論に達するも、事實は而く軍簡に非す0 

又 ル 後 W 逸の 作曲家 f タィ /^ へ r 、 リチ ャード 7 グネダ(1^^||)もー時猶太人 1£ 某.督#徒 |»| の 
.深 き溝渠 ;: 描を处<る事の可能 ^ 6へきを考へ、其方法は猶太人か人類の向上間跑に於て、菜筲敎徒 
VJ 手を 植仆は 足れ >亡なし、猜太人に甸て日く、虛心坦懷自我を捨てて吾人に合し、以て || 1: 人類の 
新生 命に 人 もれょ、 然らは 從來の 如く 差 則な {、全く 合一し 得へ し、 然れ S も 兄 等に 加は る 呪 姐の 重 
荷を避<る唯1の方法は » 太人たるこ £ を抛つにぁり £ 、然るに此方法も亦効を奏せす0 
前者の例の不成効な>しは『へ少ッ /1-- 』博士かフゾォ_1ズム.|を萵唱した 2. 當時の猾太人1«の氣風2^ 
に於て逋へたる如.<、獨澳んに爲6 » 丈したるに拘らす、終に「シオ_1ズム』速動の勃典を見 £> |- 至り 
たる こ W 、 竝に 常時 此の * き 猶太 人 同化 運動を 自 して 破廉恥 的 W 評する 猜太 人を 生す るに 至 b しこ W 
K に 本 研究 猶太 人の 性質の 部に 述へた る 不同化 性を 綜合して 考ふれ は" 猶太 人を 同化し 之を 融合す る 
の如何に困難なるやを察する 1- 難からす、國を漂ひ出ててょ-='千七百八十五年に及んて祖國復典運動 
功を奏し、英國の慄播.圃ごは言へ、終に國を再興するの段取& £ な6たる以上、彼等の民族的自尊心 
は益>助長せ&るるのみなるを以て、之を间化して利用し行<か如きは益々困難なら £ す0 
其 後 今冋 大戦 痛に、 獨帝か 猾太 人を 利用し 『ハン* ハーグ •ア メソ* j 辗汽® 會社長 r ハ f ノ j なる 猶太 人に 
« し『親愛なる » 太人 |<. を以てするに至6たる事及大戦間 « 々猾太人懷柔を試みたる事並に之か効を奏 
せすして再_迫の出むなきに至れる事は前章に於て旣に述へたる所な&。 

要するに 從來 諸外國 の實例 を 見る W きは、 猶太 壓迫 4- 行へは 反撥し、 S れは £て歷迪を緩むれは手加攄 



k 



を此邊にて止めん£希望せる點に止まらす一層上方に擀ね上るの傾あり、第十八世紀0^葉 » 太人壓 
迫の 緩みた 6結果米國の獨立革命、怫國の大革命を續敢し、佛國をして»太鞒に類するものを採用せ 
しむる 迄に 其の 權威を 伸張せ るを 見ても 明な bo 

以上述ふる所は全く某督敎國の树太颳迫—懷柔 I 反檐 I 再歷迫 I 滕迫者 破滅の 歷 al な 60 
日本 帝 國 には某«敎迫害の歷史 * れ « も未た猾太人 )1 迫の歷史なし、謂はば帝鼷は白紙な6、從来帝 
國ょ ^'何等の滕迫も制限も加へたるこ£なし、反對に树太人か已れの樂土£して锊重する北米、濠州 
加 祭 K に 於て 排斥の 不幸に 遇 ひたる のみ、 又 間接に 『メ匕 ニス ゾ .1 こ fT ソ—』 等の 傳播 せし 肚會 
主義の毒瓦斯を放歎せられゝ幾分害蟲の驅除にハ横暴な & 富の獨占者等を指す蘇あれし ^ 共に、*® 
氣な&靑年を發狂せしめ又は催淚作用を起さしめたり。 

我邦には猜太に關する本研究の如き初步の研究 1: も目を通さす、ー時の思ひ付さ的、猿智慧的に、猶 
k ょ宜 < 利用す へし w 爲 す もの あ &、此く申す本研究者も一年前には左の說を有せしを自白す通激« 
を 崩 域せ しむ. 〇 に； 一 之 か 指® 役？ ■太 S 結 ふか、 過激派 S 結 ふかに 管、 兩 者は 一時® 途 連れに 過 
きさる 理なる を 以て 永く兩 立す る氣遣 ひなし、 而して 遇激派 S 結 ひ 之を 敵に 非す ビ稱 する は 千 九 •白 十 
七 年 『カィゼル J か 『レ 1-1 ン』 の爲 に 全く 背負 投に遇 ひたる 二の舞を 演する に 遇き す、 握手は 必す 手を 
後くに至るへきを確信するを以て斷して不可な^^寧ろ全世界の猶太 ^ 結ひゝ之を利用して媧敞派を崩 
壤せしむるに如かす5。 

然るに逐次猶太研究の進むに迕れ、又1|.ト*'ッキー』等捎太人の世界赤化の野心は『レ丨-ー7』が個人所 

第 四# 日本 帝！ s tt 如 忉に辆太人か取被ふへ ^ や 一 八 九 



18 太 研 3? 一 * e 
有權承認後三、四ヶ月の後 (- 財繼續し、遇激派倒るる£&之に代るものは猶太系の社會革命黛『ヶレ 
ンスキ ー』の評到高く、旣に『ブラーグ』に於て、巴里に於て其運動起れるを耳にせる時、猶太を利用 
する 過激派 S 崩壤 は、 共產制 丈は 止® 得る や も 知れさ 公 も 全世界 赤化® 火は 止® 得 に 非る を 
悟れ &、尙飜て帝國の年齡を算するに紀元ニ千五百八十ー年を算し西伴紀元に先つ六百六十年な6 £ 
雖も猾 太 紀元を'^ ぬれは 實に五 千 六 百 八十 ニ 年を 算す 素ょ b 彼れ の歷史 は 『アフリカ』 『アジア』 を 往復 
し次て全く國を失ひゝ千七西八十六年の放浪生活を楨け國際公法上の國家を ^ ささもしビ雎もゝ精神 
的には國家は亡ひ ? ^'しなり、即ち帝國の歷史は殆ん£全部內爭の歷史にして(ニ、三外國ミの關陆 
は ぁ b しも) 猶太の 歷史は 外交の 歷史な り、世界の隅々；&探險の歷史な-='、商用旅行の腠史な-='、法 
律研究の腠史な6、哲學、科學、醫學研究の歷史なト、世界谷國の軍事外交の機微ょり農商エ業の勝 
手元に 至る まで 悉く 之を 知悉し ft /' な b 、 此の 俗に 所謂 海 千、 山 千 否 海山 五 千 七 百の 古狸を 懐柔し 之 
を利用せんどするか如きは桃太郎か猿犬を懷くるか如く容易ならす、寧ろ幼少 ^ る大石主稅か略を以 
て 大野 九郎 兵銜 を懷柔 せん « す るの 類に 近から ん 0 

故に 日く 猾太を 利用し 懷萊す るか 如きは 猶太 人 以上の 狡智 に 長け經 驗 S 學識を 饰 ふ f •ものに 弗れ. は不 
可な b 帝國 は斷 して 此の 『マ キヤ？ リック』 の 術策を 弄す 可から す。 

然ら .は 對猾太 問題は 親善を 主 w し 如何に 進む へき か 是次 節に 述 へん £す る 所な bo 

第 四 節 結 論 



以上 通へ f ? 所に il ; 何 U 天下 S 大 12 ぢ略溃 明 tsi を— 
し f — 間； T 11、 而て 1111 罟—し 11 
ものは 獨 ia 木 帝 S みな-^ 確信す、 は 他® 列强 中には 5 の 金權告 其の 死命を 制し 
若し 之-- 益す— 力 S 霞す— 內 客—? 現贤 t も® 、 又は t f も— の 行 
太 的 謹 SS すへ 、 獨 ミ 本 富には 1 忘— b なく 

目下 (1 殆 £ 白紙の如くなれはな60 £ : 
故-- 帝 g か 之 t 定ひ 可き 霧 太 政策は、 f く 國家禹 年の 長 計に 某き、 俯仰 大地に 耻— る-々， 

る も？. 0 基す • f 國鋈 部， 高 題 s — tf 、■¥_.:!1、 着 si 礎の 

上に SVJ して 確定せ さる 可 らさるなり、 然るに 從來少 く帝國 言論 界ー はるる® 太 問題なる ものに 
i 喊洲备 太 派 QI _」 S は sif if 如き 的 S も QS 、 之に T 枕を 高ぅ 
LI 安眠す 4 SII 3 神 KiH 木 QK 族 的 1 く f t 八 米國裏 S 震を 人 
るる 土藏 V 欧洲に 博物館® 一 用を 占む る® 運命に 立 至る や® 虜 なし 4 す帝國 *. 民に して？ 右の 
運命に 陷？ 意 一2 介せ す、 1を弄 ひ、 謠曲か f 逸、 浪花節 sb 、 S や. 繁§ 水 sf 歎 句 
b 、 11 さへ 爲し 得れは 統 SQf る s 、 1 か 如何な— 勢に 向 含は 吾か關 する 所に 
非す w 云 ふ 如き 支那 下 nijs 風に 成赢 て、 『ィン タ 1 ナジ" ナこ 尤もな b ^"^の 統一 亦 致 方な 
し w 云 文物 t は、 T 其# 毒を 他人に 及 ほ— る 間に 勞農蠢 4$ し 一」 國？ 共に 之 美の 地 
に 送ち 『 t タ- ナ； s ョ ィ この 治下に 醉生義 の 動物 的 生活 欲 I 足せし®、 其 他® B 本人 即ち 世界 

第四箄日本帝阑は如何 |: 猶大人、取祓ふへさや 一九 一 



猶太 研究 •一九二 
に 冠絕せ る國體 W 帝 國獨特 の 文化 (Ig^ lsr ) を提 け、 世界の W 鬼 夜行 狀態を 矯正し 以て 民族 國家 三千 
年 來 .■使命を 粜すの 良心 w 勇氣 ぁる 具 正の H 木 人を 以て 帝國を 組！ E. する を 優れ 6¢ す、 此の 如き 忠良 
なる日本人にして始めて狲太問題を熱心に研究し眞面0:なる阈策を案出するを得へし〇 
m 國の 文豪 r マキシム > ゴ ー y キ ー』 か 千 九 百 十六 年溪國 人の猾 太 問題に 無頓着に して 終に 國を 誤る を 
虞れ智識陴級に向て絕叫したる事は兹に抄譯して他山の石たらしめん£す。 
(前略)人間の最大罪惡に數ふへきものは將來の運命に無頓着、不注意なるにぁ&、而て此の無頓看 
は 吾人 露 阈人の 代表的 欠點な 6、 霰 國に 於け る猾太 人の 狀飽は 吾々 に 取 b て實に 耻つへ S 事な.®、 
之 亦 悉く 各自の 自我に 對 する 無爲 W 、正義の大問題に對する不其面目ょ6來るものな6云々(5^_ 

柄 奢 夏 

.街 國人の 树太問題に無頓 *' なちしは六百萬人の猶太人か國內に树太人£して様息し苦問しつつぁるを 
見て 猾ほ 無頓着な b しもの !- て、 『ゴ — V キ ー』 の 憤慨は 至當 なる か、 帝國 か從來 無頓着な トしは猶太人 
か僅に三、四百人にして而も英、米等の阈鞯を有したる關係上他の外國人2同榡に、單に.異人さん £ 
して 尊敬した るに 止 &たるものにて、深く咎ひへきに非すビ雖も、旣に對米、對露の問題に多<の射 
太問闼を含むのみならす，帝阐內に活動する拊太勢カに大なる注首：を要するの時代に達せるを以て從 
來の 無® 着を 許し 得さる に 至れるな b 〇 



之ょ 6 *: 々本問題たる對猾太策を展開するに方6兹 |' 從來述へたる所を綜合し拊太の進路を判定せ3 



6- 可ら す 0 0 
大 糖に 於て 猶太は 正義を 以て 1 一す へき 神の 使命を f ん S しクつ t 
稼 健 派は 右— 取-- 1 S 1 S 1 くし f に 進？。 

急進派は 左— 取条 S 旗— し 我 邦の 階級 美本— 葬 i らん •备而 i 動*^ 
密なれ £ も 急激な bo 

さる 可ら す、 即ち 告 何 Is 外人 以上 usi なく, 四 & 

而て 彼等—— 爭を行 ふな b 、 . S 人 か 幕 HI — 休み 『クオ ツカ』 に 醉ひ而 て® 太 人*? 經 
齊上 .念' 上 9 實權を 握る に 至— 恐れ 之を ■迫した るは + 正義 3、 己れ か橫 はりて 认薄 をな 

n! !c ”lf 言 E の！ て すれ— に 於て 『 I, 

の 反 1 は 怠惰 劣の 瓧會 主義な b 』 £ 謂 ふへ し。 -ヒ 06、 、® 
g は此 t 關 S 限— ら す、 i 人に して 帝 國大學 へ 入 S — れは 之— る 
g 、 殖床 凡て 彼等に 特 SS 制限—、 外人に 許し 得へ きも のは 悉く 之— '‘ し 邦人 
筆に 勝つ 爲 には 國民 全艘は 非常の 勤勉，、」、 節制 气 人格の 向上— 必 f す。 5 i 

被：— 交 如く 吾人 S 始 f SI ，® ひ、 重 上に SS へ、 管人 間を 5 导る W 

に 1 f S 、 11 人 か 一 s?Tf T 又— の— は— し？？ ■"人 ぁ 

第 s B 木 帝® は 如何に® 太 人な 取？ へ— 一九 三 



插太砑究 I 九 四 
臥 薪# 膽の爲 な b kl 本 帝國は 普通の 事を •， 仃 へは 吋な りご 日は ば、 是れ 未た 時勢を 悟ら さるものな り、 
獨- 填、 露の 三 大帝 阈を « 6 たる 大勢 力 か 今や 帝國に 向けられつつ あるは、 旣に說 く 所に て 疑 ふの 餘 
地な し、 然るに 今- M . -す 祿 W 代、 錙闕 時代、 天下 泰平 時代の 舊慣に 捕 はれ ' 悠々 毛筆を 弄し、 出 所の 古 
き 陳文 漢語を 搜し £し>人 (- 讀み得3るを以て已几の誇6£なすか如き惡風は存續し繁文裤禮跡を收 
めす、 之に ては 勤勉 ^ る 猶太 人の 實行 式な i もの w 比肩し 常に 後れを取る に 至る へし、 尙此 方面ょり 
の 攻粱に iT し 最も 緊恶な るは 彼等の 武器を 無効なら しむる 處 S - 之な b l 換言 すれは 彼等の 擁する 大金 
カをして何等邦人を榭敗せしめ3るこ £ 之な6、彼等の金の流入するは多々益々歡迎するや勿論な6« 
然れ ^ も猶太人の性質拜金射利の部 (: 揭けたる猶太人『スビー少』の警吿は亦以て吾人の警吿£せ？，>. 
可 & 3 る 所な り、 加ち 财太人 か 拜金 射利に 努む るは 徒らに I 身の® 樂を 求め 又は 子孫に 美田を 買 はん 
か 爲に 非す して >筲 |: »太民族復興、正栽にょる天下統|てふ大11的の爲 (: す.，.ものな.0>北理想を 
見すして其の骸形を見て之を羡み>之を厲似んどするか如きは、眞 1: 鴻を具似る烏 (: て溺れ 3 らんご 
する も 能は さるな bo 

單に 射利 其の ものを 眞似 るを 警む るの みならす、 黄金に ょる 腐. 僻を 防止せ さる ^ らす 、今日 旣に 此の 害 
毒は 侵 人せ b 、 今後は 益々 甚 たしからん- 是れ帝 阈 毒殺の 最 有効 手段 ご なれ b 、 然らは 如何にして 此 
の 緩徐なる 毒殺を 免る へき や、 宗敎の 力、 敎 育の 力、 言論の 力、 社 會制沾 の 力を 以て 不當 なる 無意味の 
黃金欲求熱を解熱し、一方には生活の安定を與ふる方法を講し以て饑へたる者は食を读はすの流儀に 
て 毒 傻頭に 飛 ひ附く 者な きに 至る 榛指 導せ さる 可ら す、 是れ洵 に 言 ふへ くして 行 はれ 難き 所に て 天下 



f 」 して 5 こ 向て f 共震の元老 大業す ら大 1 1 の 報 傅は" の 秋、 此 ir- f 

w 枝、 tl の 水を 飲む 勿れ、 不—! めて 1 せ rur - 

PMUH ノ し * 11 せ ^ f |せら 
t のみな-、 故に 黃金 の—— 國の 有識者 有力者に 1 P しむ — M 8 法 奉 P 
先つ 1 陡 々の敎 派 宗浓 の爭— .めて 外 1 

1ァこ——」 闘を P 4 TT し 唯 4 P •一% し、 猶—— 

決て 1 る 1 にし、 以て — f S し tss る— I t ns つ I 
gT l 一‘、…— •1 大無 f _ 否 f f I 」、 强| p . E . 
OLV . rl lk 1 月の 1 f I 上 sf ‘し 、民— 束 4 U 速 fii 
1111 ii 

ig H sf r 動！ 習 si し！ f す、 帝國— 最高 學 

れー l ! i れ 一方 i 展^^ 

111 は 陸軍 S 術 本 — 列 S 用 — I し 最新の rl- il?l ^ t--c art 
上陸 奪 省に 報吿 せらる ミ SS 考 へらる、 然るに 枝々 吾人の 眼に 映す if * . 
第四萆 日本 帝® は 如何 •し 猶太 人を 取联 ふへ 名 一九 五 



稱太研 究 I 九 六 
デ少 スゾ I XJ 『ル ー ソ丨』 f マルクス』 等の 猶太 系の 人物 か、 『タル ム—ド J の 中ょり 汲み、 又は 『タル ム— 
ド』 實 現の 方便 ごして 說ける 反面の 理論を 収て 直に 最 )最良のもの £ なし、先つ之を白紙の如&大钱 
生の 90 腦に注人し以て知らす識らすの間に猶太の世界統|を助長しつ、ある棘忽なる學老先生絕無£ 
言 ひ 難き を感 す、 r スピノザ』 の哲坤 を講 し ！ r メンデルス ゾーシ 』の思想を了解せん £ せは彼等の沒頭し 
て硏究したる『タルムード』に遡ら$る可らす、殊に『メンデグヌゾーン』は先に述へたる如<三歲の時 
ょ タル ムード 』 の 硏究を 始めた. 050 聞く、 吾 か 帝 阈大學 中に 少 くも 满國 文豪 『マキシム •ゴ キ 
丨 J の 如く 『タル ムー ド.！^ 研究した る學者 幾人 あ b や、 之に ては 誠に 心細き 次第な b 宜 く 優秀なる 文 
科の 卒 M 生數 名を 『 H ル サレ ム 』に派遣し、各國の硏究者一萬餘人 £ 共に數年間『タ >- .,丨ド』を研究せ 
しめ、 然る 後 r スピノザ Ji メンデルス ゾーン j 等の 學說を 解剖せ しめ 而て後 帝 阚竝 東洋 諸 國の文 化を 顳 
みしめは思ひ半ばに過くるものあらんゝ族：郡の大學生たりし猶太人にして頻&に日本文化の偉大なる 
力 £、 範 £ する もの あるに 敬服せ る もの あ. 〇 而て 我は 已 n を 捨て、 『ル ーソ ー』 『マ ダクス』 を渴印 
す、愚ど 1? はんか狂 £ 笑はんか0 

又敎 育の 力に 次て (或は 之を 凌て) 國 1 S の 思想 間 題に 觸 る,， もの 否、 寧ろ 無遠慮に 私塾を 聞き 何 萬 ^ 弟 
子を有するに至るものは澌聞_誌な&而て其內には穏»典面目なるものあれ £ も锌業を主£し人氣に 
投し資 れ高 の 大な るを 以て 目的 W する もの 少から す、 之 等は 宜< 社會の 太 錄なる 看板を 撤 し新聞屋£ 
な b 、 官街に 至 6 は 供 待 部屋に 居を 占む へき ものな 6、 何 ごな れは此 等の 人は 單に學 問, J 云 ふ 有形 上 
の 道具を 擔き 届る のみに て其內 面的敎 育に 至つ ては 無敎育 者 VJ 何等 異& 3 れはな &此等の新聞雜志こ 
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猶太 •研究 一九 八 
傷に及ひたる如く、我は流血の責任を負ひ御家斷絕を覺悟せさるへからす、故に彼先ク綽方に訴るか又 
は 暴力に ょるの 外 正義を 救 ふの 道な き U 非れ は 我ょ り缄 力を 用 ひさる を 可 どす へし、 然れ ごも 先に も 
述へた る 如く 先方は 世界 最後の 蒸 ^: 々 罐を 帝國に 破裂せ しむる 爲に 床下に 向て 坑道を 堀 b 、 一方は 暗 
夜® に 乞食を 使用し 石油を 縊縷に 注き て 木造家屋に 點火せ しめつ/,， のるな b 、 又 P へ 方 ト』 『コレラ』 
患者の || 便又は屍體を暗夜に乘し隱防をして勞働赉の见窟を目懸けて抛挪し步かしめつ、あるなり、. 
然るに帝國の某有識者にして思想を防出：す./-に銃劍を以てし又は警察カを以てするは誤なり、胃腸呼 
吸 器 さへ 健康 なれは - 8 a コレラ』 も 肺 『ペスト』 も 恐る へき ものに 非す w なせ b 、 是れ | 應 尤もの 理窟な れ 
も 不幸 にして 世には S H 腹の 弱き もの 呼吸器の 弱き もの あ b 、 故に j 方術 生 法、 健康法を 旆 すご •共 こ 
此等娲 毒を 故意に 散布す る惡漢 (邦人) 及 ひ 之を 操縱 する 黑頭 巾を 捕へ て嚴 罰に 附せさ る 可ら す、# 察 
力不足な れは 憲兵を 以てすへ く、 尙不 足な れは 軍隊を 用 ふるに 至る へし 而て 其の 黑頭 布の 逮捕は 梅め 
て闲 難な り是れ撻に述へたる如く市街を彷徨する其れらしきものに非すして何 ^ 社員-何 ^ 宙負の— 
書を 有し 餘暇を 以 1 民族の 幸福の 爲に 働く こど 恰も 蒴民 地の 邦人 か 木 業の 外に 居怊民 曾の j 役員 ごし 
て 公職に 盡すど 间様に 心得 而も 秘密に 行動 すれは な b 、 此に 於て 此の 取締 b の 必要 上 日本に 居住し 又 
は 往復す る外國 人には 悉く 阈籍の 外に 宗敎を 調奄 する の 必要を 生す 0 
然れど も 此取繙 b は I の 消極 術 生な- 〇 之 無 かる 可ら さる も 之を 以て 滿足 する を 得す 0 
木造家屋、 麥桿 屋根は 可成 速に 改造を 要す 0 

秘密なる 火 財义足 か 火を 附け 得.^ w も 之 か類燒 せしめさる 基す、 之 か爲 市街の 屋根の 材斗こ 薬 
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! 政.— i 等に も 制— 加へ 又 人類 相互 1 
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運動 S 4 u 成 効す へぐ して—— s 人民 猛防 _ s ^ ilb jw se M ffil ©? 
“ I 時—:^ 1 、 Itl に 4 I A 得 w ta & の^^ 
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しき 富 5 分配 法 か S にして 此 S 現世に て 行 US る や、 1? 2 “”終 '( ぴれド'ム 
きや 、 fls 分. 5 なす T 知* す？ 1 、雲# し 十— 後® 今" 勞 Id 丨 
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» 太娇究 _ 0 0 
努部 補な r ょ り中止を受<るこ£あ&£云ふ、此く依らしむ可く、知らしむ可らすの主義を持赖する 
は I 層の 危險を 伴 ふ 可し S 信ず。 

之を 要するに 左路ょ b 進む 猶太 人に # しても 鐵举を 以て 之に 瞄 むに 非す して、！ f めて 公平なる 立場ょ 
6 之を 遇し 彼等を して 終に 施す に 術な からしむ るに あ 6、 然るに 若し 猶太 人に して 飽く迄 帝 W を 倒し 
以て 自己 民族の 世界 統 I を 實現せ ん £ し r 猛進し 來 り、 朝鮮を 畑 動し、 =： 支を？. はせ、 H 米を 闘は せ 
又は ：^露 ^ 屯を構へしめ以て日本を弱めん^するの笮を改めされは-是明に帝阐の正義を無親し神明 
に 反抗するものな6、玆に|家1傅ハ寶 71 を议き放ち、公然猶太人を敏ごなし、猶太敎徒を以て世界 
の 平和を 艳亂 する もの £なし、|時世界谷國を敵 £ する覺悟を以て猶太の不正義を天下に晬號するを 
要す、猶太人&財權を握6政務の要機を執6言論界を掌る國は-其指辑にょ6責任を2;本の 5? 心に轉 
嫁し、猶太侧に立つに至らん、然れ £ も帝阈軍は軍人楮神の谢磨せさる間は容易に屈伏せす、此に於て 
各國の基督敎徒 £ 猶太に苦められたる國民殊に人神別撤廢迷動の恩趙に成すへき諸國民は、ロ木側に 
立つに至るべし、帝阈か正羲に由て行動する間、國民の大部 * : > 正義 |: ょる 1£ 族的精神を失は ? る |{|1 は 
復ひ神風突發して猶太勢カは一敗地に落ち<大なる窮地に陷るへし、然れ£も帝阈は*馬帝阈の如く 
之を奴隸 £ し雁迫するこ !; なかるへきを以て、兹に猾太は帝阈の德に威し神の選民は『ィズラ„こ民 
放のみに非す、絕海の孤島中にも天御中主柙の谔ひ給ひ三千年間搖藍中に置き、山紫水明の樂地 (: 於 
て淇の正義にょる民族的精神を餐はれたる大和民族あるを了解して-玆に東西搌手して人道の爲に说 
すに至るならんか〇 

吾人車を好むものに非す此の如き大銜突に至らさる前猶太人か【層 1| 本文化を悟5我 £ 捤手するに至 
るを 望む や 切な bo (a) 
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附圖 第一、. 






1 見 槪布分 人太猶 ルケ 於： 界世 




丨見槪 布令 人太猶 ルケ 於 = 界世 
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紡 ノ國境 ニョ レリ 
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